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はじめに

本書は、PRIMEQUEST 1000シリーズシステムを運用・管理するさいに必要なツール・ソフトウェアの
利用方法、および保守 (コンポーネントの交換、異常通知) の方法について説明しています。本書は、
システム管理者を対象に書かれています。

なお、各種基準、規格への適合状況や安全上のご注意などは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 安全にご
使用いただくために』 (C122-E115) を参照してください。
 
マニュアルに関する訂正および追記事項

マニュアルに関する訂正および追記事項は『PRIMEQUEST 1000シリーズ 訂正・追記事項』 (C122-E119)
に記載しています。マニュアルを参照するさいは、あわせて『PRIMEQUEST 1000シリーズ 訂正・追
記事項』 (C122-E119) をよく読んでください。
 

安全な使用のために

このマニュアルの取扱いについて

このマニュアルには本製品を安全に使用していただくための重要な情報が記載されています。本製品

を使用する前に、このマニュアルを熟読し理解したうえで当製品を使用してください。また、このマ

ニュアルは大切に保管してください。

富士通は、使用者および周囲の方の身体や財産に被害を及ぼすことなく安全に使っていただくために

細心の注意を払っています。本製品を使用するさいは、マニュアルの説明に従ってください。

 

本製品について

本製品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用などの一般用途を想定して設計・製造

されているものであり、原子力核制御、航空機飛行制御、航空交通管制、大量輸送運行制御、生命維

持、兵器発射制御など、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない場合、直接

生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途（以下「ハイセイフティ用途」という）に使用されるよ

う設計・製造されたものではございません。お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確

保する措置を施すことなく、本製品を使用しないでください。ハイセイフティ用途に使用される場合

は、弊社の担当営業までご相談ください。

 

添付品の保管について

 添付品はサーバの運用上必要になりますので、大切に保管してください。
 

本書の構成と表記
ここでは、以下の項目について説明しています。

 
・ 本書の構成と内容

・ PRIMEQUEST 1000シリーズのマニュアル体系
・ 関連するマニュアル

・ 略称

・ 表記上の規則

・ CLI（コマンドラインインターフェース）の表記
・ 表記に関する注意事項
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・ 警告表示

・ 製品の使用環境

・ 商標一覧

 

本書の構成と内容

本書の構成は以下のとおりです。

第 1章 ネットワーク環境の設定と管理ツールの導入
PRIMEQUEST 1000シリーズの外部ネットワーク環境と管理ツールの導入について説明していま
す。

第 2章 OSの導入 (リンク)
『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』 (C122-E107) の「第 4章  OSおよび添付ソフト
ウェアのインストール」へのリンクです。

第 3章 コンポーネントの構成と交換 (増設、削除)
PRIMEQUEST  1000シリーズを構成するコンポーネントの構成と交換、増設、および削除につい
て説明しています。

第 4章 ハードディスクの活性交換
ハードディスクの活性交換について説明しています。

第 5章 Red Hat Enterprise Linux 5における PCIカードの活性保守
Red Hat Enterprise Linux 5における活性保守について説明しています。

第 6章 Red Hat Enterprise Linux 6における PCIカードの活性保守
Red Hat Enterprise Linux 6における PCIカードの活性保守について説明します。

第 7章 Windows における PCIカードの活性保守
Windowsにおける PCIカードのホットプラグ手順について説明しています。

第 8章 バックアップ・リストア
サーバのデータを元の状態に復旧するために必要な、バックアップ・リストアについて説明して
います。

第 9章 システムの起動・停止と電源制御
システムの起動と停止および電源制御について説明しています。

第 10章 構成、状態の確認 (内容、方法、および手順)
PRIMEQUEST 1000シリーズの構成や状態を確認する機能について、ファームウェアなどのツー
ルごとに説明しています。

第 11章 異常通知、保守 (内容、方法、および手順)
PRIMEQUEST 1000シリーズが提供する保守機能と、トラブルが発生した場合の対応について説
明しています。

付録 A PRIMEQUEST 1000シリーズが提供する機能一覧
PRIMEQUEST 1000シリーズが提供する機能を一覧形式で説明しています。

付録 B 物理実装位置、ポート番号
コンポーネントの物理実装位置、および GSPB・MMBのポート番号について説明しています。

付録 C 外部インターフェース一覧
PRIMEQUEST 1000シリーズの外部インターフェースについて説明しています。

付録 D 内蔵 I/Oの物理位置・BUS番号、PCIスロットの実装位置・スロット番号
PRIMEQUEST 1000シリーズの内蔵 I/Oの物理位置と BUS番号、および PCIスロット実装位置と
スロット番号対応を示します。
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付録 E PRIMEQUEST 1000シリーズの筐体 (リンク)
『PRIMEQUEST 1000シリーズ  設置マニュアル』(C122-H004) の「第 1章  設置資料」へのリンク
です。

付録 F LEDによる状態の確認
PRIMEQUEST 1000シリーズに搭載される LEDの種類と、LEDによる状態の確認について説明
しています。

付録 G コンポーネントの搭載条件
PRIMEQUEST 1000シリーズの各コンポーネントの搭載条件について説明しています。

付録 H PRIMEQUEST 1000シリーズが提供するMIBツリー体系
PRIMEQUEST 1000シリーズが提供するMIBツリー体系について説明しています。

付録 I Windows シャットダウンの設定
Windowsのシャットダウンの設定方法、および設定するさいの注意事項について説明しています。

付録 J Systemwalker Centric Manager連携
Systemwalker Centric Manager連携について説明しています。

付録 K SASアレイコントローラーカードのファームウェアの確認方法
SASアレイコントローラーカード (SASアレイディスクユニットに内蔵されているものを含む)
のファームウェアの確認方法について説明しています。

付録 L ソフトウェアについて (リンク)
『PRIMEQUEST 1000シリーズ  製品概説』(C122-B022) の「第 3章  ソフトウェアの構成」へのリ
ンクです。

付録M 障害連絡シート
障害発生時に使用する障害連絡シートを掲載しています。

索引

読者が本書から必要事項を探し出せるように、キーワードと参照ページとの対応を示しています。

 

PRIMEQUEST 1000シリーズのマニュアル体系
PRIMEQUEST 1000シリーズをご利用いただくためのマニュアルとして、以下のマニュアルが用意され
ています。

マニュアルは以下のサイトから閲覧できます。

日本語版マニュアル：http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/manual/
英語版マニュアル　：http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/manual-e/
 

タイトル 説明 マニュアルコード

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ  はじめにお読みく
ださい

PRIMEQUEST 1000シリーズの開梱後、参照すべ
きマニュアルおよび重要な情報へのアクセス方法

について説明しています。(製品添付マニュアル)

C122-E114

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 安全にご使用いた
だくために

PRIMEQUEST 1000シリーズを安全にご使用いた
だくための重要な情報について説明しています。

C122-E115

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 訂正・追記事項

PRIMEQUEST 1000シリーズマニュアルに対する
訂正・追記事項を説明しています。随時、更新さ

れます。

C122-E119

PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル
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タイトル 説明 マニュアルコード

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 製品概説

PRIMEQUEST 1000シリーズの機能や特長につい
て説明しています。

C122-B022

SPARC M10 システム/
SPARC Enterprise/
PRIMEQUEST
共通設置計画マニュアル

SPARC M10 システム/SPARC Enterpriseおよび
PRIMEQUESTを設置するための、設置計画および
設備計画に必要な事項や考え方を説明しています。

C120-H007

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 設置マニュアル

PRIMEQUEST 1000シリーズを設置するための仕
様や設置場所の要件について説明しています。

C122-H004

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ  導入マニュアル

導入のための準備や初期設定、ソフトウェアのイ

ンストールなど、PRIMEQUEST 1000シリーズの
セットアップについて説明しています。

C122-E107

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ  ユーザーインター
フェース操作説明書

PRIMEQUEST 1000シリーズを適切に運用するた
めのWeb-UIおよび UEFIの操作方法について説明
しています。

C122-E109

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ  運用管理マニュア
ル

システムを運用・管理するさいに必要なツール・

ソフトウェアの利用方法、および保守 (コンポーネ
ントの交換、異常通知) の方法について説明してい
ます。

C122-E108

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 運用管理ツールリ
ファレンス

MMB、PSA、UEFIの機能の詳細など、運用のさ
いに必要な操作や設定方法について説明していま

す。

C122-E110

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ メッセージリファ
レンス

運用中にトラブルが発生したときのメッセージと

その対処方法について説明しています。

C122-E111

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ REMCSサービス
導入マニュアル

REMCSサービスの導入と操作について説明してい
ます。

C122-E120

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 用語集・略語集

PRIMEQUEST 1000シリーズに関する用語および
略語について説明しています。

C122-E116

PRIMEQUEST 1000 シ
リーズ SANブート環境構
築マニュアル

『PRIMEQUEST 1000 シリーズ導入マニュアル』
(C122-E107) の「付録 D SANブート環境の構築」
の改版です。SANブート環境の導入の手順および
設計上の留意事項の最新情報を掲載しています。

C122-E155

 

関連するマニュアル

PRIMEQUEST 1000シリーズに関連するマニュアルとして、以下のマニュアルが用意されています。
関連するマニュアルは以下のサイトから閲覧できます。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/
最新の ServerView Suiteマニュアルは以下のサイトから閲覧できます。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/catalog/manual/svs/

PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル
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タイトル 説明 マニュアルコード

Linuxユーザーズマニュア
ル Red Hat Enterprise Linux
5編

Red Hat社から公開されている RHEL5 向け
マニュアルを補足するマニュアルです。

RHEL5 システムの設計、導入、運用、保守
に関する技術情報および参考となる考え方

を提供します。

J2UL-1207

Linuxユーザーズマニュア
ル Red Hat Enterprise Linux
5編 (SupportDeskサービ
スご契約者様向け)

『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat
Enterprise Linux 5編』に SupportDesk サービ
スで提供されるツールの導入、運用情報を

加えたマニュアルです。SupportDesk サービ
スを契約されたお客様に提供されます。

J2UL-1206

Linux ユーザーズマニュア
ル Red Hat Enterprise Linux
6編
 

Red Hat 社から公開されている RHEL6 向け
マニュアルを補足するマニュアルです。

RHEL6 システムの設計、導入、運用、保守
に関する技術情報および参考となる考え方

を提供します。

 

J2UL-1337

Linux ユーザーズマニュア
ル Red Hat Enterprise Linux
6編 (SupportDesk サービ
スご契約者様向け)
 

『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat　
Enterprise Linux 6 編』に SupportDesk サービ
スで提供されるツールの導入、運用情報を

加えたマニュアルです。SupportDesk サービ
スを契約されたお客様に提供されます。

J2UL-1336

ServerView Suite
ServerView Operations
Manager Quick Installation
(Windows)

Windows環境での ServerView Operations
Managerのインストールと起動方法について
説明しています。

なし

ServerView Suite
ServerView Operations
Manager Quick Installation
(Linux)

Linux環境での ServerView Operations
Managerのインストールと起動方法について
説明しています。

なし

ServerView Suite
ServerView Installation
Manager

 ServerView Installation Managerを使ったイン
ストールについて説明しています。

なし

ServerView Suite
ServerView Operations
Manager Server
Management

ServerView Operations Managerによるサーバ
監視の概要と、ServerView Operations
Managerのユーザーインターフェースについ
て説明しています。

なし

ServerView Suite
ServerView RAID
Management User Manual

ServerView RAID Managerによる RAID管理
について説明しています。

なし

PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル
はじめに

v C122-E108-10



タイトル 説明 マニュアルコード

ServerView Suite
Basic Concepts

ServerView Suiteの基本的な概念について説
明しています。

なし

ServerView Operations
Manager
Installation ServerView
Agents for Linux

ServerView Linux エージェントのインストー
ル、および ServerView Linux エージェントの
アップデートインストールについて記載し

ています。

なし

ServerView Operations
Manager
Installation ServerView
Agents for Windows

ServerView Windows エージェントのインス
トール、および ServerView Windows エー
ジェントのアップデートインストールにつ

いて記載しています。

なし

ServerView Mission
Critical Option ユーザマ
ニュアル

PRIMEQUEST固有に必要な機能 (MMB経由
の通報、活性交換コマンド) をサポートする
にあたって、必要な ServerView Mission
Critical Option (SVmco) について説明してい
ます。

また、VMware vSphere 5のサーバ監視に必
要な ServerView Mission Critical Option for
VM (SVmcovm) に関する説明も含まれてい
ます。

ServerView Suiteマニュアルのサイト(http://
jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/
catalog/manual/svs/)

なし

ServerView RAID Manager
VMware vSphere ESXi 5 イ
ンストールガイド

VMware vSphere ESXi 5 サーバで、
ServerView RAID Manager を使用するための
インストールと設定について説明していま

す。

なし

MegaRAID SAS ユーザー
ズガイド

アレイコントローラー （RAID Ctrl SAS 6G
5/6 512MB (D2616) 、RAID Ctrl SAS 6G 0/1
(D2607) 、MegaRAID SAS 9280-8e） を使用
するための技術情報を提供します。

PRIMERGYサイト (http://jp.fujitsu.com/
platform/server/primergy/manual.html)

B7FY-2751

 

略称

本書では、製品名を以下のように表記しています。

 

正式名 略  称

Red Hat(R) Enterprise Linux(R) 5 (for Intel64) Linux
RHEL5, RHELRed Hat(R) Enterprise Linux(R) 5 (for x86)

Red Hat(R) Enterprise Linux(R) 6 (for Intel64) Linux

PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル
はじめに

vi C122-E108-10

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/catalog/manual/svs/
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/catalog/manual/svs/
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/catalog/manual/svs/
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual.html
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/manual.html


正式名 略  称

Red Hat(R) Enterprise Linux(R) 6 (for x86)
RHEL6, RHEL
 

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard Edition Windows
Windows Server 2003Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Datacenter Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Datacenter x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Datacenter Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Datacenter x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard Windows
Windows Server 2008Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Enterprise

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Datacenter

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Standard

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Enterprise

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Datacenter

Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 Datacenter Windows
Windows Server 2012Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 Standard

VMware vSphere(R) 4 vSphere 4, VMware 4

VMware vSphere(R) 5 vSphere 5, VMware 5

VMware(R) ESX(TM) 4 ESX, ESX 4.x

VMware(R) ESXi(TM) 5 ESXi, ESXi 5.x

 
 

表記上の規則

本書では、以下のような字体や記号を特別な意味をもつものとして使用しています。
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字体または

記号

意  味 記述例

『　』 参照するマニュアルの書名を示します。 『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入
マニュアル』(C122-E107) を参照し
てください。

「　」 参照する章、節、項を示します。 「1.4.1 [User List] 画面」を参照して
ください。

[　] 画面名、画面のボタン名、タブ名、ドロップ

ダウンメニューを示すときに使います。

[OK]ボタンをクリックしてくださ
い。

 

CLI（コマンドラインインターフェース）の表記
コマンドの記載形式は以下のとおりです。

 
■入力形式

コマンドの入力形式は以下のように記載しています。

・ 値を入力する変数は < >で囲んで記載
・ 省略可能な要素は [ ]で囲んで記載
・ 省略可能なキーワードの選択肢は、まとめて [ ]で囲み、|で区切り記載
・ 定義が必須なキーワードの選択肢は、まとめて { }で囲み、|で区切り記載
なお、コマンドの入力形式は枠内に記載しています。

 
備考

PDF形式のマニュアルでは、コマンド出力（例を含む）において、改行を表す記号（行末の¥）以外の
箇所でも改行されている箇所があります。  

表記に関する注意事項

・ 本書では、「マネジメントボード (Management Board)」および「MMBファームウェア」を、
「MMB」と表記しています。
・ 本書では、IOBと GSPB (パーティション内の LIOB/LGSPB) を合わせて「IOユニット」と表記し
ています。

・ 本書に掲載している画面は、実際の装置の画面と一部異なることがあります。

・ 本書の画面の IPアドレス、構成情報等は表示例であり、実際の運用では異なります。
 

警告表示

このマニュアルでは、使用者や周囲の方の身体や財産に損害を与えないために以下の警告表示をして

います。

「警告」とは、正しく使用しない場合、死亡する、または重傷を負うことがあり

得ることを示しています。

「注意」とは、正しく使用しない場合、軽傷、または中程度の傷害を負うことが

あり得ることと、当該製品自身またはその他の使用者などの財産に、損害が生じ

る危険性があることを示しています。
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「重要」とは、効果的な使い方など、使用者にとって価値のある情報であること

を示しています。

 
■本文中の警告表示の仕方

警告レベルの記号の後ろに警告文が続きます。警告文は、通常の記述と区別するため、行端を変えて

います。さらに、通常の記述行からは、前後 1行ずつ空けています。

本製品および当社提供のオプション製品について、以下に示す作業は当社技術員

が行います。お客様は絶対に作業しないようお願いします。感電・負傷・発火の

おそれがあります。 
・ 各装置の新規設置と移設

・ 前面、後面と側面カバーの取外し

・ 内蔵オプション装置の取付け／取外し

・ 外部インターフェースケーブルの抜差し

・ メンテナンス（修理と定期的な診断と保守）

また、重要な警告表示は「重要警告事項の一覧」としてまとめて記載しています。

 

製品の使用環境

本製品は電子計算機室での使用を前提とした電子計算機です。なお、使用環境の詳細については、以

下のマニュアルを参照してください。

『PRIMEQUEST 1000シリーズ  設置マニュアル』（C122-H004）
 
■お願い

・ 本マニュアルに関するご意見、ご要望または内容に不明瞭な部分がございましたら、下記ウェブ

サイトに具体的な内容を記入のうえ送付してください。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/contact/
・ 本書は、予告なしに変更されることがあります。

・ 本書 PDFは、Adobe(R) Reader(R)で「100%表示」「単一ページ」で表示することを前提として作
成しています。

・ 本書 PDFでは、見出しと本文の間に改ページが入ることがありますが、本書 HTMLでは正しく
表示されます。

 

商標一覧

・ Microsoft、Windows、Windows Serverは、米国 Microsoft Corporationの米国およびその他の国にお
ける登録商標または商標です。

・ Linuxは、Linus Torvalds氏の登録商標です。
・ Red Hatは米国およびそのほかの国において登録された Red Hat, Inc. の商標です。
・ Intel、Xeonは、米国インテル社の登録商標および商標です。
・ Ethernetは、富士ゼロックス社、および米国その他の国におけるゼロックス社の登録商標です。
・ VMwareは VMware, Inc.の米国および各国での登録商標または商標です。
・ Xenは米国およびその他の国における Citrix Systems, Inc. またはその子会社の登録商標または商
標です。

・ その他、会社名と製品名はそれぞれ各社の商標、または登録商標です。
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・ 本資料に掲載されているシステム名、製品名などには、必ずしも商標表示（TM、（R））を付記し
ておりません。

 

安全上の注意事項

重要警告事項の一覧

本マニュアルには、重要な警告事項は記載されていません。

 

警告ラベル

当製品には以下のようにラベルが貼付してあります。以下のラベルは当製品の使用者を対象としてい

ます。

 

ラベルは絶対にはがさないでください。

 
 
 

*：いずれか一方に貼付
警告ラベル位置 (PRIMEQUEST 1400S2 / 1400S 背面)
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*：いずれか一方に貼付
警告ラベル位置 (PRIMEQUEST 1400E2/1400L2/1800E2/1800L2/1400E/1400L/1800E/1800L 背面)
 
 

警告ラベル位置 (PRIMEQUEST 1400E2/1400L2/1800E2/1800L2/1400E/1400L/1800E/1800L 背面 (IOB
を抜いた状態))
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警告ラベル位置(PCIボックス)
 
 

製品取扱い上の注意事項

オプション製品の増設

PRIMEQUEST 1000シリーズを安定してご使用いただくために、オプション製品の増設時には 弊社指
定のオプション製品をご使用ください。

弊社指定以外のオプション製品をご使用いただく場合、PRIMEQUEST 1000シリーズの動作保証は一切
いたしかねますので、ご注意ください。

 

メンテナンス

本製品および当社提供のオプション製品について、以下に示す作業は当社技術

員が行います。お客様は絶対に作業しないようお願いします。感電・負傷・発

火のおそれがあります。

・ 各装置の新規設置と移設

・ 前面、後面と側面カバーの取外し

・ 内蔵オプション装置の取付け／取外し

・ 外部インターフェースケーブルの抜差し

・ メンテナンス（修理と定期的な診断と保守）
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本製品および当社提供のオプション製品について、以下に示す作業は当社技術

員が行います。お客様は絶対に作業しないようにお願いします。故障の原因と

なるおそれがあります。

・ お客様のお手元に届いたオプションアダプターなどの開梱

 

本製品の改造／再生

本製品に改造を加えたり、本製品の中古品を富士通に無断でオーバーホールな

どによって再生したりして使用する場合、使用者や周囲の方の身体や財産に予

期しない損害が生じるおそれがあります。

 

ご不要になったときの廃棄・リサイクル

・ 法人、企業のお客様へ

当社では、法人のお客様から排出される富士通製 ICT製品を回収・リサイクル (有償) し、資源の
有効利用に積極的に取り組んでいます。詳細は、当社ホームページ「IT 製品の処分・リサイク
ル」 (http://jp.fujitsu.com/about/csr/eco/products/recycle/recycleindex.html) をご覧ください。

 

廃棄・譲渡時のハードディスク上のデータ消去に関するご注意

本機器を使用していた状態のまま廃棄・譲渡すると、ハードディスク内のデータを第三者に読み取ら

れ、予期しない用途に利用されるおそれがあります。機密情報や重要なデータの流出を防ぐためには、

本機器を廃棄・譲渡するさいに、ハードディスク上のすべてのデータを消去することが必要となりま

す。

ところが、ハードディスク上のデータを消去するというのは、それほど容易なことではありません。

ハードディスクを初期化（フォーマット）したり、OS 上からファイルを削除したりする操作をしただ
けでは、一見データが消去されたように見えますが、ただ単に OS 上でそれらのデータを呼び出す処理
ができなくなっただけあり、悪意を持った第三者によってデータが復元されるおそれがあります。

従って、お客様の機密情報や重要なデータをハードディスク上に保存していた場合には、上に挙げる

ような操作をするだけでなく、データ消去のサービスを利用するなどして、これらのデータを完全に

消去し、復元されないようにすることをお勧めします。

お客様が、廃棄・譲渡等を行うさいに、ハードディスク上の重要なデータが流出するというトラブル

を回避するためには、ハードディスクに記録された全データを、お客様の責任において消去すること

が非常に重要となります。

なお、ソフトウェア使用許諾（ライセンス）契約により、ソフトウェア（OS やアプリケーション・ソ
フトウェア）の第三者への譲渡が制限されている場合、ハードディスク上のソフトウェアを削除する

ことなくサーバなどを譲渡すると、契約違反となる可能性があるため、そうした観点からも十分な確

認を行う必要があります。

弊社では、お客様の機密情報や重要なデータの漏洩を防止するため、お客様が本機器を廃棄・譲渡す

るさいにハードディスク上のデータやソフトウェアを消去するサービスを提供しておりますので、是

非ご利用ください。

・ データ消去サービス

弊社の専門スタッフがお客様のもとにお伺いし、短時間で、磁気ディスクおよび磁気テープ媒体

上のデータなどを消去するサービスです。
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詳しくは、データ消去サービス（http://fenics.fujitsu.com/outsourcingservice/lcm/h_elimination/）をご
覧ください。

 

サポート&サービス
■SupportDesk について（有償）
システムの安定稼動に向け、保守・運用支援サービス「SupportDesk」のご契約をお勧めします。ご契
約により、ハードウェア障害時の当日訪問修理対応、定期点検、障害予兆／異常情報のリモート通報、

電話によるハードウェア／ ソフトウェアの問題解決支援、お客様専用ホームページでの運用支援情報
提供などのサービスが利用できます。詳しくは、SupportDesk 紹介ページ「製品サポート」 (http://
jp.fujitsu.com/solutions/support/sdk/index.html)  を参照してください。
 
■製品・サービスに関するお問い合わせ

製品の使用方法や技術的なお問い合わせ、ご相談については、製品を購入されたさいの販売会社、ま

たは弊社担当営業員・システムエンジニア（SE） にご連絡ください。PRIMEQUEST 1000シリーズに
関するお問い合わせ先がご不明なときやお困りのときには、「富士通コンタクトライン」にご相談くだ

さい。

 
■富士通コンタクトライン

・ 電話によるお問い合わせ

電話： 0120-933-200 （通話料無料）
ご利用時間： 9:00 ～ 17:30 （土曜・日曜・祝日・当社指定の休業日を除く）
富士通コンタクトラインでは、お問い合わせ内容の正確な把握、およびお客様サービス向上のた

め、お客様との会話を記録・録音させていただいておりますので、あらかじめご了承ください。

 
・ Web によるお問い合わせ

Web によるお問い合わせも承っております。詳細については、富士通ホームページをご覧くださ
い。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/contact/
 
■保証について

保証期間中に故障が発生した場合には、保証書に記載の内容に基づき無償修理いたします。詳細につ

いては、保証書をご覧ください。

 
■修理ご依頼の前に

本装置に異常が発生した場合は、本マニュアルの「11.2 トラブル対応」を参照して、内容をご確認く
ださい。それでも解決できない異常については、修理相談窓口または担当営業員に連絡してください。

ご連絡のさいは、本装置前面部右側にある貼付ラベルに記載の型名、および製造番号を確認し、お伝

えください。また、事前に本マニュアルの「11.2 トラブル対応」をご覧いただき、必要事項を確認し
てください。

お客様が退避したシステム設定情報は、保守時に使用します。
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改版履歴表
 

版数 日付 変更箇所 (変更種別) (注) 変更内容

01 2010-02-09 － －

02 2010-03-12 全体
訂正・追記事項 (C122-E119-01) の
差分取込み

03 2010-08-20 全体
訂正・追記事項 (C122-E119-02～
10) の差分取込み

04 2011-04-28 全体

・ PRIMEQUEST
1400S2/1400E2/1400L2/1800E
2/1800L2の記事を追加

・ 訂正・追記事項 (C122-
E119-11 ～ 18) の差分取込み

・ Red Hat Enterprise Linux 6 補追
マニュアル (C122-E154-01) の
取込み

 

05 2011-05-31 全体
訂正・追記事項 (C122-E119-19) の
差分取込み

06 2011-12-20 全体
訂正・追記事項 (C122-E119-20 ～
24) の差分取込み

07 2012-07-03 全体

以下の項目を中心に記載内容の追

加、削除または修正

・ ビデオリダイレクションの注

意

・ ServerView RAID サービスの
停止

・ FC カード交換手順および説
明

・ [ASR Control] 画面の表示・設
定項目

・ [Partition Event Log] 画面

08 2013-01-25 全体

・ Windows Server 2012関連の記
事を追加

・ PCIスロット用 785GB 内蔵ソ
リッドステートドライブ／

PCIスロット用 1.2TB 内蔵ソ
リッドステートドライブの記

事を追加

09 2013-07-02 3章および 11章 GSPB交換についての記事を追加
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版数 日付 変更箇所 (変更種別) (注) 変更内容

10 2013-11-19 3章

・「3.2.1 Reserved SB」の「■
VMware 留意事項」の記事を
変更

・ Windowsソフトウェア RAID
およびWindows構成時の記
事を追加

注： 変更箇所は、最新版の項番を示している。ただし、アスタリスク (*) の付いている項番は、旧
版の項番を示す。

本書を無断で複製・転載しないようにお願いします。

Copyright 2010 - 2013 FUJITSU LIMITED
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第 1章  ネットワーク環境の設定と管理
ツールの導入

 
本章では、PRIMEQUEST 1000シリーズの外部ネットワーク環
境の構成と管理ツールの導入について説明します。

PRIMEQUEST 1000シリーズで採用する管理ツールの概要につ
いては、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  製品概説』 (C122-B022)
の「第 8章  運用管理ツール」を参照してください。
 
 
 

1.1 外部ネットワーク構成  ................................................. 2
1.2 外部ネットワークの構成方法 (管理 LAN／保守用 LAN／

業務 LAN)  ................................................................ 4
1.3 管理 LAN  ...................................................................... 8
1.4 保守用 LAN／REMCS LAN  ........................................ 16
1.5 業務 LAN  .................................................................... 17
1.6 管理ツールの動作条件と利用方法  ............................. 18



1.1  外部ネットワーク構成
PRIMEQUEST 1000シリーズの外部ネットワーク構成を以下に示します。
 

 

番号 説 明

(1) SW冗長化

(2) チーミング (GLSなど) による冗長化

(3) Standby側は無効

図 1.1 外部ネットワーク構成
 
 
外部ネットワークの一覧を以下に示します。なお、記号 A、B、Cは「図 1.1 外部ネットワーク構成」
と対応しています。

 

表 1.1 外部ネットワーク名と主な機能

記号 外部ネットワーク名 機能

A Management LAN (管理 LAN) ・ MMB Web-UI / CLI操作
・ 運用管理サーバ

・ テキストコンソールリダイレクション

・ ビデオリダイレクション

・ PRIMECLUSTER連携
・ Systemwalker連携
・ ServerView連携
・ REMCS接続
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記号 外部ネットワーク名 機能

B Maintenance LAN (保守用 LAN) ・ FST (CE端末) 接続
・ REMCS接続

C Operation LAN (業務 LAN)  業務用

 
以下に、PRIMEQUEST 1000シリーズの外部ネットワーク機能を示します。
 

図 1.2 外部ネットワーク機能
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1.2  外部ネットワークの構成方法 (管理 LAN／保守用 LAN／業務 LAN)
PRIMEQUEST 1000シリーズでは、セキュリティと負荷分散のために、以下の 3種類の用途の異なる外
部ネットワークに接続します (「図 1.1 外部ネットワーク構成」を参照してください) 。
・ 管理 LAN
・ 保守用 LAN
・ 業務 LAN

 
注意

管理 LANと業務 LANは同一のサブネットに接続することができますが、保守用 LANは必ず別のサブ
ネットに接続してください。

 
ここでは、PRIMEQUEST 1000シリーズ内の IPアドレスについて説明します。
 

1.2.1  PRIMEQUEST 1000シリーズ内の IPアドレス
PRIMEQUEST 1000シリーズ内の SB、GSPB、MMBの各ユニットはネットワークインターフェースを
装備しており、各ポートに IPアドレスを割り当てる必要があります。
PRIMEQUEST 1000シリーズを設置する外部ネットワーク環境に合った IPアドレスを各ポートに設定
してください。

 
各ポートに設定する IPアドレスについて、以下に説明します。
「表 1.2 PRIMEQUEST 1000シリーズ内の IPアドレス (MMBから設定する IPアドレス)」にMMBから
設定する IPアドレスを、「表 1.3 PRIMEQUEST 1000シリーズ内の IPアドレス (パーティション内の OS
から設定)」に OSから設定する IPアドレスをそれぞれ示します。
「表 1.2 PRIMEQUEST 1000シリーズ内の IPアドレス (MMBから設定する IPアドレス)」の IPアドレス
は、MMB上に搭載されている NIC (Network Interface Controller) に割り当てる IPアドレスです。これ
らの NICは、MMB上に搭載されているスイッチングハブを経由してMMBの外部ネットワークポー
トまたは SBと接続されています。この IPアドレスは、MMBファームウェアが使用します。
標準構成ではMMBは 1台ですが、2台のMMBを二重化構成とした場合は 2台のMMBに共通の仮想
IPアドレスを割り当てます。この仮想 IPアドレスのほかに、それぞれのMMBに物理 IPアドレスを 1
つずつ割り当てます。

 

表 1.2 PRIMEQUEST 1000シリーズ内の IPアドレス (MMBから設定する IPアドレス)

名称 NIC 種類 IPアドレスの設定方法 説明

■管理 LANの IPアドレス：MMB Virtual/Physical IP Address
MMBが管理 LANに接続して通信するときに使用する IPアドレス。各MMBの User Portの NICに割
り当てる物理 IPアドレスと、二重化したMMBに共通に割り当てる仮想 IPアドレスとがある。管理
LAN上の PCなどからは仮想 IPアドレスでアクセスする。仮想 IPは ActiveなMMBに引き継がれる。

Virtual IP
Address

MMB (共
通) (*1)

仮想 IP
アドレス

MMB CLIから設定、ま
たはMMB Web-UIから
設定

管理 LANに接続した PCがMMB
(Active) と通信 (Web、telnetなど) する場
合に、本 IPアドレスを使用する。
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名称 NIC 種類 IPアドレスの設定方法 説明

PCからは、MMB#0、MMB#1のどちら
が Activeであるかを意識する必要はな
い。

MMB#0 IP
Address

MMB#0
(*1)

物理 IP
アドレス

MMB CLIから設定、ま
たはMMB Web-UIから
設定

管理 LANに接続した PCがMMB#0 と
通信する場合に、本 IPアドレスを使用
する。(*2)

MMB#1 IP
Address

MMB#1
(*1)

物理 IP
アドレス

MMB CLIから設定、ま
たはMMB Web-UIから
設定

管理 LANに接続した PCがMMB#1と
通信する場合に、本 IPアドレスを使用
する。(*2)

■保守用 LANの IPアドレス：Maintenance IP Address
MMBが保守用 LANに接続して通信するときに使用する IPアドレス。

Maintenance IP
Address

MMB (共
通)

物理 IP
アドレス

(*3)

MMB CLIから設定、ま
たはMMB Web-UIから
設定

管理 LANを使用しないで REMCSで通
信する場合に、使用する IPアドレス。
CEポートに接続した保守用端末と通信
する場合にも本 IPアドレスを使用する。

■MMB-PSA LANの IPアドレス：MMB-PSA IP Address
MMBが各パーティションの OS上で動作する PSA(PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L) ま
たは SVS (PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2) と通信するための専用 IPアドレス。
(*6)

MMB-PSA IP
Address

MMB (共
通) (*4)

物理 IP
アドレス

(*3)

MMB Web-UIから設定 各パーティションの OS上で動作する
PSA (PRIMEQUEST1400S/1400E/1400L/
1800E/1800L) または SVS
(PRIMEQUEST
1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2)
と通信するための専用 IPアドレス。

■コンソールリダイレクションの IPアドレス：Console Redirection IP Address

Console
Redirection IP
Address

BMC 物理 IP
アドレス

(*5)

MMB Web-UIから設定 管理 LAN上の PCから各パーティショ
ンのコンソールリダイレクション機能に

アクセスするための IPアドレス。パー
ティションごとに 1つ、管理 LAN上の
IPアドレスを割り当てる。

*1： この 3つは同一サブネットの IPアドレスを割り当てる必要がある。

*2： サーバの管理者が、意識して個々の IPアドレスを指定して通信することはない。

*3： Active側のMMBのみ通信をする。

*4： 筐体内に閉じた PSA-MMB間 LANに接続され、外部のネットワークとは接続しない。管理
LAN、保守 LAN、業務 LANとは別のサブネットを割り当てる必要がある。デフォルトでは
172.30.0.1/24が設定されており、ほかのサブネットと衝突しなければ特に変更する必要はな
い。

*5：
 

BMCが提供するコンソールリダイレクション機能にアクセスするための IPアドレス。
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MMBの管理 LANの User Portから、筐体内に閉じた BMC-MMB間の専用ネットワークを
経由して BMCにアクセスする。
MMBは、NATにより、BMCのローカル IPアドレスを管理 LAN上の IPアドレスに変換す
る。

管理 LAN上の PCからは、MMBを経由して BMCのコンソールリダイレクション機能を使
用する。

*6：
 
 

本設定が Disableになっている場合、PSAのWeb-UIを見ることはできない。また、
PSA(PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L) または SVS (PRIMEQUEST
1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2) 関連の REMCS通報およびMail通報が送信されなく
なる。

「1. 管理 LAN」、「2. 保守用 LAN」 (外部ネットワーク)、および「3. MMB-PSA LAN」 (筐体内 LAN) は、
別々のサブネットを割り当てる必要があります。

「3. MMB-PSA LAN」は筐体内に閉じているため、別筐体の「3. MMB-PSA LAN」と同一でも問題あり
ません。

「4. コンソールリダイレクション」で割り当てる IPアドレスは、「1. 管理 LAN」と同一サブネットを割
り当てる必要があります。

 
備考

MMBは内部通信用に以下のサブネットを固定的に使用しています。
これらのサブネットは設定できません。

  127.1.1.0/24
  127.1.2.0/24
  127.1.3.0/24
 
各パーティションの SB上の ICH (I/O Controller Hub) には 100Mbイーサネットポートが搭載されてお
り、筐体内の PSA-MMB間 LANに接続されています。この 100Mbイーサネットポートには OSから
IPアドレスを割り当てます。
 

表 1.3 PRIMEQUEST 1000シリーズ内の IPアドレス (パーティション内の OSから設定)

LANポート
IPアドレスの設定

方法
説明

SB上の 100MbEポート(ICH
内の NIC) (*1)

各パーティション

内の OSから設定
筐体内の PSA-MMB 間 LANに接続されている
100MbEポート。「表 1.2 PRIMEQUEST 1000シ
リーズ内の IPアドレス (MMBから設定する IPア
ドレス)」の「MMB-PSA IP Address」の IPアドレ
スと同一サブネット。パーティションにつき 1つ
IPアドレスを割り当てる。

GSPB内の GbEポート 各パーティション

内の OSから設定
パーティションの構成に依存する。LGSPBの構成
数 (0～ 4) × 4。

IOBまたは PCIボックスの
PCI Expressスロットに搭載し
たネットワークカード

各パーティション

内の OSから設定
各ポートから筐体外のネットワークに接続する。

当該パーティション内のポート数分の IPアドレス
が必要 (実際に使用するポートに IPアドレスを割
り当てる)。
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*1： PSA＋ SVS (PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L) または SVS (PRIMEQUEST
1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2) インストール時、デフォルト値 (172.30.0. [パーティ
ション番号 + 2]) が割り当てられる。デフォルト値がほかのサブネットと競合していなけれ
ば、そのままで問題ない。

パーティション番号について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理ツールリファ
レンス』(C122-E110)の「1.3.4 [Partition Configuration] 画面」を参照。
他サブネットとの競合などにより変更の必要がある場合は、手動で設定する。設定手順に

ついては、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 導入マニュアル』(C122-E107) を参照。
 
備考

PSA-MMB間 LANのパーティション側 NICは Home SB上の ICH内蔵 NICを使用します。
ネットワークデバイス名は一意に決まらず、NICに割り当てられたバス番号、デバイス番
号、ファンクション番号で Home SB上の ICH内蔵 NICを検索します。
 
Reserved SB機能により Home SBの切り替えが発生した場合も PSA-MMB間の通信を維持
するため、MMBが Home SB上の ICH内蔵 NICのMACアドレスを書き換え、SBが切り替
えられる前と同じMACアドレスを維持します。
このMACアドレスはパーティションごとに固有の値を割り当て、システムの FRU情報と
して筐体ごとに一意となるように管理されています。
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1.3  管理 LAN
ここでは、PRIMEQUEST 1000シリーズ内の管理 LANの構成について説明します。
 

1.3.1  管理 LANの概要
MMBは、管理 LAN用に GbE LANポートを 2ポート (Userポート) 備えています。
パーティション側は、GSPB上の GbE LANポートを管理 LAN用ポートとして使用可能です。PCL通
信／運用管理サーバとMMB Userポートの接続は、外部スイッチを介して通信します。
 
■管理 LANの IPアドレス (MMB)

MMBは、PRIMEQUEST 1000シリーズを管理するためのインターフェースとして、MMBごとにそれ
ぞれ 1つの物理 IPアドレスを持ちます。さらに、システムで共有する仮想 IPアドレスを、主系となる
MMBが持ちます。これらの IPアドレスは、MMB Web-UIまたは CLIから設定が可能です。
 
備考

管理 LANインターフェースには Virtual LANインターフェースを使用します。個別の物理 LANイン
ターフェースは、MMBを個別に認識させたい場合にのみ使用します。
 
各MMBの物理 LANインターフェースは、MMBに存在する 2つの Userポートをインターフェース冗
長化機能で冗長化し、1つの LANインターフェースを形成しています。
Virtual LANインターフェースは、冗長化されている 2枚のMMB間で共有する仮想 IPアドレスです。
Virtual LANインターフェースは、各MMBの物理 LANインターフェースポートを共有して使用し、
Active側MMBで有効なチャネルとして扱われます。Active側が切り替わる場合は、それに応じて
Virtual LANチャネルへの接続先も切り替わります。
 
管理 LANの構成図を以下に示します。IPアドレスの例は、設定によって変わります。
 

番号 説 明

(1) 物理 LAN IP(MMB #0)の例：10.20.30.101

(2) 物理 LAN IP(MMB  #1)の例：10.20.30.102
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番号 説 明

(3) Virtual LAN IPの例：10.20.30.100

図 1.3 管理 LANの構成図
 
各 Userポートが故障した場合は、インターフェース冗長化機能によって同一MMB内で接続ポートを
切り替えて、サービスを継続します。また、ActiveとなるMMB自体の障害が発生して Virtual LAN
チャネルが使用できなくなった場合には、仮想 IPアドレスが Active側MMBから Standby側に引き継
がれ、サービスを継続することが可能です。

 
管理 LANを構築すると、以下のインターフェースが利用できます。
 
システム管理者が利用できるインターフェース：

・ HTTP/HTTPSを利用したWeb UIインターフェース
・ telnet/SSHによる CLIインターフェース
・ ビデオリダイレクション機能によるパーティション操作およびコンソール操作

 
システム管理ソフトウェアが利用できるインターフェース：

・ RMCP、および RMCP+インターフェース
 
備考

Virtual LANチャネル以外の管理 LANインターフェースには以下に示す制約があります。

表 1.4 管理 LANの制限事項

チャネル名称 RMCP接続
(UDP)

Web-UI接続
(http/https)

CLI接続
(telnet/ssh)

Virtual LANチャネル 可 可 可

物理 LANチャネル (Active MMB) 可 不可 可

物理 LANチャネル (Standby MMB)
制限付きで可(*1)

(*2)
不可 制限付きで可(*3)

*1：4 Kbyteを超える送受信は不可。
*2：Active MMBに転送されるため性能が発揮されない。
*3：下記のコマンドのみ実行可能。      
      ・設定コマンド
         set active_mmb 0
      ・参照コマンド
          show active_mmb
          show access_control
          show date
          show timezone
          show gateway
          show http
          show http_port
          show https
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          show https_port
          show ssh
          show ssh_port
          show telnet
          show telnet_port
          show ip
          show network
          show exit_code
          ping
          who
          netck arptbl
          netck arping
          netck ifconfig
          netck stat
          show user_list
          help
          show snmp sys_location
          show snmp sys_contact
          show snmp community
          show snmp trap
          show maintenance_ip
 
 
■管理 LANの IPアドレス (パーティション)
パーティション側は、管理 LAN上の端末などから OS上で動作する PSAや SVSと通信を行うために
管理 LANの IPアドレスを割り当てる必要があります。IPアドレスは、GSPB上の GbEポート、IOB、
または PCIボックスに実装したネットワークカードのいずれかに割り当てます。SVOMで監視する場
合は、管理 LANの IPアドレスの割り当ては必須となります。
 
PRIMECLUSTER連携時には、パーティション側 PSA (PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L)
または SVS (PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2) は管理 LANを経由してMMBの User
ポートと通信を行い、クラスタノードの状態監視やノード切り替え機能を提供します。

1.3.2  管理 LANの構成方法
管理 LANは、外部の端末からMMBにアクセスするためのネットワークです。MMBのネットワーク
ポートは、管理用の Userポート (二重化されている)、保守用の CEポート、リモートメンテナンス用
の REMCSポートの 3種類があります。
REMCSポートと CEポートは、スイッチングハブを介して共通の NICに接続されています。
PRIMEQUEST 1000シリーズでは、PSA-MMB間のネットワークには専用 LANが割り当てられます。
MMBにアクセスする管理 LAN関連の設定は、Web-UIの [Network Configuration] メニュー、または CLI
から実施します。

ネットワーク構成について詳しくは、「1.1 外部ネットワーク構成」を参照してください。
 
管理 LANを構成するための設定を以下に示します。管理 LANに関する設定は Administrator権限のユー
ザーのみが可能です。
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設定画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』(C122-E110)
の「第 1章  MMBのWeb-UI (ウェブインターフェース) 操作」を参照してください。
 

表 1.5 管理 LANの構成要件

表示／設定項目 内容説明

Network Interface：MMBにアクセスする IPアドレスなどの設定

Virtual IP Address 仮想 IPアドレス。MMBが二重化されている場合は、切り替わった
MMBに引き継がれる。
Host Name/IP Address/Subnet Mask/Gateway Address

MMB#0 (MMB#1) IP Address MMB#0 (MMB#1) の物理 IPアドレス。MMB#0 (MMB#1) がシステムに
実装されているときに設定可能。

Enable/Disable設定
Interface Name/IP Address/Subnet Mask/Gateway Address

DNS (optional) オプション。DNSサーバを使用するときの DNSサーバの IPアドレス
を指定する。初期値は Disable。
Enable/Disable設定
IP Address:DNS Server 1/DNS Server 2/DNS Server 3

Management LAN 管理 LANポートの二重化を設定する。初期値は Disable (#0側ポートの
み有効)。
Enable/Disable設定

Maintenance IP Address REMCS/CEポートを設定する。初期値は Disable。
Enable/Disable設定
IP Address/Subnet Mask/SMTP Address

MMB-PSA IP Address IP Address/Subnet Mask/Gateway Address
PSA-MMB間 LANのMMB側 NICを設定する。初期値は Enableで、
IP Addressが設定されている。MMBはパーティション間の通信は遮断
する。

Management LAN Port Configuration：管理 LANポートの設定

Speed/Duplex for MMB#0
(MMB#1)

MMB#0 (MMB#1)の LANポートの Speed/Duplexを設定する。
Port：User Port、Maintenance Port
設定値：Auto(default)、1G/Full、100M/Full、100M/Half、10M/Full、
10M/Half
MMBの Userポートは二重化されている。
1G/Full は User Port のみ設定が可能。各ポートで可能な設定はMMBの
ハードウェア構成に依存する。

Network Protocols：ネットワークプロトコルの設定

HTTP、HTTPS、telnet、SSH、
SNMP

各プロトコルの有効化、ポート番号、Timeout時間を設定する。

SNMP Configuration：SNMPに関する設定

SNMP Community SNMPの System Informationおよび Community/Userを設定する。
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表示／設定項目 内容説明

・ System Information：SNMPの System Location、System Contactを
設定する。また、[System] → [System Information] で設定された
System Nameを表示する。

・ Community：最大 16個の Community/Userを設定できる。各
Community/Userに対して、アクセスを許可する IP Address、
SNMPバージョン、アクセス権限、認証を設定する。SNMP v3固
有の設定項目は、SNMP v3 Configurationのメニューで設定する。

SNMP Trap SNMPトラップの送信先設定
・ 最大 16個のトラップ先を設定できる。各トラップ先の

Community/User名、トラップ先 IP Address、SNMPバージョン、
認証レベルを設定する。

・ [Test Trap] ボタン：現在設定しているトラップ先にテスト用ト
ラップを送信する。

SNMP v3 Configuration：SNMP v3 に固有の設定

Engine ID Engine IDの設定
・ 各ユーザーに対して暗号化用ハッシュ関数、認証用パスフレーズ、

暗号化用パスフレーズを入力する。

SSL：SSLの設定

Create CSR 秘密鍵の作成と署名要求 (CSR：Certificate Signaling Request)
・ SSL certificate status：現在の SSL証明書のインストール状況を表
示する。

・ Key Length：秘密鍵の鍵長。1024bit/2048bit
・ CSRに設定される所有者情報の入力
・ 国名／県名／都市名／組織名／所属名／サーバ名／E-Mailアドレ
ス

・ [Create CSR] ボタン：確認のためのダイアログボックスを表示し、
OKであれば新しい秘密鍵と署名要求を作成する。完了後、ダイ
アログボックスを表示し、OKであれば秘密鍵を登録して[Export
Key/CSR] 画面へジャンプする。キャンセルが指示された場合は
作成した秘密鍵と CSRを破棄する。

Export Key/CSR MMBの秘密鍵／CSRを取り出す (バックアップ)。
・ [Export Key] ボタン：秘密鍵を取り出す
・ [Export CSR] ボタン：CSRを取り出す
注意

FireFox 4 以降を使用して [Export Key/Export CSR] ボタンをクリックす
ると、保存を確認するダイアログボックスが一瞬表示されて消える。

このため、秘密鍵がダウンロードできない。[Export Key/CSR] 画面を操
作する場合は、Internet Explorer を使用すること。

Import Certificate 認証局から送付された署名済みの電子証明書を取り込む。

ファイルを指定して [Import] ボタンをクリックし、インポートを実行
する。

Create Selfsigned Certificate 自己署名した証明書を作成する。
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表示／設定項目 内容説明

・ SSL certificate status：自己署名証明書のインストール状況を表示
する

・ Term：自己署名証明書の有効期限を日数で指定する
・ その他[Create CSR] 画面と設定項目は共通
・ [Create Selfsigned Certificate] ボタン：自己署名証明書を作成する

SSH：SSHの設定

Create SSH Server Key SSHサーバの Private Keyを作成する。
・ SSH Server Key Status：SSHサーバ Keyのインストール状況を表
示する

・ [Create SSH Server Key] ボタン：Private Keyを作成する。作成完
了後、確認用ダイアログボックスを表示し、OKであれば作成し
た Keyをインストールする。キャンセルであれば破棄する。

Remote Server Management：リモートから RMCPでMMBを制御するためのユーザー設定
・ [Edit User] ボタンで選択したユーザーを編集する。初期状態ではすべてのユーザーが No Access
かつ Disableに設定されている。

・ [Edit User] 画面ではユーザー名、パスワード、権限、Status (Enable/Disable) の編集が可能。
・ 権限を No Accessにするか Statusを Disableに設定するとアクセスは不可となる。

Access Control：ネットワークプロトコルに対するアクセスコントロール設定

Add Filter/Edit Filter/Remove
Filterボタン

フィルタの追加、編集、または削除を実行する。

Edit Filter画面 ・ Protocol：対象プロトコルを選択する(HTTP/HTTPS/telnet/SSH/
SNMP)。

・ Access Control：Enable/Disableのどちらかを選ぶ。
・ Disable：すべての IPに対してアクセスが許可される
・ Enable：指定した IPのみアクセスが許可される

・ IP Address/Subnet Mask：Access Controlが Enableの場合のみ指定
可能。ここで指定した IPのみアクセスが許可される。

Alarm E-Mail：イベント発生時に E-Mailで通知するための設定

Alarm E-Mail イベント発生時に E-Mail送信するかを選択する (Enable/Disable)

From 送信元アドレス

To 送信先アドレス

SMTP Server SMTPサーバの IPアドレスまたは FQDN

Subject メールの件名

Filterボタン アラーム E-Mailを送信を設定するフィルタの設定を編集する。フィル
タ設定で対象とされているイベントが発生すると通知される。初期値

はすべてが対象。

・ Severity：対象 Severity (Error/Warning/Info)
・ Partition：対象パーティション
・ Unit：対象ユニット
・ Source：対象ソース (CPU/DIMM/Chipset/電圧/温度/その他)
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表示／設定項目 内容説明

Test E-Mailボタン 確認用のメールを送信する。

ビデオリダイレクション／リモートストレージのネットワーク設定

Partition - Console Redirection
Setupメニュー

ビデオリダイレクション／リモートストレージ用のネットワークは

MMBが中継し、BMCの IPアドレスはユーザーからは見えない。ユー
ザーは、MMBの管理 LAN経由でシステムにアクセスする。
ここでは、ビデオリダイレクションのクライアント (Javaアプレット)
がアクセスするための IPアドレスを指定する。MMBは指定したアド
レスと BMC IPアドレス間で、アドレスを変換する。

 
パーティション側の管理 LANの設定は OS上で行います。これは管理 LAN上の管理 PCなどから PSA
や SVSなどにアクセスするために必要です。また、PRIMECLUSTER連携ではクラスタノード監視、
切り替えのために PSA (PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L) または SVS (PRIMEQUEST
1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2) は管理 LANによりMMBと通信を行います。
 
管理 LANに使用する NICは GSPB上の GbEポート、IOB、または PCIボックスに実装したネットワー
クカードのいずれかを割り当てます。

管理 LANのサブネットはMMBのWeb-UI/CLIで設定したMMBの仮想 IPアドレス、および物理 IP
アドレスと共通にします。

 
管理 LANと業務 LANを分離せずに同一のサブネットとする構成も可能です。この場合は、パーティ
ション側は管理 LANと業務 LAN兼用の IPアドレスを割り当て、MMB User Portが接続する LANと同
一のサブネットに接続します。

 

1.3.3  管理 LANの冗長構成
MMB本体は、標準ではMMB#0のみ実装されますが、MMB#1を搭載することで二重化されます。
MMBは、MMB自身の異常を検出すると Active MMBを切り替え、動作を継続します。切り替え時に
MMBの仮想 IPアドレスが Active側のMMBに引き継がれるため、管理者はどちらのMMBが Active
であるかを意識する必要はありません。

 
管理 LANからMMB User Portへアクセスする経路の異常は、MMB自身の異常と認識できないため、
Active MMBの切り替えによる復旧ができません。そのため、MMBには管理 LANの User Portが 2つ
搭載されており、二重化することで管理 LANの異常から復旧できます。標準では User Portの二重化
設定は無効化されており、User Port#0のみが有効です。
 
管理 LANの User Portの二重化設定を有効にすると、User Port#0と User Port#1の 2つの NICが有効と
なります。2つの NICは bonding機能によって外部からは 1つの仮想インターフェースに見えます (MMB
ごとに物理 IPアドレス、MACアドレスは 1つ) 。
MMBは管理 LAN の異常 (装置外部スイッチとの接続、LAN ケーブル断線を含む) を監視し、異常を検
出すると二重化された NICを切り替えることで、Web-UI操作などの監視業務を継続できます。MMB
の物理 IPアドレス、MACアドレスは切り替え前の値が保持されます。
 
管理 LANの冗長構成の設定は、MMB Web-UI の [Network Configuration] - [Network Interface] 画面で
Maintenance LAN の Dualizationを Enableに設定します。
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設定方法の詳細については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』 (C122-E110)
の「1.5.2  [Network Interface] 画面」を参照してください。
 
パーティション側管理 LANを冗長化する場合は、Linux Bondingドライバ、GLS、または Intel PROSet
によるチーミングなどで NICを二重化します。
 
MMBは二重化されていて、MMBの管理 LAN User Portが二重化されていない状態で管理 LANに異常
が発生すると、MMBにアクセスできなくなります。MMB故障と認識されないことで Active MMBが
自動的に切り替えられず、MMBの仮想 IPアドレスがアクセス可能なMMB側に切り替わらないため
です。この場合は、手動で Active MMBを切り替える必要があります。以下に手順を示します。
 
・ MMB#0が Active、MMB#1が Standbyで、MMB#0側の User Portへの管理 LAN異常が発生し、

MMB#0にアクセスできなくなった場合
1. MMB#1の管理 LAN User Portの物理 IPアドレスに telnet/sshで接続します。
2. MMB#1で以下のコマンドを実行し、Active MMBをMMB#1に切り替えます。

> set active_mmb 1
3. MMBの仮想 IPアドレスがMMB#1に切り替わり、仮想 IPアドレスでアクセス可能となり
ます。
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1.4  保守用 LAN／REMCS LAN
MMBは以下の保守用途の LANポートを提供します。
 

表 1.6 保守用 LAN／REMCS LAN

ポート 説明 備考

CE LAN 保守作業時の FST (CE端末) 接続用ポート 100Base-TX、RJ45

REMCS LAN OSCとの接続用 (*) 100Base-TX、RJ45

 *：管理用 LANとは別に REMCS接続を行う場合
 
MMB上の Switching Hubの port-based VLAN機能によって、CEポートと REMCSポート間の通信は遮
断されています。MMBの保守用 LAN、REMCS LANの概要を以下に示します。
 

図 1.4 MMBの保守用 LAN、REMCS LAN
 
保守用 LANはMMBのWeb-UIまたは CLIで設定します。保守用 LANのサブネットは管理 LAN、業
務 LANなどのほかのサブネットとは分離する必要があります。
MMBが二重化されている場合、保守用 LANでは Active側のMMBのみアクセス可能です。Standby
側のMMBの NICは無効化されています。
 
備考

PRIMEQUEST 1000シリーズでは、各MMBは保守時の CE端末接続用と REMCS通報用の LANポー
トをそれぞれ持ちます。

いずれのポートも Active側MMBでのみ有効であり、Standby側のMMB上の各ポートとは通信しませ
ん。

装置設置時、保守用 LAN、REMCS LANは担当保守員が設定します。
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1.5  業務 LAN
ここでは、PRIMEQUEST 1000シリーズ内の業務 LANの構成について説明します。
 
 

1.5.1  業務 LANの概要
業務 LANは、GSPB上に 1000Base-T LANポートを 8ポート (LGSPBあたり 4ポート) 備えています。
必要に応じて、IOBや PCIボックス上の PCI Expressスロットに LANカードを搭載して、業務 LAN用
のポートとして使用することができます。

 
 

1.5.2  業務 LANの冗長
ここでは、業務 LAN の冗長について説明します。
 
■サーバ間伝送路の二重化 (高速切替方式)
サーバ間伝送路の二重化について詳しくは、以下の URLから『PRIMECLUSTER Global Link Services
説明書 4.3（伝送路二重化機能編）（Linux版）』(J2UZ-7781-01Z2(C)) を参照してください。
http://software.fujitsu.com/jp/manual/
 
■同一ネットワーク上のサーバハブ／スイッチ間の二重化 (仮想 NIC方式／NIC切替方式)
同一ネットワーク上のサーバハブ／スイッチ間の二重化について詳しくは、以下の URLから
『PRIMECLUSTER Global Link Services 説明書 4.3（伝送路二重化機能編）（Linux版）』
(J2UZ-7781-01Z2(C)) を参照してください。
http://software.fujitsu.com/jp/manual/
 
■Intel PROSetによるチーミング

Intel PROSet を使用したチーミングを構成することができます。詳細については、Intel PROSet のヘル
プを参照してください。

 
注意

Intel PROSet (R) を使用したチーミングに関して、留意事項があります。留意事項については、「G.10
NIC (ネットワークインターフェースカード)」を参照してください。
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1.6  管理ツールの動作条件と利用方法
ここでは、管理ツールの動作条件と利用方法について説明します。

 

1.6.1  MMB
MMB Web-UIの動作条件を以下に示します。
 
■サポートするWebブラウザ

Microsoft Internet Explorer バージョン 6 (Service Pack 1) 以降
Mozilla Firefox バージョン 3以降
 
■Web-UIの最大ログインユーザー数

Web-UIの最大ログインユーザー数は 16ユーザーです。最大ユーザー数を超えてログインしようとし
た場合は、警告ダイアログが表示され、ログインは拒否されます。

MMB Web-UIのログイン手順を以下に示します。
 

1.  WebブラウザでMMBの URLを指定して接続します。
→[Login] 画面が表示されます。
 

2. Usernameと Passwordを入力します。
→[Web-UI] 画面 ([System] - [System Status]) が表示されます。

 
Web-UIの基本的な操作方法については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  ユーザーインターフェース操
作説明書』 (C122-E109) の「1.7  Web-UI画面の基本操作」を参照してください。
MMB Web-UIのログイン手順の詳細については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』
(C122-E107) の「3.3.4  MMBへのログイン」を参照してください。
 
■MMBのユーザー権限

MMBでは、ユーザーアカウントに対して操作権限レベルを設定します。
ユーザーアカウントの作成、削除、設定変更などは、Administrator権限のユーザーのみが実行できま
す。

MMB Web-UIの各メニューのアカウント (操作) 権限の詳細は、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管
理ツールリファレンス』(C122-E110) の「第 1章  MMBのWeb-UI (ウェブインターフェース) 操作」を
参照してください。

 
■MMBでの NTPクライアント機能の設定

PRIMEQUEST 1000シリーズでは、MMBが NTPクライアントとなって、外部の NTPサーバと時刻の
同期をとります。外部の NTPサーバと時刻の同期については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マ
ニュアル』(C122-E107) の「7.2  NTPの設定」を参照してください。
 
各パーティション (OS) 上の時刻同期の方法について詳しくは、OSのマニュアルを参照してください。
 
MMBによる管理について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  製品概説』(C122-B022) の「4.2
 MMBによる管理」を参照してください。
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MMBの利用方法について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』(C122-E107) の
「3.3.4  MMBへのログイン」を参照してください。
 
 

1.6.2  PSA
PSAによる管理について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  製品概説』(C122-B022) の「4.3  PSA
による管理」を参照してください。

PSAの動作条件と利用方法について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』(C122-
E107)の「第 5章 OSのインストール後に実施する作業 (PRIMEQUEST
1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2)」または「第 6章 OSのインストール後に実施する作業
(PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L)」から、PSAの設定を参照してください。
 
備考

PSAは PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lのみ提供します。
PSAによる管理機能は、PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2では、SVSにて提供しま
す。SVSの機能について詳しくは、SVSのマニュアルを参照してください。

1.6.3  遠隔操作 (BMC)
■サポートするWebブラウザ

Microsoft Internet Explorerバージョン 6 (Service Pack1) 以降
Mozilla FireFox バージョン 3以降
 
■必要となる Java Runtime Environment

JRE 1.4.2.10以降
 
注意

・ 端末の OSがWindows Vista / Windows7の場合、UAP (User Account Protection) を "Disable" に設定
してください。

・ ビデオリダイレクション、テキストコンソールリダイレクション、およびリモートストレージは、

接続先のネットワークが Proxy経由の場合、接続できない場合があります。その場合は、ブラウ
ザの設定で、Proxy経由にしない設定にしてください。

・ Internet Explorerでビデオリダイレクションまたはテキストコンソールリダイレクション機能を起
動する場合は、[Control] キーを押しながらマウスをクリックしてください。また、以下のメッ
セージが表示された場合も、[Control] キーを押しながらマウスをクリックしてください。
・ Internet Explorerのステータスバーに表示されるメッセージ
「このページのポップアップがブロックされました。ポップアップの表示を許可するには、

Ctrlキーを押しながらクリックします。」
FireFoxの場合はマウスのクリックのみで接続できます。

・ ビデオリダイレクションに接続するさい、「java.net.SocketException:Malformed reply from SOCKS
server」が発生する場合は、ブラウザの設定を以下のようにしてください。
・ Internet Explorerの場合：

1. ツール＞インターネットオプション＞接続のタブ＞ LANの設定＞プロキシサーバ＞
詳細設定

2.「すべてのプロトコルに同じプロキシサーバを使用する」のチェックをオフにする。
3. Socksのフィールドを空にする。
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・ Fire Foxの場合
1. ツール＞オプション＞ネットワークのタブ＞接続設定
2.「手動でプロキシ設定する」のチェックをオンにする。
3.「すべてのプロトコルでこのプロキシを使用する」のチェックをオフにする。
4. SOCKSのフィールドを空にする。

・ SASアレイディスクユニットを使用して RAIDコントローラーのWebBIOSを起動するさい、テ
キストコンソールリダイレクションは使用できません。

テキストコンソールリダイレクションは、WebBIOSを終了後、リブートもしくは電源をオフ／
オンした後で接続し、使用してください。

WebBIOSの使用方法については、『MegaRAID SAS ユーザーズガイド』(B7FY-2751) を参照して
ください。

 
■最大接続数

遠隔操作 (BMC) 機能の最大接続数を以下に示します。
 

表 1.7 遠隔操作機能の最大接続数

項目 説明

ビデオリダイレクション 同時に 2ユーザーまで接続可能。ただし、操作は 1ユーザーのみ
可能。ほかの 1ユーザーは参照のみ可能。

テキストコンソールリダイ

レクション (*)
同時に 1ユーザーまで接続可能。

リモートストレージ 最大 2デバイスまで共有が可能。

  
*：PRIMEQUEST 1400S/1400E/1800E/1400L/1800L の統合ファームウェア版数 SA11031 より前の版数で
は、テキストコンソールリダイレクションで最大接続数を超えて接続しようとすると、以下のメッセー

ジが表示され、接続が受け付けられない。

Console redirection already in use

　

PRIMEQUEST 1400S/1400E/1800E/1400L/1800L の統合ファームウェア版数 SA11031 以降では、テキス
トコンソールリダイレクションで最大接続数を超えて接続しようとすると、以下のメッセージが表示

される。PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2 では、統合ファームウェア版数に関係な
く、以下のメッセージが表示される。

Console redirection already in use
　(User xx.xx.xx.xx is currently connected)
　 If needed, the current user can be 
disconnected.
　

　 Do you really want to force disconnect current 
user (yes/no)?

xx.xx.xx.xx：接続中の IP アドレスが入る
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yes を入力すると、接続中のユーザーに代わり、テキストコンソールリダイレクション画面に入る。
no を入力すると、Main Menu 画面に戻る。
　

以下に、BMC の各機能を導入するための動作条件について説明します。
　

■動作環境の設定

ビデオリダイレクション／リモートストレージ、およびテキストコンソールリダイレクション用の設

定は、ユーザーのネットワーク環境に合わせる必要があります。MMBの [Console Redirection Setup] 画
面で、IP Addressの設定、サブネットマスクの設定、ビデオリダイレクション、リモートストレージ、
テキストコンソールリダイレクションの有効／無効を設定します。

MMBでの設定方法については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』(C122-
E110) の「1.3.6  [Console Redirection Setup] 画面」を参照してください。
 
■ビデオリダイレクション

ビデオリダイレクション機能を使うと、ユーザーは遠隔地からパーティション側の画面にアクセスす

ることができます。

MMBの [Console Redirection] 画面からビデオリダイレクションを起動すると、ユーザーの端末には Java
Appletが転送されます。JavaApplet経由で LANに転送された VGAの出力が表示されます。
また、ユーザーの端末に接続されているマウスとキーボードの入力は、LAN経由でパーティション側
に接続されます。

 
ビデオリダイレクションの接続構成図を以下に示します。

 

図 1.5 ビデオリダイレクションの接続構成
 
ビデオリダイレクションの動作順序を以下に示します。
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図 1.6 ビデオリダイレクションの動作順序
 
図中の (1) ～ (5) は、以下の動作を示しています。
　(1) 端末からサーバにログインします。
　(2) 画面が開き、ビデオリダイレクションが起動します。
　(3) [ビデオリダイレクション] 画面に表示される画面上で、キーボードとマウスからパーティション
を操作できます。

　(4) 以降、ビデオリダイレクション用 Java Appletと通信し、パーティションを操作できます。
　(5) ビデオリダイレクションを修了します。
 
[ビデオリダイレクション] 画面の例を以下に示します。
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番号 説 明

(1) メニュー

(2) ボタン

(3) パーティション画面

図 1.7 SA11071以前および SB11062以前のビデオリダイレクション画面
 

番号 説 明

(1) メニュー

(2) ボタン

(3) パーティション画面

図 1.8 SA11081以降および SB11071以降のビデオリダイレクション画面
 
[ビデオリダイレクション] 画面で使用できるメニューを以下に示します。
 

表 1.8 [ビデオリダイレクション] 画面のメニュー

メニュー名 (*1) 説明

Extras

・ Virtual Keyboard バーチャルキーボードを表示します。

・ Refresh Screen Partition画面の再読み込みを行います。

・ Take Full Control... Full Control modeへ移行します。View Only mode時のみ有効です。

・ Disconnect Session...
ほかのユーザーの Remote接続を切断します。Full Control mode/View
Only modeのどちらでも使用できます。
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メニュー名 (*1) 説明

・ Relinquish Full Control... View Only modeへ移行します。Full Control mode時のみ有効です。

・ Exit ビデオリダイレクションを終了します。

Remote Storage

・ Remote Storage リモートストレージ機能を設定します。

Power Control (*2)

Power On (*2) 電源を投入します。

Power Off (*2) OSの状態に関係なく、強制的に電源を切断します。

Power Cycle (*2)
OSの状態に関係なく、強制的に電源を切断し、再度電源を投入し
ます。

Press Power Button (*2)
電源操作は行われません。Power button pressed (SEL) が記録されま
す。

Reset (*2) OSの状態に関係なく、強制的にリセットします。

Pulse NMI (*2) NMIを発行します。

Graceful Reboot (*2)
ServerView Agentに reboot要求を送信します。
ServerView Agentがインストールされていない場合はリブートしま
せん。

Graceful Shutdown (*2)
ServerView Agentに shutdown要求を送信します。
ServerView Agentがインストールされていない場合はシャットダウ
ンしません。

Language

・ English メニュー表示を英語にします。

・ Deutsch (German) メニュー表示をドイツ語にします。

・ 日本語 (Japanese) メニュー表示を日本語にします。

Preferences

・ Preferences 下記項目の設定をします。

          ・Mouse Mode (*2) マウスの動作モードを設定します。

          ・Keyboard Layout (*2) キーボードの言語タイプを設定します。

          ・Global Logging (*2) ログの設定をします。Noneに設定するとログを記録しません。

Console Log File (*2) (設定なし)

Low Bandwidth (*2)

色深度 (色数) を設定します。通信が遅い場合には 3bppに設定して
ください。

　 None：変更なし
　 3bpp：8色
　 8bpp：256色

Internal TCP Port (*2) リモートストレージ用の TCPポートを設定します。

Help
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メニュー名 (*1) 説明

・ Performance パフォーマンスを表示します。

・ About バージョンを表示します。

　*1：中黒 (・) のメニュー名は、上位メニューの下位項目です (中黒 (・) は、メニューには表示され
ません) 。
　*2：SA11081以降および SB11071以降で表示が更新されます。
 
[ビデオリダイレクション] 画面で使用できるボタンを以下に示します。
 

表 1.9 [ビデオリダイレクション] 画面のボタン

ボタン名 説明

[Mouse Sync] PC端末側とパーティション側のマウスカーソル位置を合わせます。 (*)

[Ctrl] [Ctrl] キーに相当します。

[Alt] [Alt] キーに相当します。

[Win] [Windows] キーに相当します。

[Context] マウスの右クリックメニューを表示します。

[Lock] [Ctrl] ／ [Alt] ／ [Windows] キーを押したままの状態になります。解除するに
は再度 [Lock] をクリックしてください。

[Ctrl-Alt-Del] [Ctrl] + [Alt] + [Del] キーを同時に押すことを意味します。

*：  [Mouse Sync] をクリックしてもマウスカーソルがシンクロしない場合は、ビデオリダイレ
クションの対象パーティションの OSで、以下の設定を行います。その後、[Mouse Sync] を
クリックしてマウスの同期操作を行ってください。

Windows Server 2003 / Windows Server 2008の場合：
・ 画面の設定

1. コントロールパネルを起動し、「画面」を選択します。
2. [設定]タブの[詳細]をクリックします。
3. [トラブルシューティング] タブの「ハードウェアアクセラレータ」を「最大」か
ら左に 1メモリ移動し、[OK] ボタンをクリックします。

・ マウスの設定

1. コントロールパネルを起動し、「マウス」を選択します。
2. [ポインタオプション] タブの [精度を高める] にチェックが入っている場合は、
チェックを外します。

3. Video Redirection の [Mouse Sync] ボタンをクリックし、マウスカーソルを同期さ
せます。マウスカーソルがずれる場合、「速度」項目のスライダーを調整してく

ださい。

Windows Server 2012 の場合：
・ マウスの設定

1. コントロールパネルを起動し、「マウス」を選択します。
2. [ポインタオプション] タブの [精度を高める] にチェックが入っている場合は、
チェックを外します。
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3. Video Redirection の [Mouse Sync] ボタンをクリックし、マウスカーソルを同期さ
せます。マウスカーソルがずれる場合、「速度」項目のスライダーを調整してく

ださい。

RHEL5の場合：
次のコマンドを実行します。

>xset m 0 0

 
注意

・ サーバ側の画面の解像度が 800 × 600の場合、ビデオリダイレクションで表示する画面の一部が
欠けたり、マウスカーソルの残像が残ったりすることがあります (Linuxのインストール時) 。

・ [Windows] キーを使用してビデオリダイレクション画面を最小化した場合、パーティション側で
は、[Windows] キーが押されたままの状態になっています。
この場合、ビデオリダイレクション画面を再度開いたときに、[Ctrl] + [Alt] + [Del] キーが効かな
かったり、コマンド入力ができなかったりします。

[Windows] キーを解除するには、ビデオリダイレクション画面を開いた状態で一度、[Windows]
キーを押します。

・ ビデオリダイレクション使用時にデジタル署名の有効期限が切れている旨の警告メッセージが表

示されることがあります。この警告メッセージが表示されても Java Applicationの動作には問題は
ありませんので、[実行] ボタンをクリックしてください。ビデオリダイレクションを接続するた
びにこの警告メッセージが表示されるのを回避したい場合は、[この発行者からのコンテンツを常
に信頼します] チェックボックスをオンにして [実行] ボタンをクリックしてください。

・ 端末と PRIMEQUEST間のネットワーク通信異常によりセッションが切断され、ビデオリダイレ
クション画面が無応答となる場合があります。

 このような場合、画面を正常終了できなくなります。ビデオリダイレクション画面を強制終了し
たあと、再接続してください。

 
 
 
 
ビデオリダイレクション機能の一覧を以下に示します。

  

表 1.10 ビデオリダイレクション機能一覧

ユーザー機能 説明 備考

View only mode 画面の表示のみで操作はできません。 

Full control mode マウス 端末側のマウスから操作できます。

パーティション側のマウスポインタ

と端末側のマウスポインタが同時に

動作します。

オプションで端末側のマウス表示を

有効／無効にできます。マウスのポ

ジションは relative (前ポジションか
らの動作で新ポジションを計算す

使用中、パーティション側と端

末側のマウスポインタ表示がず

れてくることがあります。この

場合、[Mouse Sync] ボタン操作
で位置を合わせることができま

す。
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ユーザー機能 説明 備考

る) または absolute (直行座標) に設
定できます。

キーボード PCのキーボードから操作できます。スペシャルキーは直接操作でき
ません。

モニタ 画面の表示のみで操作はできません。パーティション側のモニタ表示

を有効／無効にできます。

スペシャルキーボタン [Ctrl] 、[Alt] 、[Windows] のキー操
作を送信します。[Lock] キーでボタ
ンを押した状態にできます。

 

バーチャルキーボード バーチャルキーボードを表示し、操

作できます。

 

Javaクライアン
トログ

コンソール ログを参照できます。  

ファイル ログをファイルに格納できます。  

 
以下に、ビデオリダイレクション機能の View only modeと Full control modeの選択の流れについて説明
します。

 
1. ビデオリダイレクションで接続すると、View only modeで接続されます。
→ユーザーの PC上に、Full control modeまたは View only modeの選択を要求するポップアップ画
面が表示されます。

 
2. [OK] ボタンをクリックすると Full control mode、[Cancel] ボタンをクリックすると View only mode
になります。

図 1.9 Full control mode/View only modeの選択
 

3. さらにほかの PCからビデオリダイレクションに接続した場合、ほかのユーザーがすでにビデオ
リダイレクションに接続していることと、Full control modeまたは View only modeを選択するポッ
プアップ画面が同時に表示されます。

また、すでにビデオリダイレクションに接続している PC側には、ほかの PCから接続があった
ことを知らせるポップアップ画面が表示されます。
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図 1.10 ほかのユーザーがビデオリダイレクションに接続している場合
 

4. 後から接続したユーザーが Full control modeの接続を選択した場合は、すでに接続している PC
側は、View only modeに変更され、Full control modeまたは View only modeを選択するポップアッ
プ画面が表示されます。

このとき、[OK] ボタンをクリックすると、Full control modeを取り返します。[Cancel] ボタンを
クリックすると、View only modeになります。

図 1.11 後から接続したユーザーが Full control modeの接続を選択した場合
 
■テキストコンソールリダイレクション

PRIMEQUEST 1000シリーズは、パーティションからのシリアル出力を LAN経由で出力するテキスト
コンソールリダイレクションを提供します。

テキストコンソールリダイレクションは、IPMI v2.0の SOL (Serial Over LAN) の仕様に準拠しています。
 
パーティション上の COMポートに対するコンソール出力は、LAN接続した端末へリダイレクトしま
す (日本語表示は未対応です)。端末からの入力は、パーティション上の COMポートへ通知されます。
接続方法には Java Applet / telnet / SSHの 3種類があります。
 
■テキストコンソールリダイレクションの接続時間

telnetと SSHによるテキストコンソールリダイレクションは、一定時間操作がないと自動切断されます。
自動切断の時間はターミナルソフトの設定によって異なります (自動切断はセキュリティを向上するた
めの機能です)。
telnetによるテキストコンソールリダイレクション接続では、ターミナルソフト (Tera Termなど) のキー
プアライブ機能を使うことで、自動切断を無効にできます。

自動切断を無効にするには、キープアライブパケットの送信間隔を 10分未満に設定します。
ただし、SSHによるテキストコンソールリダイレクション接続では、自動切断を無効にできません。

表 1.11 接続を維持する時間

テキストコンソール

リダイレクションの

接続方法

無操作時に自動切断される

までの時間

(キープアライブ機能なし)

無操作時に自動切断される

までの時間

(キープアライブ機能使用時)

Java Applet 無制限 －
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テキストコンソール

リダイレクションの

接続方法

無操作時に自動切断される

までの時間

(キープアライブ機能なし)

無操作時に自動切断される

までの時間

(キープアライブ機能使用時)

telnet 10分 無制限

SSH 10分 －

 
■テキストコンソールリダイレクションの IDとパスワードの初期値
テキストコンソールリダイレクションの [ID] と [Password] の初期値はいずれも adminです。
 
■テキストコンソールリダイレクションのパスワード変更

テキストコンソールリダイレクションのパスワードは、以下の手順で変更します。

なお、パスワードの入力可能文字数と使用可能な文字は、以下のとおりです。

・ 文字数：1 ～ 20文字
・ 使用可能な文字

数字： [0-9]
文字： [a-z][A-Z]
記号： ! " # $ % & ' ( ) = - ^ ~ ¥ @ ` [ ] { } : * ; + ? < . > , / _ |

 
1. ターミナルソフト (Tera Termなど) を使用して、テキストコンソールリダイレクション用の IP に

telnetで接続します。
 

2. [Main Menu] 画面が表示されたら [c] キーを押します。

図 1.12 テキストコンソールリダイレクションのパスワード変更 (telnet 接続)
 

3. 現在のパスワード (old pass phrase) と新しいパスワード (new pass phrase) を入力します。
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図 1.13 テキストコンソールリダイレクションのパスワード変更 (入力)
 
■Java Appletによるテキストコンソールリダイレクションの接続方法

MMB の [Console Redirection] 画面からテキストコンソールリダイレクションを起動すると、ユーザー
の端末には Java Appletが転送されます。JavaApplet 経由で LAN接続したパーティションからのシリア
ル出力が表示されます。

テキストコンソールリダイレクションの構成図を以下に示します。

図 1.14 テキストコンソールリダイレクションの構成図
 
[テキストコンソールリダイレクション] 画面を以下に示します。
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番号 項目 説 明

1 IP Address 接続先の IP Addressを表示します。

2 Logon サーバに接続します。

3 Logoff サーバから切断します。

4 Status 電源状態を表示します。

5 Command 電源操作の Commandを実行します。

6 Enter Console Consoleに接続します (ほかで Console Redirectionに接続
済みの場合は、[Enter Console] ボタンを押しても Console
に入れません) 。

7 Leave Console Consoleから切断します。

図 1.15 [テキストコンソールリダイレクション] 画面
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図 1.16 [Command] プルダウン
 
 
テキストコンソールリダイレクションの画面では、以下のコマンド操作をサポートしています (プルダ
ウン操作) 。

表 1.12 テキストコンソールリダイレクション画面のコマンド

コマンド名 説 明

Power On 電源を投入します。

Power Off OSの状態に関係なく、強制的に電源を切断します。

Reset OSの状態に関係なく、強制的に Resetします。

Power Cycle OSの状態に関係なく、強制的に電源を切断し、再度電源を投入します。

Shutdown ServerView Agentに shutdown要求を送信します (ServerView Agentがインス
トールされていない場合は shutdownされません) 。

 
注意

・ まれに接続が切れる (画面が終了してしまう) ことがあります。その場合は、しばらくしてから接
続をしなおしてください。接続しなおしたさいに「Console redirection already in use」が出力され
る場合は、最大 10分間経過した後に接続しなおしてください。
また、テキストコンソールリダイレクション接続中に、「iRMC at <IPアドレス> is no longer reachable.
Please try later again.」というメッセージが出力されて接続が切れた場合、[Logon] ボタンを押して
再接続してもすぐに接続が切れることがあります。その場合はテキストコンソールリダイレク

ション画面を終了させて、接続しなおしてください。

・ テキストコンソールリダイレクション使用時にデジタル署名の有効期限が切れている旨の警告

メッセージが表示されることがあります。この警告メッセージが表示されても Java Application の
動作には問題はありませんので、[実行] ボタンをクリックしてください。テキストコンソールリ
ダイレクションを接続するたびにこの警告メッセージが表示されるのを回避したい場合は、[この
発行者からのコンテンツを常に信頼します] チェックボックスをオンにして [実行] ボタンをクリッ
クしてください。

 
接続手順は以下のとおりです。

1. [Logon] ボタンをクリックします。
 

2. [ServerView Remote Management Frontend] ウィンドウの [Username] と [Password] を入力します。
 

3. [ServerView Remote Management Frontend] ウィンドウの [Login] ボタンをクリックします。
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図 1.17 テキストコンソールリダイレクションの認証画面
 
■telnetによるテキストコンソールリダイレクションの接続方法

 
1. ターミナルソフト (Tera Termなど) を使用して、コンソールリダイレクション用の IPに telnetで
接続します。

 
2. [Main Menu] 画面が表示されたら、[r] キーを押します。
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図 1.18 テキストコンソールリダイレクションの telnet接続
 

3. テキストコンソールリダイレクションに接続されます。

図 1.19 テキストコンソールリダイレクションの telnet接続 (接続完了)
 
■SSHによるテキストコンソールリダイレクションの接続方法

1. ターミナルソフト (Tera Termなど) を使用して、コンソールリダイレクション用の IPに SSHで
接続します。
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(以下、telnet接続時と同じ手順)
 

2. Main Menu画面が表示されたら [r] キーを押します。
 

3. テキストコンソールリダイレクションに接続されます。
 
■テキストコンソールリダイレクションの強制切断

 
注意

テキストコンソールリダイレクションの強制切断は、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L
では、SA11021 版から対応しています。PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2 では、す
べての統合ファームウェア版数で対応しています。

 
1. テキストコンソールリダイレクション機能は、同時に一人のユーザーしか許可しません。
すでに他のユーザーが使用中に新たなユーザーが接続しようとすると、「Console Redirection already
in use」のメッセージとともに、以下の画面が表示されます。

図 1.20 テキストコンソールリダイレクションの強制切断 (1)
 
 

2. テキストコンソールリダイレクションをすでに使用しているユーザーの IP アドレスが表示され
ます。プロキシ経由などで接続すると、正しい IP アドレスが表示されない可能性があります。
また、IP アドレスが不明な場合は、IP アドレスのメッセージが表示されません。
yes/no の選択で、すでにテキストコンソールリダイレクションを使用しているユーザーを切断さ
せることができます。
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・ yes を入力すると、現在のユーザーの代わりにテキストコンソールリダイレクション画面に
入ります。切断されたユーザーのターミナルソフトに以下の画面が表示されます。

図 1.21 テキストコンソールリダイレクションの強制切断 (2)
　　

 
・ no を入力すると、Main Menu 画面に戻ります。

 
3. テキストコンソールリダイレクションを引き取ったユーザーの IP アドレスが表示されます。プ
ロキシなどを経由して接続すると、正しい IP アドレスが表示されない可能性があります。また、
IP アドレスが不明な場合は IP アドレスのメッセージが表示されません。
 

4. 何かキーを押すと、Main Menu 画面に戻ります。
 
注意

MMB のテキストコンソールリダイレクションの Java Applet から使用しているユーザーがいる場合、
ターミナルソフトから Telnet または SSH でアクセスしようとしているときに、同様に「Console
Redirection already in use」というメッセージが表示されます。
Java Applet のユーザーを切断させると、Java Applet のテキストコンソールリダイレクションを使えな
くなりますが、他ユーザーにより切断されたことは通知されません。

 
■リモートストレージ

リモートストレージ機能では、端末の CD / DVDドライブ、ISOイメージ (CD / DVD) 、フロッピーディ
スク、USBデバイスが、ストレージデバイスとしてパーティションと共有できます。ISOの場合は、
端末の ISOがパーティション側にエミュレートされるドライブとして見えます。
2つのデバイスまで同時に使用可能であり、2つのデバイスをつないだ場合は片方が USB2.0、もう片
方が USB1.1となります。また、1つのみの場合は USB2.0となります。
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注意

・ 端末の OSがWindows Vista / Windows7の場合、UAP (User Account Protection) を "Disable" に設定
してください。

・ オペレーション端末で USBメモリをアクセスしている状態 (エクスプローラで USBメモリを開
いている状態など) の場合は、リモートストレージで接続可能なデバイスとして認識されません。

・ リモートストレージ機能を使用する場合、端末で Stopエラーによるブルースクリーン表示になる
ことがあります。

ブルースクリーン表示は、端末が以下の条件の場合に発生します。

・ リモートストレージ機能を使用している端末が、以下のWindows OSの場合
・ Windows XP
・ Windows Vista
・ Windows 7
・ Windows Server 2003
・ Windows Server 2003 R2
・ Windows Server 2008
・ Windows Server 2008 R2

・ 2つの USBデバイスがリモートストレージとして使用される場合
 
USBデバイス使用が 1つの場合には発生しません。
例：1つが USBデバイス、他の 1つが isoイメージの場合。
 
端末がWindows Vista/Windows Server 2008の場合は、KB974711を適用することで、本現象は回
避できます。詳細は「Microsoft 技術情報」を参照してください。
端末がWindows XP/Windows 7/Windows Server 2003/Windows Server 2003 R2/Windows Server 2008
R2の場合は、USBデバイスは 1つのみ使用してください。
Windows 7/Windows Server 2008 R2の場合は、「Microsoft 技術情報」も参照してください。

 
リモートストレージの接続構成図を以下に示します。

 

図 1.22 リモートストレージの接続構成
 
ビデオリダイレクション画面の [Remote Storage] メニューから [Remote Storage] を選択すると、リモー
ト接続可能なデバイスが認識されて表示されます。このとき、リモート接続可能なデバイスが CDや
DVDドライブの場合は、あらかじめドライブに媒体を入れておく必要があります。
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図 1.23 [リモートストレージ一覧] 画面
 
[リモートストレージ一覧] 画面で使用できるボタンを以下に示します。

表 1.13 [リモートストレージ一覧] 画面のボタン

項目 説明

Add ISOイメージファイルをリモートストレージの対象として追加し
ます。選択された ISOイメージファイルは、パーティション上で
CDや DVDとして認識されます。

Connect / Disconnect 選択したデバイスをサーバに接続、またはデバイスの接続を解除

します。

Remove 選択したデバイスをリモートストレージ対象から削除します。

ただし、サーバに接続されているデバイスを選択した場合、本ボ

タンはグレーアウト表示され操作できません。

一度 [Disconnect] ボタンをクリックして接続を解除すると、操作
可能になります。

Refresh ローカルマシンにあるデバイスを再検出します。

OK この画面を閉じます。

 
備考

[ビデオリダイレクション] 画面を閉じると、すべてのデバイスはサーバへの接続を解除されます。一
覧からも削除されます。
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[Add] ボタンをクリックすると、[Add Storage Device] 画面が表示されます。PC上のストレージからパー
ティションへ接続するものを選択できます。

 
図 1.24 [リモートストレージ選択] 画面
 
[リモートストレージ選択] 画面で使用できる項目を以下に示します。

表 1.14 [リモートストレージ選択] 画面の項目

項目 説明

参照 現在の検索箇所を表示します。

ファイル名 デバイスのインデックス文字を入力します (例：E:) 。

ファイルタイプ ファイルタイプを指定します。

Storage Type 選択した ISOイメージの種類を選択します。

Select 選択したデバイスを一覧に追加します。

取消し この画面を閉じます。

 
ストレージタイプ選択後、ファイル名を入力して [Select] ボタンをクリックすると、[リモートストレー
ジ一覧] 画面に戻ります。[リモートストレージ一覧] 画面で [Connect] ボタンをクリックすると、選択
したストレージがパーティションに接続されます。
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図 1.25 [リモートストレージ一覧] 画面
  
リモートストレージがサポートしているストレージタイプを以下に示します。

 

表 1.15 サポートしているストレージタイプ

ストレージタイプ 説明

CD ISOイメージ PC端末側の CD ISOイメージがパーティション側で使用できます。

DVD ISOイメージ PC端末側の DVD ISOイメージがパーティション側で使用できま
す。

フロッピー 端末側のフロッピードライブがパーティション側で使用できます。

 
■USB2.0/USB1.1の選択方法
リモートストレージ一覧から 2つのデバイスを選択した状態で、[Connect] ボタンをクリックすると、
USB2.0 / USB1.1の選択画面が表示されます。
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図 1.26 [USB2.0/USB1.1選択] 画面
 
[Swap] ボタンをクリックするごとに、2つのデバイスの設定を切り替えることができます。
また、1つのデバイスを選択した状態で [Connect] ボタンをクリックしても、この画面は表示されませ
ん。この場合は、USB2.0が選択されます。
  
[USB2.0/USB1.1選択] 画面で使用できるボタンを以下に示します。
 

表 1.16 [USB2.0/USB1.1選択] 画面のボタン

項目 説明

OK 設定を変更し、この画面を閉じます。

Swap USB2.0 / USB1.1の設定を切り替えます。

Cancel 切り替え前の設定に戻し、この画面を閉じます。

 
■Reserved SB切替わり後の再接続
パーティションの Home SBが変更された場合は、テキストコンソールおよびビデオリダイレクション
を再接続してください。

 

1.6.4  ServerView Suite
■Windowsの ServerView Suiteの環境設定

Windowsの ServerView Suiteの環境設定詳細については、『ServerView Suite ServerView Installation
Manager』を参照してください。
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■Linuxの ServerView Suiteの環境設定

Linuxの ServerView Suiteの環境設定詳細については、『ServerView Suite ServerView Installation
Manager』を参照してください。
 
■サーバグループの作成と管理

ユーザーごとにサーバグループを作成し管理するには、『ServerView Suite ServerView Operations Manager
Server Management』を参照してください。
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第 2章  OSの導入 (リンク)
 

パーティションに OSをインストールする方法について詳しく
は、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』(C122-
E107) の「第 4章  OSおよび添付ソフトウェアのインストール」
を参照してください。

 
 
 



第 3章  コンポーネントの構成と交換 (増
設、削除)

 
本章では、PRIMEQUEST 1000シリーズを構成するコンポーネ
ントの構成と交換について説明します。
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3.1  パーティションの構成
パーティションを構成し動作させるためには、1枚以上の使用可能な SB、1枚以上の使用可能な LIOB
または LGSPBが必要です。
構成作業の途中などで、上記を満たさない (例：SBが存在しないパーティション) 状態になることがあ
りえますが、そのようなパーティションに対して電源を投入し、動作させることはできません。また、

SASディスクユニット／SASアレイディスクユニットおよび PCIボックスは、パーティションに必ず
しも必要ではありません。

 
パーティションの構成ルールを以下に示します。

 

表 3.1 パーティションの構成ルール (コンポーネント)

コンポーネント 全モデル

SB 1つ以上必要 (*)

LIOB どちらか 1つ以上必要

LGSPB

SASディスクユニット／SASアレイディスクユニット なくてもよい

LPCI_Box なくてもよい

*： CPUの搭載条件については、「付録 G コンポーネントの搭載条件」を参照してください。
 
SB・LIOB・LGSPBの組み合わせ条件について、以下に説明します。
・ パーティションのリソースとして、LIOBと LGSPBを自由に選択することができます。
ただし、LGSPBはその LGSPBが属する GSPBの接続先 IOBが使用可能になっている必要があり
ます。

たとえば、IOB#0が使用可能であれば、LGSPB_0A、および LGSPB_0Bの 2つが使用可能です。
IOB#0が未実装または縮退されている場合は、たとえ LGSPB_0Aを実装していてもこの
LGSPB_0Aは使用不可能になります。

・ LIOBは、どの SBとも組み合わせ可能です。SBと LIOBの組み合わせ条件はありません。
・ LGSPBはパーティション粒度として独立しているため、LIOBと LGSPBの組み合わせ条件はあ
りません。

・ 複数 SB (2SB以上) でパーティションを構成する場合、そのパーティションは NTPを必ず使用し
てください。

・ SBの故障で SBが縮退し、Home SBの交替が発生した場合、Home SB交替前後で OS時刻にずれ
が生じる可能性があります。

 
 

3.1.1  パーティションの構成例
モデルごとのパーティション構成例を以下に示します。

 
■PRIMEQUEST 1400S2/1400S

PRIMEQUEST 1400S2/1400Sは、最大 2パーティションの構成が可能です。任意の SBと任意の LIOB、
LGSPBを、自由に組み合わせることができます。
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パーティション構成例を以下に示します。図中の点線・背景色が白のコンポーネントは、未実装を示

しています。

 

ID 構成例 説明

(a)
パーティション構成例 1 (可
能)

2パーティションに分割した例です。

(b)
パーティション構成例 2 (可
能)

SB#0、SB#1を Partition#0に組み込んだ例です。

(c)
パーティション構成例 3 (可
能)

SB2枚、LIOB1つ、LGSPB1つを組み合わせた例です。

(d)
パーティション構成例 4 (可
能)

SB1枚、LIOB2つ、LGSPB2つを組み合わせた例です。

(e) パーティション構成例 5 (不
可能)

LIOB、LGPSBのないパーティション構成は不可能です。
パーティションには 1つ以上の SB、LIOB、または LGSPBが必要
です。

図 3.1 PRIMEQUEST 1400S2/1400Sのパーティション構成例
 
■PRIMEQUEST 1400E2/1400L2/1400E/1400L

PRIMEQUEST 1400E2/1400L2/1400E/1400Lは、最大 2パーティションの構成が可能です。任意の SBと
任意の LIOB、LGSPBを、自由に組み合わせることができます。
 
パーティション構成例を以下に示します。図中の点線・背景色が白のコンポーネントは、未実装を示

しています。
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ID 構成例 説明

(a) パーティション構成例 1 (可
能)

2パーティションに分割した例です。Partition#1は SB1枚と LIOB2
つ、LGSPB2つを含みます。
SBと LBIO、LGSPBの組み合わせは自由です。

(b) パーティション構成例 2 (可
能)

SB2枚と LIOB1つ、LGSPB1つを組み合わせた例です。

(c) パーティション構成例 3 (可
能)

LIOB_0Aと LGSPB_1Aなど、LIOBや LGSPBを IOBをまたいで
組み合わせることも可能です。

(d) パーティション構成例 4 (不
可能)

SBのみ、および LIOB、LGSPBのみのパーティションは不可能で
す。

図 3.2 PRIMEQUEST 1400E2/1400L2/1400E/1400Lのパーティション構成例
 
■PRIMEQUEST 1800E2/1800L2/1800E/1800L

PRIMEQUEST 1800E2/1800L2/1800E/1800Lは、最大 4パーティションの構成が可能です。任意の SBと
任意の LIOB、LGSPBを自由に組み合わせることができます。
 
パーティション構成例を以下に示します。図中の点線・背景色が白のコンポーネントは、未実装を示

しています。
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ID 構成例 説明

(a) パーティション構成例 1 (可
能)

3パーティションに分割した例です。Partition#1は SB1枚と LIOB2
つ、LGSPB2つを含みます。
Partition#2は、SB1枚と LIOB1つ、LGSPB1つを含みます。SBと
LIOB、LGSPBの組み合わせは自由です。

(b) パーティション構成例 2 (可
能)

SB2枚、LIOB1つ、LGSPB1つのパーティションを 2パーティショ
ン構成した例です。

(c) パーティション構成例 3 (可
能)

LIOB_0Aと LGSPB_1Aなど IOBをまたがって組み合わせることも
可能です。

(d) パーティション構成例 4 (不
可能)

SBのみ、および LIOB、LGSPBのみのパーティションは不可能で
す。

図 3.3 PRIMEQUEST 1800E2/1800L2/1800E/1800Lのパーティション構成例
 

3.1.2  MMB Web-UIで実施するパーティションの設定手順
MMB Web-UIで行うパーティションの設定手順について、以下に説明します。

1. パーティションを停止します。
→『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』(C122-E110)「1.3.1  [Power
Control] 画面」
 

2. パーティションに SB、IOBおよび GSPBを組み込みます。
→『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』(C122-E110)「1.3.4  [Partition
Configuration] 画面」
・ フリー状態の SBおよび GSPBを組み込みます。
・ Reserved SBを解除して、組み込みます。
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・ フリー状態の SB および GSPBがない場合には、既存のパーティションに組み込まれている
SBおよび GSPBを取り外して、目的のパーティションに組み込みます。

 
3.  Home SBを設定します。

 
4. 必要に応じて、Reserved SBを設定します。
→『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』(C122-E110)「1.3.5  [Reserved SB
Configuration] 画面」
 

5. パーティション名を設定します。
→『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』(C122-E110)「1.3.4  [Partition
Configuration] 画面」
 

6. 各種モードを設定します。
→『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』(C122-E110)「1.3.7  [Partition#x]
メニュー」の[Mode] 画面
 

7.  パーティションを起動します。
→『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』(C122-E110)「1.3.1  [Power
Control] 画面」
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3.2  高可用性の構成
PRIMEQUEST 1000シリーズでは、システムの高可用性を実現するため Reserved SB機能、Memory
Mirror機能をサポートしています。ここでは、Reserved SB機能およびMemory Mirror機能について説
明します。

 
 

3.2.1  Reserved SB
Reserved SB機能とは、あらかじめ筺体内に予備の SBを実装しておき、故障した SBを自動的に切り
離し、予備 SBを組み込んでパーティションを再起動する機能です。特に、障害発生時の切り替え目的
の予備 SBを Reserved SBと呼びます。PRIMEQUEST 1000シリーズは、全モデルで Reserved SB機能
をサポートします。

 
Reserved SB機能を利用すると、SB上でハードウェア故障が発生したとき、以下のような利点があり
ます。

・ SB資源の減少がなく、早期復旧が可能です。
・ SB1個のパーティションで、SBが故障 (SB縮退) しても復旧可能です。

 
また、PRIMEQUEST 1000シリーズでは、運用中のパーティション内の SBも Reserved SBとして指定
できます。この機能を使用すると、Reserved SBをより有効に活用できます。
 
テスト系パーティションの SBを Reserved SBとした運用例を以下に示します。
本番系のパーティションで SB故障が発生すると、ファームウェアがテスト系のパーティションにシャッ
トダウン指示を出し、シャットダウンが完了後、本番系の SBとして組み込みます。ただし、本設定は
テスト系のシャットダウン時間が許容できる場合にのみ、適用が可能です。

 

図 3.4 テスト系パーティションの SBを Reserved SBとした運用例
 
備考

・ Reserved SBはハード的な障害が起きた場合に使用します。Reserved SBに切り替わった理由をメ
モリダンプ情報から調べることはできません。Reserved SBに切り替わった理由は、MMBのシス
テムイベントログを参照してください。なお、メモリダンプの情報はソフト的な障害を調べるた

めに使用します。

・ Windowsがインストールされたパーティションでは、Reserved SBに切り替わった後の初回起動
時に、パーティションの再起動が要求されます。指示に従って再起動してください。

・ Windowsがインストールされたパーティションの場合、SB故障時の業務停止時間に、再起動に
かかる時間を考慮してください。 Reserved SBに切り替わるさいのリブート時と初回起動時、合
計 2回分の再起動時間が必要になります。なお、初回起動時の再起動は、事前に回避策を実施し
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ておくことにより、障害発生時の再起動を 1回にすることも可能です。回避策について詳しくは、
『PRIMEQUEST1000シリーズ 導入マニュアル』(C122-E107) の「3.4.3  Reserved SBの設定」の、
「●Windows 再起動回避手順」を参照してください。

 
■Reserved SBの定義情報

Reserved SBの定義情報は、Reserved SB動作後には消えます。
 
注意

Reserved SB動作後の保守時に復旧する場合、故障部品の交換と、Web-UIから Reserved SB情報の再設
定を行ってください。

 
■Reserved SBの設定ルール
以下に、Reserved SBの設定条件を示します。
・ 自パーティションに属していないすべての SBを Reserved SBとして設定可能です。
・ 1つの SBを複数のパーティションの Reserved SBとして設定可能です。
・ 1つのパーティションに対して、複数の Reserved SBが設定可能です。
・ パーティションが 1 SBで構成されている場合は、Reserved SBの CPU数は 1個または 2個搭載
の SBが設定可能です。

・ パーティションが 2 SB以上で構成されている場合は、Reserved SBの CPU数は 2個搭載のみの
SBが設定可能です。

・ パーティションが 2SB以上で構成されている場合は、パーティションとの CPU混載条件を満た
す SBのみ Reserved SBとして設定可能です。(*1)

・ パーティションが 2SB以上で構成されている場合は、パーティションとの DIMM混載条件を満
たす SBのみ Reserved SBとして設定可能です。(*1) (*2)

*1： SA11061および SB11062以降で対応。SA11051および SB11061以前では、パーティション
が 1SBで構成されている場合も、パーティションとの CPU混載条件および DIMM混載条
件を満たす SBのみ Reserved SBとして設定可能です。

*2： Reserved SBを定義する先のパーティションがMemory Mirror機能を使用していても、Memory
Mirror機能を使用できない SBで Reserved SB設定が可能です。

 
■Windows留意事項

Windowsが動作しているパーティションで Reserved SBに切り替わる動作が発生した場合、切替え後の
初回起動時に、Windows OSが起動しないことがあります。
Windowsが動作しているパーティションに Reserved SBを設定するには、Windowsが自動的に再起動
するように設定してください。

設定について詳しくは、「11.4.4 ダンプ環境の設定 (Windows)」を参照し、「図 11.19 [起動と回復] ダイ
アログボックス」の [自動的に再起動する] チェックボックスをオンにしてください。
上記の理由により、SB故障時の業務停止時間には、再起動にかかる時間を考慮してください。Reserved
SBに切り替えられるときと初回起動時で、合計 2回分の再起動時間が必要です。
ただし、以下に説明する回避手順を実行すれば、再起動の要求を抑止できます。

 
 
■Windows再起動回避手順

PRIMEQUEST 1000シリーズにあらかじめ Reserved SBを認識させておくことによって、再起動の要求
を抑止できます。
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以下の手順を、すべてのWindowsパーティションについて実行してください。
この回避手順を行うと、SB故障のため Reserved SBへの切替えが発生したときに、再起動が要求され
なくなります。

 
1. Windowsのインストールが完了したら、パーティションをシャットダウンします。

 
2. MMB Web-UIを使用して、パーティションから SBを 1つ外します 。SBが複数搭載されている
場合は、どの SBでもかまいません。
詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』(C122-E107) の「3.4.1  パーティショ
ンの構成設定」の「■SB、IOB および GSPB の切離し」を参照してください。
 

3. Reserved SB用の SBを、パーティションに追加します。
詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』(C122-E107) の「3.4.1  パーティショ
ンの構成設定」の「■SB/IOB/GSPB の組込み」を参照してください。
 

4. パーティションの電源を投入し、Windowsを起動します。
 

5. Administrator権限でログインします。再起動を要求するメッセージが表示されたら、指示に従っ
て再起動してください。

 
6. Windowsが再起動したら、シャットダウンします。

 
7. MMB Web-UIを使用して、手順 3.で追加した Reserved SB用の SBをパーティションから外しま
す。

 
8. 手順 2.で外した SBを、パーティションに追加します。

 
■VMware 留意事項

VMwareが動作しているパーティションで Reserved SBに切り替わる動作が発生した場合、切替え後の
初回起動時に、ゲスト OSが起動しないことがあります。
VMwareが動作しているパーティションに Reserved SBを設定するさいは、ゲスト OSの自動起動と
BlueScreenTimeoutの項目を設定してください。
 
例えば、ESX ホストがパニックした時から 20 秒後にリセットさせる場合は、BlueScreenTimeout
に“20”を設定してください。
 
備考

ESX ホストがパニックした時にリセットさせない場合は、BlueScreenTimeout に“0”を設定してくだ
さい。

 
●BlueScreenTimeoutの設定方法

BlueScreenTimeout設定は、vSphere Clientから行います。
1. vSphere Client上で、ホストの [構成] タブを開きます。[ソフトウェア] 欄の [詳細設定] をクリッ
クします。
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図 3.5 BlueScreenTimeoutの設定 ([構成] タブ)
 

2. [詳細設定] 画面が開きます。左欄で [Misc] をクリックします。
 

3. 右側のフレーム内に各パラメータが表示されます。[Misc. BlueScreenTimeout] に BlueScreenTimeout
値を設定します。
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図 3.6 BlueScreenTimeoutの設定  ([Misc] の設定)
 
vSphere Clientの詳細については、VMwareのマニュアルを参照してください。

 
■切り替えルール

以下に、Reserved SBの切り替えルールを示します。
・ 切り替え元の SB決定

・ ある SBが複数パーティションの Reserved SBとして設定されており、複数のパーティショ
ンが同時に故障した場合には、番号が小さいパーティションの SBを優先して切り替えま
す (例 1) 。

・ あるパーティション内の複数の SBが故障した場合は、SB番号が小さい SBを優先して切
り替えます (例 2) 。

・ 切り替え先の SB決定
・ あるパーティションに複数の Reserved SBを設定した場合、どのパーティションにも属さな
い Reserved SBがある場合にはその中の SB番号が大きい Reserved SBを優先して切り替え
ます (例 3) 。

・ あるパーティションに複数の Reserved SBを設定した場合、パーティションに組み込まれた
Reserved SBしか存在しない場合には、その中でパーティションの電源がオフになっている
パーティションの、SB 番号が大きい Reserved SBを優先して切り替えます (例 4) 。もし、
パーティションの電源がオンになっているパーティションのみの場合は SB 番号が大きい
Reserved SBを優先して切り替えます (例 5) 。
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図 3.7 例 1-a．2つのパーティションにそれぞれ 2つの SBを Reserved SBとして設定した例 (同時に
SB#0と SB#1が故障した場合)
 
 

番号 説 明

(1) Reserved SB切り替えなし

図 3.8 例 1-b．2つのパーティションにそれぞれ 1つの SBを Reserved SBとして設定した例 (同時に
SB#0と SB#2が故障した場合)
 
 

番号 説 明

(1) Reserved SB切り替えなし

図 3.9 例 2. 1つのパーティション内で複数の SB が故障した場合
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図 3.10 例 3. フリー状態の複数の SB (#2, #3) が Reserved SBとして Partition#0 に設定されたときの
例
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図 3.11 例 4. Partition#0の Reserved SB (#1,#2,#3) がほかのパーティションに属しているときの例
 
例 4では、パーティションの電源がオフ状態にある SB#1, SB#2 が使用可能なので、SB 番号の大きい
SB#2 を切り替え先として選択されます。
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図 3.12 例 5. Partition#0の Reserved SB (#1,#2,#3) がほかの Partition に属しているときの例
 
例 5では、パーティションの電源がオフ状態にある SB はないため、パーティションの電源がオン状態
にある SB#1, SB#2, SB#3 の中で SB 番号の大きい SB#3 を切り替え先として選択されます。
 
 
次に、Reserved SBに切り替わるときの Home SBの扱いについて説明します。
・ Home SBを Reserved SBに切り替える場合、Reserved SBを含めて最も小さい番号の SBを Home

SBにします (例 6) 。
・ Home SB以外を縮退する場合、Home SBの変更はしません (例 7) 。
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番号 説 明

(1) Partition#0は SB#0, SB#2の構成になるので、最も小さい番号の SB#0が
Homeとなります。

図 3.13 例 6．Reserved SBが SB#0に設定されていたときの例 (Home SBが故障した場合)
 
 

番号 説 明

(1) Home以外が故障した場合は Home SBは変更されません。

図 3.14 例 7．Reserved SBが SB#0に設定されていたときの例 (Home SB以外が故障した場合)
 
■切り替えポリシー

Reserved SBの切り替え契機を以下に示します。
なお、Reserved SBに切り替えるタイミングは、あくまでパーティション起動時です。
ここに記述しているのは、パーティション起動時に Reserved SBに切り替える条件 (契機)です。
・ SB縮退
・ CPU縮退 (1個の CPUの縮退でも)
・ DIMM縮退 (1組の DIMM縮退でも)
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・ Memory Mirror崩れ検出時
・ QPI Lane縮退検出時
・ SMI Lane交替検出時
・ PCI Express Lane/Speed縮退 (IOH ⇔ IOB) 検出時

 
備考

パーティションの自動再起動による Reserved SBへの切り替え回数は、[ASR Control] 画面で [Number of
Restart Tries] を 0以外に設定してください。[ASR Control] 画面について詳しくは、「9.4 パーティショ
ンの自動再起動条件」を参照してください。

 
■Reserved SBがパーティション内に設定されているときの切り替え処理
以下に、Reserved SBがパーティション内に設定されている場合の切り替え処理について説明します。
・ Reserved SBが含まれるパーティションが電源オフ状態の場合は、当該 SBを切り離します。
・ Reserved SBが含まれるパーティションが電源オン状態の場合は、当該パーティションに対して
ファームウェアがパーティションの電源オフを発行します。

 
ただし、パーティションの電源がオフ状態にならないケースも想定されるため、ファームウェアがパー

ティションの電源オフを発行後、10分経過後にパーティションの電源がオフ状態になっていない場合
には、Force Power Offを発行し、強制的にパーティションの電源を切断して当該 SBを切り離します。
 
■Reserved SB機能の制限

Reserved SB機能には、以下の制限があります。
・ Home SBの USBポートまたは VGAポートに I/O機器を接続していた場合、Home SBが Reserved

SBに切り替わったとき、接続していた I/O機器を手作業で接続しなおす必要があります。
・ Reserved SB切り替え時には必ず再起動が行われます。
・ Reserved SB を設定するさいは、パーティションの優先順位を考慮した上で設定してください。
設定ルール上は、相互・ループの設定も可能ですが、相互・ループは絶対に設定しないでくださ

い。

・ Reserved SB切り替え後にメモリ容量が減少する場合、その分の性能ダウンが許容範囲であるこ
とを確認してください。

・ 他パーティションで使用中である Reserved SB へ切り替えるためのシャットダウン待ち時間は
MMB Web-UI で設定した値 (0 ～ 99 分) で、デフォルトは 10分です。また、シャットダウン待ち
時間の設定はシステム (筐体内) で 1つです。指定した時間より早くシャットダウンを完了した場
合には、すぐに切り替えを開始します。切り替え時間が許容できる場合にのみ設定してください。

・ PRIMEQUEST 1000 シリーズにおけるバージョン SA11011 (MMB2.90) 以前の場合
他パーティションで使用中である Reserved SB へ切り替えるためのシャットダウン待ち時間
は最大 10 分です。切り替え時間が許容できる場合にのみ設定してください。

・ Reserved SBを使用するさいは、切り替え後の時刻同期のために NTP機能を必ず使用してくださ
い。

・ Linuxを使用する場合は、NTPの設定で、/etc/sysconfig/ntpd ファイルに
NTPDATE_OPTIONS="-B"を指定しないでください。

・ Windows Serverをワークグループ環境で使用する場合は、以下の手順を実施してください。
1. コントロールパネルの [日付と時刻] または w32tm コマンドを使用して NTPを設定し
ます。

例： w32tm /config /manualpeerlist:<時刻同期先>
詳細は、w32tm /? コマンドでヘルプを参照してください。
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2. タスクバーから、[サーバー マネージャー] を起動します。
3. [構成] - [サービス] を選択します。
4. サービスの一覧から [Windows Time] を右クリックし、[プロパティ] を選択します。
5. [全般] タブの [スタートアップの種類] に [自動 (遅延開始)] を指定します。
6. [OK] ボタンをクリックしてダイアログを閉じます。

 
・ VMwareを使用する場合は、ゲスト OSのWindowsまたは Linuxの NTP機能を使用してく
ださい。

また、ゲスト OSのWindowsまたは Linuxで NTP機能を利用するさいは、上記ルールを順
守してください。

 
■Home SBの切り替え方法

Home SB故障時に、Reserved SBに切り替える場合の各種設定情報の引き継ぎ方法を以下に示します。
 
注意

ボリュームライセンスまたはパッケージ製品をお使いの場合や、イネーブルキットと同時に購入され

た SBを使用されていない場合、Reserved SBに切り替わった後、ライセンス 認証を求められることが
あります。

 

表 3.2 Reserved SBに切り替える場合の運用制限項目

項目 運用制限項目

USBポート USBポートに接続していた場合、切り替え後は手作業で Reserved SBの USB
ポートへ接続変更が必要。

VGAポート VGAポートに接続していた場合、切り替え後は手作業で Reserved SBの VGA
ポートへ接続変更が必要。

時刻設定 NTPを使用しない場合、切り替え後に時刻がずれている可能性があるため、
OS上で時刻の確認・設定が必要。

 
備考

・ Reserved SB機能のサポートはフレキシブル I/Oモードだけです。
フレキシブル I/Oモードの概要については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  製品概説』(C122-B022)
の「5.6  フレキシブル I/O」を参照してください。

・ 以下の場合は、Reserved SBに切り替わった後、ライセンス認証を求められることがあります。
・ ボリュームライセンスまたはパッケージ製品を使用している場合

・ イネーブルキットと同時に購入した SB を使用していない場合
詳しくは「3.4 コンポーネントの増設」の「■SBとイネーブルキットの組み合わせによるライセ
ンス認証」を参照してください。

 

3.2.2  Memory Mirror
PRIMEQUEST 1000シリーズでは、CPUが持つ機能を利用してMemory Mirrorをサポートします。
Memory Mirrorの有効／無効は、MMB Web-UIで設定できます。デフォルトは無効です。
 
注意
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・ CPU縮退によりメモリミラーが解除された後の保守時に復旧する場合、メモリミラーを再設定し
てください。故障部品の交換だけではメモリミラーは Offになった状態のままです。

・ メモリミラーが解除されるケースは大きく分けて以下の 3つのケースだけです。
1. (全モデル共通) Reserved SBが組み込まれる先のパーティションが、1SBのパーティション
構成でメモリミラーをしていて、かつ、Reserved SBに搭載されている DIMM枚数が 8の倍
数でないとき。

2. (PRIMEQUEST 1800E2/1800L2/1800E/1800Lのみ) 2CPU/1SBのパーティション構成でメモリ
ミラーをしていて、かつ、その SBは#2または#3で、CPU縮退したとき (搭載 DIMMの枚
数とは無関係にミラー解除)。

3. (PRIMEQUEST 1800E2/1800L2/1800E/1800Lのみ) Reserved SBが組み込まれる先のパーティ
ションが 1SBのパーティション構成でメモリミラーをしていて、Reserved SBが SB#2また
は SB#3で、かつ、1CPU/1SB構成であり、故障 SBと切り替わったとき (搭載 DIMMの枚
数とは無関係にミラー解除)。

・ PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1400S/1400E/1400Lおよび PRIMEQUEST
1800E2/1800L2/1800E/1800Lの SB#0と#1のみ 1CPU でMemory Mirror が可能です。
PRIMEQUEST 1800E2/1800L2/1800E/1800Lの SB#2と#3 では、1CPUでMemory Mirrorはできま
せん。

 
■Memory Mirror動作

Memory Mirrorは同一 SB上のMemoryで行われます。異なる SB間のMemoryはMirrorされません。
Mirror動作には、CPU内Mirrorと CPU間Mirrorの 2種類があります。動作モードはモデルごとに
PRIMEQUEST 1000シリーズが自動設定します。
・ CPU 内Mirror は、PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1400S/1400E/1400L、および

PRIMEQUEST 1800E2/1800L2/1800E/1800L (SB#0と SB#1) で設定されます。SB に搭載される CPU
が 1個の場合にも有効です。

・ CPU間Mirrorは、PRIMEQUEST 1800E2/1800L2/1800E/1800Lで設定されます。同じ SB上にある
2つの CPU配下の DIMM間でMirror動作します。SBに CPUが 1個しか搭載されていない場合
はMemory Mirrorの設定はできません。
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記号 Mirror

(a) CPU内Mirror

(b) CPU間Mirror

図 3.15 CPU内 Mirrorと CPU間 Mirror
 
モデルおよび構成とMirror動作の関係を以下に示します。
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表 3.3 モデルおよび構成と Mirror動作の関係

モデルおよび構成 Mirror動作

PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1400S/1400E/1400L CPU内Mirror

PRIMEQUEST
1800E2/1800L2/1800E/1800L

1CPU SB#0, #1 (パーティション) CPU内Mirror

1CPU SB#2, #3 (パーティション) 未サポート

2CPU SB (パーティション) CPU間Mirror

 
■Memory Mirror条件

Memory Mirror 条件を以下に示します。
 

表 3.4 Memory Mirror条件

Mirror動作 Mirror条件

CPU内Mirror 「G.2.1 DIMM増設順序」に沿って DIMMを搭載する。

CPU間Mirror 「G.2.1 DIMM増設順序」に沿って DIMMを搭載する。
複数の SBでパーティションを組む場合には、SB間のメモリ搭載条件に
依存性はない (SBごとの増設となる)。

 
また、ハードウェアに関しては、Mirror動作する DIMM群は同じ容量であることが条件です。
 
注意

PRIMEQUEST 1800E2/1800L2/1800E/1800Lでは、1CPUでMemory Mirrorをする場合の DIMM搭載位
置と、2CPUでメモリミラーする場合の DIMM搭載位置が異なります。DIMMの搭載条件については、
「G.2 DIMM」を参照してください。
 
 

3.2.3  Hardware RAID
PRIMEQUEST 1000シリーズでは Hardware RAIDをサポートします。
Hardware RAIDとは、専用の RAIDコントローラーチップおよびファームウェアを持ち、単体でアレイ
の制御 (異常 HDDの切り離し、組み込み、LED制御) が可能な PCI Expressカードのことです。
 
PRIMEQUEST 1000シリーズの Hardware RAIDでサポートする RAIDレベルは、RAID 0、RAID 1、
RAID 1E、RAID 5、RAID 6、RAID 10です。
また、SASアレイディスクユニットには BBU (バッテリーバックアップユニット) 固定用のスペースを
用意しています。SASアレイコントローラーカード使用時に BBUを搭載した SASアレイディスクユ
ニット (バッテリーバックアップ機能付き) を搭載することで、Write Back Cacheを有効にでき、RAID
構成時のWrite 性能を改善することが可能です。
 
Hardware RAIDの設定については、『ServerView RAID Management User Manual』を参照してください。
Hardware RAID構成のハードディスク交換については、「4.3 Hardware RAID構成のハードディスク交
換」を参照してください。
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注意

・ 同一パーティション内において、Hardware RAIDと Software RAID (GDS) の併用はできません。
・ Hardware RAIDを使用する場合、電源故障の発生時にもお客様のデータを保護するために、次の

2つのどちらかの条件を考慮してください。
・ BBUを搭載すること。
・ 冗長電源機構や二系統受電機構、あるいは CVCFや UPSなどにより、AC電源の安定性が
確保されていること。

 
 

3.2.4  ServerView RAID
ServerView RAIDの詳細については、『ServerView RAID Management User Manual』を参照してください。
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3.3  コンポーネントの交換
交換対象のコンポーネントは、交換ボードおよびオペレーションパネルの LED表示で確認できます。
LEDについて詳しくは、「付録 F LEDによる状態の確認」を参照してください。
 

3.3.1  交換可能なコンポーネント
交換可能なコンポーネントの一覧とその条件を以下に示します。

 

表 3.5 交換可能なコンポーネントの一覧と交換条件

コンポーネント名称

 
 

AC電源オ
フ

(装置停止)

AC電源オ
ン

全パーティ

ションオフ

(活電保守)

AC電源オ
ン

対象パー

ティション

オフ

(活電保守)

AC電源オン
対象パーティションオン

(活性保守)

PSU (*1) 交換可 交換可 交換可 (*2) 交換可 (*2)

FAN (*1) 交換可 交換可 交換可 交換可

SB 交換可 交換可 交換可 交換不可

SB VRM (*3) 交換可 交換可 交換可 交換不可

CPU (*3) 交換可 交換可 交換可 交換不可

DIMM (*3) 交換可 交換可 交換可 交換不可

BATTERY (*3) 交換可 交換可 交換可 交換不可

IOB 交換可 交換可 交換可 (*4) 交換不可

IOB PCI Expressカード 交換可 交換可 交換可 交換可(*1, *5, *6, *12)

GSPB 交換可 交換可 交換可(*4) 交換不可

SASディスクユニット (*7) 交換可 交換可 交換可 交換不可

SAS
ディ

スク

ユ

ニッ

ト

HDD 交換可 交換可 交換可 交換可 (*1)

SAS
アレ

イ

ディ

スク

ユ

ニッ

ト

BBU (*8) 交換可 交換可 交換可 交換不可

HDD 交換可 交換可 交換可 交換可 
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コンポーネント名称

 
 

AC電源オ
フ

(装置停止)

AC電源オ
ン

全パーティ

ションオフ

(活電保守)

AC電源オ
ン

対象パー

ティション

オフ

(活電保守)

AC電源オン
対象パーティションオン

(活性保守)

MMB (*9) 交換可 交換可(*9) 交換可 (*9) 交換可 (*9)

MM
B

BATTERY 交換可 交換可(*9) 交換可 (*9) 交換可 (*9)

DVDボード 交換可 交換不可 交換不可 交換不可

DVDドライブ (*10) 交換可 交換可 交換可 交換可 (*11)

PCIボックス 交換可 交換可 交換可 (*4) 交換不可

PCI
ボッ

クス

IO_PSU 交換可 交換可 交換可(*2) 交換可(*2)

IO_FAN 交換可 交換可 交換可 交換可

PEXU 交換可 交換可 交換可 交換不可

PEXU
PCI Express
カード

交換可 交換可 交換可 交換可(*1, *5, *6, *12)

*1： 二重化時にのみ可能、冗長化ソフトウェアのサポートが必要。

*2： PSU冗長構成時。

*3： SBの取外しが必要。

*4： パーティションを構成する LGSPB、LIOB、LPCI_Boxについては、物理ハードを共有して
いるため、それらのコンポーネントを使用しているパーティションはシャットダウンが必

要。また、IOBを交換する場合には、GSPBを使用しているパーティションもシャットダウ
ンが必要。

*5： PCIホットプラグ機能が必要。

*6： ブートパスは活性交換不可。

*7： SASディスクユニット/SASアレイディスクユニットは SASカード、または SASアレイコ
ントローラーカードとのセットで保守部品。カード単体での交換は不可。

*8： SASディスクユニットの取外しが必要。

*9： MMB二重化時のみ可能。

*10： DVDBを取り外さずに DVDドライブのみで交換。

*11： すべてのパーティションから接続を解除 (フリー) にしてから作業する必要がある。

*12： PCIスロット用 785GB 内蔵ソリッドステートドライブ／PCIスロット用 1.2TB 内蔵ソリッ
ドステートドライブ／コンバージドネットワークアダプタ (CNA) の活性保守は不可。パー
ティションを停止して交換する。

 
備考

VMwareでの HDDおよび PCIカードの活性交換は未サポートです。
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3.3.2  各コンポーネントの交換条件
各コンポーネントの交換条件について、以下に説明します。

 
■PSU

PSUは、システム運用を継続したまま PSU単体で交換が可能です。冗長なし構成時の PSU交換はシス
テム停止が必要です。

 
■ファン

ファンは、システム運用を継続したままファン単体で交換が可能です。

 
■SB

SBは、保守対象のパーティションが電源オフのとき交換可能です。
 
備考

SBに搭載される DIMM、CPU、BATTERY、内蔵 USB、VRMは、物理的に SBを取り外して単体で交
換可能です。

 
注意

Home SB交換後は時刻がずれている可能性があるため、NTPを使用しない場合は OS上で時刻を設定
してください。

 
■IOB

IOBは、保守対象の IOBとその下に接続されている GSPBが属する全パーティションが電源オフのと
き、交換可能です。

 
■GSPB

GSPBは、保守対象の GSPBが属する全パーティションが電源オフのとき交換可能です。
 
備考

・ GSPB交換後は、新しい NICに対して OSからWOLを設定してください。
・ Linux OSでは、GSPB交換後にハードウェアアドレス (MACアドレス) を再設定してください。
再設定方法について詳しくは、『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux5 編』
(J2UL-1207) または『Linux ユーザーズマニュアル Red  Hat Enterprise Linux 6 編』(J2UL-1337)  の
「4.3.2 ネットワーク系デバイスの交換・増設時の注意」を参照してください。
・ PXEブートの場合、GSPB交換後は、ブートオーダの再設定が必要です。
再設定方法について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ 運用管理ツールリファレンス』
(C122-E110) の「5.4.2 UEFIのブート仕様について」を参照してください。

 
■SASディスクユニット/SASアレイディスクユニット

SASディスクユニット／SASアレイディスクユニットは、SASカードまたは SASアレイコントロー
ラーカードとのセットで保守部品です (カード単体での交換はできません) 。
HDDは、ユニットを取り外すことなく、HDD単体で交換可能です。ハードディスクの活性交換手順に
ついては、「第 4章 ハードディスクの活性交換」を参照してください。
BBUの交換手順については、「3.3.5 アレイコントローラーカードのバッテリーバックアップユニット
交換」を参照してください。
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■MMB
MMBは、2枚実装のときシステム運用を継続したまま活性交換可能です。故障MMBは基本的に Standby
MMBに切り替わっているので、そのまま故障MMB (Standby MMB) を交換します。Active MMBを交
換したい場合は、Standby MMBと切り替えてから保守交換します。システム内の制御・監視に影響は
ありません。

 
■DVDドライブ

DVDドライブはシステム運用を継続したまま交換可能です。ただし、システムからは USBデバイス
の削除・追加に見えるため、作業前にはすべてのパーティションから DVDドライブを未選択状態にす
る必要があります。

 
 

3.3.3  活電保守時の交換の手順
活電保守時の交換前、交換後の手順について説明します。

 
■交換前の手順

『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』(C122-E107) の「8.1.2  パーティションの電源切断」を
参照し、パーティションを停止させてください。

 
■交換後の手順

『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』(C122-E107) の「8.1.1  パーティションの電源投入」を
参照してください。

 
 

3.3.4  装置停止保守時の交換の手順
装置停止保守時の交換前、交換後の手順について説明します。

 
■交換前の手順

全パーティションを停止します。

 
■交換後の手順

必要なパーティションを起動します。

 
 

3.3.5  アレイコントローラーカードのバッテリーバックアップユニット交換
ここでは、アレイコントローラーカードの BBU (バッテリーバックアップユニット) の交換手順につい
て説明します。アレイコントローラーカードの BBUは定期交換部品で、RAS支援サービスにより寿命
監視を行います。

RAS支援サービスでは寿命監視を行い、以下のようにメッセージを通知します。
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表 3.6 RAS 支援サービスの交換メッセージ通知 (BBU)

交換予告メッセージ通知開始時期 交換メッセージ通知時期

使用開始またはバッテリー交換後から約 2年後 約 2年後

  
RAS支援サービスの詳細については、『RAS支援サービス　ユーザーズガイド』を参照してください。
 
■BBUの交換

BBUを交換するさいの、作業の流れを説明します。
1. ServerView RAID Managerを起動します。

 
2. ServerView RAID Managerで、ハードディスクが故障していないか確認します。故障している場
合は先に交換します。

 
3. 該当パーティションの電源を切断し、担当保守員に作業を引き継ぎます。
※担当保守員が以下 4、5の作業を行います。
 

4. SASアレイディスクユニットからアレイコントローラーカードを取り外します。
 

5. アレイコントローラーカードの BBUを交換し、SASアレイディスクユニットにアレイコントロー
ラーカードを取り付けます。

 
6. 担当保守員から作業を引き継ぎ、パーティションを立ち上げ、OSを起動します。

 
7. BBUのリキャリブレーションが自動で開始されますので、以下のイベントがログされることを確
認します。Windowsのログの出力先はイベントログ (SYSTEM) 、Linuxはシステムログになりま
す。

表 3.7 リキャリブレーション時のイベントログ

ソース ServerView RAID

種類 情報 (Informational)

イベント ID 10304

Description RAID_Card#xx: BBU relearn started

 
8. RAS支援サービスの GUIを表示します。

 
9. 寿命部品名の一覧で、今回の BBU交換対象となったアレイコントローラーカード名称を、メー
ル通知または PSAの Agentログなどで確認し、一致する「電池 (RAID_Card#XX) 」の「搭載日」
項目の日付を交換した日付に更新します。

 
10. RAS支援サービスを終了します。
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ServerView RAID Managerの起動および、BBU の寿命管理などのタスク設定については、『ServerView
RAID Management User Manual』を参照してください。
 
備考

交換したバッテリーの充電率が著しく低い場合、下記の 2つのイベントが同時に発生し、バッテリー
が検出されない場合があります。この場合、システムを最大 60分以上継続稼動させることでバッテ
リーを充電できます。バッテリー充電後は、次回起動時から正常に検出されます。

 

表 3.8 充電率が低い場合のイベントログ (1) 

ソース ServerView RAID

種類 情報 (Informational)

イベント ID 10298

Description RAID_Card#xx: BBU present

 

表 3.9 充電率が低い場合のイベントログ (2)

ソース ServerView RAID

種類 エラー (ERROR)

イベント ID 10314

Description RAID_Card#xx: BBU removed

 
 

3.3.6  無停電電源装置 (UPS) のバッテリーバックアップユニット交換
ここでは、無停電電源装置 (UPS) のバッテリーバックアップユニットの交換手順について説明します。
無停電電源装置 (UPS) のバッテリーは定期交換部品で、RAS支援サービスにより寿命監視を行います。
RAS支援サービスでは寿命監視を行い、以下のようにメッセージを通知します。
 

表 3.10 RAS支援サービスの交換メッセージ通知 (UPS)

交換予告メッセージ通知開始時期 交換メッセージ通知時期

使用開始またはバッテリー交換後から約 1年 9ヶ月後 約 2年後

  
RAS支援サービスの詳細については、『RAS支援サービス　ユーザーズガイド』を参照してください。
 
■バッテリーの交換

バッテリーを交換するさいの、流れを説明します。

1. システムを全停止し担当保守員に引き継ぎます。
※担当保守員が以下 2の作業を行います。
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2. 無停電電源装置 (UPS) のバッテリーを交換します。
 

3. 担当保守員より作業を引き継ぎます。無停電電源装置(UPS)のバッテリー寿命監視設定を行って
いるパーティションの、RAS支援サービスの GUIを表示します。
 

4. 寿命部品名の一覧の「UPS (バッテリー) 」の「搭載日」項目の日付を交換した日付に更新します。
 

5. RAS支援サービスを終了します。

3.3.7  PCIスロット内蔵ソリッドステートドライブの交換
ここでは、PCIスロット内蔵ソリッドステートドライブ (PCIスロット用 785GB 内蔵ソリッドステート
ドライブ／PCIスロット用 1.2TB 内蔵ソリッドステートドライブ) の交換手順について説明します。
 
注意

PCIスロット内蔵ソリッドステートドライブは活性交換非対応です。パーティションを停止して交換し
てください。

 
■RAID構成時 (Linuxソフトウェア RAID)

1. 故障した PCIカードをオフラインにして、取り外します。

(例)　# mdadm /dev/md0 --fail /dev/fiob
(例)　# mdadm /dev/md0 --remove /dev/fiob

 
2. パーティションの電源をオフにします。
パーティションの電源切断について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』
(C122-E107) の「8.1.2  パーティションの電源切断」を参照してください。
 

3. 故障した PCIカードを交換します。
 

4. パーティションの電源をオンにします。
パーティションの電源投入について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』
(C122-E107) の「8.1.1 パーティションの電源投入」を参照してください。
 

5. 交換した PCIカードを初期化します。
実施手順は以下のとおりです。

1. fio-detach (OS上からのデバイスを切り離す)
2. fio-format (デバイスのローレベルフォーマット)
3. fio-attach (デバイスを OS上で使用可能にする)

(例)　# fio-detach /dev/fct1
(例)　# fio-format /dev/fct1
(例)　# fio-attach /dev/fct1

備考
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各コマンドについて詳しくは、以下のWEBサイトから『PCIe SSD-785GB / PCIe SSD-1.2TB Linux
向け ioMemory VSL x.x.x ユーザーガイド』(x.x.x は版数) の「付録 A - ユーティリティリファレン
ス」を参照してください。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/1000/
 

6. デバイスを追加します。
備考

デバイスを追加する操作により、リビルド動作が発生します。

(例)　# mdadm /dev/md0 --add /dev/fiob

 
■RAID構成時 (Windowsソフトウェア RAID)

1. 故障した PCIカードをオフラインにして、取り外します。
Windowsの [ディスクの管理] より該当ボリュームを選択し、[ミラーの削除] を実施します。
 

2. パーティションの電源をオフにします。
パーティションの電源切断について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』
(C122-E107) の「8.1.2  パーティションの電源切断」を参照してください。
 

3. 故障した PCIカードを交換します。
 

4. パーティションの電源をオンにします。
パーティションの電源投入について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』
(C122-E107) の「8.1.1 パーティションの電源投入」を参照してください。
 

5. 交換した PCIカードを初期化します。
実施手順は以下のとおりです。(コマンドプロンプトより実行)

1. fio-detach (OS上からのデバイスを切り離す)
2. fio-format (デバイスのローレベルフォーマット)
3. fio-attach (デバイスを OS上で使用可能にする)

(例)　# fio-detach /dev/fct1
(例)　# fio-format /dev/fct1
(例)　# fio-attach /dev/fct1

備考

各コマンドについて詳しくは、以下のWEBサイトから『PCIe SSD-785GB / PCIe SSD-1.2TB
Microsoft Windows向け ioMemory VSL x.x.x ユーザーガイド』(x.x.x は版数) の「付録 C ‒ コマン
ドラインユーティリティ」を参照してください。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/1000/
 

6. デバイスを追加します。
Windowsの [ディスクの管理] より該当ボリュームを選択し、[ミラーの追加] を実施します。
備考

デバイスを追加する操作により、リビルド動作が発生します。
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■SWAP構成時 (Linux構成時)

1. 故障した PCIカードのスワップエントリーを削除します。

(例)　# swapoff /dev/fioa1

 
2. 故障した PCIカードのシリアル番号を確認します。
シリアル番号の確認手順について詳しくは、以下のWEBサイトから『PCIe SSD-785GB / PCIe
SSD-1.2TB Linux 向け ioMemory VSL x.x.x ユーザーガイド』(x.x.x は版数) の「付録 A - ユーティ
リティリファレンス (fio-status ユーティリティ)」を参照してください。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/1000/
 

3. /etc/modprobe.d/iomemory-vsl.conf内の preallocate_memoryから、故障した PCIカードのシリアル
番号を削除します。

注意

PCIカードの交換前に/etc/modprobe.d/iomemory-vsl.conf内の preallocate_memoryから、故障した
PCIカードのシリアル番号を削除してください。
方法について詳しくは、以下のWEBサイトから『PCIe SSD-785GB / PCIe SSD-1.2TB Linux 向け
ioMemory VSL x.x.x ユーザーガイド』(x.x.x は版数) の「デバイスのスワップとしての使用」およ
び「付録 C - モジュール パラメータの使用」を参照してください。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/1000/
 

4. パーティションの電源をオフにします。
パーティションの電源切断について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』
(C122-E107) の「8.1.2  パーティションの電源切断」を参照してください。
 

5. 故障した PCIカードを交換します。
 

6. パーティションの電源をオンにします。
パーティションの電源投入について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』
(C122-E107) の「8.1.1 パーティションの電源投入」を参照してください。
 

7. 交換した PCIカードを初期化します。
実施手順は以下のとおりです。

1. fio-detach (OS上からのデバイスを切り離す)
2. fio-format  (デバイスのローレベルフォーマット)
備考

SWAPとして使用する場合、4Kセクターサイズでのフォーマットが必要です。
3. fio-attach (デバイスを OS上で使用可能にする)

(例)　# fio-detach /dev/fct0
(例)　# fio-format -b 4K /dev/fct0
(例)　# fio-attach /dev/fct0

備考
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各コマンドについて詳しくは、以下のWEBサイトから『PCIe SSD-785GB / PCIe SSD-1.2TB Linux
向け ioMemory VSL x.x.x ユーザーガイド』(x.x.x は版数) の「付録 A - ユーティリティ リファレン
ス」を参照してください。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/1000/
 

8. 交換した PCIカードのスワップエントリーを作成します。
備考

スワップエントリーの作成前にパーティションの作成が必要です。

(例)　# mkswap /dev/fioa1
(例)　# swapon /dev/fioa1

 
9. 交換した PCIカードのシリアル番号を確認します。
シリアル番号の確認手順について詳しくは、以下のWEBサイトから『PCIe SSD-785GB / PCIe
SSD-1.2TB Linux 向け ioMemory VSL x.x.x ユーザーガイド』(x.x.x は版数) の「付録 A - ユーティ
リティリファレンス(fio-statusユーティリティ)」を参照してください。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/1000/
 

10. /etc/modprobe.d/iomemory-vsl.conf内の preallocate_memoryに交換した PCIカードのシリアル番号
を登録します。

注意

PCIカードの交換後に/etc/modprobe.d/iomemory-vsl.conf内の preallocate_memoryに対象のシリアル
番号を追加してください。

登録方法について詳しくは、以下のWEBサイトから『PCIe SSD-785GB / PCIe SSD-1.2TB Linux
向け ioMemory VSL x.x.x ユーザーガイド』(x.x.x は版数) の「デバイスのスワップとしての使用」
および「付録 C - モジュール パラメータの使用」を参照してください。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/1000/
 

11. パーティション (OS) を再起動します。
 
■SWAP構成時 (Windows構成時)

1. 故障した PCIカードのシリアル番号を確認します。

(例) fio-config ‒g FIO_PREALLOCATE_MEMORY
     FIO_PREALLOCATE_MEMORY = xxxxxxxxx

 
シリアル番号の確認手順について詳しくは、以下のWEBサイトから『PCIe SSD-785GB /
PCIe SSD-1.2TB Microsoft Windows向け ioMemory VSL x.x.x ユーザーガイド』(x.x.x は版数)
の「付録 C ‒ コマンドラインユーティリティ (fio-configユーティリティ)」を参照してくだ
さい。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/1000/
 

2. PREALLOCATE_MEMORYから、故障した PCIカードのシリアル番号を削除します。

(例) fio-config ‒p FIO_PREALLOCATE_MEMORY 0
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注意

・ PCIカードの交換前に PREALLOCATE_MEMORYから、故障した PCIカードのシリ
アル番号を削除します。

方法について詳しくは、以下のWEBサイトから『PCIe SSD-785GB / PCIe SSD-1.2TB
Microsoft Windows向け ioMemory VSL x.x.x ユーザーガイド』(x.x.x は版数) の「デバ
イスのスワップとしての使用」および「付録 C - コマンドラインユーティリティ(fio-
configユーティリティ)」を参照してください。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/1000/

・ 複数の PCIカードで SWAPを構成している場合、すべての PCIカードのシリアル番
号が削除されます。

 
3. パーティションの電源をオフにします。
パーティションの電源切断について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュア
ル』(C122-E107) の「8.1.2  パーティションの電源切断」を参照してください。
 

4. 故障した PCIカードを交換します。
 

5. パーティションの電源をオンにします。
パーティションの電源投入について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュア
ル』(C122-E107) の「8.1.1 パーティションの電源投入」を参照してください。
 

6. 交換した PCIカードを初期化します。
実施手順は以下のとおりです。(コマンドプロンプトより実行)

1. fio-detach (OS上からのデバイスを切り離す)
2. fio-format  (デバイスのローレベルフォーマット)
備考

SWAPとして使用する場合、4Kセクターサイズでのフォーマットが必要です。
3. fio-attach (デバイスを OS上で使用可能にする)

(例)　# fio-detach /dev/fct0
(例)　# fio-format -b 4K /dev/fct0
(例)　# fio-attach /dev/fct0

備考

各コマンドについて詳しくは、以下のWEBサイトから『PCIe SSD-785GB / PCIe SSD-1.2TB
Microsoft Windows 向け ioMemory VSL x.x.x ユーザーガイド』(x.x.x は版数) の「付録 A - コ
マンドラインユーティリティ」を参照してください。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/1000/
 

7. 交換した PCIカードに対してボリュームを作成します。
Windowsの [ディスクの管理] より、新しいボリュームを作成します。
 

8. 交換した PCIカードのシリアル番号を確認します。

(例) fio-config ‒g FIO_PREALLOCATE_MEMORY
     FIO_PREALLOCATE_MEMORY = xxxxxxxxx
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シリアル番号の確認手順について詳しくは、以下のWEBサイトから『PCIe SSD-785GB /
PCIe SSD-1.2TB Microsoft Windows 向け ioMemory VSL x.x.x ユーザーガイド』(x.x.x は版数)
の「付録 C ‒ コマンドラインユーティリティ(fio-configユーティリティ)」を参照してくださ
い。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/1000/
 

9. PREALLOCATE_MEMORYに交換した PCIカードのシリアル番号を登録します。

(例) fio-config ‒p FIO_PREALLOCATE_MEMORY xxxxxxxxx
     FIO_PREALLOCATE_MEMORY = xxxxxxxxx

 
注意

・ PCIカードの交換後に PREALLOCATE_MEMORYに対象のシリアル番号を追加して
ください。

登録方法について詳しくは、以下のWEBサイトから『PCIe SSD-785GB / PCIe
SSD-1.2TB Microsoft Windows 向け ioMemory VSL x.x.x ユーザーガイド』(x.x.x は版
数) の「デバイスのスワップとしての使用」および「付録 C - コマンドラインユーティ
リティ(fio-configユーティリティ)」を参照してください。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/1000/

・ 複数の PCIカードで SWAPを構成している場合、交換対象を含めてすべての PCIカー
ドのシリアル番号を登録してください。

 
10. パーティション (OS) を再起動します。
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3.4  コンポーネントの増設
ここでは、各コンポーネントの増設について説明します。

保守コンポーネントの一覧と各コンポーネントに対する増設保守の条件を以下に示します。コンポー

ネントによっては、増設ができないものもあります。

 

表 3.11 増設可能なコンポーネントの一覧と増設条件

コンポーネント名称 AC電源オ
フ

(装置停止)

AC電源オ
ン

全パーティ

ションオフ

(活電保守)

AC電源オ
ン

対象パー

ティション

オフ

(活電保守)

AC電源オン
対象パーティションオン

(活性保守)

PSU (*1) 増設可 増設可 増設可 増設可

FAN (*1) 対象外 対象外 対象外 対象外

SB 増設可 増設可 増設可 増設不可

SB VRM (*2) 増設可 増設可 増設可 増設不可

CPU 増設可 増設可 増設可 増設不可

DIMM 増設可 増設可 増設可 増設不可

BATTERY 対象外 対象外 対象外 対象外

IOB 増設可 増設可 増設可 増設不可

IOB PCI Expressカード 増設可 増設可 増設可 増設可 (*3, *6)

GSPB 増設可 増設可 増設可 増設不可

SASディスクユニット (*4) 増設可 増設可 増設可 増設不可

SAS
ディ

スク

ユ

ニッ

ト

SASカード 対象外 対象外 対象外 対象外

HDD 増設可 増設可 増設可 増設可 (*5)

SAS
アレ
イ
ディ
スク
ユ
ニッ
ト

SASアレイコントローラー
カード

対象外 対象外 対象外 対象外

BBU 対象外 対象外 対象外 対象外

HDD 増設可 増設可 増設可 増設可 (*5)

MMB (*1) 増設可 増設可 増設可 増設可

DVDボード 対象外 対象外 対象外 対象外

DVDドライブ 対象外 対象外 対象外 対象外
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コンポーネント名称 AC電源オ
フ

(装置停止)

AC電源オ
ン

全パーティ

ションオフ

(活電保守)

AC電源オ
ン

対象パー

ティション

オフ

(活電保守)

AC電源オン
対象パーティションオン

(活性保守)

PCIボックス 増設可 増設可 増設可 増設不可

PCI
ボッ
クス

IO_PSU 対象外 対象外 対象外 対象外

FAN 対象外 対象外 対象外 対象外

PEXU 対象外 対象外 対象外 対象外

PEXU
PCI Express
カード

増設可 増設可 増設可 増設可 (*3, *6)

*1： パーティションに属さないコンポーネント。

*2： CPUを増設するさいに当該 CPUの Core用 VRM、Cache用 VRMの増設が必要。

*3： PCIホットプラグ機能が必要。

*4： SASディスクユニット/SASアレイディスクユニットは SASカード、または SASアレイコ
ントローラーカードとのセットで保守部品。カード単体での交換は不可。

*5： Linuxのみサポート。Xen、KVM、Vmware上の Linuxのサポートについては、製品を購入
されたさいの販売会社、または弊社担当営業員・システムエンジニア (SE) にご相談くださ
い。

*6： PCIスロット用 785GB 内蔵ソリッドステートドライブ／PCIスロット用 1.2TB 内蔵ソリッ
ドステートドライブの活性保守は不可。パーティションを停止して交換する。

■SBとイネーブルキットの組み合わせによるライセンス認証
SBをWindows Server 2008 R2/2012イネーブルキットと同時に購入した場合は、Windowsライセンス認
証の手続きは不要です。別途購入した SBを Home SBとする場合は、Windows Server 2008 R2/2012イ
ネーブルキットを使用していてもライセンス認証の手続きが必要になります。その場合は、Windows
の画面の指示に従ってライセンス認証を行ってください。

 
ライセンス認証は、Windows画面の指示に従って実施してください。
・ Windowsライセンス認証

1.  Windows起動時、タスクトレイに表示されるライセンス認証についてのバルーンをクリッ
クします。

2. [プロダクトキーの入力]をクリックし、イネーブルキット付属の COAラベルに記載されて
いるプロダクトキーを入力します。

3.  インターネット経由またはMicrosoft社のカスタマーサービス窓口に電話をすることでライ
センス認証が行えます。

 
■ハードディスクの活性増設手順

ハードディスクの活性増設手順については、「第 4章 ハードディスクの活性交換」を参照してください。
 
■コンポーネント増設時のファームウェア変更
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コンポーネントを増設する場合、ファームウェアの変更が必要になる場合があります。

SASコントローラーカード/SASアレイコントローラーカード (SASディスクユニットおよび SASアレ
イディスクユニットに内蔵されているものを含む) と、FCカード (ファイバーチャネルカード)につい
ては、同一パーティション内では、同じファームウェア版数にそろえて使用してください。

・ SAS/SASアレイコントローラーカード：
サポートされている最新の版数にそろえて使用してください。

・ FCカード (PCI Expressカード)：
現在利用しているファームウェアの版数と同じ版数にそろえて使用してください。

 
■ファームウェアの版数確認方法

カードを増設、パーティションを立ち上げ後、下記の方法でファームウェアの版数を確認します。

・ SASアレイコントローラーカードのファームウェアの版数確認方法
「付録 K SASアレイコントローラーカードのファームウェアの確認方法」にて確認してください。

・ FCカードのファームウェアの版数確認方法
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』 (C122-E110) の「1.2.14  [IOB] メ
ニュー」または「1.2.17  [PCI_Box] メニュー」で確認してください。

 
■ファームウェアの変更

ファームウェアの版数がそろっていない場合、ファームウェアを変更してください。

ファームウェアの情報は手順とともに、以下のWebサイトにて提供します。
PRIMEQUEST 1000シリーズ ドライバおよび添付ソフトウェアのダウンロード：
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/1000/
 
備考

PRIMEQUEST 1000 シリーズでは、一部ファームウェアの変更についてお客様の作業となります。
 

3.4.1  活電保守時の増設の手順
活電保守時の増設前、増設後の手順について説明します。

 
■増設前の手順

『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』(C122-E107) の「8.1.2  パーティションの電源切断」を
参照し、パーティションを停止させてください。

 
■増設後の手順

『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』(C122-E107) の「8.1.1  パーティションの電源投入」を
参照し、パーティションを起動させてください。

 

3.4.2  装置停止保守時の増設の手順
装置停止保守時の増設前、増設後の手順について説明します。

 
■増設前の手順

『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』(C122-E107) の「8.1.2  パーティションの電源切断」を
参照し、全パーティションを停止させてください。

 
■増設後の手順
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『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』(C122-E107) の「8.1.1  パーティションの電源投入」を
参照し、必要なパーティションを起動させてください。

3.4.3  PCIスロット内蔵ソリッドステートドライブの増設
ここでは、PCIスロット内蔵ソリッドステートドライブ (PCIスロット用 785GB 内蔵ソリッドステート
ドライブ／PCIスロット用 1.2TB 内蔵ソリッドステートドライブ) の増設手順について説明します。
 
注意

PCIスロット内蔵ソリッドステートドライブは活性交換非対応です。パーティションを停止して増設し
てください。

 
■RAID構成時 (Linuxソフトウェア RAID / Windowsソフトウェア RAID)

1. パーティションの電源をオフにします。
パーティションの電源切断について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』
(C122-E107) の「8.1.2 パーティションの電源切断」を参照してください。
 

2. PCIカードを増設します。
 

3. パーティションの電源をオンにします。
パーティションの電源投入について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』
(C122-E107) の「8.1.1 パーティションの電源投入」を参照してください。
 

4. 増設した PCIカードの環境設定を行います。
 
備考

環境設定の手順について詳しくは、以下のWEBサイトから『PCIe SSD-785GB / PCIe SSD-1.2TB
Linux 向け ioMemory VSL x.x.x ユーザーガイド』(x.x.x は版数) または 『PCIe SSD-785GB / PCIe
SSD-1.2TB Microsoft Windows向け ioMemory VSL x.x.x ユーザーガイド』(x.x.x は版数) を参照し
てください。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/1000/
 

■SWAP構成時 (Linux / Windows)
1. パーティションの電源をオフにします。
パーティションの電源切断について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』
(C122-E107) の「8.1.2 パーティションの電源切断」を参照してください。
 

2. PCIカードを増設します。
 

3. パーティションの電源をオンにします。
パーティションの電源投入について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』
(C122-E107) の「8.1.1 パーティションの電源投入」を参照してください。
 

4. 増設した PCIカードの環境設定を行います。
 
備考
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環境設定の手順について詳しくは、以下のWEBサイトから『PCIe SSD-785GB / PCIe SSD-1.2TB
Linux 向け ioMemory VSL x.x.x ユーザーガイド』(x.x.x は版数)  または 『PCIe SSD-785GB / PCIe
SSD-1.2TB Microsoft Windows向け ioMemory VSL x.x.x ユーザーガイド』(x.x.x は版数)を参照して
ください。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/1000/
 

5. パーティション (OS) を再起動します。
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3.5  コンポーネントの削除
ここでは、各コンポーネントの削除について説明します。

 

3.5.1  削除可能なコンポーネント
保守コンポーネントの一覧と各コンポーネントに対する削除の条件を以下に示します。コンポーネン

トによっては、削除ができないものもあります。状態欄がすべて「対象外」のものは、削除できない

コンポーネントです。

表 3.12 コンポーネントの削除の条件

コンポーネント名称

 
AC電源オ
フ

AC電源オ
ン

PSUオフ

AC電源オ
ン PSUオ
ン

対象パー

ティション

オフ

AC電源オン PSUオン
対象パーティションオン

PSU (*1) 削除可 削除可 削除可 削除可

FAN (*1) 対象外 対象外 対象外 対象外

SB 削除可 削除可 削除可 削除不可

SB VRM (*2) 削除可 削除可 削除可 削除不可

CPU 削除可 削除可 削除可 削除不可

DIMM 削除可 削除可 削除可 削除不可

BATTERY 対象外 対象外 対象外 対象外

IOB 削除可 削除可 削除可 (*3) 削除不可

IOB PCI Expressカード 削除可 削除可 削除可 削除可 (*4, *7)

GSPB 削除可 削除可 削除可 (*3) 削除不可

SASディスクユニット (*5) 削除可 削除可 削除可 削除不可

SAS
ディ

スク

ユ

ニッ

ト

SASカード 対象外 対象外 (*5) 対象外 対象外

HDD 削除可 削除可 削除可 削除可 (*6)

SAS
アレ

イ

ディ

スク

ユ

ニッ

ト

SASアレイコントローラー
カード

対象外 対象外 対象外 対象外

BBU 対象外 対象外 対象外 対象外

HDD 削除可 削除可 削除可 削除可 (*6)
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コンポーネント名称

 
AC電源オ
フ

AC電源オ
ン

PSUオフ

AC電源オ
ン PSUオ
ン

対象パー

ティション

オフ

AC電源オン PSUオン
対象パーティションオン

MMB (*1) 削除可 削除可 削除可 削除可

MM
B

BATTERY 対象外 対象外 対象外 対象外

DVDボード 対象外 対象外 対象外 対象外

DVDドライブ 対象外 対象外 対象外 対象外

PCIボックス 削除可 削除可 削除可 (*3) 削除不可

PCI
ボッ

クス

IO_PSU 対象外 対象外 対象外 対象外

FAN 対象外 対象外 対象外 対象外

PEXU 対象外 対象外 対象外 対象外

PEXU
PCI Express
カード

削除可 削除可 削除可 削除可 (*4, *7)

*1： パーティションに属さないコンポーネント。

*2： CPU を削除するさいに当該 CPU の Core 用 VRM、Cache 用 VRM の削除が必要。

*3： パーティションを構成する LGSPB、LIOB、LPCI_Boxについては、物理ハードを共有している
ため、それらのコンポーネントを使用しているパーティションはシャットダウンが必要。また、

IOBを交換する場合には、GSPBを使用しているパーティションもシャットダウンが必要。

*4： PCIホットプラグ機能が必要。Windowsの場合は、削除不可。

*5： SASディスクユニット/SASアレイディスクユニットは SASカード、または SASアレイコント
ローラーカードとのセットで保守部品。カード単体での交換は不可。

*6： Linuxのみサポート。Xen、KVM、Vmware上の Linuxのサポートについては、製品を購入され
たさいの販売会社、または弊社担当営業員・システムエンジニア (SE) にご相談ください。

*7 PCIスロット用 785GB 内蔵ソリッドステートドライブ／PCIスロット用 1.2TB 内蔵ソリッドス
テートドライブの活性保守は不可。パーティションを停止して交換する。

■ハードディスクの活性保守時の削除手順

ハードディスクの活性保守時の削除手順については、「第 4章 ハードディスクの活性交換」を参照して
ください。

　

3.5.2  PCIスロット内蔵ソリッドステートドライブの削除
ここでは、PCIスロット内蔵ソリッドステートドライブ (PCIスロット用 785GB 内蔵ソリッドステート
ドライブ／PCIスロット用 1.2TB 内蔵ソリッドステートドライブ) の削除手順について説明します。
 
 
注意
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PCIスロット内蔵ソリッドステートドライブは活性交換非対応です。パーティションを停止して削除し
てください。

 
■RAID構成時 (Linux ソフトウェア RAID/Windows ソフトウェア RAID)

1. お使いの PCIカードの環境設定を解除します。
 

2. パーティションの電源をオフにします。
パーティションの電源切断について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』
(C122-E107) の「8.1.2 パーティションの電源切断」を参照してください。
 

3. PCIカードを削除します。
 

4. パーティションの電源をオンにします。
パーティションの電源投入について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』
(C122-E107) の「8.1.1 パーティションの電源投入」を参照してください。

 
■SWAP構成時 (Linux / Windows)

1. お使いの PCIカードの環境設定を解除します。
 

2. パーティションの電源をオフにします。
パーティションの電源切断について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』
(C122-E107) の「8.1.2 パーティションの電源切断」を参照してください。
 

3. PCIカードを削除します。
 

4. パーティションの電源をオンにします。
パーティションの電源投入について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』
(C122-E107) の「8.1.1 パーティションの電源投入」を参照してください。
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3.6  Reserved SBに切り替わり、パーティションが自動的にリブート
した後の処理について

ここでは、Reserved SBに切り替わりパーティションが自動的にリブートした後の処理 (状態確認、再
設定など) について説明します。
 

3.6.1  Reserved SBに切り替わりパーティションが自動的にリブートした後の状態
確認

リブート後の状態は、MMB Web-UIの [Partition Configuration] 画面、[System Status] 画面、[SB#x] 画面
で確認します。

Reserved SBに切り替わり、パーティションが立ち上がった直後は、下記の状態になっています。
・ Reserved SBが、故障した SBの代わりにパーティションに組み込まれています。
・ 故障した SBの代わりにパーティションに組み込まれた Reserved SBが、組み込まれる前に複数
パーティションの Reserved SBになっていた場合、複数パーティションの Reserved SBの設定が
解除されています。

・ 故障した SBはパーティションの構成から切り離され、フリー状態になっています。
 

3.6.2  故障した SBを保守交換した後の処理
故障した SBを交換した後、再度 Reserved SBを設定する方法について説明します。現状の構成や運用
状況を考慮し、必要に応じて設定してください。

 Reserved SBに切り替わって立ち上げた後の処理には、下記の 1と 2があります。新たに Reserved SB
を設定しないで運用を継続する場合以外は、パーティション構成に対する処理が必要です。

 
1. 故障した SBの代わりにパーティションに組み込まれた Reserved SBを、再度 Reserved SBに戻す。
2. 保守交換した SBを、Reserved SBに設定する。

 
ここでは、上記 1の場合の操作手順を説明します。
 

1. 故障した SBの代わりにリブートしたパーティションに組み込まれた Reserved SB (以下、元
Reserved SBという) を、Reserved SBとして設定していた全パーティションをログから解析する。
解析手順については、「3.6.3 Reserved SB切り替え発生時の元パーティション設定情報の確認」を
参照してください。

 
2. 状態を確認します。

 [System] - [System Status] をクリックします。 [System Status] 画面で、状態を確認します。
 

3. パーティションを停止します。
1. [Partition] - [Power Control] をクリックします。[Power Control] 画面が表示されます。
2. 該当するパーティションの [Power Control] で [Power Off] を選択し、[Apply] ボタンをクリッ
クします。

 
4. パーティションの構成状態を確認します。

 [Partition] - [Partition Configuration] をクリックします。 [Partition Configuration] 画面でパーティ
ションの構成状態を確認します。
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5. 交換した SBをパーティションに組み込みます。
1. [Partition] - [Partition Configuration] - [Add Unit] ボタンをクリックします。[Add SB/IOB/GSPB

to Partition] 画面が表示されます。
2. 交換した SBのラジオボタンをクリックして、[Apply] ボタンをクリックします。交換した

SBがパーティションに組み込まれます。
 

6. 元 Reserved SBを Reserved SBに戻します。
1. [Partition] - [Partition Configuration] - [Remove Unit] ボタンをクリックします。[Remove SB/

IOB/GSPB from Partition] 画面が表示されます。
2. 元 Reserved SBのラジオボタンをクリックして [Apply] ボタンをクリックします。元 Reserved

SBがパーティションから切り離され、フリー状態になります。
3. [Partition] - [Reserved SB Configuration] をクリックします。[Reserved SB Configuration] 画面
で、上記 2) でフリー状態に設定した SBのチェックボックスをオンにして、予備対象にす
るパーティションを選択し、[Apply] ボタンをクリックします。予備対象にするパーティ
ションが複数ある場合は同時に選択して [Apply] ボタンをクリックします。

 
7. パーティションを起動します。

 [Partition] - [Power Control] をクリックします。[Power Control] 画面で、該当パーティションの
[Power Control] で [Power on] を選択し、[Apply] ボタンをクリックします。パーティションが起動
します。

 
■保守交換した SBを Reserved SBに設定する場合
交換した SBに対して、以下の手順を行います。
 

1. 故障した SBの代わりにリブートしたパーティションに組み込まれた Reserved SBを、Reserved
SBとして設定していた全パーティションをログから解析します。
解析手順については、「3.6.3 Reserved SB切り替え発生時の元パーティション設定情報の確認」を
参照してください。

 
2. 状態を確認します。

[System] - [System Status] をクリックします。 [System Status] 画面で、状態を確認します。
 

3. パーティションの構成状態を確認します。
[Partition] - [Partition Configuration] をクリックします。
[Partition Configuration] 画面でパーティションの構成状態を確認します。
 

4. 交換した SBを Reserved SBに設定します。
1. [Partition]-[Reserved SB Configuration] をクリックします。

[Reserved SB Configuration] 画面が表示されます。
2. 保守交換した SBのチェックボックスをオンにします。
予備対象にするパーティションを選択し、[Apply] ボタンをクリックします。
予備対象にするパーティションが複数ある場合は、同時に選択して [Apply] ボタンをクリッ
クします。
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3.6.3  Reserved SB切り替え発生時の元パーティション設定情報の確認
ここでは、Reserved SB切り替え発生時の元パーティション設定情報を確認する方法について説明しま
す。

 
注意

元パーティション設定情報の確認は、基本的にはMMBの出力する SELの情報から推定しますが、必
ずしも一意に決まるわけではありません。Reserved SB切り替え時のパーティションの稼動状況から判
断する必要があります。

 
以下のようにパーティションおよび Reserved SBを設定したケースで説明します。Partition#Rの SB#c
を、Partition#Pおよび Partition#Qの Reserved SBに設定しています。
 

表 3.13 パーティションの設定 (切り替え前)

パーティション設定
SB

a b c

Partition#P O   

Partition#Q  O  

Partition#R   O

 O：パーティションの設定状態を表す
 

表 3.14 Reserved SBの設定 (切り替え前)

パーティション設定
SB

a b c

Partition#P   O

Partition#Q   O

Partition#R    

 O：パーティションの設定状態を表す
 
  
SB#aで障害が発生し、SB#aが Reserved SB#cに切り替えられた場合、パーティションを構成する SB
は以下のとおり変化します。

 
　 Partition#P:SB#a        Partition#P:SB#c
　 Partition#Q:SB#b →   Partition#Q:SB#b
　 Partition#R:SB#c        Partition#R:----
 
以下の「表 3.15 パーティションの状態遷移」の (1) から (4) で各パーティションの状態遷移を示します。
 

PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル
第 3章 コンポーネントの構成と交換 (増設、削除)

88 C122-E108-10



表 3.15 パーティションの状態遷移

パーティショ

ン

状態遷移 (時系列：左から右)

(1) (2) (3) (4)

Partition#P 稼動中 障害発生 リセット／SB切り
替え

電源オン→稼動中

Partition#Q 稼動中 稼動中 稼動中 稼動中

Partition#R 稼動中 稼動中 電源断 電源断

 
Partition#P、Partition#Q、Partition#Rがいずれも稼動中であった場合、パーティションの状態は表の (1)
です。

この後、SB#0に障害が発生し、切り離され、Reserved SBに設定されている SB#2に切り替わるまでの
説明を以下に示します。

 

表 3.16 パーティションの状態遷移の説明

番号 説 明 (番号は状態遷移と対応)

(1) Partition#P、Partition#Q、Partition#Rは稼動中です。

(2) Partition#Pの SB#0に障害が発生しました。

(3) Partition#Pの SB#0を切り離して停止します。続いて Partition#Rの電源が切断されます。この
後、SB#2は Partition#Rの構成から外され、Partition#Qの Reserved SBの指定が解除されます。

(4) Partition#Qの構成から外された SB#2が、Partition#Pの SBとして組み込まれます。Partition#P
の電源が自動的にオンになり、パーティションが稼動します。

 
 (1) から (4) の状態遷移で、Partition#Pには、故障した SB#0の変わりに SB#2が組み込まれ、再起動さ
れて稼動します。

Partition#Qは影響を受けません。Partition#Rでは、停止して SB#2が構成から外されました。
SB#2が (1) で Reserved SBに設定されていた状態から解除されています。
 
この結果の状態を「表 3.17 パーティションの設定 (切り替え後)」と「表 3.18 Reserved SBの設定 (切り
替え後)」に示します。Reserved SB切り替え後の設定は、MMBにより以下のように変更されます。

表 3.17 パーティションの設定 (切り替え後)

パーティション設定
SB

a b c

Partition#P   O

Partition#Q  O  

Partition#R    

O：パーティションの設定状態を表す
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表 3.18 Reserved SBの設定 (切り替え後)

パーティション設定
SB

a b c

Partition#P    

Partition#Q    

Partition#R    

 
上記のような Reserved SBの切り替えが発生したさい、MMBは以下の SELを表示します。
 
　 SEL-1. SB#a was replaced with Reserved SB#c in Partition#P
　 SEL-2. Reserved SB#c was removed from Partition#Q
　 SEL-3. Reserved SB#c was removed from Partition#R
 
SEL-1から、Partition#Pの SB#aが Reserved SB#cに切り替えられたことがわかります。
SEL-2、SEL-3のメッセージは、Reserved SB#cによる切り替え動作が発生したさいに、SB#cの Reserved
SB設定が解除されたか、あるいは SB#cが稼動中のパーティションから削除されたかのいずれかであ
ることを示しています。

切り替え動作が発生した前後のパーティション動作から、どちらの状態になっているかを判断します。

上記の場合では、SB#cが削除される直前に Partition#Rが電源断されているため、SB#cが稼動中の
Partition#Rから削除されたことがわかります。
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第 4章  ハードディスクの活性交換
 

本章では、ハードディスクの活性交換について説明します。こ

の操作は Red Hatでのみサポートされています。
なお、「4.3 Hardware RAID構成のハードディスク交換」につい
てはWindowsも対象です。
本章の手順は、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L
のみについて記載しています。PRIMEQUEST
1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2の手順については、
以下の URLから『PRIMEQUEST 1000 シリーズ ServerView
Mission Critical Optionユーザマニュアル』を参照してください。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/catalog/manual/svs/
 

4.1 ハードディスクの活性交換の概要  ............................. 92
4.2 ディスクの追加・削除・交換  .................................... 95
4.3 Hardware RAID構成のハードディスク交換  ............ 103

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/catalog/manual/svs/


4.1  ハードディスクの活性交換の概要
PSA (PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L) には、パーティション上のハードディスクの活性
交換を支援する機能があります。システム保守契約を結んでいる場合は、ハードディスクは当社技術

員が交換します。

PSA (PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L) は、ハードウェアの故障検出時、ディスク交換時、
およびディスク増設時などに、ディスク LED制御およびディスクの状態表示をするための機能を提供
しています。

 
注意

・ RAID装置は操作対象外です。アレイコントローラーカードのハードディスクの交換については、
「4.3 Hardware RAID構成のハードディスク交換」を参照してください。
・ VMwareではハードディスクの活性交換をサポートしていません。
・ ハードディスク実装時に、以下のようなメッセージが出力されることがありますが、動作上の問

題はありません。

kernel: mptscsih: ioc0: >> Attempting bus reset! 
(sc=e000004082adc480)
kernel: mptbase: ioc0: IOCStatus(0x0048): SCSI Task Terminated

 
・ ハードディスクを挿入した後、誤った位置に挿入したなどの理由でディスクの回転を停止させて、

正しい位置に挿入しなおす場合、ディスク実装後 60秒程度の時間をおいてから、ディスクの回
転を停止させてください。ディスク実装操作により OSのホットプラグ処理が動作するため、す
ぐにディスクの回転を停止させると以下に示すようなエラーが出力される場合があります。

kernel: Device sdb not ready.
kernel: end_request: I/O error, dev sdb, sector 204706
kernel: Buffer I/O error on device sdb1, logical block 6396

 
・ ディスク操作コマンド実行中に PSAを起動すると、PSAは正常に動作しません。コマンド終了
後に起動してください。

・ ディスク操作コマンドを同時に複数実行すると、異常終了する場合があります。実行中のディス

ク操作コマンドがないことを確認してから実行してください。

・ ディスク操作コマンドでは以下の操作が可能です。詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運
用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「4.2  ディスク操作コマンド (diskctrl) 」を参照して
ください。

・ SGPIO、SESコントローラーの一覧、およびそのコントローラーで管理されているハード
ディスクの一覧表示

・ ハードディスクのロケーション LED点滅・消灯
・ ファイルシステムの構成情報キャッシュファイルの削除 (Red Hat Enterprise Linux)
ディスクの活性交換、活性増設、活性削除の後、および静的な交換、増設、削除の前に、以下の

コマンドを実施して、ファイルシステム構成のキャッシュファイルを削除してください。

# rm /etc/blkid/blkid.tab 
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Red Hat Enterprise Linuxでは、fsckコマンドによりファイルシステムを点検するさい、ファイル
システムの構成をキャッシュファイルとして保持している /etc/blkid/blkid.tabファイルが存在する
場合はその情報が使われます。

ディスクの活性交換、活性増設、または活性削除が行われた場合、システムの状態と /etc/blkid/
blkid.tabの内容が一致しません。このため、次回 fsckコマンドを実行した場合に正しく点検され
ず、ファイルシステムが破壊されることがあります。

このファイルは、いったん作成されると更新されません。このため、ディスクの活性交換、活性

増設、活性削除の後、さらに静的な交換、増設、削除の前は、キャッシュファイルを削除する必

要があります。

キャッシュファイルは必要に応じて再作成されますので、削除しても問題ありません。

・ smartdサービスの停止について (Red Hat Enterprise Linux 5)
ハードディスクの活性保守 (活性交換・活性増設・活性削除) の実施中は、smartdサービスを停止
してください。

smartdサービスは、ハードディスクの自己診断機能 S.M.A.R.T. (Self-Monitoring、Analysis and
Reporting Technology System) を使用してハードディスクを監視するサービスです。
smartdサービスはハードディスクの活性保守に対応していないため、smartdサービスが起動時に
取得したハードディスクの情報が、活性保守後のハードディスクの情報と一致しなくなり、以下

のメッセージが 30分ごとに出力され続けます。

smartd[XXXXX]: Device: /dev/YYY, No such device, open() failed

XXXXXおよび YYY：環境により出力が異なる部分
 
このため、smartdサービスを利用している場合はハードディスクの活性保守前に smartdサービス
を停止し、活性保守後に最新のハードディスクの状態で smartdサービスを再開させる必要があり
ます。

 
対処方法を以下に示します。

1. ハードディスクの活性保守前に、smartdサービスを停止します。
smartdサービスの稼動状況を、以下の操作の出力結果で確認します。
[例：smartdサービスが稼動している場合の出力結果]

# /sbin/service smartd status
smartd (pid XXXXX) is running...

XXXXX：環境により出力が異なる部分
 
smartdサービスが開始されている場合、以下の操作でサービスを停止します。

# /sbin/service smartd stop

 
2. ハードディスクの活性保守を実施し、完了させてください。

 
3. smartdサービスを開始します。
手順 1で稼動中の smartdサービスを停止した場合、ハードディスクの活性保守が完了した
のち、再開させる必要があります。
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以下の操作で smartdサービスを開始します。

# /sbin/service smartd start
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4.2  ディスクの追加・削除・交換
ディスク操作コマンドを使用した、ハードディスクの追加・削除・交換の手順を以下に示します。こ

こでは、SASUの内蔵ハードディスクの操作を例としています。ディスク操作コマンドで表示される装
置名は、iocxが SGPIOコントローラーで、/dev/sdxがハードディスクです。
 
 

4.2.1  追加の手順
ハードディスクを追加する作業手順を以下に示します。

 
1. SASUの空きスロットにハードディスクを挿入します。

 
2. ディスク操作コマンドの状態表示でハードディスクが挿入された位置を確認します。

# /opt/FJSVpsa/bin/diskctrl -l
 ioc0
   0 /dev/sda       Fault LED-Off
   1 /dev/sdb       Fault LED-Off
   3 /dev/sdc       Fault LED-Off
   4 /dev/sdd       Fault LED-Off

ハードディスクが挿入されると、しばらくしてディスクがアクセスできる状態になります。以下

の手順で挿入したスロットを特定してください。

 
3. ディスク操作コマンドのロケーション表示機能で、Fault LEDを点滅させます。

# /opt/FJSVpsa/bin/diskctrl  -i ioc0/1

 
4. ハードディスクを挿入したスロットの Fault LEDが点滅しているか確認します。
スロットの位置が正しい場合は、ディスク操作コマンドの状態表示機能で、"Fault LED-Identify"
と表示されるスロットを確認します。

# /opt/FJSVpsa/bin/diskctrl -l
ioc0
0 none
1 none  Fault LED-Identify

 
備考

・ 手順 4.でスロットの位置が違っている場合：
ディスク操作コマンドのロケーション消灯機能で、Fault LEDの点滅をオフにします。

# /opt/FJSVpsa/bin/diskctrl  -o ioc0/1

別のスロットを指定して、正しいスロット位置が確認できるまで手順 3.～手順 4.を繰り返
します。
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備考

PRIMEQUEST 1000シリーズで以下の場合は、手動で PSAの以下のコマンドを実行してください。
・ RedHatで PRIMECLUSTER GDSのハードディスクの活性保守を実行した場合

/opt/FJSVpsa/sh/force_search.sh -a
 
 

4.2.2  削除の手順
ハードディスクを取り外す手順を以下に示します。

 
1. 削除対象のハードディスクが raw、swapの各デバイスに指定されているパーティションを含んで
いる場合、以下の操作をします。

・ rawデバイスを含んでいる場合：
削除対象のハードディスクに rawデバイスで運用しているパーティションが含まれている
場合、このパーティションに rawアクセスする可能性があるアプリケーションをすべて終
了してからハードディスクを削除してください。

・ swapデバイスを含んでいる場合：
削除対象のハードディスクに swapデバイスに指定されているパーティションが含まれてい
る場合、システムを停止してからハードディスクを削除してください。

 
2. 以下の操作をします。削除対象のハードディスクが PRIMECLUSTER GDSでMirror構成を組ん
でいるかいないかによって、操作が異なります。

・ PRIMECLUSTER GDSでMirror構成を組んでいる場合：
PRIMECLUSTER GDSから切り離すディスクを選択し、切り離します。切り離し手順につ
いては、PRIMECLUSTER GDSのマニュアルを参照してください。

・ PRIMECLUSTER GDSでMirror構成を組んでいない場合：
削除対象ディスクでマウントしているすべてのディスクパーティションをアンマウントし

ます。

# umount  /dev/sdc1
# umount  /dev/sdc2
                    ・
                    ・
                    ・

備考

raw、swapの各デバイスとして運用していたパーティションはアンマウントする必要はあり
ません。ただし、削除したデバイスに対する rawデバイスの設定変更、swapデバイスの設
定変更は必要です。

 
3. ディスク操作コマンドでディスクの回転を停止させます。
ディスク操作コマンドを実行するとは、以下の処理をします。

・ ハードディスクの回転停止、および Fault LED (Amber) の点灯
・ OSに対する対象ディスクの削除指示
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# /opt/FJSVpsa/bin/diskctrl -e /dev/sdc
 

4. Fault LED (Amber) が点灯している位置のハードディスクを取り外します。内蔵ハードディスクを
取り外した場合は、スロットの奥にある Fault LEDが点灯します。Fault LEDは、パーティション
を電源オフまたはリブートするか、ディスク操作コマンドでオフにしない限り、点灯または点滅

します。

 
注意

SSD の場合、SSD を取り出したときに、FJSVpsaを出力元とした「W 13139」のメッセージがシ
ステムイベントログに出力されることがあります。

 
ディスク操作コマンドで Fault LEDを消灯させる場合は、以下の操作をします。
 
1)    ディスク操作コマンドで状態を表示し、Fault LEDが点灯している位置を確認します。

# /opt/FJSVpsa/bin/diskctrl -l
 ioc0
   0 /dev/sda       Fault LED-Off
   1 /dev/sdb       Fault LED-Off
   2 none           Fault LED-On
   3 /dev/sdd       Fault LED-Off

例に示す内容では、ioc0のスロット 2の Fault LEDが点灯しており、sdcが操作されていた位置で
あることが確認できます。

 
2)    以下のディスク操作コマンドで Fault LEDを消灯します。

# /opt/FJSVpsa/bin/diskctrl -o ioc0/2

Fault LEDが消灯します。
 
ディスク操作コマンドで状態を表示します。

ioc0のスロット 2の装置名に noneが表示され、そのスロットが空きであることが確認できます。

# /opt/FJSVpsa/bin/diskctrl -l
 ioc0
   0 /dev/sda       Fault LED-Off
   1 /dev/sdb       Fault LED-Off
   2 none
   3 /dev/sdd       Fault LED-Off

 
5. PSAの以下のコマンドを実行します。

・ RedHatで PRIMECLUSTER GDSのハードディスクを活性保守した場合

/opt/FJSVpsa/sh/force_search.sh -a
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4.2.3  交換の手順 (ハードディスクが無応答となる故障以外の場合)
ハードディスクの故障や、S.M.A.R.T.による予兆検出によって、ハードディスクを交換する手順を以下
に示します。

 
1. 交換対象のハードディスクが raw、swapの各デバイスに指定されているパーティションを含んで
いる場合、以下の操作をします。

・ rawデバイスを含んでいる場合：
交換対象のハードディスクに rawデバイスで運用しているパーティションが含まれている
場合、このパーティションに rawアクセスする可能性があるアプリケーションをすべて終
了してからハードディスクを交換してください。

・ swapデバイスを含んでいる場合：
交換対象のハードディスクに swapデバイスに指定されているパーティションが含まれてい
る場合、システムを停止してからハードディスクを交換してください。

 
2. 以下の操作をします。交換対象のハードディスクが PRIMECLUSTER GDSでMirror構成を組ん
でいるかいないかによって、操作が異なります。

・ GDSでMirror構成を組んでいる場合：
PRIMECLUSTER GDSから切り離すディスクを選択し、切り離します。切り離し手順につ
いては、PRIMECLUSTER GDSのマニュアルを参照してください。

・ GDSでMirror構成を組んでいない場合：
交換対象ディスクでマウントしているすべてのディスクパーティションをアンマウントし

ます。

# umount  /dev/sdc1
# umount  /dev/sdc2
                    ・
                    ・
                    ・

 
備考

raw、swapの各デバイスとして運用していたパーティションは、アンマウントする必要はありま
せん。

 
3. ディスク操作コマンドでディスクの回転を停止させます。
ディスク操作コマンドを実行すると、以下の処理をします。

・ ハードディスクの回転停止、および Fault LED (Amber) の点灯
・ OSに対する対象ディスクの削除指示

# /opt/FJSVpsa/bin/diskctrl -e /dev/sdc

Fault LED (Amber) が点灯している位置のハードディスクを取り外します。
 

4. ディスク操作コマンドで状態を表示し、Fault LEDが点灯している位置を確認します。
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# /opt/FJSVpsa/bin/diskctrl -l
 ioc0
   0 /dev/sda       Fault LED-Off
   1 /dev/sdb       Fault LED-Off
   2 --mount        Fault LED-On
   3 /dev/sdd       Fault LED-Off

 
5. ディスクを交換します。

ioc0のスロット 2に Fault LEDが点灯しており、ハードディスクが挿入された位置であることが
確認できます。

以下のディスク操作コマンドで Fault LEDを消灯させます。

# /opt/FJSVpsa/bin/diskctrl -c ioc0/2

 
注意

SSD の場合、SSD を取り出したときに、FJSVpsaを出力元とした「W 13139」のメッセージがシ
ステムイベントログに出力されることがあります。

 
ディスク操作コマンドの状態表示でハードディスクが挿入された位置を確認します。

# /opt/FJSVpsa/bin/diskctrl -l
 ioc0
   0 /dev/sda       Fault LED-Off
   1 /dev/sdb       Fault LED-Off
   2 /dev/sdc       Fault LED-Off
   3 /dev/sdd       Fault LED-Off

 
備考

ディスクを抜いた時点では、PSA画面上に抜いたディスクの情報が残っていますが、ディスクを
実装した時点で実装したディスクの情報に更新されます。

 
6. ディスク操作コマンド完了後、ディスクパーティションのマウント、または PRIMECLUSTER

GDSでMirror構成を組んでいた場合は、PRIMECLUSTER GDSに組み込みます。
 
備考

下記の場合には、手動で PSAの以下のコマンドを実行してください。
・ RedHatで PRIMECLUSTER GDSのハードディスクの活性保守を実行した場合

/opt/FJSVpsa/sh/force_search.sh -a
 

7. rawの各デバイスを復旧させる場合は、以下の操作をします。
・ rawデバイスを含んでいた場合：
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交換後のハードディスクに rawアクセスするアプリケーションのマニュアルを参照して、
rawデバイスを設定してください。設定完了後、交換前に終了したアプリケーションを起動
してください。

 
備考

sadumpのダンプデバイスを含んでいた場合、ダンプデバイスの再設定を行うために以下のコマ
ンドを実行してください。

#service sadump searchdisk
 
 

4.2.4  交換の手順 (ハードディスクが無応答となる故障の場合)
ハードディスクの故障で無応答となり、ドライバによるリカバリーが不可能な場合に、ハードディス

クを交換する手順を以下に示します。

 
1. ハードディスクが無応答となる故障の場合、PSAが検出した以下のメッセージが出力され、ハー
ドディスクの Fault LEDが点灯します。
RHEL5の場合：

FJSVpsa: E 14134 IOB#n-HDD#n scsi:%h:%c:%i:%l ¥
Device error (offlined) vendor=xxxxxxxx ¥
model=xxxxxxxx serial-no=xxxxxxxxxx ¥
SCSI 番号： %h=host 番号、%c=channel 番号、¥
%i=id 番号、%l=lun 番号

行末の¥は、改行しないことを表す。
 

2. ディスク操作コマンドで状態を確認します。このとき、Fault LEDが Onになっているものがオフ
ラインエラーが発生したディスク (*) です。
・ RHEL5：

SASU内蔵ディスクの場合

# /opt/FJSVpsa/bin/diskctrl -l
ioc0
      0  /dev/sda  Fault LED-Off
      1  /dev/sdb  Fault LED-Off
      2  --mount   Fault LED-On      ←(*)
      3  /dev/sdd  Fault LED-Off

 
3. 交換対象のハードディスクが raw、swapの各デバイスに指定されているパーティションを含んで
いる場合、以下の操作をします。

・ rawデバイスを含んでいる場合：
交換対象のハードディスクに rawデバイスで運用しているパーティションが含まれている
場合、このパーティションに rawアクセスする可能性があるアプリケーションをすべて終
了してからハードディスクを交換してください。
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・ swapデバイスを含んでいる場合：
交換対象のハードディスクに swapデバイスに指定されているパーティションが含まれてい
る場合、システムを停止してからハードディスクを交換してください。

 
4. 以下の操作をします。交換対象のハードディスクが PRIMECLUSTER GDSでMirror構成を組ん
でいるかいないかによって、操作が異なります。

・ GDSでMirror構成を組んでいる場合：
PRIMECLUSTER GDSから切り離すディスクを選択し、切り離します。切り離し手順につ
いては、PRIMECLUSTER GDSのマニュアルを参照してください。

・ GDSでMirror構成を組んでいない場合：
交換対象ディスクでマウントしているすべてのディスクパーティションをアンマウントし

ます。

# umount  /dev/sdc1
# umount  /dev/sdc2
                   ・
                   ・
                   ・

 
備考

raw、swapの各デバイスとして運用していたパーティションは、アンマウントする必要はありま
せん。

 
5. ディスク操作コマンドでディスクの回転を停止させます。手順 2.で確認したスロットを指定して
ディスクの回転を停止させます。

# /opt/FJSVpsa/bin/diskctrl -e ioc0/2

 
6.  Fault LED (アンバー) が点灯している位置のハードディスクを交換します。

 
7. 例に示す内容では、ioc0のスロット 2の Fault LEDが点灯しており、ハードディスクが挿入され
た位置であることが 確認できます。
以下のディスク操作コマンドで Fault LEDを消灯させます。

# /opt/FJSVpsa/bin/diskctrl -c ioc0/2

 
8. ディスク操作コマンドの状態表示でハードディスクが挿入された位置を確認します。

# /opt/FJSVpsa/bin/diskctrl -l 
ioc0 
         0    /dev/sda    Fault LED-Off 
         1    /dev/sdb    Fault LED-Off 
         2    /dev/sdc    Fault LED-Off
         3    /dev/sdd    Fault LED-Off
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9. ディスク操作コマンド完了後、ディスクパーティションのマウント、または PRIMECLUSTER

GDSでMirror構成を組んでいた場合は、PRIMECLUSTER GDSに組み込みます。
 
備考

下記の場合には、手動で PSAの以下のコマンドを実行してください。
・ RHELで PRIMECLUSTER GDSのハードディスクの活性保守を実行した場合

/opt/FJSVpsa/sh/force_search.sh -a

 
10. rawの各デバイスを復旧させる場合は、以下の操作をします。

・ rawデバイスを含んでいた場合：
交換後のハードディスクに rawアクセスするアプリケーションのマニュアルを参照して、
rawデバイスを設定してください。設定完了後、交換前に終了したアプリケーションを起動
してください。
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4.3  Hardware RAID構成のハードディスク交換
ここでは、Hardware RAID構成のハードディスクの交換について説明します。HardRAIDの監視は
「ServerView RAID」で行います。詳細な交換手順については、『MegaRAID SAS ユーザーズガイド』
(B7FY-2751) を参照してください。
 
 

4.3.1  故障したハードディスクの活性交換
故障したハードディスクを交換するさいの作業の流れを説明します。

MMBのWeb-UIの PSA画面操作は、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lの場合に行ってく
ださい。

 
備考

担当保守員がハードディスクの交換作業を行う場合は、4.から 6.の作業のみ行います。
  

1. ServerView RAID Managerを起動します。
 

2. ServerView RAID Managerのツリービューで、故障したハードディスクの搭載位置を確認します。
 

3. 本体装置のハードディスクの Alarm LEDが点灯していることを確認します。
 

4. Alarm LEDが点灯しているハードディスクを交換します。
 

5. MMBのWeb-UIで該当パーティションの PSA画面を開き、左メニューの「PCI Devices」を選択
します。故障したハードディスクを管理しているアレイコントローラーカードの Statusが Error
またはWarningを示しているので、選択し「Status Clear」ボタンをクリックします。
 

6. ハードディスク交換後、スペアディスクの有無で以下の確認を行います。
・ スペアディスクが設定されていない場合

自動的にリビルドが実行され、ハードディスクの Alarm LEDは点滅を開始します。
ServerView RAID Manager画面でリビルドの完了を待って、ハードディスクの Statusが
「Operational」になったことを確認します。
・ スペアディスクが設定されている場合

交換したハードディスクが自動的にスペアディスクになり、ハードディスクの Alarm LED
が消灯します。

ServerView RAID Manager画面でハードディスクの Status が「Global Hot Spare」または
「Dedicated Hot Spare」になっていることを確認してください。なお、リビルド完了後には、
コピーバックが動作する場合があります。

 
7. ServerView RAID Managerを終了します。

 
 

4.3.2  ハードディスクの予防交換
S.M.A.R.T.により、故障する可能性が検出されたハードディスクを予防交換するさいの、作業の流れを
説明します。
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■RAID 0構成の場合 (パーティション停止交換)

RAID 0構成のハードディスクの交換を行う場合は、パーティション停止保守になります。
以下に作業の流れを説明します。

 
備考

担当保守員がハードディスクの交換作業を行う場合は、4.から 6.の作業のみ行います。
 

1. 予防交換対象のハードディスクが接続されている、アレイコントローラーカード配下のすべての
ハードディスクのデータをバックアップします。

 
2. ServerView RAID Managerを起動します。

 
3. ServerView RAID Managerで、S.M.A.R.T.による故障予測が発生しているハードディスクを選択し
搭載位置を確認します。

 
4. ほかのハードディスクが故障していないか確認します。故障している場合は先に交換します。

 
5. パーティションを再起動し、Boot Manager フロントページからWebBIOSを起動します。

 
6. WebBIOSで予防交換対象のハードディスクが接続されたアレイコントローラーカードを選択し、
「Clear Configuration」を実行し、ハードディスク上のデータを消去します。
 

7. データの消去が完了したら、WebBIOSを終了しパーティションの電源を切断します。
 

8. 故障予測が検出されたハードディスクを交換します。
 

9. パーティションを起動し、Boot Manager フロントページからWebBIOSを起動します。
 

10. WebBIOSでアレイ構成を作成します。
 

11. バックアップデータのリストアや OSの再インストールを行います。
 
 
■RAID 1/RAID 1E/RAID 5/RAID 6/RAID 10構成の場合 (活性交換)

RAID 1、RAID 1E、RAID 5、RAID 6、RAID 10構成のハードディスクは活性交換が可能です。以下に
作業の流れを説明します。

MMBのWeb-UIの PSA画面操作は、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lの場合に行ってく
ださい。

 
1. ServerView RAID Managerを起動します。

 
2. ServerView RAID Managerで、S.M.A.R.T.による故障予測が発生しているハードディスクを選択し
搭載位置を確認します。

 
3. ほかのハードディスクが故障していないか確認します。故障している場合は先に交換します。
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4. 整合性確保を実行し、媒体上にエラーがない状態にします。
 

5. ツリービューで、故障予測が発生しているハードディスクを選択します。「Status」が「SMART
Error」であることを確認します。
 

6. ツリービューでハードディスクを選択した状態で、右クリックメニューの「Locate device」を実
行し Alarm LEDを高速点滅 (0.3秒間隔) させます。
 

7. ハードディスクの位置を確認し、ツリービューでハードディスクを選択した状態で、右クリック
メニューで「Stop location」を実行し Alarm LEDを消灯します。
 

8. ツリービューでハードディスクを選択した状態で、右クリックメニューで「Make Offline」を実
行し Alarm LEDを点灯させます。
 

9. 対象ハードディスクの「Status」が「Failed」、「Offline」、「Available」のいずれかになっているこ
とを確認します。

※担当保守員がハードディスクの交換作業を行う場合は 10.から 12.の作業のみ行います。
 

10. 本体装置のハードディスクの Alarm LEDが点灯していることを確認します。
 

11. Alarm LEDが点灯しているハードディスクを交換します。
 

12. MMBのWeb-UIで該当パーティションの PSA画面を開き、左メニューの「PCI Devices」を選択
します。故障したハードディスクを管理しているアレイコントローラーカードの Statusが Error
またはWarningを示しているので、選択し「Status Clear」ボタンをクリックします。
 

13. ハードディスク交換後、スペアディスクの有無で以下の確認を行います。
・ スペアディスクが設定されていない場合

自動的にリビルドが実行され、ハードディスクの Alarm LEDは点滅を開始します。
ServerView RAID Manager画面でリビルドの完了を待って、ハードディスクの Statusが
「Operational」になったことを確認します。
・ スペアディスクが設定されている場合

交換したハードディスクが自動的にスペアディスクになり、ハードディスクの Alarm LED
が消灯します。

ServerView RAID Manager画面でハードディスクの Statusが「Global HotSpare」または
「Dedicated Hot Spare」になっていることを確認してください。なお、リビルド完了後には、
コピーバックが動作する場合があります。

 
14. ServerView RAID Managerを終了します。

 
 

4.3.3  マルチデッド発生時のハードディスクの交換
マルチデッドはハードディスクが複数同時に認識不可になった状態です。
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マルチデッドが発生した場合は、SASインターフェース系部品 (アレイコントローラーカード、SASU
など) およびハードディスクを交換します。この故障が発生した場合は、Hardware RAIDを再構成しま
す。データは保証されないため、バックアップから復旧する対処となります。

交換を行う場合は、パーティション停止保守となります。以下に作業の流れを説明します。

 
備考

担当保守員は、手順 2の作業のみ行います。
 

1. パーティションの電源を切断します。
 

2. SASインターフェース系部品とハードディスクを交換します。
 

3. パーティションを起動し、Boot Manager フロントページからWebBIOSを起動します。
 

4. WebBIOSでアレイ構成を作成します。
 

5. バックアップデータのリストアを行います。
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第 5章  Red Hat Enterprise Linux 5にお
ける PCIカードの活性保守

 
本章では、Red Hat Enterprise Linux 5における活性保守につい
て説明します。

 
 
 

5.1 PCIカードの活性交換  .............................................. 108
5.2 PCIカードの活性増設  .............................................. 132
5.3 PCIカードの削除  ..................................................... 143



5.1  PCIカードの活性交換
PCIホットプラグ機能を用いた、以下の PCIカードの交換手順について説明します。
 
・ 電源操作などのすべての PCIカードの交換に共通する操作
・ 特定のカードの機能、および導入するドライバによって手順が追加される固有の操作

 
備考　

本章に記述のないカードの交換手順については、個々の製品マニュアルを参照してください。

 
 

5.1.1  PCIカードすべてに共通する交換手順の概要
ここでは、PCIカードすべてに共通する交換手順の概要を示します。
 

1. PCIカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作
2. ホットプラグドライバの導入確認：「■PCI ホットプラグドライバの導入確認」を参照
3. PCIスロットの電源切断：「■PCI スロットの電源投入・切断」を参照
4. PCIカードの交換
5. PCIスロットの電源投入：「■PCI スロットの電源投入・切断」を参照
6. PCIカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作

 
注意

本章で説明する OS、サブシステムへの指示 (コマンド、設定ファイルの編集) については、必ず各製品
のマニュアルを参照してコマンドのシンタックスやシステムに与える影響を確認してから作業を行っ

てください。

 
カードの追加、削除、交換のさいに必要となる、OS、サブシステムへの指示 (コマンド、設定ファイ
ルの編集) と、実際のハードウェアの操作を以下に示します。
 

5.1.2  PCIカードの交換手順の詳細
PCIカードの交換手順を説明します。
 
■ServerView RAIDサービスの停止

ServerView RAID サービスが稼動している状態で PCIカードの活性交換を行った場合、システムがパ
ニックすることがあります。このため以下の手順で、活性交換開始前に ServerView RAID サービスを
一時的に停止します。

なお、以下の版数をご使用の場合には、本作業は必要ありません。

・ Red Hat Enterprise Linux 5.8 以降
・ Red Hat Enterprise Linux 5.7、かつ、kernel-2.6.18-274.7.1.el5 以降の版数
・ Red Hat Enterprise Linux 5.6、かつ、kernel-2.6.18-238.27.1.el5 以降の版数
・ Red Hat Enterprise Linux 5.3、かつ、kernel-2.6.18-128.35.1.el5 以降の版数

 
1. システム管理者 (root) 権限でログインします。

 
2. 以下のコマンドを実行して ServerView RAIDサービスの稼動状況を確認します。
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# /sbin/service aurad status

 
[サービス稼動中の表示例]

Checking for ServerView RAID Manager: amDaemon (pid XXX) is 
running...

(XXX はプロセス ID)
 
[サービス停止状態の表示例]

Checking for ServerView RAID Manager: amDaemon is stopped

 
3. ServerView RAIDサービスが稼動している場合、以下のコマンドを実行し、サービスを停止しま
す。

# /sbin/service aurad stop

 
■PCI ホットプラグドライバの導入確認
個々のカードのホットプラグに先立って、システムにホットプラグドライバを導入しておく必要があ

ります。

　

　 PCI Expressカード用ホットプラグドライバ・モジュール：pciehp
　

以下の手順でホットプラグドライバの導入を確認してください。

　

1. PCIホットプラグドライバ・モジュールが導入されていることを lsmodコマンドで確認します。

# /sbin/lsmod | grep pciehp
pciehp                206984  0

 
2. PCIホットプラグドライバ・モジュールが導入されていない場合、modprobeコマンドでドライ
バ・モジュールをシステムに組み込みます。

# /sbin/modprobe pciehp
 
modprobeコマンドを使うと、指定したモジュールを組み込むために必要なモジュールも自動的にカー
ネルに組み込みます。

 
■PCI スロットのスロット番号の確認

PCIカードを交換するさい、OS経由でスロットの電源を操作する必要があります。まず、電源を操作
するカードの PCIスロットの実装位置から、スロット番号を以下の手順で求めます。
 

1. 交換する PCIカードの実装位置を特定します。
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「B.1 コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、交換する PCIカードの実装位置 (ボード、
スロット) を確認してください。

2. 実装位置に対するスロット番号を求めます。
「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」の表に照らし合わせ、確認した実装位置に割
り当てられている、筐体内で一意であるスロット番号を求めます。このスロット番号が、交換す

る PCIカードのスロットを操作するための識別情報となります。
 
 
■PCI スロットの電源状態の確認
「■PCI スロットのスロット番号の確認」で確認したスロット番号から、/sys/bus/pci/slotsディレクトリ
配下に、そのスロットの情報を参照・操作するためのディレクトリが存在することを確認します。「■

PCI スロットのスロット番号の確認」で確認したスロット番号が、以下の形式で表されるディレクトリ
パスの＜スロット番号＞の位置に表れているディレクトリが、操作対象のディレクトリとなります。

/sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>

 
注意

<BUS番号>、<スロット番号>は、ともに 4桁の 10進数で示されます。ここで＜ BUS番号＞は、ス
ロット番号に便宜的に付加される情報です。操作対象ディレクトリは、＜スロット番号＞で一意に定

まります。

 
スロットの PCIカードが、有効であるか無効であるかは、このディレクトリ配下のファイル "power"
の内容を表示して確認します。

# cat /sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/power

 「0」が表示されれば無効、「1」が表示されれば有効です。
 
■PCI スロットの電源投入・切断
「■PCI スロットの電源状態の確認」で確認したファイル操作から、PCIスロットの電源を投入・切断
することができます。

対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「0」を書き込むと、そのスロットの
PCIカードは無効化され、抜いてよい状態になります。LED は消灯します。

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/power

 
この操作により、該当アダプターに対応するデバイスがシステムから同時に削除されます。

 
注意

必ず OSから電源を操作してください。
　

無効化されたスロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「1」を書き込むと有効にな
り、再び利用可能となります。

# echo 1 > /sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/power
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この操作により、該当アダプターに対応するデバイスが同時にシステムに導入されます。

　

注意

電源投入後に、カード、ドライバが正しく導入されたことを確認する必要があります。この手順は、

導入するカード、ドライバの仕様により異なりますので、個別のマニュアルを参照してください。

 
■ServerView RAIDサービスの再開

PCIカードの活性交換作業の開始前に ServerView RAIDサービスを停止した場合、活性交換作業後に以
下の手順でサービスを再開します。

 
1. システム管理者 (root) 権限でログインします。

 
2.  以下のコマンドを実行して ServerView RAIDサービスを再開します。

# /sbin/service aurad start
 

5.1.3  FCカード (ファイバーチャネルカード) の交換手順
ここでは、FCカードの交換を想定して説明します。
　

注意

・ SANブートに使用している FCカードは、ホットプラグに対応していません。
・ sadumpのダンプデバイスに使用される FCカードを活性交換することはできますが、FCカード
を交換した後、システム停止状態での HBA UEFI／拡張 BIOSを再設定するまでは、sadumpのダ
ンプの採取に失敗します。

・ 周辺機器内の構成変更 (SANディスク装置の UNIT増設、削除など) については、ここでは扱いま
せん。

・ FCカードのホットプラグによる交換を行う場合、一般のホットプラグ手順に加えて考慮する部
分があります。

・ PRIMECLUSTER GDSで二重化されている環境では、パスの二重故障で片方の筺体にアクセスで
きなくなった場合、カードの交換前に、交換対象となるカードに接続されているディスクをミ

ラーから切り離す必要があります。カードの交換後は、交換したカードに接続されているディス

クをミラーに再組み込みします。

ミラーからの切り離しおよび再組み込みについては、『PRIMECLUSTER Global Disk Services 説明
書 4.3 (Linux版) 』の「D.8 sdxswap - ディスクの交換」を参照してください。

・ FCカードの故障・増設・削除・交換を行った場合、それまで SANディスク装置の各ディスクに
割り当てられていたデバイス名 (/dev/sdX) が、システムの再起動時に変更される場合があります。
PRIMECLUSTER GDSが管理する SANディスク装置のディスクは、このデバイス名ずれに対す
る対策が行われています。PRIMECLUSTER GDSに登録していない SANディスク装置のディス
クに直接アクセスする場合は、デバイス名ずれの影響を避けるため、FCカードの構成変更に影
響されない by-id名 (/dev/disk/by-id/～) を用いてください。デバイス名ずれ対策の詳細は、『Linux
ユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 5 編』(J2UL-1207) を参照してください。

・ FCカードを活性交換することにより全パスが見えなくなるディスクをマウントしている場合は、
そのディスクをアンマウントしてから PCIホットプラグを実行してください。PCIホットプラグ
実行後にデバイス名ずれが発生することがあります。
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■FCカードの交換手順
ここでは、周辺装置はそのままで、故障した FCカードだけを交換する場合について説明します。
PSAのWeb-UI操作は、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lの場合に行ってください。
 

1. 必要な前処理を行います。
アプリケーションを停止するなどの方法で、当該 FCカードへのアクセスを停止します。
 また ServerView RAID サービスが稼動している場合、以下の手順で一時的にサービスを停止しま
す。

1. システム管理者(root)権限でログインします。
 

2. 以下のコマンドを実行して ServerView RAIDサービスの稼動状況を確認します。

# /sbin/service aurad status

 
[サービス稼動中の表示例]

Checking for ServerView RAID Manager: amDaemon (pid 
XXX) is running...

(XXX はプロセス ID)
 
[サービス停止状態の表示例]

Checking for ServerView RAID Manager: amDaemon is 
stopped

 
3. ServerView RAIDサービスが稼動している場合、以下のコマンドを実行し、サービスを停止
します。

# /sbin/service aurad stop
 

2. PCIホットプラグドライバが導入されていることを確認します。
PCIホットプラグドライバ・モジュールが導入されていることを lsmodコマンドで確認します。
 

3. PCIホットプラグドライバ・モジュールが導入されていない場合、modprobeコマンドを用いてド
ライバ・モジュールをシステムに組み込みます。

# /sbin/modprobe pciehp

 
4. PCIスロットの スロット番号を確認します。

PCIカードを交換するさい、OS経由でスロットの電源を操作する必要があります。まず、電源を
操作するカードの PCIスロットの実装位置から、スロット番号を以下の手順で求めます。
 

1. 交換する PCIカードの実装位置を特定します。
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「B.1 コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、交換する PCIカードの実装位置
(ボード、スロット) を確認してください。
 

2. 実装位置に対するスロット番号を求めます。
「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」の表に照らし合わせ、確認した実装位
置に割り当てられている、筐体内で一意であるスロット番号を求めます。このスロット番

号が、交換する PCIカードのスロットを操作するための識別情報となります。
 

5. PCIスロットの電源を切断します。
/sys/bus/pci/slotsディレクトリ配下に、対象スロットの情報を参照・操作するためのディレクトリ
が存在することを確認します。手順 4で確認したスロット番号が、以下の形式で表されるディレ
クトリパスの＜スロット番号＞の位置に表れているディレクトリが、操作対象のディレクトリと

なります。

/sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>

 
注意

<BUS番号>、<スロット番号>は、ともに 4桁の 10進数で示されます。ここで＜ BUS番号＞は、
スロット番号に便宜的に付加される情報です。操作対象ディレクトリは、＜スロット番号＞で一

意に定まります。

 
対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「0」を書き込むと、そのスロッ
トの PCIカードは無効化され、抜いてよい状態になります。LED は消灯します。

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/power

  　
この操作により、該当アダプターに関係するデバイスがシステムから同時に削除されます。

 
注意

必ず OSから電源を操作してください。
 

6. 目的のカードを実際に交換します。
 

7. 周辺装置のマニュアルに従って再設定を行います。
例として、ストレージ装置に ETERNUSを用い、かつホストアフィニティ機能 (サーバ機ごとの
アクセス可否の設定) を用いている場合は、FCカードの交換にともない、設定の変更が必要とな
ります。　　

 
8. FCカードのケーブルを接続します。

 
9. PCIスロットに電源を投入します。
無効化されたスロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「1」を書き込むと有効
になり、再び利用可能となります。

# echo 1 > /sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/power
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また、この操作により、該当アダプターに対応するデバイスがシステムに導入されます。

 
10. 組み込み結果を確認します。
確認方法については、「■FCカードの組み込み結果の確認方法」で解説します。
必要に応じて、アプリケーションを再起動するなどの方法で当該 FCカードの使用を再開します。
 

11. PSAのWeb-UIで、組み込み結果を確認します。
確認方法については、「■FCカードの組み込み結果の確認方法 (PSAのWeb-UI)」
で説明します。  
 

12. 必要な後処理を行います。
手順 1で ServerView RAIDサービスを停止した場合、以下の手順でサービスを再開します。

# /sbin/service aurad start

また手順 1でその他アプリケーションを停止した場合は、必要であればここで再開してください。
 
■FCカードの組み込み結果の確認方法

FCカードや対応するドライバの組み込み結果を次のように確認し、必要な対処を行ってください。
 
ログを確認します (以下は、FCカードのホットプラグの実施例です) 。
/var/log/messages中に、FCカードを搭載した PCIスロットを有効にした時刻以降のログ出力として、
以下のような FCカード組み込みのメッセージとデバイス発見のメッセージが出ていれば成功です。　

  scsi10 : Emulex LPe1250-F8 8Gb PCIe Fibre Channel  ¥
　　　  　　 Adapter on PCI bus 0f device 08 irq 59  ...(a)
　　　　  　 lpFC 0000:0f:01.0: 1:1303 Link Up Event x1 received  ¥
　　　　  　 Data: x1 x1 x4 x0 ...(b)
　　　　  　 Vendor: FUJITSU   Model: E4000    ¥
　　　　  　 Rev: 0000                  ...(c-1)
　　　　  　 Type:   Direct-Access    ¥
　　　　  　 ANSI SCSI revision: 05     ...(c-2)

行末の¥は、改行しないことを表す。
 　　
(a)のようなメッセージだけが表示されて次の行が表示されない場合、または (a) のメッセージも出ない
場合、FCカードの交換そのものに失敗しています (後述の注意事項も参照してください) 。
この場合、いったんスロットの電源を落とし、以下の点を再確認してください。

・ FCカードが正しく PCIスロットに挿入されているか
・ ラッチが正しくセットされているか

 
問題を取り除いて、再度電源を投入し、ログを確認します。

 (a) のメッセージは出力されるが、 (b) のような FCリンクアップのメッセージが出力されない場合、
FCケーブル抜けもしくは FC経路が正しく確立できていない可能性があります。いったんスロットの
電源を落とし、以下の点を再確認してください。

・ FCドライバの設定を確認します。
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/etc/modprobe.confファイルの FCドライバ (lpfc) のドライバオプションが正しく設定されている
ことを確認してください。詳しくは、『Linuxユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 5編』
(J2UL-1207) の「ファイバーチャネルカード用ドライバ使用時の設定」を参照してください。

・ FCケーブルの接続状況を確認します。
・ ストレージの FC設定を確認します。
実際の接続形態 (Fabric接続または Arbitrated Loop接続) に一致する設定がなされているか、確認
をしてください。

 
問題を取り除いて再度、電源を投入し、ログを確認します。　　

 (a) および (b) のメッセージは出力されたが、 (c-1)  (c-2) のようなメッセージが出力されない場合、ス
トレージが見つかっていません。

以下の点を再確認してください。これらはカード側の問題ではないので、スロットの電源を落として

作業する必要はありません。

・ FC-Switchのゾーニングの設定の見直し
・ ストレージのゾーニングの設定の見直し

・ ストレージの LUN Mappingの設定の見直し
さらに、LUN0から正しく見えるようになっているかを確認してください。

 　
問題を取り除いたら、次の手順で確認とシステムへの認識を行います。

1.  (a) のメッセージから組み込んだ FCカードのホスト番号を調べます。
 (a) のメッセージ中で scsixx (xxは数値) となっている部分の xxがホスト番号になります。上記の
例ではホスト番号は 10となります。
 

2. 以下のコマンドを実行し、デバイスのスキャンを行います。

　　# echo "-" "-" "-" >/sys/class/scsi_host/hostxx/scan
　　    (#はコマンドプロンプト)
　　

　　(hostxx の xx には、手順 1で求めたホスト番号が入ります。)

 
上記の例では、以下のコマンドを実行することになります。

　　# echo "-" "-" "-" >/sys/class/scsi_host/host10/scan　

 
3.  (c-1) (c-2) のようなメッセージが/var/log/messagesに出力されたことを確認します。
もし、このメッセージが出ない場合には、再度設定を確認してください。

 
注意

RHELの特定のリリースでは、FCカードの組み込みを確認する (a) のようなメッセージが、カード名
の情報が欠落した以下の書式で出力される場合があります。

scsi10 : on PCI bus 0f device 08 irq 59

 
この場合は、当該メッセージが FCカードの組み込みであるか否かを、以下の手順で確認してください。
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1. ホスト番号を確認します。
メッセージの中で scsixx (xxは数値)となっている部分の xx がホスト番号になります。上記の例
ではホスト番号は 10となります。
 

2. ホスト番号をもとに、以下のファイルの有無を確認します。

/sys/class/scsi_host/hostxx/modeldesc  　　　　　　　　　　　　　　　

  (hostxx の xx には 手順 1 で求めたホスト番号が入ります。)　

ファイルが存在しない場合は、FCカードが出力したメッセージではないと判定されます。
 

3. ファイルが存在した場合、以下の操作でファイルの内容を確認します。

# cat /sys/class/scsi_host/hostxx/modeldesc  　　　　　　　　　　　　
　

Emulex LPe1250-F8 8Gb PCIe Fibre Channel Adapter 　　　　　　　　　
　

　

　(hostxx の xx には 手順 1 で求めたホスト番号が入ります。)　　　　　　

上記のような出力がなされた場合、当該メッセージは FCカードの組み込みによって出力された
ものと判定されます。

 
■FCカードの組み込み結果の確認方法 (PSAのWeb-UI)

 
1. PSAのWeb-UIから、[Fibre Channel] 画面を表示します。

Web-UIの表示方法については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』
(C122-E110)の「第 3章 PSAのWeb-UI (ウェブユーザーインターフェース) 操作」を参照してくだ
さい。

 
2. [Information about devices connected to controller] の項目に、組み込んだ FCカード配下のディスク
情報がすべて表示されていること、デバイスの情報に n.a. や - (ハイフン) となっている項目がな
いことを確認します。

 
3. 本手順は、PRIMEQUEST 1000シリーズの場合に行ってください。
正しく表示されていない項目 (「図 5.1 [Fibre Channel] 画面 (例)」 で [Serial No.] の項目) がある場
合は、PSAを再起動するか、手動で PSAの以下のコマンドを実行してください。
 

/opt/FJSVpsa/sh/force_search.sh ‒a   　　　　　
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図 5.1 [Fibre Channel] 画面 (例)
 

4. [Refresh] ボタンをクリックして画面を更新し、情報が正しく表示されていることを確認します。
画面に反映されるまでには、最大 3分かかります。
 

5.1.4  ネットワークカード (NIC) の交換手順
ネットワークカードのホットプラグによる交換を行う場合、PCIカード共通の交換手順に加え、PCIス
ロットの電源切断・投入の前後に、固有の処理が必要となります。

また、1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用に加え、複数の NICを束ねて 1つの
インターフェースを構成している場合 (bonding構成) の手順についても説明します。
なお、複数の NICを PRIMECLUSTER Global Link Services (GLS) で束ねている場合は、
『PRIMECLUSTER Global Link Services 説明書 4.3 (伝送路二重化機能編) (Linux版) 』 (J2UZ-7781) の
「6.3.2 NICの活性保守」を参照してください。
 

図 5.2 単独インターフェースと bonding構成インターフェース
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■NICの交換手順

NICの交換手順を説明します。
 
注意

・ 複数枚の NICを交換する場合は、必ず 1枚ずつ交換してください。複数枚同時に交換すると、設
定が正しく行えない場合があります。

・ bondingデバイスを導入したシステムで活性交換を行う場合は、交換対象 NICが bondingデバイ
スの構成インターフェースであるなしによらず、すべてのインターフェース設定ファイル (/etc/
sysconfig/networkscripts/ifcfg-eth* ファイル) で ONBOOT=YESとするシステム設計を行ってくださ
い。

ここで、未使用インターフェースに対して、IPアドレスを付与する必要ありません。この措置は、
交換対象 NICのデバイス名が活性交換前後で変わらないようにするためのものです。仮に
ONBOOT=NOが混在した場合、ここで説明する手順が正しく動作しないことがあります。
 
 

1. 必要な前処理を行います。
ServerView RAID サービスが稼動している場合、以下の手順で一時的にサービスを停止します。

1. システム管理者 (root) 権限でログインします。
 

2. 以下のコマンドを実行して ServerView RAIDサービスの稼動状況を確認します。

# /sbin/service aurad status

 
[サービス稼動中の表示例]

Checking for ServerView RAID Manager: amDaemon (pid 
XXX) is running...

 (XXX はプロセス ID)
 
[サービス停止状態の表示例]

Checking for ServerView RAID Manager: amDaemon is 
stopped

 
3. ServerView RAIDサービスが稼動している場合、以下のコマンドを実行し、サービスを停止
します。

# /sbin/service aurad stop
 

2. PCIホットプラグドライバが導入されていることを確認します。
PCIホットプラグドライバ・モジュールが導入されていることを lsmodコマンドで確認します。

# /sbin/lsmod | grep pciehp
pciehp                206984  0
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PCIホットプラグドライバ・モジュールが導入されていない場合、modprobeコマンドを用いてド
ライバ・モジュールをシステムに組み込みます。

# /sbin/modprobe pciehp

 
3. インターフェースの搭載されている PCIスロットのスロット番号を確認します。
設定ファイルの情報と OSが持っている情報を用いてインターフェースの搭載位置を確認します。
これは、ユーザーが利用するインターフェース名と OSが管理するインターフェース名が異なっ
ている場合があるためです。

最初に、削除するインターフェースのハードウェアアドレスを確認します。

 (例) # grep HWADDR /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth0

HWADDR=00:0E:0C:70:C3:38

 
このハードウェアアドレスを持つ、OSが管理するインターフェース名を確認します。

 (例) # grep -il "00:0E:0C:70:C3:38" /sys/class/net/*/address
/sys/class/net/eth0/address

 
これにより、OSが管理するインターフェース名がわかります。次に、このインターフェースが
搭載されている PCIスロットのバスアドレスを確認します。

 (例) # ls -l /sys/class/net/eth0/device
lrwxrwxrwx  1 root root 0 Sep 29 10:17　/sys/class/net/eth0/device
-> ../../../devices/pci0000:00/0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:
01.0

出力された結果のシンボリックリンク先ファイルにおいて、ディレクトリパスを除いた、ファイ

ル名に相当する部分を確認します。このうち、下線で示された部分がバスアドレスになります

(例では "0000:0b:01") 。
 
このバスアドレスに対する、PCIスロット番号を確認します。

(例) # grep -il  0000:0b:01  /sys/bus/pci/slots/*/address

/sys/bus/pci/slots/0023_0020/address

 
ここで出力されるファイルパスを以下のように読み取り、PCIスロット番号が確認できます。

/sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/address
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注意

・ ＜ BUS番号＞、＜スロット番号＞は、ともに 4桁の 10進数で示されます。ここで＜ BUS
番号＞は、スロット番号に便宜的に付加される情報です。

・ 上記のファイルパスが出力されなかった場合は、PCIスロットに実装された NICではない
ことを意味します (GSPB内の GbEポートなど) 。

 
またここで確認した PCIスロット番号をもとに、「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対
応」を参照して実装位置を確認し、さらに「B.1 コンポーネントの物理実装位置」を参照して、
PCIスロット番号に対応する物理実装位置を特定してください。操作対象 NICの実装位置と一致
していることが確認されます。

 
1つの NICが複数インターフェースを有している場合、NIC上のすべてのインターフェースを
「手順 4」で非活性化する必要があります。以下の手順を用いて、同じバスアドレスを持つイン
ターフェースをすべて確認してください。

 
注意

この出力結果は「手順 13」で使用します。実施したコマンドと出力結果を記録して、後ほど参照
できるようにしてください。

 (例) # ls -l /sys/class/net/*/device | grep "0000:0b:01"
lrwxrwxrwx  1 root root 0 Sep 29 10:17 /sys/class/net/eth0/device
-> ../../../devices/pci0000:00/0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:
01.0
lrwxrwxrwx  1 root root 0 Sep 29 10:17 /sys/class/net/eth1/device
-> ../../../devices/pci0000:00/0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:
01.1

 
例のように 2つ以上表示されている場合、それらはすべて同じ NIC上にあることを示します。1
つしか表示されない場合、以下の手順は不要です。「手順 4」へ進んでください。
OSが管理するインターフェース名からハードウェアアドレスを確認します。

 (例) # cat /sys/class/net/eth1/address

00:0e:0c:70:c3:39

 
このハードウェアアドレスを持つ、インターフェース名を確認します。

 (例) # grep -il "00:0e:0c:70:c3:39" /etc/sysconfig/network-
scripts/ifcfg-eth*
/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth1

以上の操作より、eth0と同じ NICに存在するインターフェースは eth1であることが確認できま
す。

 
4. NICを非活性化します。
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以下のコマンドを実行し、「手順 3」で確認したすべてのインターフェースを非活性化してくださ
い。使用するコマンドは、対象のインターフェースが、単独のインターフェースか、bondingデ
バイスの SLAVEインターフェースであるかにより異なります。　
〔単独インターフェースの場合〕　　

# /sbin/ifdown ethX

 
単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合、VLANインターフェースも削除する
必要があります。以下のように操作をしてください。

# /sbin/ifdown ethX.Y
# /sbin/vconfig rem ethX.Y

 
〔bondingデバイスの SLAVEインターフェースの場合〕
交換対象である SLAVEインターフェースが、現在通信に用いられているインターフェースか否
かを確認します。まず、現在通信に用いられているインターフェースを、以下のコマンドを実行

して確認します。

# cat /sys/class/net/bondY/bonding/active_slave

 
表示されたインターフェース名が、交換対象の SLAVEインターフェースと一致した場合は、以
下のコマンドを実行して、現在の通信をほかの SLAVEインターフェースに切り替えます。

# /sbin/ifenslave -c bondY ethZ

(ethZ: bondY を構成する、活性交換を行わないインターフェース)
 
最後に、交換対象の SLAVEインターフェースを bonding構成から取り外します。インターフェー
スは取外しと同時に自動的に未使用の状態になります。

# /sbin/ifenslave -d bondY ethX

 
5. PCIスロットの電源を切断します。

/sys/bus/pci/slotsディレクトリ配下に、対象スロットの情報を参照・操作するためのディレクトリ
が存在することを確認します。

「手順 4」で確認したスロット番号が、以下の形式で表されるディレクトリパスの＜スロット番号
＞の位置に表れているディレクトリが操作対象のディレクトリとなります。

/sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>

 
注意

<BUS番号>、<スロット番号>は、ともに 4桁の 10進数で示されます。ここで＜ BUS番号＞は、
スロット番号に便宜的に付加される情報です。操作対象ディレクトリは、＜スロット番号＞で一

意に定まります。
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対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「0」を書き込むと、そのスロッ
トの PCIカードは無効化され、抜いてよい状態になります。LED は消灯します。またこれにとも
ない、インターフェース(ethX)が削除されます。

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/power

 
6. 存在するインターフェース名を確認します。
以下のコマンドを実行し、インターフェース名を確認してください。

 
注意

この出力結果は「手順 13」で使用します。実行したコマンドと出力結果を記録して、後ほど参照
できるようにしてください。

# /sbin/ifconfig -a

 
7. NICを交換します。

 
8. 共通設定ファイルを退避します。
以下のコマンドを実行し、/etc/modprobe.conf, /etc/sysconfig/hwconfを退避してください。

# cp  /etc/modprobe.conf  /etc/modprobe.conf.bak
# cp  /etc/sysconfig/hwconf  /etc/sysconfig/hwconf.bak

 
9. インターフェース設定ファイルを退避します。
以下のコマンドを実行し、 「手順 3」で確認したすべてのインターフェースの設定ファイルを退
避してください。

Kudzuや設定スクリプトが/etc/sysconfig/network-scripts配下のファイルの内容を参照する場合があ
るので、参照対象とならないよう、退避ディレクトリを作成して退避します。

# cd /etc/sysconfig/network-scripts
# mkdir temp
# mv  ifcfg-ethX  temp
〔bonding構成の場合は以下も実行〕
# mv  ifcfg-bondX  temp

 
10. PCIスロットに電源を投入します。
無効化されたスロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「1」を書き込むと有効
になり、再び利用可能となります。

# echo 1 > /sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/power

またこれにより、該当アダプターに対応するデバイスがシステムに導入されます。
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11. 最新のハードウェア情報を採取します。
NICが新たに追加されたため、以下のコマンドを実行し最新のハードウェア情報を採取します。

# /sbin/kudzu

 
12. 退避した共通設定ファイルを元に戻します。
〔/etc/modprobe.confの復旧〕
/etc/modprobe.confは、そのまま元に戻してかまいません。
以下のコマンドを実行し、退避した/etc/modprobe.confを元に戻します。

# mv  /etc/modprobe.conf.bak  /etc/modprobe.conf

 
〔/etc/sysconfig/hwconfの復旧〕
退避した /etc/sysconfig/hwconfファイルを復旧するさいには、次の操作を行ってください。
・ 現在の /etc/sysconfig/hwconfファイルにおいて、bonding構成の SLAVEインターフェースに
相当する情報の領域を確認します。

/etc/sysconfig/hwconfファイルは、以下のように、ハイフン (-) を区切りとした情報エント
リーの形式で記述されています。

-
class: NETWORK
bus: PCI
detached: 0
device: ethX　　　　　　　　　　　　　← インターフェース名
　    :
network.hwaddr: 00:00:00:11:11:11　　　← NICごとに異なる
　    :
pcidev: *
pcifn: *
-

 
このうち、「device: 」の行が bonding構成の SLAVEインターフェース名であるエントリー
を確認します。

 
・ 活性交換した SLAVEインターフェース以外の、すべての SLAVEインターフェースのエン
トリーを、退避した/etc/sysconfig/hwconf.bakから復旧してください。
「手順 11」で実行した kudzuコマンドにより、/etc/sysconfig/hwconf の bonding構成の SLAVE
インターフェースに対応するエントリーが書き換えられてしまう場合があります (具体的に
はMACアドレスに不当な値が設定されます) 。この現象は、交換操作の対象が bondingの
配下のインターフェースであるか無いかにかかわらず、システムに bondingデバイスが導入
されていれば発生する可能性があります。

ただし、書き換えられる可能性のある対象 SLAVEインターフェースは、活性交換したイン
ターフェース以外のものです。活性交換したインターフェース以外の SLAVE インターフェー
スの/etc/sysconfig/hwconfファイルのエントリーを、退避した/etc/sysconfig/hwconf.bakの同
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じエントリーをもとに、編集して復旧してください (変更が発生していなかったエントリー
については、対処は不要です) 。

　　

図 5.3 復旧が必要なインターフェースの例 1
 
 

図 5.4 復旧が必要なインターフェースの例 2
 

13. ハードウェアアドレスを確認します。
電源の投入により、交換した NICに対してインターフェース (ethX) が作成されます。以下のコマ
ンドを実行し、その結果と「手順 6」の結果を比較し、作成されたインターフェース名を確認し
ます。

# /sbin/ifconfig -a

 
ifconfigコマンドで、交換したインターフェースのハードウェアアドレス (HWaddr) を確認してく
ださい。1枚の NICにインターフェースが複数存在する場合は、すべてのインターフェースに対
してハードウェアアドレスを確認してください。

 (例) # /sbin/ifconfig -a
…

eth0      Link encap:Ethernet  HWaddr 00:0E:0C:70:C3:40
          BROADCAST MULTICAST  MTU:1500  Metric:1
          RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
          TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
          collisions:0 txqueuelen:1000
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          RX bytes:0 (0.0 b)  TX bytes:0 (0.0 b)
          Memory:8ab00000-8ab20000

eth1      Link encap:Ethernet  HWaddr 00:0E:0C:70:C3:41
          BROADCAST MULTICAST  MTU:1500  Metric:1
          RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
          TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
          collisions:0 txqueuelen:1000
          RX bytes:0 (0.0 b)  TX bytes:0 (0.0 b)
          Memory:8ab20000-8ab40000
…

 
上記結果において、1枚の NICの交換に対し、交換の前後で、インターフェース名が変化した場
合や (ONBOOT=NOの設定ファイルが存在すると発生することがあります) 、2枚以上同時に交換
した場合 (交換前後で名前が入れ替わっている場合があります) には、「手順 3」の方法を再度実
施し、slot番号との対応をとって、交換した NICの正しいMACアドレスを確認する必要があり
ます。

 
「手順 3」で確認したバスアドレスをもとに (例では "000:0b:01") 、以下のコマンドを実行して、
インターフェースを再確認します。

 (例) # ls -l /sys/class/net/*/device | grep "0000:0b:01"
lrwxrwxrwx  1 root root 0 Sep 29 10:17 /sys/class/net/eth0/device
-> ../../../devices/pci0000:00/0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:
01.0
lrwxrwxrwx  1 root root 0 Sep 29 10:17 /sys/class/net/eth1/device
-> ../../../devices/pci0000:00/0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:
01.1

ここで表示された結果が「手順 3」の表示結果と同一であれば、物理デバイスに対するインター
フェース名の交換は発生しなかったことを意味します。この場合は問題ありませんので、00:0E:
0C:70:C3:40を使用してかまいません。
 
表示された結果が以下のように「手順 3」の表示結果と異なった場合は、物理デバイスに対する
インターフェース名の交換が発生したことを意味します。この場合は、00:0E:0C:70:C3:41を採用
する必要があります。

 (例) # ls -l /sys/class/net/*/device | grep "0000:0b:01"
lrwxrwxrwx  1 root root 0 Sep 29 10:17 /sys/class/net/eth1/device
-> ../../../devices/pci0000:00/0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:
01.0
lrwxrwxrwx  1 root root 0 Sep 29 10:17 /sys/class/net/eth0/device
-> ../../../devices/pci0000:00/0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:
01.1
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ここで確認した、インターフェース名とハードウェアアドレスの対応は「手順 15」で用いるので、
記録して参照できるようにしてください。

 
14. 退避したインターフェース設定ファイルを元に戻します。
以下のコマンドを実行し、退避ディレクトリに退避したインターフェース設定ファイルを元に戻

します。

# cd /etc/sysconfig/network-scripts/temp
# mv  ifcfg-ethX  ..
〔bonding構成の場合は以下も実行〕
# mv  ifcfg-bondX  ..

また、kudzuにより、/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-ethX.bakファイルが作られていた場合は削
除しておきます。これは、必須の操作ではありません。

 
15. インターフェース設定ファイルを編集します。
新しいハードウェアアドレスに書き換えます。"HWADDR" には、「手順 13」で確認したハード
ウェアアドレスを設定してください。bondingの slaveの場合も、ファイルの内容は一部異なりま
すが、設定する行は同じです。

(例)
DEVICE=eth0
BOOTPROTO=static
HWADDR=00:0E:0C:70:C3:40
BROADCAST=192.168.16.255
IPADDR=192.168.16.1
NETMASK=255.255.255.0
NETWORK=192.168.16.0
ONBOOT=yes
TYPE=Ethernet

 
16. 交換したインターフェースを活性化します。
単独インターフェースの場合と、bonding配下の SLAVEの場合とでは方法が異なります。
〔単独インターフェースの場合〕

以下のコマンドを実行して、インターフェースを活性化します。必要なインターフェースをすべ

て活性化してください。

# /sbin/ifup ethX

 
さらに、単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合で、一時的に VLANインター
フェースを削除した場合は復旧を行います。優先度オプションを変更していた場合などでは、そ

れらも再設定します。　

# /sbin/vconfig add ethX Y 
# /sbin/ifup ethX.Y   
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 (さらに、必要であれば VLAN の option設定のためのコマンドを投入します。)

 
〔bonding配下の SLAVEの場合〕
以下のコマンドを実行して、インターフェースを活性化します。必要なインターフェースをすべ

て活性化してください。

# /sbin/ifenslave bondY ethX

 
注意

ifup コマンドには、MACアドレスに従って正しい ethXを割り当てる機能がありますが、ifenslave
コマンドにはありません。「手順 13」で交換した NICが交換前と同じ名前を割り付けられていた
場合は、ifenslaveコマンドのみで問題ありませんが、割り当てが変更されていた場合には、正し
い割り当てにする必要があります。

 
単独インターフェースの活性化で用いる ifupコマンドには、活性化のほかに、インターフェース
設定ファイル (ifcfg-ethX ファイル) の内容に従ってインターフェース名を割り当てる機能があり
ますが、bondingインターフェースの活性化に用いる ifenslaveコマンドにはその機能がありませ
ん。

このため、以下の手順を経て、SLAVEインターフェースの追加を行います。
・ 増設した NICを、単独インターフェースとして一時的に起動/停止する。
・ SLAVE インターフェースへの設定変更を行い、bonding構成に組み込む。

 
まず、一時的に bondingの SLAVEインターフェースを単独構成にします。「手順 15」で復旧した
設定ファイルの内容に対して、bondingに関連する行 (MASTER、SLAVE) をコメントにする編集
を行います。下記の例では、"#MASTER=bondY" と "#SLAVE=YES" が該当する行です。

DEVICE=ethX
#MASTER=bondY　　
#SLAVE=YES　　　　
ONBOOT=YES
        省略

 
この状態で、以下のコマンドを実行します。

# /sbin/ifup ethX
# /sbin/ifdown ethX

これにより、正しい割り当てが行われます。

 
次に、設定ファイルでコメント化した行を元に戻す編集を行います。下記の例では、"MASTER=bondY"
と "SLAVE=YES" が該当する行です。

DEVICE=ethX
MASTER=bondY　　
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SLAVE=YES　　　　
ONBOOT=YES
        省略

 
最後に、以下のコマンドを実行して、SLAVE インターフェースを bonding構成に組み込みます。
必要なインターフェースをすべて bonding構成に組み込んでください。

# /sbin/ifenslave bondY ethX

 
複数のインターフェースに対して操作を行う場合、すべてのインターフェースに対して ifupコマ
ンドと ifdownコマンドを続けて実行してください。このとき、ifupコマンドが失敗する場合があ
ります。その場合、そのインターフェースはいったんスキップし、ほかのインターフェースに対

して ifupコマンドおよび ifdownコマンドを実施し、その後に、失敗したインターフェースに対
して、再度 ifupコマンドおよび ifdownコマンドを実施してください。
 

17. インターフェース設定ファイルを退避したディレクトリを削除します。
交換対象インターフェースのすべてが交換を完了した後、以下のコマンドを実行し、「手順 9」で
作成した退避ディレクトリを削除します。

# rmdir /etc/sysconfig/network-scripts/temp

 
18. 必要な後処理を行います。
手順 1で ServerView RAIDサービスを停止した場合、以下の手順でサービスを再開します。

# /sbin/service aurad start

 
 

5.1.5  NICに固定のインターフェース名を付与する
ホットプラグを行う上で、インターフェースに対して固定のインターフェース名をつけることが必要

です。

Red Hat Enterprise Linux 5の標準の動作では、NICに対するインターフェース名は、ハードウェアの検
出順に設定されるため、NICの増減によりインターフェース名が変わる場合があります。このような
事象が発生した場合、インターフェース名を直接扱うプログラムにおいて、予期しないトラブルを生

じます。

ここでは、そのようなトラブルを防止する方法として、NICに対するインターフェース名を固定する
設定を解説します。

 
■インターフェース設定ファイルに MACアドレスを記載する

MACアドレスは、個々の NICに一意に付与されている 6バイトのハードウェア固有アドレスです。
インターフェース設定ファイルとは、ネットワークインターフェース (例：eth0など) の設定に用いら
れるファイルで、/etc/sysconfig/network-scriptsディレクトリ配下に ifcfg-<インターフェース名> という
ファイル名で作成します。

PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル
第 5章 Red Hat Enterprise Linux 5における PCIカードの活性保守

128 C122-E108-10



NICに対してインターフェース名を固定するには、インターフェース設定ファイルに、NICのハード
ウェアアドレス (MACアドレス) を定義することにより実現されます。具体的には、ifcfg-<インター
フェース名>ファイルに以下の行を記述します。
 
　 HWADDR=MACアドレス
 
以下は、MACアドレスが "00:0E:0C:70:C3:40" である NICに、eth0というインターフェース名を割り
当てる場合の記述例です。

なお、インターフェース名の固定化は、活性化されたインターフェースのみ可能です。システム起動

時に固定化を行うには ONBOOT=yesを記述してください。

 (例)
DEVICE=eth0                   ・・・・インターフェース名
BOOTPROTO=static
HWADDR=00:0E:0C:70:C3:40    ・・・・ハードウェアアドレス
BROADCAST=192.168.16.255
IPADDR=192.168.16.1
NETMASK=255.255.255.0
NETWORK=192.168.16.0
ONBOOT=yes
TYPE=Ethernet

 
このファイルはインターフェースを活性化する時点で自動的に読み込まれます。よってインターフェー

スが活性化されるまでに、ハードウェアアドレスを記述しておく必要があります。

活性化されるまでに、インターフェース名を記述しておく必要があります。

 
 
■kudzuユーティリティに対する対処方法 (NICの交換時)

NICの交換後にシステムをリブートした場合、ハードウェアの変更を検査するユーティリティ (kudzu)
が実行される場合があります。以下の手順に従い、対処を行ってください。

　

1. kudzuにより、削除したインターフェースに対して、デバイス情報をシステムから削除するかど
うかの選択画面が表示されます(表示を確認してください)。
 

2. デバイス情報は追加したインターフェースが利用するため、システムに残したままにします。
「Remove Configuration」「Keep Configuration」「Do Nothing」のうち、「Keep Configuration」を選択
してください。

 
3. その後、追加したインターフェースに対してデバイス情報をシステムに追加するかどうかの選択
画面が表示されます。「Configure」「Ignore」「Do Nothing」のうち、「Ignore」を選択してください。

5.1.6  iSCSI (NIC)の活性交換
iSCSI接続に利用している NICを活性交換する場合は、以下の手順に従います。
 
5.1.1 PCIカードすべてに共通する交換手順の概要
5.1.2 PCIカードの交換手順の詳細
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5.1.4 ネットワークカード (NIC) の交換手順
5.1.5 NICに固定のインターフェース名を付与する
 
手順の補足説明について説明します。

 
 
■iSCSI (NIC)活性交換の前提条件

iSCSI (NIC)を活性交換する場合の、前提条件は以下のとおりです。
・ ストレージ接続に関しては DM-MP (Device-Mapper Multipath) または ETERNUSマルチドライバ

(EMPD) を利用し、マルチパスで動作している
・ 複数の iSCSIカードを交換する場合、１枚ずつ作業を実施する
・ 1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用である

図 5.5 単独インターフェースの例
 
■NIC交換前に実施する作業

iSCSI (NIC)活性交換の場合、「5.1.4 ネットワークカード (NIC) の交換手順」の「■NICの交換手順」の
手順 4の直前に以下の作業が必要です。

1. SCSI接続インターフェースへのアクセスを抑止するための作業を実施します。
1. iscsiadmコマンドで、交換する iSCSIカードを経由するパス (iqn) からログアウトし、セッ
ションを切断します。

2. iscsiadmコマンドで、対象のセッションが切断されていることを確認します。DM-MP (*1)
または、ETERNUSマルチドライバ (*2) によるマルチパス製品でのセッション切断を確認
します。

*1： セッション切断時の DM-MPの表示内容を記載する

*2： ETERNUSマルチパスドライバ (Linux版) ユーザーズガイドを参照
 

■NIC交換後に実施する作業
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iSCSI (NIC)活性交換の場合、「5.1.4 ネットワークカード (NIC) の交換手順」の「■NICの交換手順」の
手順 18の直前に以下の作業が必要です。

1. iSCSI接続インターフェースへのアクセスを再開させるために、以下を実施します。
1. iscsiadmコマンドで、交換する iSCSIカードを経由するパス (iqn) にログインし、セッショ
ンを再開します。

2. iscsiadmコマンドにより、対象のセッションが組み込まれていることを確認します。DM-
MP (*1) または、ETERNUSマルチドライバ (*2) によるマルチパス製品でセッションが組み
込まれていることを確認します。

*1： セッションが組み込まれた時の DM-MPの表示内容を記載する

*2： ETERNUSマルチパスドライバ (Linux版) ユーザーズガイドを参照
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5.2  PCIカードの活性増設
PCI ホットプラグ機能を用いた PCIカードの増設手順について説明します。
まず、PCIカードすべてに共通な部分と、特定のカードの機能や使用するドライバによって手順が追加
される部分があります。

よって、すべてのカードに必要な操作 (電源操作など) と、特定の種類のカードに固有の操作が必要と
なる場合の両方の説明を行います。本章で説明しないカードの増設に関しては、個々の製品マニュア

ルを参照して作業してください。

 
 

5.2.1  PCIカードすべてに共通する増設手順
1. PCIカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェア の操作
2. ホットプラグドライバの導入確認：「■PCI ホットプラグドライバの導入確認」を参照
3. PCIスロットの電源切断の確認：「■PCI スロットの電源投入・切断」を参照
4. PCIカードの増設の実施
5. PCIスロットの電源投入：「■PCI スロットの電源投入・切断」を参照
6. PCIカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェア の操作

 
注意

・ ここに記述する OS、サブシステムへの指示 (コマンド、設定ファイルの編集) については、必ず
各製品マニュアルを参照してコマンドのシンタックスやシステムに与える影響を確認して作業を

行ってください。

・ PCIカードの活性増設の場合は、ServerView RAIDサービスの一時停止は不要です。
 
カード増設のさいに必要となる、OS、サブシステムへの指示 (コマンド、設定ファイルの編集) と、実
際のハードウェアの操作を以下に示します。

 

5.2.2  PCIカードの増設手順の詳細
PCIカードの増設手順において実施が必要な操作を解説します。
 
■PCI ホットプラグドライバの導入確認
個々のカードのホットプラグに先立って、システムにホットプラグドライバを導入しておく必要があ

ります。

 
　 PCI Expressカード用ホットプラグドライバ・モジュール： pciehp
 
以下の手順でホットプラグドライバの導入確認を行ってください。

 
1. PCIホットプラグドライバ・モジュールが導入されていることを lsmod コマンドで確認します。

# /sbin/lsmod | grep pciehp
pciehp                206984  0
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2. PCIホットプラグドライバ・モジュールが導入されていない場合、modprobeコマンドを用いてド
ライバ・モジュールをシステムに組み込みます。

# /sbin/modprobe pciehp

modprobe コマンドは指定したモジュールを組み込むために必要なモジュールも、自動的にカーネ
ルに組み込みます。

 
 
■PCIスロットのスロット番号の確認

PCIカードを増設する場合には、OS経由でスロットの電源を操作する必要があります。まず、電源を
操作するカードの PCIスロットの物理位置から、BUS番号とスロット番号を以下の手順で求めます。
 

1. 増設する PCIカードの実装位置を特定します。
「B.1 コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、増設する PCIカードの実装位置 (ボード、
スロット) を確認してください。

2. 実装位置に対するスロット番号を求めます。
「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」の表に照らし合わせ、確認した実装位置に割
り当てられている、筐体内で一意であるスロット番号を求めます。このスロット番号が、増設す

る PCIカードのスロットを操作するための識別情報となります。
 
 
■PCI スロットの電源状態の確認
「■PCIスロットのスロット番号の確認」において確認したスロット番号をもとに、/sys/bus/pci/slots
ディレクトリ配下に、そのスロットの情報を参照・操作するためのディレクトリが存在することを確

認します。「■PCIスロットのスロット番号の確認」で確認したスロット番号が、以下の形式で表され
るディレクトリパスの＜スロット番号＞の位置に表れているディレクトリが、操作対象のディレクト

リとなります。

/sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>

 
注意

<BUS番号>、<スロット番号>は、ともに 4桁の 10進数で示されます。ここで＜ BUS番号＞は、ス
ロット番号に便宜的に付加される情報です。操作対象ディレクトリは、＜スロット番号＞で一意に定

まります。

 
スロットの PCIカードが、有効であるか無効であるかは、このディレクトリ配下のファイル "power"
の内容を表示することで確認できます。

# cat /sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/power

 「0」が表示されれば無効、「1」が表示されれば有効です。
 
■PCI スロットの電源投入・切断
「■PCI スロットの電源状態の確認」において確認されたファイルに対する操作により、PCIスロット
の電源を投入／切断できます。
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対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「0」を書き込むと、そのスロットが
無効化され、PCIカードの増設が可能な状態になります。LED は消灯します。
 

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/power

 
注意

必ず OSから電源を操作してください。
 
対象スロットに PCIカードを増設した後、対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power"
に「1」を書き込むと有効になり、対象スロットが利用可能となります。

# echo 1 > /sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/power

 
またこれにより、該当アダプターに対応するデバイスがシステムに導入されます。

 
注意

電源投入後に、カード、ドライバが正しく導入されたことを確認する必要があります。この手順は、

導入するカード、ドライバの仕様により異なりますので、個別のマニュアルを参照してください。

 
 

5.2.3  FCカード (ファイバーチャネルカード) の増設手順
ここでは、FCカードの増設を想定して説明します。
 
注意

・ SANブートに使用している FCカードは、ホットプラグに対応していません。
・ sadumpのダンプデバイスに使用される FCカードを活性追加することはできますが、FCカード
を追加した後、システム停止状態での HBA UEFI／拡張 BIOSを設定するまでは、追加した FC
カードでは sadump機能を使用してダンプ採取できません。

・ 周辺機器内の構成変更 (SANディスク装置の UNIT増設、削除など) については、ここでは扱いま
せん。

・ FCカード のホットプラグによる増設を行う場合、一般のホットプラグ手順に加えて考慮する部
分があります。

・ FCカードの故障・増設・削除・交換を行った場合、それまで SANディスク装置の各ディスクに
割り当てられていたデバイス名 (/dev/sdX) が、システムの再起動時に変更される場合があります。
PRIMECLUSTER GDSが管理する SANディスク装置のディスクは、このデバイス名ずれに対す
る対策が行われています。PRIMECLUSTER GDSに登録していない SANディスク装置のディス
クに直接アクセスする場合は、デバイス名ずれの影響を避けるため、FCカードの構成変更に影
響されない by-id名 (/dev/disk/by-id/～) を用いてください。デバイス名ずれ対策の詳細は、『Linux
ユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 5 編』(J2UL-1207) を参照してください。

 
■FCカードの増設手順
ここでは、FCカードと周辺装置を新たに増設する場合の手順を示します。
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1. PCIホットプラグドライバが導入されていることを確認します。
PCIホットプラグドライバ・モジュールが導入されていることを lsmodコマンドで確認します。

# /sbin/lsmod | grep pciehp
pciehp                206984  0

 
PCIホットプラグドライバ・モジュールが導入されていない場合、modprobeコマンドを用いてド
ライバ・モジュールをシステムに組み込みます。

# /sbin/modprobe pciehp

 
2. PCIスロットの スロット番号を以下の手順で確認します。

1. 増設する PCIカードの実装位置を特定します。
「B.1 コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、増設する PCIカードの実装位置
(ボード、スロット) を確認してください。
 

2. 実装位置に対するスロット番号を求めます。
「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」の表に照らし合わせ、確認した実装位
置に割り当てられている、筐体内で一意であるスロット番号を求めます。このスロット番

号が、増設する PCIカードのスロットを操作するための識別情報となります。
 

3.  PCIスロットの電源を切断します。
/sys/bus/pci/slots ディレクトリ配下に、対象スロットの情報を参照・操作するためのディレクトリ
が存在することを確認します。上記手順 2で確認したスロット番号が、以下の形式で表される
ディレクトリパスの＜スロット番号＞の位置に表れているディレクトリが、操作対象のディレク

トリとなります。

/sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>

 
注意

<BUS番号>、<スロット番号>は、ともに 4桁の 10進数で示されます。ここで＜ BUS番号＞は、
スロット番号に便宜的に付加される情報です。操作対象ディレクトリは、＜スロット番号＞で一

意に定まります。

 
対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「0」を書き込むと、そのスロッ
トが無効化され、PCIカードの増設が可能な状態になります。LED は消灯します。

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/power

 
注意

必ず OSから電源を操作してください。
 

4. 目的のカードを実際に増設します。
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5.  周辺装置のマニュアルに従って再設定を行います。
例として、ストレージ装置に ETERNUSを用い、かつホストアフィニティ機能 (サーバ機ごとの
アクセス可否の設定) を用いている場合は、FCカードの増設にともない、設定の追加が必要とな
ります。

 
6. FCカード ケーブルを接続します。

 
7. PCIスロットに電源を投入します。

PCIカードを増設したスロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「1」を書き込
むと有効になり、対象スロットが利用可能となります。

# echo 1 > /sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/power

またこれにより、該当アダプターに対応するデバイスがシステムに導入されます。

 
8. 組み込み結果を確認します。
確認方法は、FCカードの交換手順で実施する内容と同じです。「■FCカードの組み込み結果の
確認方法」を参照してください。

 
9. PSAのWeb-UIで組み込み結果を確認します。
確認方法は、FC カードの交換手順で実施する内容と同じです。「■FCカードの組み込み結果の
確認方法 (PSAのWeb-UI)」を参照してください。

 

5.2.4  ネットワークカードの増設手順
ネットワークカード (以降、NICと記述) のホットプラグによる増設を行う場合、PCIカード共通の増
設手順に加え、PCIスロットの電源切断/投入の前後に、固有の処理が必要となります。
また、1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用に加え、複数の NICを束ねて 1つの
インターフェースを構成している場合 (bonding構成) の手順についても説明します。
なお、複数の NICを PRIMECLUSTER Global Link Services (GLS) で束ねている場合は、
『PRIMECLUSTER Global Link Services 説明書 4.3 (伝送路二重化機能編) (Linux版) 』 (J2UZ-7781) の
「6.3.2 NICの活性保守」を参照してください。
 

図 5.6 単独インターフェースと bonding構成インターフェース
 
 
■NICの増設手順
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ここでは、ネットワークカード単独のホットプラグの手順を説明します。

 
注意

複数枚の NICを増設する場合は、必ず 1枚ずつ増設を行ってください。複数枚同時に行うと、設定が
正しく行えない場合があります。

 
1. PCIホットプラグドライバが導入されていることを確認します。

PCIホットプラグドライバ・モジュールが導入されていることを lsmodコマンドで確認します。

# /sbin/lsmod | grep pciehp
pciehp                206984  0

 
PCIホットプラグドライバ・モジュールが導入されていない場合、modprobeコマンドを用いてド
ライバ・モジュールをシステムに組み込みます。

# /sbin/modprobe pciehp

 
2. 存在するインターフェース名を確認します。
以下のコマンドを実行し、インターフェース名を確認してください。

# /sbin/ifconfig -a

 
3. インターフェースを搭載する PCIスロットのスロット番号を以下の手順で確認します。

1. 増設する PCIカードの実装位置を特定します。
「B.1 コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、増設する PCIカードの実装位置
(ボード、スロット) を確認してください。
 

2. 実装位置に対するスロット番号を求めます。
「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」の表に照らし合わせ、確認した実装位
置に割り当てられている、筐体内で一意であるスロット番号を求めます。このスロット番

号が、増設する PCIカードのスロットを操作するための識別情報となります。
 

4. PCIスロットの電源を切断します。
/sys/bus/pci/slotsディレクトリ配下に、対象スロットの情報を参照・操作するためのディレクトリ
が存在することを確認します。上記手順 3で確認したスロット番号が、以下の形式で表される
ディレクトリパスの＜スロット番号＞の位置に表れているディレクトリが操作対象のディレクト

リとなります。

/sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号> 

 
注意

＜ BUS番号＞、＜スロット番号＞は、ともに 4桁の 10進数で示されます。ここで＜ BUS番号
＞は、スロット番号に便宜的に付加される情報です。操作対象ディレクトリは、＜スロット番号

＞で一意に定まります。
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対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「0」を書き込むと、そのスロッ
トが無効化され、PCIカードの増設が可能な状態になります。LEDは消灯します。

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/power

 
注意

必ず OSから電源を操作してください。
 

5. PCIスロットに NICを増設します。
 

6. PCIスロットに電源を投入します。
PCIカードを増設したスロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「1」を書き込
むと、そのスロットの PCIカードが有効となり、利用可能となります。またこれにともない、イ
ンターフェース (ethX) が追加されます。

# echo 1 > /sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/power

 
7. 新規に増設されたインターフェース名を確認します。
電源の投入により、増設した NICに対してインターフェース (ethX) が作成されます。以下のコマ
ンドを実行し、その結果と「手順 2」の結果を比較し、作成されたインターフェース名を確認し
ます。

# /sbin/ifconfig -a

 
8. 新規に増設されたインターフェースのハードウェアアドレスを確認します。

ifconfigコマンドで、作成されたインターフェースのハードウェアアドレス (HWaddr) を確認して
ください。1枚の NICにインターフェースが複数存在する場合は、作成されたすべてのインター
フェースのハードウェアアドレスを確認してください。

以下の例では、仮のインターフェース名として、それぞれ dev32084, eth0が割り当てられていま
す。

 (例) # /sbin/ifconfig -a
…

dev32084  Link encap:Ethernet  HWaddr 00:0E:0C:70:C3:41
          BROADCAST MULTICAST  MTU:1500  Metric:1
          RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
          TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
          collisions:0 txqueuelen:1000
          RX bytes:0 (0.0 b)  TX bytes:0 (0.0 b)
          Memory:8ab20000-8ab40000

eth0      Link encap:Ethernet  HWaddr 00:0E:0C:70:C3:40
          BROADCAST MULTICAST  MTU:1500  Metric:1
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          RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
          TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
          collisions:0 txqueuelen:1000
          RX bytes:0 (0.0 b)  TX bytes:0 (0.0 b)
          Memory:8ab00000-
…

 
9. インターフェース設定ファイルを作成します。
インターフェース設定ファイル (/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-ethX) を以下のように設定して
ください。"HWADDR"には、「手順 8」で確認したハードウェアアドレスを設定します。
複数枚の NICを増設した、もしくは、インターフェースが複数存在する NICを増設した場合は、
すべてのインターフェースに対してファイルを作成してください。

内容は、単独のインターフェースの場合と、bondingの SLAVEの場合で若干異なります。
〔単独インターフェースの場合〕

(例) 
DEVICE=eth0　　　　　　　←「手順 7」で確認したインターフェース名を指定
BOOTPROTO=static
HWADDR=00:0E:0C:70:C3:40
BROADCAST=192.168.16.255
IPADDR=192.168.16.1
NETMASK=255.255.255.0
NETWORK=192.168.16.0
ONBOOT=yes
TYPE=Ethernet

 
〔bondingの SLAVEの場合〕

(例) 
DEVICE=eth0　　　　　　　←「手順 7」で確認したインターフェース名を指定
BOOTPROTO=static
HWADDR=00:0E:0C:70:C3:40
MASTER=bondY
SLAVE=yes
ONBOOT=yes

 
bondingインターフェースそのものを追加する場合には、bondingのMASTERインターフェース
の設定ファイルも必要となります。bondingインターフェースの追加方法については、『Linuxユー
ザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 5編』 (J2UL-1207) を参照してください。
 
注意

システム起動時に自動的にインターフェースを活性化するためには、インターフェース設定ファ

イルが必要です。
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10. 追加したインターフェースを/etc/modprobe.confファイルに追加します。
これにより、インターフェースとドライバが対応づけられます。/etc/modprobe.confの例を以下に
示します。

(例) 
alias eth1 e1000e
alias eth2 igb
alias eth3 igb
alias eth4 igb
alias eth5 igb
alias eth6 igb
alias eth7 igb
alias eth8 igb
alias eth9 igb
alias eth10 e1000e
alias eth11 e1000e
alias scsi_hostadapter mptbase
alias scsi_hostadapter1 mptscsih
alias usb-controller ehci-hcd
alias usb-controller1 uhci-hcd
alias scsi_hostadapter2 lpfc
alias eth0 e1000e   ← 追加する

 
bondingインターフェースそのものを追加する場合には、さらに bondingデバイスに対するデバイ
スドライバの設定も追記する必要があります。　/etc/modprobe.confファイルに以下を追記してく
ださい。

alias bondY bonding

bondY：新たに追加する bondingインターフェースの名前
 
bondingドライバに対して、オプションを指定することも可能です。
bondingドライバのオプションの解説については、『Linuxユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise
Linux 5編』 (J2UL-1207) を参照してください。
 

11. 追加したインターフェースを活性化します。
以下のコマンドを実行して、インターフェースを活性化します。必要なインターフェースをすべ

て活性化してください。活性化の方法は、構成により異なります。

〔単独インターフェースの場合〕

以下のコマンドを実行して、インターフェースを活性化します。必要なインターフェースをすべ

て活性化してください。

# /sbin/ifup ethX

 
〔bonding構成の場合〕
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bondingデバイスはすでに導入済みで、SLAVEを追加する場合は、bonding インターフェースへ
の組み込みと、正しいインターフェース名の割り付けが必要となります。

単独インターフェースの活性化で用いる ifup コマンドには、活性化のほかに、インターフェース
設定ファイル (ifcfg-ethXファイル) の内容に従ってインターフェース名を割り当てる機能があり
ますが、bondingインターフェースの活性化に用いる ifenslaveコマンドにはその機能がありませ
ん。

このため、以下の手順を経て、SLAVEインターフェースの追加を行います。
・ 増設した NICを、単独インターフェースとして一時的に起動/停止する。
・ SLAVEインターフェースへの設定変更を行い、bonding構成に組み込む。

 
まず、一時的に bondingの slaveを単独構成にします。「手順 9」で作成した設定ファイルの内容
に対して、bondingに関連する行 (MASTER, SLAVE) をコメントにする編集を行います。下記の
例では、"#MASTER=bondY" と "#SLAVE=YES" が該当する行です。

DEVICE=ethX
#MASTER=bondY　　　
#SLAVE=YES　　 　　
ONBOOT=YES
        省略

 
この状態で、以下のコマンドを実行します。

# /sbin/ifup ethX
# /sbin/ifdown ethX

これにより、正しい割り当てが行われます。

 
次に、設定ファイルでコメント化した行を元に戻す編集を行います。下記の例では、"MASTER=bondY"
と "SLAVE=YES" が該当する行です。

DEVICE=ethX
MASTER=bondY　　
SLAVE=YES　　 　
ONBOOT=YES
        省略

 
最後に、以下のコマンドを実行して、SLAVEインターフェースを bonding構成に組み込みます。
必要なインターフェースをすべて bonding構成に組み込んでください。

# /sbin/ifenslave bondY ethX

 
複数のインターフェースに対して操作を行う場合、すべてのインターフェースに対して ifupコマ
ンドと ifdownコマンドを続けて実行してください。このとき、ifupコマンドが失敗する場合があ
ります。その場合は、そのインターフェースはいったんスキップし、ほかのインターフェースに

PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル
第 5章 Red Hat Enterprise Linux 5における PCIカードの活性保守

141 C122-E108-10



対して ifupコマンド・ifdownコマンドを実施し、その後に、失敗したインターフェースに対して、
再度 ifupコマンド・ifdownコマンドを実施してください。
bondingデバイスも、SLAVEとともに追加する場合は、以下のコマンドを実行して、インター
フェースを活性化します。この場合、slaveに対して個別の操作は必要ありません。

# /sbin/ifup bondY 
 
 

5.2.5  NICに固定のインターフェース名を付与する
ホットプラグを行う上で、インターフェースに対して固定のインターフェース名をつけることが必要

です。

詳細は、NICの交換手順で実施する内容と同じです。
「5.1.5 NICに固定のインターフェース名を付与する」を参照してください。
 
■kudzuユーティリティに対する対処方法 (ネットワークカードの増設時)

NICの増設後にシステムをリブートした場合、ハードウェアの変更を検査するユーティリティ(kudzu)
が実行される場合があります。以下の手順に従って対処してください。

・ kudzuにより、追加したインターフェースに対してデバイス情報をシステムに追加するかどうか
の選択画面が表示されます (表示を確認してください) 。

・ デバイス情報はインターフェース追加時にシステムに追加されています。「Configure」「Ignore」
「Do Nothing」のうち、「Ignore」を選択してください。
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5.3  PCIカードの削除
PCIホットプラグ機能を用いた PCIカードの削除手順について説明します。
まず、PCIカードすべてに共通な部分と、特定のカードの機能や使用するドライバによって手順が追加
される部分があります。

よって、すべてのカードに必要な操作 (電源を操作など) と、特定の種類のカードに固有の操作が必要
となる場合の両方の説明を行います。本章で説明しないカードの削除手順に関しては、個々の製品マ

ニュアルを参照して作業してください。

 
 

5.3.1  PCIカードすべてに共通する削除手順
1. PCIカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェア の操作
2. ホットプラグドライバの導入確認：「■PCI ホットプラグドライバの導入確認」を参照
3. PCIスロットの電源切断の確認：「■PCI スロットの電源切断」を参照
4. PCIカードの取外しの実施
5. PCIカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェア の操作

 
注意

ここに記述する OS、サブシステムへの指示 (コマンド、設定ファイルの編集) については、必ず各製品
マニュアルを参照してコマンドのシンタックスやシステムに与える影響を確認して作業を行ってくだ

さい。

 
カードの削除に必要となる、OS、サブシステムへの指示 (コマンド、設定ファイルの編集) と、実際の
ハードウェアの操作を以下に示します。

 

5.3.2  PCIカードの削除手順の詳細
PCIカードの削除手順において実施が必要な操作を解説します。
 
■ServerView RAIDサービスの停止

ServerView RAID サービスが稼動している状態で PCIカードの活性削除を行った場合、システムがパ
ニックすることがあります。このため以下の手順で、活性削除開始前に ServerView RAID サービスを
一時的に停止します。

なお、以下の版数をご使用の場合には、本作業は必要ありません。

・ Red Hat Enterprise Linux 5.8 以降
・ Red Hat Enterprise Linux 5.7、かつ、kernel-2.6.18-274.7.1.el5 以降の版数
・ Red Hat Enterprise Linux 5.6、かつ、kernel-2.6.18-238.27.1.el5 以降の版数
・ Red Hat Enterprise Linux 5.3、かつ、kernel-2.6.18-128.35.1.el5 以降の版数

 
1. システム管理者(root)権限でログインします。

 
2. 以下のコマンドを実行して ServerView RAIDサービスの稼動状況を確認します。

# /sbin/service aurad status

 
[サービス稼動中の表示例]
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Checking for ServerView RAID Manager: amDaemon (pid XXX) is 
running...

 (XXX はプロセス ID)
 
[サービス停止状態の表示例]

Checking for ServerView RAID Manager: amDaemon is stopped

 
3. ServerView RAIDサービスが稼動している場合、以下のコマンドを実行し、サービスを停止しま
す。

# /sbin/service aurad stop

 
■PCI ホットプラグドライバの導入確認
個々のカードのホットプラグに先立って、システムにホットプラグドライバを導入しておく必要があ

ります。

ホットプラグドライバの導入および導入確認の方法は、PCIカードの交換手順で実施する内容と同じで
す。

 
・ PCI Expressカード用ホットプラグドライバ・モジュール：pciehp

 
以下の手順でホットプラグドライバの導入確認を行ってください。

 
1. PCIホットプラグドライバ・モジュールが導入されていることを lsmodコマンドで確認します。

# /sbin/lsmod | grep pciehp
pciehp                206984  0

 
2. PCIホットプラグドライバ・モジュールが導入されていない場合、modprobeコマンドを用いてド
ライバ・モジュールをシステムに組み込みます。

# /sbin/modprobe pciehp

modprobeコマンドは指定したモジュールを組み込むために必要なモジュールも、自動的にカーネ
ルに組み込みます。

 
 
■PCI スロットのスロット番号の確認

PCIカードを削除する場合には、OS経由でスロットの電源を操作する必要があります。まず、電源を
操作するカードの PCIスロットの物理位置から、BUS番号とスロット番号を以下の手順で求めます。
 

1. 削除する PCIカードの実装位置を特定します。
「B.1 コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、削除する PCIカードの実装位置 (ボード、
スロット) を確認してください。
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2. 実装位置に対するスロット番号を求めます。
「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」の表に照らし合わせ、確認した実装位置に割
り当てられている、筐体内で一意であるスロット番号を求めます。このスロット番号が、削除す

る PCIカードのスロットを操作するための識別情報となります。
 

 
■PCIスロットの電源状態の確認
「■PCI スロットのスロット番号の確認」において確認したスロット番号をもとに、/sys/bus/pci/slots
ディレクトリ配下に、そのスロットの情報を参照・操作するためのディレクトリが存在することを確

認します。スロット番号が、以下の形式で表されるディレクトリパスの＜スロット番号＞の位置に表

れているディレクトリが、操作対象のディレクトリとなります。

/sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>

 
注意

<BUS番号>、<スロット番号>は、ともに 4桁の 10進数で示されます。ここで＜ BUS番号＞は、ス
ロット番号に便宜的に付加される情報です。操作対象ディレクトリは、＜スロット番号＞で一意に定

まります。

 
スロットの PCIカードが、有効であるか無効であるかは、このディレクトリ配下のファイル "power"
の内容を表示することで確認できます。

# cat /sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/power

「0」が表示されれば無効、「1」が表示されれば有効です。
 
 
■PCI スロットの電源切断
「■PCIスロットの電源状態の確認」において確認されたファイルに対する操作により、PCIスロット
の電源を切断できます。

対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「0」を書き込むと、そのスロットの
PCIカードは無効化され、抜いてよい状態になります。LED は消灯します。

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/power

 
これにより、該当アダプターに関係するデバイスがシステムから同時に削除されます。

 
注意

必ず OSから電源を操作してください。
 
■ServerView RAIDサービスの再開

PCIカードの活性削除作業の開始前に ServerView RAIDサービスを停止した場合、活性削除作業後に以
下の手順でサービスを再開します。

 
1. システム管理者(root)権限でログインします。
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2. 以下のコマンドを実行して ServerView RAIDサービスを再開します。

# /sbin/service aurad start
 

5.3.3  FCカード (ファイバーチャネルカード) の削除手順
ここでは、FCカードの削除を想定して説明します。
 
注意

・ SANブートに使用している FCカードは、ホットプラグに対応していません。
・ 周辺機器内の構成変更 (SANディスク装置の UNIT増設、削除など) については、ここでは扱いま
せん。

・ FCカード のホットプラグによる削除を行う場合、一般のホットプラグ手順に加えて考慮する部
分があります。

・ FCカードの故障・増設・削除・交換を行った場合、それまで SANディスク装置の各ディスクに
割り当てられていたデバイス名 (/dev/sdX) が、システムの再起動時に変更される場合があります。
PRIMECLUSTER GDSが管理する SANディスク装置のディスクは、このデバイス名ずれに対す
る対策が行われています。PRIMECLUSTER GDSに登録していない SANディスク装置のディス
クに直接アクセスする場合は、デバイス名ずれの影響を避けるため、FCカードの構成変更に影
響されない by-id名 (/dev/disk/by-id/～) を用いてください。デバイス名ずれ対策の詳細は、『Linux
ユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 5 編』(J2UL-1207) を参照してください。

 
■FCカードの削除手順
ここでは、FCカードと周辺装置を削除する場合の手順を示します。
 

1. 必要な前処理を行います。
アプリケーションを停止するなどの方法で当該 FCカードへのアクセスを停止します。
また ServerView RAID サービスが稼動している場合、以下の手順で一時的にサービスを停止しま
す。

 
1. システム管理者(root)権限でログインします。

 
2. 以下のコマンドを実行して ServerView RAIDサービスの稼動状況を確認します。

# /sbin/service aurad status

 
[サービス稼動中の表示例]

Checking for ServerView RAID Manager: amDaemon (pid 
XXX) is running...

 (XXX はプロセス ID)
 
[サービス停止状態の表示例]

PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル
第 5章 Red Hat Enterprise Linux 5における PCIカードの活性保守

146 C122-E108-10



Checking for ServerView RAID Manager: amDaemon is 
stopped

 
3. ServerView RAIDサービスが稼動している場合、以下のコマンドを実行し、サービスを停止
します。

# /sbin/service aurad stop
 

2. PCIホットプラグドライバが導入されていることを確認します。
PCIホットプラグドライバ・モジュールが導入されていることを lsmodコマンドで確認します。

# /sbin/lsmod | grep pciehp
pciehp                206984  0

　

PCIホットプラグドライバ・モジュールが導入されていない場合、modprobeコマンドを用いてド
ライバ・モジュールをシステムに組み込みます。

# /sbin/modprobe pciehp

 
3. PCIスロットの スロット番号を以下の手順で確認します。

1. 削除する PCIカードの実装位置を特定します。
「B.1 コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、削除する PCIカードの実装位置
(ボード、スロット) を確認してください。
 

2. 実装位置に対するスロット番号を求めます。
「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応 」の表に照らし合わせ、確認した実装位
置に割り当てられている、筐体内で一意であるスロット番号を求めます。このスロット番

号が、削除する PCIカードのスロットを操作するための識別情報となります。
 

4. PCIスロットの電源を切断します。
/sys/bus/pci/slotsディレクトリ配下に、対象スロットの情報を参照・操作するためのディレクトリ
が存在することを確認します。上記手順 3で確認したスロット番号が、以下の形式で表される
ディレクトリパスの＜スロット番号＞の位置に表れているディレクトリが、操作対象のディレク

トリとなります。

/sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>

 
注意

<BUS番号>、<スロット番号>は、ともに 4桁の 10進数で示されます。ここで＜ BUS番号＞は、
スロット番号に便宜的に付加される情報です。操作対象ディレクトリは、＜スロット番号＞で一

意に定まります。
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対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「0」を書き込むと、そのスロッ
トの PCIカードは無効化され、抜いてよい状態になります。LED は消灯します。

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/power

 
これにより、該当アダプターに関係するデバイスがシステムから同時に削除されます。

 
注意

必ず OSから電源を操作してください。
 

5. 目的のカードを実際に削除します。
 

6. 必要な後処理を行います。
手順 1で ServerView RAIDサービスを停止した場合、以下の手順でサービスを再開します。

# /sbin/service aurad start

 また手順 1でその他アプリケーションを停止した場合は、必要であればここで再開してください。
 

5.3.4  ネットワークカードの削除手順
ネットワークカード (以降、NIC) のホットプラグによる削除を行う場合、PCIカード共通の削除手順に
加え、PCIスロットの電源切断/投入の前後に、固有の処理が必要となります。
また、1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用に加え、複数の NICを束ねて 1つの
インターフェースを構成している場合 (bonding構成) の手順について説明します。
なお、複数の NICを PRIMECLUSTER Global Link Services (GLS) で束ねている場合は、
『PRIMECLUSTER Global Link Services 説明書 4.3 (伝送路二重化機能編) (Linux版) 』 (J2UZ-7781) の
「6.3.2 NICの活性保守」を参照してください。
 

図 5.7 単独インターフェースと bonding構成インターフェース
 
 
■NICの削除手順
ここでは、ネットワークカード単独のホットプラグの手順を説明します。

 
注意
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複数枚の NICを削除する場合は、必ず 1枚ずつ削除を行ってください。複数枚同時に行うと、設定が
正しく行えない場合があります。

 
1. 必要な前処理を行います。

ServerView RAID サービスが稼動している場合、以下の手順で一時的にサービスを停止します。
 

1. システム管理者(root)権限でログインします。
 

2. 以下のコマンドを実行して ServerView RAIDサービスの稼動状況を確認します。

# /sbin/service aurad status

 
[サービス稼動中の表示例]

Checking for ServerView RAID Manager: amDaemon (pid 
XXX) is running...

(XXX はプロセス ID)
 
[サービス停止状態の表示例]

Checking for ServerView RAID Manager: amDaemon is 
stopped

 
3. ServerView RAIDサービスが稼動している場合、以下のコマンドを実行し、サービスを停止
します。

# /sbin/service aurad stop
 

2. PCIホットプラグドライバが導入されていることを確認します。
PCIホットプラグドライバ・モジュールが導入されていることを lsmod コマンドで確認します。
 

# /sbin/lsmod | grep pciehp
pciehp                206984  0

 
PCIホットプラグドライバ・モジュールが導入されていない場合、modprobeコマンドを用いてド
ライバ・モジュールをシステムに組み込みます。

# /sbin/modprobe pciehp

 
3. インターフェースの搭載されている PCIスロットのスロット番号を確認します。
設定ファイルの情報と OSが持っている情報を用いてインターフェースの搭載位置を確認します。
これはユーザーが利用するインターフェース名と OSが管理するインターフェース名が異なって
いる場合があるためです。
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まず、削除するインターフェースのハードウェアアドレスを確認します。

 (例) # grep HWADDR /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth0

HWADDR=00:0E:0C:70:C3:40

 
このハードウェアアドレスを持つ、OSが管理するインターフェース名を確認します。

 (例) # grep -il "00:0E:0C:70:C3:40" /sys/class/net/*/address
/sys/class/net/eth0/address

 
これにより、OSが管理するインターフェース名がわかります。次に、このインターフェースが
搭載されている PCIスロットのバスアドレスを確認します。

 (例) # ls -l /sys/class/net/eth0/device
lrwxrwxrwx  1 root root 0 Sep 29 09:26 
                  /sys/class/net/eth0/device -> 
               ../../../devices/
pci0000:00/0000:00:01.2/0000:08:00.2/¥
0000:0b:01.0

 行末の¥は、改行しないことを表す。
 
出力された結果のシンボリックリンク先ファイルにおいて、ディレクトリパスを除いた、ファイ

ル名に相当する部分を確認します。このうち、下線で示された部分がバスアドレスになります

(例では "0000:0b:01") 。
このバスアドレスに対する、PCIスロット番号を確認します。

(例) # grep -il  0000:0b:01  /sys/bus/pci/slots/*/address

/sys/bus/pci/slots/0023_0020/address

 
ここで出力されるファイルパスを以下のように読み取り、PCIスロット番号が確認できます。

/sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/address

 
注意

・ ＜ BUS番号＞、＜スロット番号＞は、ともに 4桁の 10進数で示されます。ここで＜ BUS
番号＞は、スロット番号に便宜的に付加される情報です。

・ 上記のファイルパスが出力されなかった場合は、PCIスロットに実装された NICではない
ことを意味します (GSPB内の GbEポートなど) 。

 
またここで確認した PCIスロット番号をもとに、「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対
応」を参照して実装位置を確認し、さらに「B.1 コンポーネントの物理実装位置」を参照して、
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PCIスロット番号に対応する物理実装位置を特定してください。操作対象 NICの実装位置と一致
していることが確認されます。

 
インターフェースが複数存在する NICの場合、NIC上のすべてのインターフェースを削除する必
要があります。以下の手順を用いて、同じバスアドレスを持つインターフェースをすべて確認し

てください。

 (例) # ls -l /sys/class/net/*/device | grep "0000:0b:01"
lrwxrwxrwx  1 root root 0 Sep 29 09:26 /sys/class/net/eth0/device
 -> ../../../devices/
pci0000:00/0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:01.0
lrwxrwxrwx  1 root root 0 Sep 29 09:26 /sys/class/net/eth1/device
 -> ../../../devices/
pci0000:00/0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:01.1

 
例のように 2つ以上表示されている場合、それらはすべて同じ NIC上にあることを示します。1
つしか表示されない場合、以下の手順は不要です。「手順 4」へ進んでください。
OSが管理するインターフェース名からハードウェアアドレスを確認します。

 (例) # cat /sys/class/net/eth1/address 

00:0e:0c:70:c3:41

 
このハードウェアアドレスを持つ、インターフェース名を確認します。

 (例) # grep -il "00:0e:0c:70:c3:41" /etc/sysconfig/network-
scripts/ifcfg-eth*
/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth1

 
以上の操作により、eth0と同じ NICに存在するインターフェースは eth1であることが確認でき
ます。

 
4. NICを非活性化します。
以下のコマンドを実行し、「手順 3」で確認したすべてのインターフェースを非活性化してくださ
い。

使用するコマンドは、対象のインターフェースが、単独のインターフェースか、bondingデバイ
スの SLAVEインターフェースであるかにより異なります。
〔単独インターフェースの場合〕

# /sbin/ifdown ethX

 
単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合、VLANインターフェースも削除する
必要があります。以下のように操作をしてください。
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# /sbin/ifdown ethX.Y
# /sbin/vconfig rem ethX.Y

 
〔bonding配下のインターフェースの場合〕
SLAVEインターフェースが、現在通信に用いられているインターフェースか否かを確認します。

# cat /sys/class/net/bondY/bonding/active_slave

 
表示されたインターフェース名が、交換対象の SLAVE インターフェースと一致した場合は、以
下のコマンドを実行して、現在の通信をほかの SLAVEインターフェースに切り替えます。

# /sbin/ifenslave -c bondY ethZ
　　　　　　(ethZ: bondY を構成する、活性交換を行わないインターフェース)

 
最後に、交換対象の SLAVEインターフェースを bonding構成から取り外します。インターフェー
スは取外しと同時に自動的に未使用の状態になります。

# /sbin/ifenslave -d bondY ethX

 
bondingデバイスも含めて削除の場合は、以下のコマンドで一括して非活性にします。

# /sbin/ifdown bondY 

 
5. PCIスロットの電源を切断します。

/sys/bus/pci/slots ディレクトリ配下に、対象スロットの情報を参照・操作するためのディレクトリ
が存在することを確認します。「手順 2」で確認したスロット番号が、以下の形式で表されるディ
レクトリパスの＜スロット番号＞の位置に表れているディレクトリが、操作対象のディレクトリ

となります。

/sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>

 
注意

<BUS番号>、<スロット番号>は、ともに 4桁の 10進数で示されます。ここで＜ BUS番号＞は、
スロット番号に便宜的に付加される情報です。操作対象ディレクトリは、＜スロット番号＞で一

意に定まります。

 
対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「0」を書き込むと、そのスロッ
トの PCIカードは無効化され、抜いてよい状態になります。LED は消灯します。またこれにとも
ない、インターフェース (ethX) が削除されます。

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<BUS番号>_<スロット番号>/power
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6. PCIスロットから NICを取り外します。
 

7. インターフェース設定ファイルを削除します。

# rm /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-ethX

bondingデバイスを削除するときは bonding関連も削除します。
 

8. 削除したインターフェースの設定を/etc/modprobe.confから削除します。
不要になった、インターフェースとドライバの対応づけを削除します。bondingデバイスを削除
するときは bonding関連も削除します。

(例) 
    alias eth1 e1000e
    alias eth2 igb
    alias eth3 igb
    alias eth4 igb
    alias eth5 igb
    alias eth6 igb
    alias eth7 igb
    alias eth8 igb
    alias eth9 igb
    alias eth10 e1000e
    alias eth11 e1000e
    alias scsi_hostadapter mptbase
    alias scsi_hostadapter1 mptscsih
    alias usb-controller ehci-hcd
    alias usb-controller1 uhci-hcd
    alias scsi_hostadapter2 lpfc
    alias eth0 e1000e   ← 削除する

 
注意

bondingのMASTERインターフェース (bondY) を動的に削除する手段はありません。bondingイ
ンターフェース全体を削除した場合、bonding構成の解除とすべての SLAVEインターフェースの
削除は可能ですが、MASTERインターフェース自体は残ったままとなります。
ただし、このような SLAVEインターフェースを 1つも持たないMASTERインターフェースが存
在していても運用上は問題ありませんので、そのまま運用を継続してください。次回のシステム

起動時に、当該の bondingインターフェースが完全に削除されます。
 

9. 必要な後処理を行います。
手順 1で ServerView RAIDサービスを停止した場合、以下の手順でサービスを再開します。

# /sbin/service aurad start

 
■kudzuユーティリティに対する対処方法 (ネットワークカードの削除時)
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NICの削除後にシステムをリブートした場合、ハードウェアの変更を検査するユーティリティ (kudzu)
が実行される場合があります。以下の手順に従って対処してください。

 
・ kudzuにより、削除したインターフェースに対して、デバイス情報をシステムから削除するかど
うかの選択画面が表示されます (表示を確認してください) 。

・ デバイス情報はインターフェースの削除時にシステムから削除しています。「Remove
Configuration」「Keep Configuration」「Do Nothing」のうち、「Keep Configuration」を選択してくだ
さい。
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第 6章  Red Hat Enterprise Linux 6にお
ける PCIカードの活性保守

 
本章では、Red Hat Enterprise Linux 6における PCIカードの活
性保守について説明します。

 
 
 

6.1 PCIカードの活性交換  .............................................. 156
6.2 PCIカードの活性増設  .............................................. 178
6.3 PCIカードの削除  ..................................................... 187



6.1  PCIカードの活性交換
PCIホットプラグ機能を用いた、以下の PCIカードの交換手順について説明します。
・ 電源操作などのすべての PCIカードの交換に共通する操作
・ 特定のカードの機能、および導入するドライバによって手順が追加される固有の操作

 
備考

本章に記述のないカードの交換手順については、個々の製品マニュアルを参照してください。

 
 

6.1.1  PCIカードすべてに共通する交換手順の概要
ここでは、PCIカードすべてに共通する交換手順の概要を示します。
 

1. PCIカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作
2. PCIスロットの電源切断：「■PCIスロットの電源投入・切断」を参照
3. PCIカードの交換
4. PCIスロットの電源投入：「■PCIスロットの電源投入・切断」を参照
5. PCIカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作

 
注意

本章で説明する OS、サブシステムへの指示 (コマンド、設定ファイルの編集) については、必ず各製品
のマニュアルを参照してコマンドのシンタックスやシステムに与える影響を確認してから作業を行っ

てください。

 
カードの追加、削除、交換のさいに必要となる、OS、サブシステムへの指示 (コマンド、設定ファイ
ルの編集) と、実際のハードウェアの操作を以下に示します。
 
 

6.1.2  PCIカードの交換手順の詳細
PCIカードの交換手順を説明します。
 
■PCIカードを利用しているソフトウェアへの事前対処

PCIカードを交換するさい、その PCIカードを利用中のソフトウェアが存在しないことが必須です。
そのためには、PCIカードの交換前に、交換対象の PCIカードを利用しているソフトウェアを停止す
るか、ソフトウェアの操作対象外にしてください。

 
■PCIスロットのスロット番号の確認

PCIカードを交換するさい、OS経由でスロットの電源を操作する必要があります。
まず、電源を操作するカードの PCIスロット実装位置から、スロット番号を以下の手順で求めます。
 

1. 交換する PCIカードの実装位置を特定します。
「B.1 コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、交換する PCIカードの実装位置 (ボード、
スロット) を確認してください。
 

2. 実装位置に対するスロット番号を求めます。
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「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」の表に照らし合わせ、確認した実装位置に割
り当てられている、筐体内で一意であるスロット番号を求めます。このスロット番号が、交換す

る PCIカードのスロットを操作するための識別情報となります。
 
注意

「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」に掲載されている <スロット番号> は、上位
の桁が 0で補完された 4桁の 10進数で表記されています。実際のスロット番号は、上位の桁の
0を除去した数字になります。
 

■PCIスロットの電源状態の確認
「■PCIスロットのスロット番号の確認」で確認したスロット番号から、/sys/bus/pci/slotsディレクトリ
配下に、そのスロットの情報を参照・操作するためのディレクトリが存在することを確認します。以

下の形式で表されるディレクトリパスの <スロット番号> の位置に「■PCIスロットのスロット番号の
確認」で確認したスロット番号が表れているディレクトリが、操作対象のディレクトリとなります。

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号>

 
スロットの PCIカードが、有効であるか無効であるかは、このディレクトリ配下のファイル"power" の
内容を表示して確認します。

# cat /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power

「0」が表示されれば無効、「1」が表示されれば有効です。
 
■PCIスロットの電源投入・切断
「■PCIスロットの電源状態の確認」で確認したファイル操作から、PCIスロットの電源を投入・切断
することができます。

対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「0」を書き込むと、そのスロットの
PCIカードは無効化され、抜いてよい状態になります。LEDは消灯します。

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power

 
この操作により、該当アダプターに対応するデバイスが、システムから同時に削除されます。

 
注意

必ず OSから電源を操作してください。
 
無効化されたスロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「1」を書き込むと有効にな
り、再び利用可能となります。

# echo 1 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power

 
この操作により、該当アダプターに対応するデバイスが同時にシステムに導入されます。

 
注意
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電源投入後に、カードおよびドライバが正しく導入されたことを確認する必要があります。この手順

は、導入するカードおよびドライバの仕様により異なりますので、個別のマニュアルを参照してくだ

さい。

 
■PCIカードを利用するソフトウェアの事後対処

PCIカードの交換後、必要に応じて、PCIカードの交換前に停止したソフトウェアを再開するか、ソフ
トウェアの操作対象として組み込んでください。

 
 

6.1.3  FCカード (ファイバーチャネルカード) の交換手順
ここでは、FCカードの交換を想定して説明します。
PSAのWeb-UI操作は、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lの場合に行ってください。
 
注意

・ SANブートに使用している FCカードは、ホットプラグに対応していません。
・ sadumpのダンプデバイスに使用される FCカードを活性交換することはできますが、FCカード
を交換した後、システム停止状態での HBA UEFI／拡張 BIOSを再設定するまでは、sadumpのダ
ンプの採取に失敗します。

・ 周辺機器内の構成変更 (SANディスク装置の UNIT増設、削除など) については、ここでは扱いま
せん。

・ FCカードの故障・増設・削除・交換を行った場合、それまで SANディスク装置の各ディスクに
割り当てられていたデバイス名 (/dev/sdX) が、システムの再起動時に変更される場合があります。
PRIMECLUSTER GDS が管理する SANディスク装置のディスクは、このデバイス名ずれに対す
る対策が行われています。PRIMECLUSTER GDS に登録していない SANディスク装置のディス
クに直接アクセスする場合は、デバイス名ずれの影響を避けるため、FCカードの構成変更に影
響されない by-id名 (/dev/disk/by-id/～) を用いてください。デバイス名ずれ対策の詳細は、『Linux
ユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 6 編』(J2UL-1337) を参照してください。

・ FCカードを活性交換することにより全パスが見えなくなるディスクをマウントしている場合は、
そのディスクをアンマウントしてから PCIホットプラグを実行してください。PCIホットプラグ
実行後にデバイス名ずれが発生することがあります。

 
■FCカードの交換手順
ここでは、周辺装置はそのままで、故障した FCカードだけを交換する場合について説明します。
 

1. 必要な前処理を行います。
アプリケーションを停止するなどの方法で、当該 FCカードへのアクセスを停止します。
 

2. PCIスロットのスロット番号を確認します。
PCIカードを交換するさい、OS経由でスロットの電源を操作する必要があります。まず、電源を
操作するカードの PCIスロット実装位置から、スロット番号を以下の手順で求めます。

1. 交換する PCIカードの実装位置を特定します。
「B.1 コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、交換する PCIカードの実装位置
(ボード、スロット) を確認してください。
 

2. 実装位置に対するスロット番号を求めます。
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「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」の表に照らし合わせ、確認した実装位
置に割り当てられている、筐体内で一意であるスロット番号を求めます。このスロット番

号が、交換する PCIカードのスロットを操作するための識別情報となります。
 
注意

「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」に掲載されている <スロット番号> は、
上位の桁が 0で補完された 4桁の 10進数で表記されています。実際のスロット番号は、上
位の桁の 0を除去した数字になります。
 

3. PCIスロットの電源を切断します。
/sys/bus/pci/slotsディレクトリ配下に、対象スロットの情報を参照・操作するためのディレクトリ
が存在することを確認します。以下の形式で表されるディレクトリパスの <スロット番号> の位
置に手順 2で確認したスロット番号が表れているディレクトリが、操作対象のディレクトリとな
ります。

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号>

 
対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「0」を書き込むと、そのスロッ
トの PCIカードは無効化され、抜いてよい状態になります。LEDは消灯します。

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power

 
この操作により、該当アダプターに関係するデバイスがシステムから同時に削除されます。

 
注意

必ず OSから電源を操作してください。
 

4. 目的のカードを実際に交換します。
 

5. 周辺装置のマニュアルに従って再設定を行います。
例として、ストレージ装置に ETERNUSを用い、かつホストアフィニティ機能 (サーバ機ごとの
アクセス可否の設定) を用いている場合は、FCカードの交換にともない、設定の変更が必要とな
ります。

 
6. FCカードのケーブルを接続します。

 
7. PCIスロットに電源を投入します。
無効化されたスロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「1」を書き込むと有効
になり、再び利用可能となります。

# echo 1 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power

 
この操作により、該当アダプターに対応するデバイスがシステムに導入されます。
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8. 組み込み結果を確認します。
確認方法については、「■FCカードの組み込み結果の確認方法」で解説します。
必要に応じて、アプリケーションを再起動するなどの方法で当該 FCカードの使用を再開します。
 

9. PSAのWeb-UIで、組み込み結果を確認します。
確認方法については、「■FCカードの組み込み結果の確認方法 (PSAのWeb-UI)」で説明します。
 

10. 必要な後処理を行います。
手順 1でその他アプリケーションを停止した場合は、必要であればここで再開してください。
 

■FCカードの組み込み結果の確認方法
FCカードや対応するドライバの組み込み結果を次のように確認し、必要な対処を行ってください。
 
ログを確認します (以下は、FCカードのホットプラグの実施例です)。
/var/log/messages中に、FCカードを搭載した PCIスロットを有効にした時刻以降のログ出力として、
以下のような FCカード組み込みのメッセージとデバイス発見のメッセージが表示されていれば成功で
す。

scsi10:Emulex LPe1250-F8 8Gb PCIe Fibre Channel  ¥
      Adapter on PCI bus 0f device 08 irq 59  ...(a)
      lpfc 0000:0d:00.0: 0:1303 Link Up Event x1 received  ¥
      Data: x1 x0 x10 x0 x0 x0 0  ...(b)
      scsi 2:0:0:0: Direct-Access     FUJITSU  E4000  ¥
      0000 PQ: 1 ANSI: 5             ...(c)

行末の¥は、改行しないことを表す。
 
(a) のようなメッセージだけが表示されて次の行が表示されない場合、または (a) のメッセージも表示
されない場合、FCカードの交換そのものに失敗しています (後述の注意事項も参照してください)。
この場合、いったんスロットの電源を落とし、以下の点を再確認してください。

・ FCカードが正しく PCIスロットに挿入されているか
・ ラッチが正しくセットされているか

 
問題を取り除いて、再度電源を投入し、ログを確認します。

(a) のメッセージは出力されるが、(b) のような FCリンクアップのメッセージが出力されない場合、FC
ケーブル抜けもしくは FC経路が正しく確立できていない可能性があります。いったんスロットの電源
を落とし、以下の点を再確認してください。

 
・ FCドライバの設定を確認します。

FCドライバ (lpfc) のドライバオプションが記載された定義ファイルは以下のコマンドで特定しま
す。

[例： /etc/modprobe.d/lpfc.conf ファイルに記述されている場合]

# grep -l lpfc /etc/modprobe.d/*

/etc/modprobe.d/lpfc.conf
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FCドライバ (lpfc) のドライバオプションが正しく設定されていることを確認してください。詳し
くは、『Linuxユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 6編』(J2UL-1337) の「ファイバー
チャネルカード用ドライバ使用時の設定」を参照してください。

 
・ FCケーブルの接続状況を確認します。
・ ストレージの FC設定を確認します。
実際の接続形態 (Fabric接続または Arbitrated Loop接続) に一致する設定がなされているか、確認
してください。

問題を取り除いて再度、電源を投入し、ログを確認します。

 
(a) および (b) のメッセージは出力されたが、(c) のようなメッセージが出力されない場合、ストレージ
が見つかっていません。

以下の点を再確認してください。これらはカード側の問題ではないので、スロットの電源を落として

作業する必要はありません。

・ FC-Switchのゾーニングの設定の見直し
・ ストレージのゾーニングの設定の見直し

・ ストレージの LUN Mappingの設定の見直し
さらに、LUN0から正しく見えるようになっているかを確認してください。
 
 
問題を取り除いたら、次の手順で確認とシステムへの認識を行います。

 
1. (a) のメッセージから組み込んだ FCカードのホスト番号を調べます。

(a) のメッセージ中で scsixx (xxは数値) となっている部分の xxがホスト番号になります。上記の
例では、ホスト番号は 10となります。
 

2. 以下のコマンドを実行し、デバイスのスキャンを行います。

# echo "-" "-" "-" > /sys/class/scsi_host/hostxx/scan
(#はコマンドプロンプト)

(hostxxの xxには、手順 1で求めたホスト番号が入ります。)

 
上記の例では、以下のコマンドを実行することになります。

# echo "-" "-" "-" > /sys/class/scsi_host/host10/scan

 
3. (c) のようなメッセージが/var/log/messagesに出力されたことを確認します。
もし、このメッセージが表示されない場合には、再度設定を確認してください。

 
注意

RHELの特定のリリースでは、FCカードの組み込みを確認する (a) のようなメッセージが、カー
ド名の情報が欠落した以下の書式で出力される場合があります。

scsi10  : on PCI bus 0f device 08 irq 59
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この場合は、当該メッセージが FCカードの組み込みであるか否かを、以下の手順で確認してく
ださい。

 
1. ホスト番号を確認します。
メッセージの中で scsixx (xxは数値) となっている部分の xxがホスト番号になります。上記の例
ではホスト番号は 10となります。
 

2. ホスト番号をもとに、以下のファイルの有無を確認します。

/sys/class/scsi_host/hostxx/modeldesc

(hostxxの xxには手順 1で求めたホスト番号が入ります。)

ファイルが存在しない場合は、FCカードが出力したメッセージではないと判定されます。
 

3. ファイルが存在した場合、以下の操作でファイルの内容を確認します。

# cat /sys/class/scsi_host/hostxx/modeldesc
Emulex LPe1250-F8 8Gb PCIe Fibre Channel Adapter

(hostxxの xxには手順 1で求めたホスト番号が入ります。)

 
上記のように出力された場合、当該メッセージは FCカードの組み込みによって出力されたものと判定
されます。

 
■FCカードの組み込み結果の確認方法 (PSAのWeb-UI)

1. PSAのWeb-UIから、[Fibre Channel] 画面を表示します。
Web-UIの表示方法については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』
(C122-E110) の「第 3章 PSAのWeb-UI (ウェブユーザーインターフェース) 操作」を参照してく
ださい。

 
2. [Information about devices connected to controller] の項目に、組み込んだ FCカード配下のディスク
情報がすべて表示されていること、デバイスの情報に「n.a.」や「- 」 (ハイフン) となっている項
目がないことを確認します。

 
3. 正しく表示されていない項目 (「図 6.1 [Fibre Channel] 画面 (例)」で [Serial No.] の項目) がある場
合は、PSAを再起動するか、手動で PSAの以下のコマンドを実行してください。

/opt/FJSVpsa/sh/force_search.sh ‒a
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図 6.1 [Fibre Channel] 画面 (例)
 

4. [Refresh] ボタンをクリックして画面を更新し、情報が正しく表示されていることを確認します。
画面に反映されるまでには、最大 3分かかります。
 

 

6.1.4  ネットワークカードの交換手順
ネットワークカード (以降、NICと表記) のホットプラグによる交換を行う場合、PCIカード共通の交
換手順に加え、PCIスロットの電源切断・投入の前後に、固有の処理が必要となります。
また、1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用に加え、複数の NICを束ねて 1つの
インターフェースを構成している場合 (bonding構成) の手順についても説明します。なお、複数の NIC
を PRIMECLUSTER Global Link Services (GLS) で束ねている場合は、『PRIMECLUSTER Global Link
Services 説明書 4.3 (伝送路二重化機能編) (Linux 版) 』 (J2UZ-7781) の「6.4.2 NIC の活性保守」を参照し
てください。
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図 6.2 単独インターフェースと bonding構成インターフェース
 
 
■NICの交換手順

NICの交換手順を説明します。
 
注意

・ 複数枚の NICを交換する場合は、必ず 1枚ずつ交換してください。複数枚同時に交換すると、設
定が正しく行えない場合があります。

・ bondingデバイスを導入したシステムで活性交換を行う場合は、交換対象 NICが bondingデバイ
スの構成インターフェースであるなしにかかわらず、すべてのインターフェース設定ファイル (/
etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-eth*ファイル、/etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-bond*ファイル)
で ONBOOT=YESとするシステム設計を行ってください。
ここで、未使用インターフェースに対して、IPアドレスを付与する必要ありません。この措置は、
交換対象 NICのデバイス名が活性交換前後で変わらないようにするためのものです。仮に
ONBOOT=NOが混在した場合、ここで説明する手順が正しく動作しないことがあります。
 

1. インターフェースが搭載されている PCIスロットのスロット番号を確認します。
設定ファイルの情報と OSが持っている情報を用いて、インターフェースの搭載位置を確認しま
す。

まず、交換対象となるインターフェースが搭載されている PCIスロットの、バスアドレスを確認
します。

例) eth0インターフェースの場合

# ls -l /sys/class/net/eth0/device
lrwxrwxrwx 1 root root 0 Sep 29 10:17 ¥
/sys/class/net/eth0/device
->../../../0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:01.0

行末の¥は、改行しないことを表す。
 
出力された結果のシンボリックリンク先ファイルにおいて、ディレクトリパスを除いた、ファイ

ル名に相当する部分を確認します。このうち、下線で示された部分がバスアドレスになります(例
では"0000:0b:01")。
 
注意
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ここで得られたバスアドレスは、手順 2および手順 11で使用します。バスアドレスを記録して、
後ほど参照できるようにしてください。

 
次に、このバスアドレスに対する PCIスロット番号を確認します。

# grep -il 0000:0b:01  /sys/bus/pci/slots/*/address

/sys/bus/pci/slots/20/address

 
ここで出力されるファイルパスを以下のように読み取り、PCIスロット番号が確認できます。

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/address

 
注意

上記のファイルパスが出力されなかった場合は、PCIスロットに実装された NICではないことを
意味します (GSPB内の GbEポートなど)。
また、ここで確認した PCIスロット番号をもとに、「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の
対応」を参照して実装位置を確認し、さらに「B.1 コンポーネントの物理実装位置」を参照して、
PCIスロット番号に対応する物理実装位置を特定してください。操作対象 NICの実装位置と一致
していることが確認されます。

 
2. 同一 NIC上のインターフェースの情報を収集します。

1つの NICが複数インターフェースを有している場合、NIC上のすべてのインターフェースを、
手順 4で非活性化する必要があります。以下の手順を用いて、手順 1で調べたバスアドレスと同
じバスアドレスを持つインターフェースを確認し、インターフェース名／ハードウェアアドレス

／バスアドレスの情報を表にまとめます。

 
注意

1つの NICが 1つのインターフェースしか有していない場合も含め、以下の情報収集は実施して
ください。

 
1. バスアドレスとインターフェース名の対応確認
以下のコマンドを実行し、バスアドレスとインターフェース名の対応を確認します。

(例：バスアドレスが "0000:0b:01" の場合)

# ls -l /sys/class/net/*/device | grep "0000:0b:
01"
lrwxrwxrwx 1 root root 0 Sep 29 10:17  ¥
/sys/class/net/eth0/device
->../../../0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:
01.0
lrwxrwxrwx 1 root root 0 Sep 29 10:17 ¥
/sys/class/net/eth1/device
->../../../0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:
01.1
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行末の¥は、改行しないことを表す。
 
上記の出力例からは、バスアドレスとインターフェース名の対応は以下のようになります。

 

表 6.1 バスアドレスとインターフェース名の対応

インターフェー

ス名

ハードウェアア

ドレス

バスアドレス スロット番号

eth0  0000:0b:01.0 20

eth1 0000:0b:01.1 20

…  … …

 
注意

表に記載するバスアドレスは、ファンクション番号 (ピリオド以降の番号) も含めて記載し
てください。

 
2. インターフェース名とハードウェアアドレスの対応確認
以下のコマンドを実行し、インターフェース名とハードウェアアドレスの対応を確認しま

す。

(例：eth0の場合)
(単独インターフェースの場合)

# cat /sys/class/net/eth0/address

00:0e:0c:70:c3:38

 
(bondingインターフェースの場合)
bondingの slaveインターフェースの場合は、bondingドライバにより値が書き換えられてい
るため、以下のコマンドを実行してハードウェアアドレスを確認します。

# cat /proc/net/bonding/bondY

Ethernet Channel Bonding Driver ………
.
.
Slave interface:  eth0
.
Permanent HW addr:  00:0e:0c:70:c3:38
.
.
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ただしこの方法は、bondingデバイスが活性化済みの場合の方法です。bondingデバイスが
非活性の場合や、slaveが、未組み込みの場合は、単独インターフェースの場合と同じ方法
を使ってください。

 
また、インターフェース名とハードウェアアドレスの対応は、システムによって自動的に、

udev機能のルールファイル/etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rulesに登録されています。
以下のコマンドを実行し、ATTR{address} の項目と NAMEの項目が上記出力と同じ対応で
定義されていることを確認してください (例：eth0の場合)。

# grep eth0 /etc/udev/rules.d/70-persistent-
net.rules

SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*",  
¥
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:38", 
ATTR{type}=="1",  ¥
KERNEL=="eth*", NAME="eth0"

行末の¥は、改行しないことを表す。
 
/etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rulesの記述は、インターフェースが bondingに組み込まれ
ているか否かには関係なく、常に正しいハードウェアアドレスが得られます。

 
他のインターフェースについても同様のコマンド操作を実施し、ハードウェアアドレスを

確認します。以下は表への記載例です。

 

表 6.2 ハードウェアアドレスの記載例

インターフェー

ス名

ハードウェアア

ドレス

バスアドレス スロット番号

eth0
00:0e:0c:
70:c3:38

0000:0b:01.0 20

eth1
00:0e:0c:
70:c3:39

0000:0b:01.1 20

… … … …

 
上記手順で作成した対応表は手順 13で使用します。後ほど参照できるようにしてください。
 
注意

装置故障による交換の場合、故障の状態によってはインターフェースとハードウェアアド

レス・バスアドレス・スロット番号の対応表の情報が取得できないことがあります。シス

テム導入時にすべてのインターフェースに対して、インターフェースとハードウェアアド

レス・バスアドレス・スロット番号の対応表をあらかじめ作成しておくことを強く推奨し

ます。
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3. NIC交換前に必要な、上位アプリケーションの処理を行います。
手順 2で確認したインターフェースを利用しているアプリケーションを、停止または利用
対象から除外するよう設定を変更し、インターフェースへのアクセスを停止します。

 
4. NICを非活性化します。
以下のコマンドを実行し、手順 2で確認したすべてのインターフェースを非活性化してく
ださい。使用するコマンドは、対象のインターフェースが単独のインターフェースか、

bondingデバイスの SLAVEインターフェースであるかによって異なります。
[単独インターフェースの場合]

# /sbin/ifdown ethX

 
単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合、VLANインターフェースも削
除する必要があります。以下のように操作をしてください (実インターフェースの非活性化
の前に行ってください)。

# /sbin/ifdown ethX.Y
# /sbin/vconfig rem ethX.Y

 
[bondingデバイスの SLAVEインターフェースの場合]
bondingデバイスを mode1で運用している場合は、安全のため、以下の手順で交換対象の
SLAVEを運用から外してください。他の modeの場合は、すぐに取外しの手順を行って問
題ありません。

交換対象である SLAVEインターフェースが、現在通信に用いられているインターフェース
か否かを確認します。まず、現在通信に用いられているインターフェースを、以下のコマ

ンドを実行して確認します。

# cat /sys/class/net/bondY/bonding/active_slave

 
表示されたインターフェース名が、交換対象の SLAVEインターフェースと一致した場合は、
以下のコマンドを実行して、現在の通信を他の SLAVEインターフェースに切り替えます。

# /sbin/ifenslave -c bondY ethZ

(ethZ：bondYを構成する、活性交換を行わないインターフェース)
 
最後に、交換対象の SLAVEインターフェースを bonding構成から取り外します。インター
フェースは取外しと同時に自動的に未使用の状態になります。

# /sbin/ifenslave -d bondY ethX

 
5. PCIスロットの電源を切断します。
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/sys/bus/pci/slotsディレクトリ配下に、対象スロットの情報を参照・操作するためのディレ
クトリが存在することを確認します。

以下の形式で表されるディレクトリパスの <スロット番号> の位置に手順 1で確認したス
ロット番号が表れているディレクトリが、操作対象のディレクトリとなります。

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号>

 
対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「0」を書き込むと、その
スロットの PCIカードは無効化され、抜いてよい状態になります。LEDは消灯します。ま
たこれにともない、インターフェース (ethX) が削除されます。

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power

 
6. インターフェース設定ファイルを退避します。
以下のコマンドを実行し、手順 2で確認したすべてのインターフェースの設定ファイルを
退避してください。

設定スクリプトと udevdが/etc/sysconfig/network-scripts配下のファイルの内容を参照する場
合があるので、参照対象とならないよう、退避ディレクトリを作成して退避します。

# cd /etc/sysconfig/network-scripts
# mkdir temp
# mv ifcfg-ethX temp
[bonding構成の場合は以下も実行]
# mv ifcfg-bondX temp

 
7. NICを交換します。

 
8. udev機能のルールファイルから、交換前の NICに関連するエントリーを削除します。

udev機能のルールファイル /etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rulesの各エントリーは、新しい
NICを検出したさいに自動的に追加されますが、NICを削除しても自動削除されません。
削除された NICのエントリーをそのまま残した場合、以下の影響が出ます。
・ 削除された NICのエントリーに定義されているインターフェース名が、交換・増設さ
れた NICに対して割り当てられない。

 
そのため以下の手順で、削除した NICのエントリーを udev機能のルールファイルから削除
またはコメントアウトしてください。

 
1. 手順 2で作成した表にある、インターフェース名とハードウェアアドレスの対応を確
認する。

 
2. udev機能のルールファイル/etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rulesを編集し、上記の手順

1で確認したすべてのインターフェース名とハードウェアアドレスのエントリー行を、
削除またはコメントアウトする。
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以下に、udev機能のルールファイルの編集例を示します。
[ファイルの編集前の記述例]

# PCI device 0x****:0x**** (e1000)
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*",  
¥
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:38", 
ATTR{type}=="1", ¥
KERNEL=="eth*", NAME="eth0"

# PCI device 0x****:0x**** (e1000)
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*", 
¥
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:39", 
ATTR{type}=="1", ¥
KERNEL=="eth*", NAME="eth1"
　：

　：

行末の¥は、改行しないことを表す。
 
[ファイルの編集後の記述例] (eth0 は削除、eth1 はコメントアウトした例)

# PCI device 0x****:0x**** (e1000)
# SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?
*", ¥
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:39", 
ATTR{type}=="1", ¥
KERNEL=="eth*", NAME="eth1"
　：

　：

行末の¥は、改行しないことを表す。
 
この編集作業を、手順 2で作成した表にある、すべてのインターフェースに対して実施し
てください。

 
9. 編集した ruleを udevに反映します。

udevdは起動時にルールファイルに記述された ruleを読み込むとメモリに保持するため、
ルールファイルの変更のみでは、ruleとして反映されません。よって、新しい ruleを udev
に反映します。

# udevadm control --reload-rules

 
10. PCIスロットに電源を投入します。
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無効化されたスロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「1」を書き込む
と有効になり、再び利用可能となります。

# echo 1 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power

またこれにより、該当アダプターに対応するデバイスがシステムに導入されます。

 
11. 交換した NIC上のインターフェースに関する情報を収集します。
電源の投入により、交換した NICに対してインターフェース (ethX) が作成されます。手順
1で調べたバスアドレスを用いて、交換後の NICに対して作成されたインターフェースの
インターフェース名／ハードウェアアドレス／バスアドレスの情報を、手順 2と同じ手順
を実施して、以下のように表にまとめます。

 

表 6.3 交換後の NICのインターフェース情報の例

インターフェー

ス名

ハードウェアア

ドレス

バスアドレス スロット番号

eth1
00:0e:0c:
70:c3:40

0000:0b:01.0 20

eth0
00:0e:0c:
70:c3:41

0000:0b:01.1 20

… … … …

 
バスアドレスに対して、新たなハードウェアアドレスが定義されていることを確認してく

ださい。また、NIC交換前に利用していたインターフェース名が再割り当てされているこ
とを確認してください。

さらに、udev機能のルールファイル/etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rulesに上記の表に相当
するエントリーが自動追加されていることを確認してください。

 
注意

バスアドレスとインターフェース名の対応が、NIC交換前とは異なる場合があります。手
順 13で対応しますので、そのまま作業を進めてください。
 

12. 新たに作成されたインターフェースを非活性化します。
交換した NICに対して作成されたインターフェースは、PCIスロットの電源投入により活
性化している場合があります。この場合、インターフェース設定ファイルの変更を実施す

る前に、非活性状態にする必要があります。

手順 11で確認したすべてのインターフェース名に対して、以下のコマンドを実行してくだ
さい。

(例：eth0 の場合)

# /sbin/ifconfig eth0 down

 
13. NIC交換前後のインターフェース名の対応を確認します。
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手順 2と手順 11で作成した、NIC交換前後のインターフェース情報の表をもとに、以下の
手順で、新たなインターフェース名と交換前のインターフェース名の対応を確認してくだ

さい。

 
1. 手順 2で作成した表の各行において、バスアドレスとインターフェース名の対応を確
認します。

 
2. 手順 11で作成した表において、同じくバスアドレスとインターフェース名の対応を
確認します。

 
3. NIC交換前後で、同じバスアドレスを持つインターフェース名を対応させます。

 
4. 手順 11で作成した表に、NIC交換前後のインターフェース名の対応を記入します。

 

表 6.4 交換前後の NICのインターフェース名対応の記入例

インターフェー

ス名

交換後 (→交換
前)

ハードウェアア

ドレス

バスアドレス スロット番号

eth1 (→ eth0)
00:0e:0c:
70:c3:40

0000:0b:01.0 20

eth0 (→ eth1)
00:0e:0c:
70:c3:41

0000:0b:01.1 20

… … … …

 
14. NIC交換前後でインターフェース名の入れ替わりが発生している場合、以下の手順で、バ
スアドレスとインターフェース名の対応を、NIC交換前と同一にします。
 
注意

NIC交換前後で、インターフェース名が一致している場合は、手順 15に進んでください。
 

1. 再度、PCIスロットの電源を切断します。
手順 5で実施した PCIスロットの電源切断処理を、再度実施してください。

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/
power

 
2. udev機能のルールファイル /etc/ udev/rules.d/70-persistent-net.rulesのエントリーのうち、
インターフェース名が NIC交換前後で異なっているエントリーのインターフェース名
を、NIC交換前のインターフェース名に修正します。
[ファイルの編集前の記述例]
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# PCI device 0x****:0x**** (e1000)
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?
*",  ¥
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:40", 
ATTR{type}=="1", ¥
KERNEL=="eth*", NAME="eth1"

# PCI device 0x****:0x**** (e1000)
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?
*", ¥
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:41", 
ATTR{type}=="1", ¥
KERNEL=="eth*", NAME="eth0"
　：

　：

行末の¥は、改行しないことを表す。
 
[ファイルの編集後の記述例] (交換後の eth1を、交換前の名前 eth0に修正)

# PCI device 0x****:0x**** (e1000)
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?
*",  ¥
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:40", 
ATTR{type}=="1", ¥
KERNEL=="eth*", NAME="eth0"

# PCI device 0x****:0x**** (e1000)
SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?
*", ¥
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:41", 
ATTR{type}=="1", ¥
KERNEL=="eth*", NAME="eth1"
　：

　：

行末の¥は、改行しないことを表す。
 

3. 編集した ruleを再度反映します。
手順 9で実施した rule反映処理を、再度実施してください。

# udevadm control --reload-rules

 
4. PCIスロットの電源を投入します。
手順 10で実施した PCIスロットの電源投入処理を、再度実施してください。
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# echo 1 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/
power

この PCIスロットの電源投入によって、交換した NICに対して作成されたインター
フェースが活性化する場合があります。この段階では、交換した NIC上のインター
フェースは非活性状態で作業を進めるため、再度、手順 12の操作を実施してくださ
い。

 
5. NIC上のインターフェースの情報を、再度収集し、表を作成します。
手順 2と同じ手順を実施し、手順 13で NIC交換前後のインターフェースの対応を記
した表のインターフェース名の情報を更新します。

 
注意

インターフェース名が、NIC交換前のインターフェース名に設定されていることを確
認してください。

 

表 6.5 インターフェース名の確認

インターフェー

ス名

ハードウェアア

ドレス

バスアドレス スロット番号

eth0
00:0e:0c:
70:c3:40

0000:0b:01.0 20

eth1
00:0e:0c:
70:c3:41

0000:0b:01.1 20

… … … …

 
15. 退避したインターフェース設定ファイルを編集します。
新しいハードウェアアドレスに書き換えます。"HWADDR" には、「表 6.4 交換前後の NIC
のインターフェース名対応の記入例」または「表 6.5 インターフェース名の確認」に記載さ
れている、交換した NICのハードウェアアドレスを設定してください。bondingの slaveの
場合も、ファイルの内容は一部異なりますが、設定する行は同じです。

(例)
DEVICE=eth0
NM_CONTROLLED=no
BOOTPROTO=static
HWADDR=00:0E:0C:70:C3:40
BROADCAST=192.168.16.255
IPADDR=192.168.16.1
NETMASK=255.255.255.0
NETWORK=192.168.16.0
ONBOOT=yes
TYPE=Ethernet

PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル
第 6章 Red Hat Enterprise Linux 6における PCIカードの活性保守

174 C122-E108-10



この編集を、退避したすべてのインターフェースに対して実施してください。

 
16. 退避したインターフェース設定ファイルを元に戻します。
以下のコマンドを実行し、退避ディレクトリに退避したインターフェース設定ファイルを

元に戻します。

# cd /etc/sysconfig/network-scripts/temp
# mv ifcfg-ethX  ..
[bonding構成の場合は以下も実行]
# mv ifcfg-bondX  ..

 
17. 交換したインターフェースを活性化します。
単独インターフェースの場合と、bonding配下の SLAVEの場合とでは方法が異なります。
[単独インターフェースの場合]
以下のコマンドを実行して、インターフェースを活性化します。必要なインターフェース

をすべて活性化してください。

# /sbin/ifup ethX

 
さらに、単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合で、一時的に VLANイ
ンターフェースを削除した場合は、復旧を行います。優先度オプションを変更していた場

合などでは、それらも再設定します。

# /sbin/vconfig add ethX Y
# /sbin/ifup ethX.Y
(さらに、必要であれば VLANの option設定のためのコマンドを
入力します)

 
[bonding配下の SLAVEの場合]
以下のコマンドを実行して、既存の bonding構成に組み込みます。必要な SLAVEインター
フェースをすべて組み込んでください。

# /sbin/ifenslave bondY ethX

VLANは bondingデバイス上に作成されているので、VLAN関連の作業は、通常必要ありま
せん。

 
18. インターフェース設定ファイルを退避したディレクトリを削除します。
交換対象インターフェースのすべてが交換を完了した後、以下のコマンドを実行し、手順

6で作成した退避ディレクトリを削除します。

# rmdir /etc/sysconfig/network-scripts/temp

 
19. NIC交換後に必要な、上位アプリケーションの処理を行います。
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手順 3で実施した上位アプリケーションの対処に対して、必要な後処理を行います (アプリ
ケーションの起動、設定変更の復旧など)。

 
 

6.1.5  iSCSI(NIC)の活性交換
iSCSI接続に利用している NICを活性交換する場合は、以下の手順に従います。
 
6.1.1 PCIカードすべてに共通する交換手順の概要
6.1.2 PCIカードの交換手順の詳細
6.1.4 ネットワークカードの交換手順
 
手順の補足説明について説明します。

 
 
■iSCSI(NIC)活性交換の前提条件

iSCSI(NIC)を活性交換する場合の、前提条件は以下のとおりです。
・ ストレージ接続に関しては DM-MP (Device-Mapper Multipath) または ETERNUSマルチドライバ

(EMPD) を利用し、マルチパス形態で動作している
・ 複数の iSCSIカードを交換する場合、１枚ずつ作業を実施する
・ 1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用である

図 6.3 単独インターフェースの例
 
■NIC交換前に実施する作業

iSCSI(NIC)活性交換の場合、「6.1.4 ネットワークカードの交換手順」の「■NICの交換手順」の手順 3
に以下の作業が必要です。

1. iSCSI接続インターフェースへのアクセスを抑止するための作業を実施します。
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1. iscsiadmコマンドで、交換する iSCSIカードを経由するパス (iqn) からログアウトし、セッ
ションを切断します。

2. iscsiadmコマンドで、対象のセッションが切断されていることを確認します。DM-MP (*1)
または、ETERNUSマルチドライバ (*2) によるマルチパス製品でのセッション切断を確認
します。

*1： セッション切断時の DM-MPの表示内容を記載する

*2： ETERNUSマルチパスドライバ (Linux版) ユーザーズガイドを参照

 
■NIC交換後に実施する作業

iSCSI(NIC)活性交換の場合、「6.1.4 ネットワークカードの交換手順」の「■NICの交換手順」の手順 19
に以下の作業が必要です。

1. iSCSI接続インターフェースへのアクセスを再開させるために、以下を実施します。
1. iscsiadmコマンドで、交換する iSCSIカードを経由するパス (iqn) にログインし、セッショ
ンを再開します。

2. iscsiadmコマンドにより、対象のセッションが組み込まれていることを確認します。
3. DM-MP (*1) または、ETERNUSマルチドライバ (*2) によるマルチパス製品でセッションが
組み込まれていることを確認します。

*1： セッションが組み込まれた時の DM-MPの表示内容を記載する

*2： ETERNUSマルチパスドライバ (Linux版) ユーザーズガイドを参照
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6.2  PCIカードの活性増設
PCIホットプラグ機能を用いた PCIカードの増設手順について説明します。
PCIカードすべてに共通な部分と、特定のカードの機能や使用するドライバによって手順が追加される
部分があります。

よって、すべてのカードに必要な操作 (電源操作など) と、特定の種類のカードに固有の操作が必要と
なる場合の両方の説明を行います。本章で説明しないカードの増設に関しては、個々の製品マニュア

ルを参照して作業してください。

 

6.2.1  PCIカードすべてに共通する増設手順
1. PCIカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作
2. PCIスロットの電源切断の確認：「■PCIスロットの電源投入・切断」を参照
3. PCIカードの増設の実施
4. PCIスロットの電源投入：「■PCIスロットの電源投入・切断」を参照
5. PCIカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作

 
注意

ここに記述する OS、サブシステムへの指示 (コマンド、設定ファイルの編集) については、必ず各製品
マニュアルを参照してコマンドのシンタックスやシステムに与える影響を確認して作業を行ってくだ

さい。

 
カード増設のさいに必要となる、OS、サブシステムへの指示 (コマンド、設定ファイルの編集) と、実
際のハードウェアの操作を以下に示します。

 
 

6.2.2  PCIカードの増設手順の詳細
PCIカードの増設手順において実施が必要な操作を解説します。
 
 
■PCIスロットのスロット番号の確認

PCIカードを増設する場合には、OS経由でスロットの電源を操作する必要があります。まず、電源を
操作するカードの PCIスロット物理位置から、BUS番号とスロット番号を以下の手順で求めます。
 

1. 増設する PCIカードの実装位置を特定します。
「B.1 コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、増設する PCIカードの実装位置 (ボード、
スロット) を確認してください。
 

2. 実装位置に対するスロット番号を求めます。
「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」の表に照らし合わせ、確認した実装位置に割
り当てられている、筐体内で一意であるスロット番号を求めます。このスロット番号が、増設す

る PCIカードのスロットを操作するための識別情報となります。
 
注意

「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」に掲載されている <スロット番号> は、上位
の桁が 0で補完された 4桁の 10進数で表記されています。実際のスロット番号は、上位の桁の
0を除去した数字になります。
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■PCIスロットの電源状態の確認
「■PCIスロットのスロット番号の確認」において確認したスロット番号をもとに、/sys/bus/pci/slots
ディレクトリ配下に、そのスロットの情報を参照・操作するためのディレクトリが存在することを確

認します。以下の形式で表されるディレクトリパスの <スロット番号> の位置に「■PCIスロットのス
ロット番号の確認」で確認したスロット番号が表れているディレクトリが、操作対象のディレクトリ

となります。

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号>

 
スロットの PCIカードが、有効であるか無効であるかは、このディレクトリ配下のファイル "power"
の内容を表示することで確認できます。

# cat/sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power

「0」が表示されれば無効、「1」が表示されれば有効です。
 
■PCIスロットの電源投入・切断
「■PCIスロットの電源状態の確認」において確認されたファイルに対する操作により、PCIスロット
の電源を投入／切断できます。

対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「0」を書き込むと、そのスロットが
無効化され、PCIカードの増設が可能な状態になります。LEDは消灯します。

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power

 
注意

必ず OSから電源を操作してください。
 
対象スロットに PCIカードを増設した後、対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power"
に「1」を書き込むと有効になり、対象スロットが利用可能となります。

# echo 1 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power

またこれにより、該当アダプターに対応するデバイスがシステムに導入されます。

 
注意

電源投入後に、カードおよびドライバが正しく導入されたことを確認する必要があります。この手順

は、導入するカードおよびドライバの仕様により異なりますので、個別のマニュアルを参照してくだ

さい。

 
 

6.2.3  FCカード (ファイバーチャネルカード) の増設手順
ここでは、FCカードの増設を想定して説明します。
PSAのWeb-UI操作は、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lの場合に行ってください。
 
注意
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SANブートに使用している FCカードは、ホットプラグに対応していません。
・ SANブートに使用している FCカードは、ホットプラグに対応していません。
・ sadump のダンプデバイスに使用される FCカードを活性追加することはできますが、FCカード
を追加した後、システム停止状態での HBA UEFI／拡張 BIOSを設定するまでは、追加した FC
カードでは sadump機能を使用してダンプ採取できません。

・ 周辺機器内の構成変更 (SANディスク装置の UNIT増設、削除など) については、ここでは扱いま
せん。

・ FCカードの故障・増設・削除・交換を行った場合、それまで SANディスク装置の各ディスクに
割り当てられていたデバイス名 (/dev/sdX) が、システムの再起動時に変更される場合があります。
PRIMECLUSTER GDS が管理する SANディスク装置のディスクは、このデバイス名ずれに対す
る対策が行われています。PRIMECLUSTER GDS に登録していない SANディスク装置のディス
クに直接アクセスする場合は、デバイス名ずれの影響を避けるため、FCカードの構成変更に影
響されない by-id名 (/dev/disk/by-id/～) を用いてください。デバイス名ずれ対策の詳細は、『Linux
ユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 6 編』(J2UL-1337) を参照してください。

 
■FCカードの増設手順
ここでは、FCカードと周辺装置を新たに増設する場合の手順を示します。
 

1. PCIスロットのスロット番号を以下の手順で確認します。
1. 増設する PCIカードの実装位置を特定します。
「B.1 コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、増設する PCIカードの実装位置
(ボード、スロット) を確認してください。

2. 実装位置に対するスロット番号を求めます。
「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」の表に照らし合わせ、確認した実装位
置に割り当てられている、筐体内で一意であるスロット番号を求めます。このスロット番

号が、増設する PCIカードのスロットを操作するための識別情報となります。
 
注意

「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」に掲載されている <スロット番号> は、
上位の桁が 0で補完された 4桁の 10進数で表記されています。実際のスロット番号は、上
位の桁の 0を除去した数字になります。
 

2. PCIスロットの電源を切断します。
/sys/bus/pci/slotsディレクトリ配下に、対象スロットの情報を参照・操作するためのディレクトリ
が存在することを確認します。以下の形式で表されるディレクトリパスの <スロット番号> の位
置に上記手順 1で確認したスロット番号が表れているディレクトリが、操作対象のディレクトリ
となります。

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号>

 
対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「0」を書き込むと、そのスロッ
トが無効化され、PCIカードの増設が可能な状態になります。LEDは消灯します。

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power
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注意

必ず OSから電源を操作してください。
 

3. 目的のカードを実際に増設します。
 

4. 周辺装置のマニュアルに従って再設定を行います。
例として、ストレージ装置に ETERNUSを用い、かつホストアフィニティ機能 (サーバ機ごとの
アクセス可否の設定) を用いている場合は、FCカードの増設にともない、設定の追加が必要とな
ります。

 
5. FCカードケーブルを接続します。

 
6. PCIスロットに電源を投入します。

PCIカードを増設したスロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「1」を書き込
むと有効になり、対象スロットが利用可能となります。

# echo 1 >/sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power

またこれにより、該当アダプターに対応するデバイスがシステムに導入されます。

 
7. 組み込み結果を確認します。
確認方法は、FCカードの交換手順で実施する内容と同じです。「■FCカードの組み込み結果の
確認方法」を参照してください。

 
8. PSAのWeb-UIで組み込み結果を確認します。
確認方法は、FCカードの交換手順で実施する内容と同じです。「■FCカードの組み込み結果の
確認方法 (PSAのWeb-UI)」を参照してください。

 
 

6.2.4  ネットワークカードの増設手順
ネットワークカード (以降、NICと記述) のホットプラグによる増設を行う場合、PCIカード共通の増
設手順に加え、PCIスロットの電源切断／投入の前後に、固有の処理が必要となります。
また、1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用に加え、複数の NICを束ねて 1つの
インターフェースを構成している場合 (bonding構成) の手順についても説明します。なお、複数の NIC
を PRIMECLUSTER Global Link Services (GLS) で束ねている場合は、『PRIMECLUSTER Global Link
Services 説明書 4.3 (伝送路二重化機能編) (Linux 版) 』 (J2UZ-7781) の「6.4.2 NIC の活性保守」を参照し
てください。
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図 6.4 単独インターフェースと bonding構成インターフェース
 
■NICの増設手順
ここでは、ネットワークカード単独のホットプラグの手順を説明します。

 
注意

複数枚の NICを増設する場合は、必ず 1枚ずつ増設を行ってください。複数枚同時に行うと、設定が
正しく行えない場合があります。

 
1. 存在するインターフェース名を確認します。
以下のコマンドを実行し、インターフェース名を確認してください。

(例：NICのインターフェースが eth0のみの場合)

# /sbin/ifconfig -a

eth0     Link encap:Ethernet HWaddr 00:0E:0C:70:C3:38
         BROADCAST MULTICAST  MTU:1500 Metric:1
         RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
         TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
         collisions:0 txqueuelen:1000
         RXbytes:0 (0.0 b) TX bytes:0 (0.0 b)

lo       Link encap:Local Loopback
         inet addr:127.0.0.1  Mask:255.0.0.0
         UP LOOPBACK RUNNING  MTU:16436 Metric:1
         RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
         TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
         collisions:0 txqueuelen:0
         RXbytes:0 (0.0 b) TX bytes:0 (0.0 b)

 
2. インターフェースを搭載する PCIスロットのスロット番号を以下の手順で確認します。

1. 増設する PCIカードの実装位置を特定します。
「B.1 コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、増設する PCIカードの実装位置
(ボード、スロット) を確認してください。
 

2. 実装位置に対するスロット番号を求めます。
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「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」の表に照らし合わせ、確認した実装位
置に割り当てられている、筐体内で一意であるスロット番号を求めます。このスロット番

号が、増設する PCIカードのスロットを操作するための識別情報となります。
 
注意

「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」に掲載されている <スロット番号> は、
上位の桁が 0で補完された 4桁の 10進数で表記されています。実際のスロット番号は、上
位の桁の 0を除去した数字になります。
 

3. PCIスロットの電源を切断します。
/sys/bus/pci/slotsディレクトリ配下に、対象スロットの情報を参照・操作するためのディレ
クトリが存在することを確認します。上記手順 2で確認したスロット番号が、以下の形式
で表されるディレクトリパスの <スロット番号> の位置に表れているディレクトリが操作対
象のディレクトリとなります。

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号>

 
対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「0」を書き込むと、その
スロットが無効化され、PCIカードの増設が可能な状態になります。LEDは消灯します。

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power

 
注意

必ず OSから電源を操作してください。
 

4. PCIスロットに NICを増設します。
 

5. PCIスロットに電源を投入します。
PCIカードを増設したスロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「1」を
書き込むと、そのスロットの PCIカードが有効となり、利用可能となります。またこれに
ともない、インターフェース (ethX) が追加されます。

# echo 1 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power

 
6. 新規に増設されたインターフェース名を確認します。
電源の投入により、増設した NICに対してインターフェース (ethX) が作成されます。以下
のコマンドを実行し、その結果と手順 1の結果を比較し、作成されたインターフェース名
を確認します。

# /sbin/ifconfig -a

 
7. 新規に増設されたインターフェースのハードウェアアドレスを確認します。
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ifconfigコマンドで、作成されたインターフェースと、そのハードウェアアドレス (HWaddr)
を確認してください。1枚の NICにインターフェースが複数存在する場合は、作成された
すべてのインターフェースのハードウェアアドレスを確認してください。

(例：増設した NICのインターフェースとして新たに eth1が作成された場合)

# /sbin/ifconfig -a

eth0     Link encap:Ethernet HWaddr 00:0E:0C:70:C3:38
         BROADCAST MULTICAST  MTU:1500 Metric:1
         RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
         TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
         collisions:0 txqueuelen:1000
         RXbytes:0 (0.0 b) TX bytes:0 (0.0 b)

eth1     Link encap:Ethernet HWaddr 00:0E:0C:70:C3:40
         BROADCAST MULTICAST  MTU:1500 Metric:1
         RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
         TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
         collisions:0 txqueuelen:1000
         RXbytes:0 (0.0 b) TX bytes:0 (0.0 b)

lo       Link encap:Local Loopback
         inet addr:127.0.0.1  Mask:255.0.0.0
         UP LOOPBACK RUNNING  MTU:16436 Metric:1
         RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
         TX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
         collisions:0 txqueuelen:0
         RXbytes:0 (0.0 b) TX bytes:0 (0.0 b)

 
8. インターフェース設定ファイルを作成します。
新規に作成されたインターフェースに対して、インターフェース設定ファイル(/etc/sysconfig/
network-scripts/ifcfg-ethX) を以下のように作成してください。ここでは、"HWADDR" には、
手順 7で確認したハードウェアアドレスを設定します。
複数枚の NICを増設した、または、インターフェースが複数存在する NICを増設した場合
は、すべてのインターフェースに対してファイルを作成してください。

 
ここでは、システムが自動で割り当てた名前を採用する例で説明します。

システムが自動で割り当てた名前とは異なるインターフェース名で新しいインターフェー

スを導入することもできますが、通常、新規のインターフェースに規定の名前をつける必

要はありません。

システムが割り当てた名前以外のインターフェース名を採用したい場合は、「■NICの交換
手順」の手順 14に従ってください。
 
内容は、単独のインターフェースの場合と、bondingの SLAVEの場合で若干異なります。
[単独インターフェースの場合]
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(例)
DEVICE=eth1     ←手順 7で確認したインターフェース名を指定
NM_CONTROLLED=no
BOOTPROTO=static
HWADDR=00:0E:0C:70:C3:40
BROADCAST=192.168.16.255
IPADDR=192.168.16.1
NETMASK=255.255.255.0
NETWORK=192.168.16.0
ONBOOT=yes
TYPE=Ethernet

 
[bondingの SLAVEの場合]

(例)
DEVICE=eth1    ←手順 7で確認したインターフェース名を指定
NM_CONTROLLED=no
BOOTPROTO=static
HWADDR=00:0E:0C:70:C3:40
MASTER=bondY
SLAVE=yes
ONBOOT=yes

 
注意

bondingインターフェースそのものを追加する場合には、bondingのMASTERインターフェー
スの設定ファイルも必要となります。

 
9. bondingインターフェースを追加する場合、bondingインターフェースのドライバ設定を行
います。

すでに bondingインターフェースを導入している場合、以下のコマンドを実行し、bonding
インターフェースとドライバの対応設定が記述されている設定ファイルを確認してくださ

い。

(例： /etc/modprobe.d/bonding.conf ファイルに記述されている場合)

# grep -l bonding /etc/modprobe.d/*

/etc/modprobe.d/bonding.conf

 
注意

設定ファイルが見つからない場合や、bondingインターフェースを初めて導入する場合は、
/etc/modprobe.d ディレクトリ配下に、".conf" を拡張子とする任意のファイル名で設定ファ
イルを作成してください (例 /etc/modprobe.d/bonding.conf) 。
対象となる設定ファイルを特定後、新たに作成する bondingインターフェースの設定を追加
します。
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alias bondY bonding          ←追加する

bondY：新たに追加する bondingインターフェースの名前
 
このファイルで、bondingドライバに対して、オプションを指定することも可能ですが、通
常は各 ifcfg-bondYファイルの BONDING_OPTS行を使用します。
bondingドライバに対して、オプションを指定することも可能です。
 

10. 追加したインターフェースを活性化します。
以下のコマンドを実行して、インターフェースを活性化します。必要なインターフェース

をすべて活性化してください。活性化の方法は、構成により異なります。

[単独インターフェースの場合]
以下のコマンドを実行して、インターフェースを活性化します。必要なインターフェース

をすべて活性化してください。

# /sbin/ifup ethX

 
[bonding構成の場合]
すでに存在する bonding構成に SLAVEを追加する場合は、以下のコマンドを実行して、
bonding構成への組み込みを行います。
(例：bonding インターフェース名が bondY、組み込むインターフェース名が ethXの場合)

# /sbin/ifenslave bondY ethX

 
bondingインターフェースを、SLAVEとともに新たに追加する場合は、以下のコマンドを
実行して、インターフェースを活性化します。個々の SLAVEに対する ifenslaveコマンドは
不要です。

# /sbin/ifup bondY
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6.3  PCIカードの削除
PCIホットプラグ機能を用いた PCIカードの削除手順について説明します。
PCIカードすべてに共通な部分と、特定のカードの機能や使用するドライバによって手順が追加される
部分があります。

よって、すべてのカードに必要な操作 (電源を操作など) と、特定の種類のカードに固有の操作が必要
となる場合の両方の説明を行います。本章で説明しないカードの削除手順に関しては、個々の製品マ

ニュアルを参照して作業してください。

 

6.3.1  PCIカードすべてに共通する削除手順
1. PCIカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作
2. PCIスロットの電源切断の確認：「■PCIスロットの電源切断」を参照
3. PCIカードの取外しの実施
4. PCIカードの種別に応じて必要な OS、ソフトウェアの操作

 
注意

ここに記述する OS、サブシステムへの指示 (コマンド、設定ファイルの編集) については、必ず各製品
マニュアルを参照してコマンドのシンタックスやシステムに与える影響を確認して作業を行ってくだ

さい。

 
カードの削除に必要となる、OS、サブシステムへの指示 (コマンド、設定ファイルの編集)と、実際の
ハードウェアの操作を以下に示します。

 
 

6.3.2  PCIカードの削除手順の詳細
PCIカードの削除手順において実施が必要な操作を解説します。
 
 
■PCIカードを利用しているソフトウェアの事前対処

PCIカードを削除するさい、その PCIカードを利用中のソフトウェアが存在しないことが必要です。
そのためには、PCIカードの削除前に、削除対象 PCIカードを利用しているソフトウェアを停止する
か、もしくはソフトウェアの操作対象外にする措置を実施してください。

 
■PCIスロットのスロット番号の確認

PCIカードを削除する場合には、OS経由でスロットの電源を操作する必要があります。まず、電源を
操作するカードの PCIスロット物理位置から、BUS番号とスロット番号を以下の手順で求めます。
 

1. 削除する PCIカードの実装位置を特定します。
「B.1 コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、削除する PCIカードの実装位置 (ボード、
スロット) を確認してください。
 

2. 実装位置に対するスロット番号を求めます。
「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」の表に照らし合わせ、確認した実装位置に割
り当てられている、筐体内で一意であるスロット番号を求めます。このスロット番号が、削除す

る PCIカードのスロットを操作するための識別情報となります。
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注意

「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」に掲載されている <スロット番号> は、上位
の桁が 0で補完された 4桁の 10進数で表記されています。実際のスロット番号は、上位の桁の
0を除去した数字になります。
 

■PCIスロットの電源状態の確認
「■PCIスロットのスロット番号の確認」において確認したスロット番号をもとに、/sys/bus/pci/slots
ディレクトリ配下に、そのスロットの情報を参照・操作するためのディレクトリが存在することを確

認します。以下の形式で表されるディレクトリパスの <スロット番号> の位置にスロット番号が表れて
いるディレクトリが、操作対象のディレクトリとなります。

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号>

 
スロットの PCIカードが、有効であるか無効であるかは、このディレクトリ配下のファイル"power" の
内容を表示することで確認できます。

# cat/sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power

「0」が表示されれば無効、「1」が表示されれば有効です。
 
■PCIスロットの電源切断
「■PCIスロットの電源状態の確認」において確認されたファイルに対する操作により、PCIスロット
の電源を切断できます。

対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「0」を書き込むと、そのスロットの
PCIカードは無効化され、抜いてよい状態になります。LEDは消灯します。

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power

 
これにより、該当アダプターに関係するデバイスがシステムから同時に削除されます。

 
注意

必ず OSから電源を操作してください。
 
 

6.3.3  FCカード (ファイバーチャネルカード) の削除手順
ここでは、FCカードの削除を想定して説明します。
 
注意

・ SANブートに使用している FCカードは、ホットプラグに対応していません。
・ 周辺機器内の構成変更 (SANディスク装置の UNIT増設、削除など) については、ここでは扱いま
せん。

・ FCカードの故障・増設・削除・交換を行った場合、それまで SANディスク装置の各ディスクに
割り当てられていたデバイス名 (/dev/sdX) が、システムの再起動時に変更される場合があります。
PRIMECLUSTER GDS が管理する SANディスク装置のディスクは、このデバイス名ずれに対す
る対策が行われています。PRIMECLUSTER GDS に登録していない SANディスク装置のディス
クに直接アクセスする場合は、デバイス名ずれの影響を避けるため、FCカードの構成変更に影
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響されない by-id名 (/dev/disk/by-id/～) を用いてください。デバイス名ずれ対策の詳細は、『Linux
ユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 6 編』(J2UL-1337) を参照してください。

 
■FCカードの削除手順
ここでは、FCカードと周辺装置を削除する場合の手順を示します。
 

1. 必要な前処理を行います。
アプリケーションを停止するなどの方法で当該 FCカードへのアクセスを停止します。
 

2. PCIスロットのスロット番号を以下の手順で確認します。
1. 削除する PCIカードの実装位置を特定します。
「B.1 コンポーネントの物理実装位置」の図を参照して、削除する PCIカードの実装位置
(ボード、スロット) を確認してください。
 

2. 実装位置に対するスロット番号を求めます。
「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」の表に照らし合わせ、確認した実装位
置に割り当てられている、筐体内で一意であるスロット番号を求めます。このスロット番

号が、削除する PCIカードのスロットを操作するための識別情報となります。
 
注意

「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応」に掲載されている <スロット番号> は、
上位の桁が 0で補完された 4桁の 10進数で表記されています。実際のスロット番号は、上
位の桁の 0を除去した数字になります。
 

3. PCIスロットの電源を切断します。
/sys/bus/pci/slotsディレクトリ配下に、対象スロットの情報を参照・操作するためのディレクトリ
が存在することを確認します。以下の形式で表されるディレクトリパスの <スロット番号> の位
置に上記手順 2で確認したスロット番号が表れているディレクトリが、操作対象のディレクトリ
となります。

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号>

 
対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「0」を書き込むと、そのスロッ
トの PCIカードは無効化され、抜いてよい状態になります。LEDは消灯します。

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power

 
これにより、該当アダプターに関係するデバイスがシステムから同時に削除されます。

 
注意

必ず OSから電源を操作してください。
 

4. 目的のカードを実際に削除します。
 

5. 必要な後処理を行います。
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手順 1でその他アプリケーションを停止した場合、必要であればここで再開してください。
 
 

6.3.4  ネットワークカードの削除手順
ネットワークカード (以降、NICと記述) のホットプラグによる削除を行う場合、PCIカード共通の削
除手順に加え、PCIスロットの電源切断・投入の前後に、固有の処理が必要となります。
また、1つの NICが単独でインターフェースを構成している運用に加え、複数の NICを束ねて 1つの
インターフェースを構成している場合 (bonding構成) の手順について説明します。なお、複数の NIC を
PRIMECLUSTER Global Link Services (GLS) で束ねている場合は、『PRIMECLUSTER Global Link Services
説明書 4.3 (伝送路二重化機能編) (Linux 版) 』 (J2UZ-7781) の「6.4.2 NIC の活性保守」を参照してくだ
さい。

 

図 6.5 単独インターフェースと bonding構成インターフェース
 
■NICの削除手順
ここでは、ネットワークカード単独のホットプラグの手順を説明します。

 
注意

複数枚の NICを削除する場合は、必ず 1枚ずつ削除を行ってください。複数枚同時に行うと、設定が
正しく行えない場合があります。

 
1. インターフェースが搭載されている PCIスロットのスロット番号を確認します。
設定ファイルの情報と OSが持っている情報を用いてインターフェースの搭載位置を確認します。
まず、削除対象となるインターフェースが搭載されている PCIスロットの、バスアドレスを確認
します。

# ls -l /sys/class/net/eth0/device
lrwxrwxrwx 1 root root 0 Sep 29 09:26 /sys/class/net  ¥
/eth0/device
->../../../0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:01.0

行末の¥は、改行しないことを表す。
 
出力された結果のシンボリックリンク先ファイルにおいて、ディレクトリパスを除いた、ファイ

ル名に相当する部分を確認します。このうち、下線で示された部分がバスアドレスになります

(例では"0000:0b:01")。
次に、バスアドレスに対する、PCIスロット番号を確認します。
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# grep -il 0000:0b:01 /sys/bus/pci/slots/*/address
/sys/bus/pci/slots/20/address

 
ここで出力されるファイルパスを以下のように読み取り、PCIスロット番号が確認できます。

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/address

 
注意

上記のファイルパスが出力されなかった場合は、PCIスロットに実装された NICではないことを
意味します (GSPB内の GbEポートなど)。
 
また、ここで確認した PCIスロット番号をもとに、「D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の
対応」を参照して実装位置を確認し、さらに「B.1 コンポーネントの物理実装位置」を参照して、
PCIスロット番号に対応する物理実装位置を特定してください。操作対象 NICの実装位置と一致
していることが確認されます。

 
2. 同一 NIC上のインターフェースを確認します。
インターフェースが複数存在する NICの場合、NIC上のすべてのインターフェースを削除する必
要があります。以下のコマンドで、同じバスアドレスを持つインターフェースをすべて確認して

ください。

# ls -l /sys/class/net/*/device | grep "0000:0b:01"
lrwxrwxrwx 1 root root 0 Sep 29 09:26 /sys/class/net  ¥
/eth0/device
->../../../0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:01.0
lrwxrwxrwx 1 root root 0 Sep 29 09:26 /sys/class/net  ¥
/eth1/device
->../../../0000:00:01.2/0000:08:00.2/0000:0b:01.1

行末の¥は、改行しないことを表す。
 
例のように 2つ以上表示されている場合、それらはすべて同じ NIC上にあることを示します。
 

3. NIC削除前に必要な、上位アプリケーションの処理を行います。
手順 2で確認したインターフェースを利用しているアプリケーションを、停止または利用対象か
ら除外するよう設定変更を行い、インターフェースへのアクセスを停止します。

 
4. NICを非活性化します。
以下のコマンドを実行し、手順 2で確認したすべてのインターフェースを非活性化してください。
使用するコマンドは、対象のインターフェースが、単独のインターフェースか、bondingデバイ
スの SLAVEインターフェースであるかによって異なります。
[単独インターフェースの場合]

# /sbin/ifdown ethX
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単独インターフェースが VLANデバイスを従えている場合、VLANインターフェースも削除する
必要があります。以下のように操作をしてください。 (この操作は、物理インターフェースの非
活性化前に行います。)

# /sbin/ifdown ethX.Y
# /sbin/vconfig rem ethX.Y

 
[bonding配下のインターフェースの場合]
bondingデバイスを mode1で運用している場合は、安全のため、以下の手順で削除対象の SLAVE
を運用から外してください。他の modeの場合は、すぐに取外しの手順を行って問題ありません。
 
SLAVEインターフェースが、現在通信に用いられているインターフェースか否かを確認します。

# cat /sys/class/net/bondY/bonding/active_slave

 
表示されたインターフェース名が、削除対象の SLAVEインターフェースと一致した場合は、以
下のコマンドを実行して、現在の通信をほかの SLAVEインターフェースに切り替えます。

# /sbin/ifenslave -c bondY ethZ
    (ethZ:bondYを構成する、活性削除を行わないインターフェース)

 
最後に、削除対象の SLAVEインターフェースを bonding構成から取り外します。インターフェー
スは取外しと同時に自動的に未使用の状態になります。

# /sbin/ifenslave -d bondY ethX

 
bondingデバイスも含めて削除の場合は、以下のコマンドで一括して非活性にします。
bondingデバイス上に VLANデバイスを従えている場合、VLANインターフェースも削除してく
ださい。

# /sbin/ifdown bondY

 
5. PCIスロットの電源を切断します。

/sys/bus/pci/slotsディレクトリ配下に、対象スロットの情報を参照・操作するためのディレクトリ
が存在することを確認します。以下の形式で表されるディレクトリパスの <スロット番号> の位
置に手順 1で確認したスロット番号が表れているディレクトリが、操作対象のディレクトリとな
ります。

/sys/bus/pci/slots/<スロット番号>
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対象スロットに対応するディレクトリ配下のファイル "power" に「0」を書き込むと、そのスロッ
トの PCIカードは無効化され、抜いてよい状態になります。LEDは消灯します。またこれにとも
ない、インターフェース (ethX) が削除されます。

# echo 0 > /sys/bus/pci/slots/<スロット番号>/power

 
6. PCIスロットから NICを取り外します。

 
7. インターフェース設定ファイルを削除します。
手順 2で確認したすべてのインターフェースの設定ファイルを、以下のコマンドを実行して削除
してください。

# rm /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-ethX

bondingデバイスを削除するときは bonding関連 (ifcfg-bondYファイル) も削除します。
 

8. udev機能のルールファイルの設定を編集します。
udev機能のルールファイル/etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rulesには、削除された NICに割り当
てられていたインターフェースのエントリーが残ったままになっています。エントリーが残った

ままになっていると、今後のカード交換・増設時のインターフェース名の決定に影響しますので、

エントリーを削除またはコメントアウトしてください。

以下に、udev機能のルールファイル/etc/udev/rules.d/70-persistent-net.rulesの編集例を示します
(eth10インターフェースが削除された場合の編集例)。
[ファイルの編集前の記述例]

SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*",  ¥
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:38", ATTR{type}=="1", ¥
KERNEL=="eth*", NAME="eth0"
　：

　：

SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*", ¥
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:40", ATTR{type}=="1", ¥
KERNEL=="eth*", NAME="eth10"

行末の¥は、改行しないことを表す。
 
[ファイルの編集後の記述例]
eth10 インターフェースのエントリーをコメントアウトします。

SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*", ¥
ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:38", ATTR{type}=="1", ¥
KERNEL=="eth*", NAME="eth0"
　：

　：

# SUBSYSTEM=="net", ACTION=="add", DRIVERS=="?*", ¥
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ATTR{address}=="00:0e:0c:70:c3:40", ATTR{type}=="1", ¥
KERNEL=="eth*", NAME="eth10"

行末の¥は、改行しないことを表す。
 
この編集作業を、手順 2で確認したすべてのインターフェースに対して実施してください。
 

9. udev機能のルールを反映します。
削除時には、ruleは自動的には反映されないため、新しい ruleを udevに反映します。

# udevadm control --reload-rules

 
10. 削除したインターフェースに bondingインターフェースが含まれている場合、インターフェース
のドライバ設定を削除します。

bondingインターフェースを削除した場合、bondingインターフェースとドライバの対応設定も削
除します。以下のコマンドを実行し、bondingインターフェースとドライバの対応設定が記述さ
れている設定ファイルを確認してください。

(例： /etc/modprobe.d/bonding.conf ファイルに記述されている場合)

# grep -l bonding /etc/modprobe.d/*

/etc/modprobe.d/bonding.conf

 
設定が記述されているファイルを編集し、削除した bondingインターフェースに対する設定を除
去します。

alias bondY bonding          ←削除する

bondY：削除した bondingインターフェースの名前
 
注意

bondingのMASTERインターフェース (bondY) を動的に削除する手段はありません。bondingイ
ンターフェース全体を削除した場合、bonding構成の解除とすべての SLAVEインターフェースの
削除は可能ですが、MASTERインターフェース自体は残ったままとなります。
ただし、このような SLAVEインターフェースを 1つも有さないMASTERインターフェースが存
在していても運用上は問題ありませんので、そのまま運用を継続してください。次回のシステム

起動時に、当該の bondingインターフェースの完全な削除がなされます。
 

11. NIC削除後に必要な、上位アプリケーションの処理を行います。
手順 3で実施した上位アプリケーションの対処に対して、必要な後処理を行います (アプリケー
ションの設定変更、再起動など)。
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第 7章  Windows における PCIカードの
活性保守

 
本章では、Windowsにおける PCIカードのホットプラグ手順に
ついて説明します。なお、ホットプラグはWindows Server 2008 /
Windows Server 2012のみでサポートしています。
本手順は、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lのみ
の手順になります。PRIMEQUEST
1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2の場合は、
以下の URLから『PRIMEQUEST 1000 シリーズ ServerView
Mission Critical Optionユーザマニュアル』を参照してください。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/catalog/manual/svs/
 

7.1 活性保守の概要  ........................................................ 196
7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順  .................... 198
7.3 NICのホットプラグ  ................................................. 201
7.4 FCカードのホットプラグ  ........................................ 209
7.5 Windowsの iSCSI (NIC) の活性交換 ........................ 214
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7.1  活性保守の概要
ホットプラグの手順には、すべてのカードに共通な部分と、そのカードの機能や使用するドライバに

よって手順が追加される部分があります。ここでは、すべてのカードに必要な操作と、特定の種類の

カードを特定のソフトウェアと組み合わせた場合の両方について説明します。

 
■ホットプラグの概要

Windows Server 2008でサポートするホットプラグはカードの追加・交換です。カードの交換のさいに
必要となる OS上のコマンドと、実際のハードウェアの操作を示します。全体の流れについては、「7.1.1
全体の流れ」を参照してください。

 
 
■ホットプラグの共通手順

すべての PCIカードについて、共通に必要な交換の手順を具体的に示します。PCIカードのホットプ
ラグの共通手順については、「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」を参照してください。
 
 
■個別のカードのホットプラグ手順

追加の手順が必要なカードに関する手順を示します。ここでは、ネットワークカード (以降、NICと表
記) と、ファイバーチャネルカード (以降 FCカードと表記) の手順を記述しています。NICのホットプ
ラグについては、「7.3 NICのホットプラグ」を参照してください。FCカードのホットプラグについて
は、「7.4 FCカードのホットプラグ」を参照してください。
 
上記以外のカードで個別の手順を必要とする場合には、関連するハードウェア、ソフトウェアのマニュ

アル、ならびに本章を参考にして作業してください。また、通常、これらのカード (NIC、FCカード)
は、二重化ソフトウェア (Intel PROSET/ETERNUSマルチパスドライバ) と組み合わせて使用します。
本章では、これらの二重化ソフトウェアと組み合わせた場合と単独で運用する場合の両方の手順を説

明します。

 
注意

手順には、関連ソフトウェアに対する操作を記述しています。構成によっては手順が異なったり、追

加の操作が必要になったりする場合があります。実際に作業をする場合には、必ず関連製品のマニュ

アルを参照してください。

 
 

7.1.1  全体の流れ
ホットプラグの全体の流れを示します。

以下の手順は現在のWindows Server 2008の PCIホットプラグサポートにおける、すべての種類のカー
ドにおいて必要な手順です。特定の種類の PCIカードで必要となる操作があるときは、手順の中で説
明します。操作の内容は、カードの種類と組み合わせるソフトウェアによって異なります。

なお、fjpciswap コマンドの詳細については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレ
ンス』 (C122-E110) の「4.10  PCIカード操作コマンド (fjpciswap) 」を参照してください。
 
 
■交換の手順

1. fjpciswapコマンド表示機能を利用して、物理位置を確認します。
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2. fjpciswapコマンド交換機能を利用して、PCIカードを交換します。
3. fjpciswapコマンド表示機能を利用して、交換したカードを確認します。

 
 
■追加の手順

1. fjpciswapコマンド追加機能を利用して、PCIカードを追加します。
2. fjpciswapコマンド表示機能を利用して、追加したカードを確認します。
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7.2  PCIカードのホットプラグの共通手順
付加手順がない場合 (二重化アプリケーションを使用していないなど) の PCIカードの交換手順は、以
下のとおりです。

 
注意

PCIカードを挿入するさいは、確実に挿入してください。
 
 

7.2.1  交換の手順
1. fjpciswapコマンド表示機能を利用して、物理位置を確認します。

C:¥>fjpciswap -l

Replaceable PCI cards are displayed
UnitName        Func      DeviceName
IOB#1-PCIC#5    FUNC#0    Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server 
Adapter #15
IOB#1-PCIC#5    FUNC#1    Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server 
Adapter #16

C:¥> 

 
2. fjpciswapコマンド交換機能を利用して、PCIカードを交換します。

C:¥>fjpciswap -r IOB#1-PCIC#5
Selected card name is
         Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server Adapter #15
         Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server Adapter #16

Please delete all settings about this card
Do you want to remove this card?(y/n)
y ←ユーザー入力

"Do you want to remove this card? (y/n) " と表示されたら、 [y] キーを押します。    
  ↓

Removing the card....
The card has removed.

Please replace the card, and input "y" key. 

"Please replace the card" と表示されたら、PCIカードを交換します。
   ↓
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Please replace the card, and input "y" key.
y
Adding the card..............
The card has added.

C:¥>

PCIカードの交換終了後、 [y] キーを押します。
 

3. fjpciswapコマンド表示機能を利用して、交換したカードを確認します。

C:¥>fjpciswap -l

Replaceable PCI cards are displayed
UnitName        Func      DeviceName
IOB#1-PCIC#5    FUNC#0    Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server 
Adapter #15
IOB#1-PCIC#5    FUNC#1    Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server 
Adapter #16

C:¥> 
 
 

7.2.2  追加の手順
1. fjpciswapコマンド追加機能を利用して、PCIカードを追加します。

PCIカードを実装するカードスロットに実装した後、該当の PCIカードスロットを指定し追加コ
マンド (-a) を実行します。

C:¥>fjpciswap -a IOB#1-PCIC#5
Adding the card.................

 
2. OSに認識され、コマンドが完了します。

C:¥>fjpciswap -a IOB#1-PCIC#5
Adding the card.................
The card has added.

C:¥> 

 
3. fjpciswapコマンド表示機能を利用して、追加したカードを確認します。

C:¥>fjpciswap -l
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Replaceable PCI cards are displayed
UnitName        Func      DeviceName
IOB#1-PCIC#5    FUNC#0    Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server 
Adapter #15
IOB#1-PCIC#5    FUNC#1    Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server 
Adapter #16

C:¥>
 
 

7.2.3  削除について
注意

Windowsでは PCIカードの削除をサポートしていません。
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7.3  NICのホットプラグ
NICのホットプラグ (交換) をする場合、「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」で記述した手順
に加えて、さらに特別に考慮する点があります。

以下、チーミングと組み合わせる場合について説明します。

 
なお、fjpciswap コマンドの詳細については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレ
ンス』 (C122-E110) の「4.10  PCIカード操作コマンド (fjpciswap) 」を参照してください。
 
 

7.3.1  チーミングに組み込まれている NICのホットプラグ
ここでは、NICがチーミングに組み込まれている場合のホットプラグの手順を説明します。
 
注意

・ 必ず切離し操作後にホットプラグを実行してください。切離しをしない場合、OSが停止するこ
とがあります。

・ Intel PROSet (R) を使用したチーミングに関して、留意事項があります。留意事項については、「G.
10 NIC (ネットワークインターフェースカード) 」を参照してください。

 
1. fjpciswapコマンド表示機能を利用して物理位置の確認をします。ここでは IOB-PCIC#5を交換の
対象とします。

C:¥>fjpciswap -l

Replaceable PCI cards are displayed
UnitName        Func      DeviceName
IOB#1-PCIC#4    FUNC#0    Emulex LightPulse LPe1250-F8, PCI Slot 
4, ¥
Storport Miniport Driver
IOB#1-PCIC#5    FUNC#0    チーム:チーム番号 0 - Intel(R) PRO/1000 PT 
¥
Dual Port Server Adapter #15
IOB#1-PCIC#5    FUNC#1    Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server ¥
Adapter #16
IOB#1-PCIC#7    FUNC#0    チーム:チーム番号 0 - Intel(R) PRO/1000 PT 
¥
Dual Port Server Adapter #23
IOB#1-PCIC#7    FUNC#1    Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server 
Adapter #24

C:¥>

行末の¥は、改行しないことを表す。
 

2. デバイスマネージャから削除するインターフェースを選択し、プロパティを参照します。
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図 7.1 [デバイスマネージャ] 画面
 

3. "チーム化" タブをクリックし、"このアダプタを他のアダプタとチーム化する" チェックボックス
をオフにして、[OK] ボタンをクリックします。

図 7.2 [チーム化] タブ
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4. 下記のメッセージが表示されるので、[はい] ボタンをクリックします。

図 7.3 [アダプタのチーム化] のプロパティ
 

5. fjpciswapコマンド表示機能を利用して Device Nameを確認します。チーミングに組み込まれてい
ないことを確認してください。

C:¥>fjpciswap -l

Replaceable PCI cards are displayed
UnitName        Func      DeviceName
IOB#1-PCIC#4    FUNC#0    Emulex LightPulse LPe1250-F8, PCI Slot 
4, ¥
Storport Miniport Driver
IOB#1-PCIC#5    FUNC#0    Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server 
Adapter #15
IOB#1-PCIC#5    FUNC#1    Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server 
Adapter #16
IOB#1-PCIC#7    FUNC#0    チーム:チーム番号 0 - Intel(R) PRO/1000 PT 
¥
Dual Port Server Adapter #23
IOB#1-PCIC#7    FUNC#1    Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server 
Adapter #24

C:¥>

行末の¥は、改行しないことを表す。
 

6. fjpciswapコマンドで該当 NICを交換します。

C:¥>fjpciswap -r IOB#1-PCIC#5
Selected card name is
         Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server Adapter #15
         Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server Adapter #16

Please delete all settings about this card
Do you want to remove this card?(y/n)
y
Removing the card......
The card has removed.
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Please replace the card, and input "y" key.
y
Adding the card..............
The card has added.

C:¥>

"Please replace the card" と表示されたら、NICを交換し、ケーブルを挿します。NICの交換終了後、 [y]
キーを押します。

 
7. fjpciswapコマンド表示機能を利用して、正常に交換されていることを確認します。

C:¥>fjpciswap -l

Replaceable PCI cards are displayed
UnitName        Func      DeviceName
IOB#1-PCIC#4    FUNC#0    Emulex LightPulse LPe1250-F8, PCI Slot 
4, ¥
Storport Miniport Driver
IOB#1-PCIC#5    FUNC#0    Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server 
Adapter #15
IOB#1-PCIC#5    FUNC#1    Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server 
Adapter #16
IOB#1-PCIC#7    FUNC#0    チーム:チーム番号 0 - Intel(R) PRO/1000 PT 
¥
Dual Port Server Adapter #23
IOB#1-PCIC#7    FUNC#1    Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server 
Adapter #24

C:¥>

行末の¥は、改行しないことを表す。
 

8. 交換完了後、デバイスマネージャを開き、チーミングに組み込む NICのプロパティを開きます。
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図 7.4 [デバイスマネージャ] 画面
 

9. "チーム化" タブで "このアダプタを他のアダプタとチーム化する" を選択し、交換前に組み込ま
れていたチームを選択して [OK] ボタンをクリックします。

図 7.5 [チーム化] タブ
 

10. デバイスマネージャ上でチームに組み込まれていることを確認します。
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図 7.6 [デバイスマネージャ] 画面
 

11. サーバ管理ソフトにチーミングの情報を組み込むためのコマンドを実行します。

C:¥>fjpciswap -f

C:¥>
 
 

7.3.2  冗長化されていない NICのホットプラグ
ここでは、ネットワークが冗長化されていない (NICがチーミングに組み込まれていない) 場合の、ホッ
トプラグの手順を説明します。

PSAのWeb-UI操作は、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lの場合に行ってください。
 

1. fjpciswapコマンド表示機能を利用して、物理位置の確認をします。ここでは IOB#1-PCIC#5を交
換の対象とします。

C:¥>fjpciswap -l

Replaceable PCI cards are displayed
UnitName        Func      DeviceName
IOB#1-PCIC#5    FUNC#0    Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server 
Adapter #15
IOB#1-PCIC#5    FUNC#1    Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server 
Adapter #16

C:¥>
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2. デバイスマネージャを使用し、該当のデバイスを無効にします。

図 7.7 [デバイスマネージャ] 画面
 

3. fjpciswapコマンドで該当 NICを交換します。

C:¥>fjpciswap -r IOB#1-PCIC#5
Selected card name is
         Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server Adapter #15
         Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server Adapter #16

Please delete all settings about this card
Do you want to remove this card?(y/n)
y
Removing the card....
The card has removed.

Please replace the card, and input "y" key.
y
Adding the card..............
The card has added.

C:¥>

 "Please replace the card" と表示されたら、NICを交換し、ケーブルを挿します。NICの交換終了
後、[y] キーを押します。
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4. コマンドプロンプトを起動します。fjpciswapコマンドを使用し、PCIカード活性交換可能 PCI
カードのリストを表示します。追加したカードが正しく表示されていることを確認します。

C:¥>fjpciswap -l

Replaceable PCI cards are displayed
UnitName        Func      DeviceName
IOB#1-PCIC#5    FUNC#0    Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server 
Adapter #15
IOB#1-PCIC#5    FUNC#1    Intel(R) PRO/1000 PT Dual Port Server 
Adapter #16

C:¥>

 
5.「図 7.8 [デバイスマネージャ] 画面」のように、デバイスマネージャで該当のデバイスを右クリッ
クし、表示されるメニューに [有効] がある場合は有効にします ( [無効] の場合は本作業は不要で
す)。
 
注意

該当デバイスを有効に変更してから最大 30分間は、PSAのWeb-UIの [Ethernet Controller] 画面で、
[MAC Address] の項目がハイフン (-) 表示となります。

図 7.8 [デバイスマネージャ] 画面
 

7.3.3  NICの追加手順
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」を参照して、NICを追加します。
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7.4  FCカードのホットプラグ
FCカードのホットプラグ (交換) をする場合「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」で記述した
手順に加えて、さらに特別に考慮する点があります。

FCカードのWWNを FCスイッチや RAID装置 (ETERNUS) に設定している場合、ホットプラグをす
ることにより FCカードのWWNが変わります。新しいカードのWWNの再設定の方法は、各装置の
マニュアルを参照ください。

以下、ETERNUS マルチパスドライバ (MultiPath Driver: MPD) と組み合わせる場合について説明します。
なお、fjpciswap コマンドの詳細については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレ
ンス』 (C122-E110) の「4.10  PCIカード操作コマンド (fjpciswap) 」を参照してください。
 
注意

・ SANブートのパスは対象外です。
・ LTOライブラリ装置はサポート対象外です。
・ Windowsの仕様により、PageFileなどが FCカードの接続先に存在する場合は対象外です。
・ 交換手順の途中で、イベントログに、ソース：FJSVpsa、ID：25004のエラーメッセージが出力
されることがありますが、問題ありません。

 
 

7.4.1  ETERNUS マルチパスドライバに組み込まれている FCカードのホットプラ
グ

ここでは、FCカードが ETERNUSマルチパスドライバに組み込まれている場合の、ホットプラグ手順
を説明します。

 
1. MMBのWeb-UIから、[Partition] - [Partition#N] - [PSA] - [PCI Devices] 画面を参照して、交換対象
の FCカードを探します。
交換対象 FCカードは、Unit名または BUS番号で検索できます。
IOB#1-PCIC#4を交換したい場合、対象デバイスは赤枠で囲んだ部分となります。

図 7.9 [PCI Devices] 画面
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備考

マルチファンクションカードの場合、Unit名で FUNC以下のみが異なるものや、"Seg/Bus/Dev/
Func" 項で Func番号のみが異なるものが複数存在します。この場合は、それぞれについて、以降
の手順 2.と 3.を実施します。
 

2. 交換対象 FCカードの UNIT名を選択し、[Fibre Channel] 画面を開き、交換デバイスの "WWN
(hex)" を記録します。

図 7.10 [Fibre Channel] 画面
 

3. HBAnywhereを起動し、手順 2.で求めたWWNをもとにして、交換デバイスのポート番号を求め
ます。

左ペインから該当するWWNを選択し、右ペインで [Port Information] タブをクリックします。OS
Device Nameに記載されている情報がポート番号です (下記例の場合¥¥.¥Scsi2) 。
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図 7.11 HBAnyware
 

4. ETERNUSマルチパスマネージャを起動し、交換するすべてのデバイスをオフラインにします。

図 7.12 ETERNUSマルチパスマネージャ
 

5. コマンドを実行して FCカードを交換します。
ETERNUS マルチパスマネージャと HBAnywareを終了します。fjpciswapコマンド交換機能を使
用して、該当カードの replace操作を行います。

C:¥>fjpciswap -r IOB#1-PCIC#4
Selected card name is
         Emulex LightPulse LPe1250-F8, PCI Slot 4, Storport 
Miniport Driver
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Please delete all settings about this card
Do you want to remove this card?(y/n)
y
Removing the card.....
The card has removed.

Please replace the card, and input "y" key.
y
Adding the card...............
The card has added.

C:¥>

 "Please replace the card" と表示されたら、FCカードを交換し、ケーブルを挿します。FCカード
の交換終了後、[y] キーを押します。
 
備考

下記のメッセージで終了することがあります。このメッセージは該当の FCカードを参照してい
るアプリケーションがある場合やオフラインにしてから replace操作するまでの時間が短い場合
に出力されます。

参照しているアプリケーションがないことを確認し、ない場合は 10分程度おいてから再度実行
してください。なお、構成によりさらに時間がかかる場合があります。

C:¥>fjpciswap -r IOB#1-PCIC#4
Selected card name is
         Emulex LightPulse LPe1250-F8, PCI Slot 4, Storport 
Miniport Driver

Please delete all settings about this card
Do you want to remove this card?(y/n)
y
Removing the card...
FJSVpsa : E 08745 internal error :Device_Eject failed:PCI
¥VEN_10DF&DEV_F015& ¥
SUBSYS_F01510DF&REV_03¥8&39e14fc5&0&00000008
0048:23:679

C:¥>

行末の¥は、改行しないことを表す。
 

6. fjpciswapコマンドで FCカードの導入を確認します。

C:¥>fjpciswap -l

Replaceable PCI cards are displayed
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UnitName        Func      DeviceName
IOB#1-PCIC#4    FUNC#0    Emulex LightPulse LPe1250-F8, PCI Slot 
4, ¥
Storport Miniport Driver
IOB#1-PCIC#6    FUNC#0    Emulex LightPulse LPe1250-F8, PCI Slot 
6, ¥
Storport Miniport Driver

C:¥>

行末の¥は、改行しないことを表す。
 

7. ETERNUSマルチパスマネージャを起動し、交換したすべてのデバイスをオンラインにします。
デバイスが正常にマルチパスドライバに組み込まれていることを確認します。

図 7.13 ETERNUSマルチパスマネージャ
 
 

7.4.2  FCカードの追加手順
「7.2 PCIカードのホットプラグの共通手順」を参照して、FCカードを追加します。
 
 

PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル
第 7章 Windows における PCIカードの活性保守

213 C122-E108-10



7.5  Windowsの iSCSI (NIC) の活性交換
iSCSI (NIC) の活性交換をする場合、以下が前提条件となります。
・ Windows Server 2008以降が対象
・ 作業の実施には Administrator 権限が必要
・ ETERNUSマルチパスドライバ (MPD) を適用していること
・ 複数のカードを交換する場合、1 枚ずつ作業を実施すること

 
fjpciswapコマンド詳細については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-
E110) の「4.10  PCIカード操作コマンド (fjpciswap)」を参照してください。
 
 

7.5.1  MPDの組込み確認
ここでは、MPDの組込みを確認する手順を説明します。
 
■Windows Server 2008 の場合

1. MMBのWeb-UIから、[Partition] - [Partition#N] - [PSA] - [PCI Devices] 画面を参照して、交換対象
の NICを探します。交換対象 NICは、Unit名または BUS番号で検索できます。
IOB#0-PCIC#7を交換したい場合、対象のデバイスは赤枠で囲んだ部分となります。

図 7.14 [PCI Devices] 画面
 
マルチファンクションカードの場合、Unit名で FUNC以下のみが異なるものや、[Seg/Bus/Dev/
Func] 項で Func番号のみが異なるものが複数存在します。この場合は、それぞれについて、以降
の手順 2～ 9を実施します。
 

2. 交換対象 NICの UNIT名を選択し、[Ethernet Controller] 画面を開きます。交換デバイスの検索、
および交換後の再設定のために [IP Address (IP v4 Interfaces)] と [IP Subnet Mask] を記録しておき
ます。
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図 7.15 [Ethernet Controller] 画面
 

3. iSCSIイニシエーターを起動します。

図 7.16 [iSCSIイニシエーター] の起動
 

4. [iSCSIイニシエーターのプロパティ] ウィンドウの [ターゲット] タブをクリックします。
[ターゲット(T)] に表示されているターゲットのうち、交換対象の NICと接続しているターゲッ
トがわかっている場合はそのターゲットを選択し、[詳細(D)] ボタンをクリックして手順 8へ進み
ます。

交換対象の NICと接続しているターゲットがわからない場合は任意のターゲットを選択し、[詳
細(D)] ボタンをクリックして手順 5へ進みます。
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図 7.17 [iSCSIイニシエータのプロパティ] 画面 (Windows Server 2008の場合)
 

5. [ターゲットのプロパティ] ウィンドウの [セッション] タブをクリックし、[接続(C)] ボタンをク
リックします。

図 7.18  [ターゲットのプロパティ] 画面
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6. [セッションの接続] ウィンドウの [ソース ポータル] 欄に表示されている IPアドレスが、手順 2
で記録しておいた IPアドレスと一致するか確認します。
一致した場合は、このターゲットに結び付けられているデバイスが交換対象であることがわかり

ます (例では、192.168.3.150)。

図 7.19 [セッションの接続] 画面
 

7. 手順 6で IPアドレスが一致しなかった場合は、以下の作業を繰り返します。
1. [キャンセル] ボタンをクリックして手順 5の [ターゲットのプロパティ] ウィンドウに戻り
ます。

2. さらに [キャンセル] ボタンをクリックして手順 4の [iSCSIイニシエーターのプロパティ]
ウィンドウに戻ります。

3. 次のターゲットを選択して手順 4以降の作業を繰り返します。
 
IPアドレスが一致した場合は、[キャンセル] ボタンをクリックして手順 5の [ターゲットのプロ
パティ] ウィンドウへ戻り、手順 8へ進みます。
 

8. [ターゲットのプロパティ] ウィンドウの [デバイス] タブをクリックし、[詳細設定(A)] ボタンを
クリックします。
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図 7.20 [ターゲットのプロパティ] 画面
 

9. [デバイスの詳細] ウィンドウの [SCSIアドレス] 欄に表示されている値 (例では Port 2: Bus 0: Target
0: LUN 0)を記録しておきます。

図 7.21 [デバイスの詳細] 画面
 
■Windows Server 2008 R2の場合
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1. MMBのWeb-UIから、[Partition] - [Partition#N] - [PSA] - [PCI Devices] 画面を参照して、交換対象
の NICを探します。交換対象 NICは、Unit名または BUS番号で検索できます。
IOB#0-PCIC#7を交換したい場合、対象のデバイスは赤枠で囲んだ部分となります。

図 7.22 [PCI Devices] 画面 
 
マルチファンクションカードの場合、Unit名で FUNC以下のみが異なるものや、[Seg/Bus/Dev/
Func] 項で Func番号のみが異なるものが複数存在します。この場合は、それぞれについて、以降
の手順 2～ 9を実施します。
 

2. 交換対象 NICの UNIT名を選択し、[Ethernet Controller] 画面を開きます。交換デバイスの検索、
および交換後の再設定のために [IP Address (IP v4 Interfaces)] と [IP Subnet Mask] を記録しておき
ます。

図 7.23 [Ethernet Controller] 画面
 

3. iSCSIイニシエーターを起動します。
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図 7.24 [iSCSIイニシエーター] の起動
 

4. [iSCSIイニシエーターのプロパティ] ウィンドウの [ターゲット] タブをクリックします。
[検出されたターゲット(G)] に表示されているターゲットのうち、交換対象の NICと接続してい
るターゲットがあらかじめわかっている場合はそのターゲットを選択し、[デバイス(V)] ボタンを
クリックして手順 9へ進みます。
交換対象の NICと接続しているターゲットがわからない場合は任意のターゲットを選択し、[プ
ロパティ(P)] ボタンをクリックして手順 5へ進みます。
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図 7.25 [iSCSIイニシエーターのプロパティ] 画面 (Windows Server 2008 R2の場合)
 

5. [プロパティ] ウィンドウの [セッション] タブをクリックし、[MCS(M)] ボタンをクリックします。
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図 7.26   [プロパティ] 画面
 

6. [複数接続セッション(MCS)] ウィンドウの [ソース ポータル] に表示されている IPアドレスが、
手順 2で記録しておいた IPアドレスと一致するか確認します。
一致した場合は、このターゲットに結び付けられているデバイスが交換対象であることがわかり

ます(例では、192.168.3.150)。
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図 7.27 [複数接続セッション (MCS)] 画面
 

7. [キャンセル(C)] ボタンをクリックして手順 5の [プロパティ] ウィンドウへ戻ります。
さらに [キャンセル] ボタンをクリックして手順 4の [iSCSIイニシエーターのプロパティ] ウィン
ドウに戻ります。

 
8. 手順 6で IPアドレスが一致しなかった場合は、次のターゲットを選択して手順 4以降の作業を
繰り返します。

一致した場合は、[デバイス(V)] ボタンをクリックします。
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図 7.28 [iSCSIイニシエーターのプロパティ] 画面 (Windows Server 2008 R2の場合)
 

9. [デバイス] ウィンドウの [アドレス] 欄に表示されている値 (例では Port 2: Bus 0: Target 0: LUN 0)
を記録しておきます。
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図 7.29 [デバイス] 画面
 
 

7.5.2  MPDの切離し作業
ここでは、MPDの切離し作業の手順を説明します。
 

1. ETERNUSマルチパスマネージャを起動します。
 

2.「7.5.1 MPDの組込み確認」の手順 9で記録しておいたアドレス値を確認して、交換対象のデバイ
スをオフラインにします。マルチファンクションの場合には複数のデバイスをオフラインにする

必要があります。
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図 7.30 [ETERNUSマルチパスマネージャ] 画面
 

3.「7.3 NICのホットプラグ」を参照して、NICを交換します。
 
備考

NICの交換手順の途中で、イベントログに、ソース：FJSVpsa、ID：25004のエラーメッセージが
出力されることがありますが、問題ありません。

 
4. 交換したデバイスに、IPを設定しなおします。
手順 2で記録しておいた IPアドレスおよびサブネットマスクを設定しなおします。
 
備考

IPを設定しなおすさいに、以下のメッセージが表示される場合は、[はい(Y)] ボタンをクリック
してください。

図 7.31 TCP/IP削除メッセージ
 

5. [iSCSIイニシエーターのプロパティ] ウィンドウの [ターゲット] タブの、[最新の情報に更新] ボ
タンをクリックします。

ターゲットの状態が [接続完了] になることを確認します。
 
■Windows Server 2008の場合
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図 7.32 [iSCSIイニシエータのプロパティ] 画面 (Windows Server 2008)
 
 
■Windows Server 2008 R2の場合
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図 7.33 [iSCSIイニシエーターのプロパティ] 画面 (Windows Server 2008 R2の場合)
 
 

7.5.3  MPD組込み作業
ここでは、MPDの組込み作業の手順を説明します。
 

1. ETERNUSマルチパスマネージャを起動します。
 

2. 交換したデバイスをオンラインにします。マルチファンクションデバイスの場合はすべてのデバ
イスをオンラインにします。
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図 7.34 ETERNUSマルチパスマネージャ
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第 8章  バックアップ・リストア
 

本章では、サーバのデータを元の状態に復旧するために必要な、

バックアップ・リストアについて説明します。
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8.1  構成情報のバックアップ・リストア
PRIMEQUEST 1000シリーズはパーティション機能を持っています。これにより、パーティションとし
て独立したサーバをユーザーに提供します。ユーザーは、パーティションごとに UEFIで設定する必要
があります。この設定はMMBで操作できます。MMBには、各パーティションの BIOS構成情報、お
よびMMBの構成情報のバックアップ・リストア機能を備えています。
 
注意

・ システムが損傷した場合、または操作ミスなどによりサーバ内のデータが消去された場合など、

サーバ内の構成情報を元の状態に復旧するには、サーバ内の構成情報がバックアップされている

必要があります。万一の場合に備えて、定期的なバックアップを必ず実施してください。

・ PRIMEQUEST 1000シリーズでは、バックアップ・リストアなどで FDD (フロッピーディスク) を
接続できません。FDDを使用する場合は、リモートの PCまたは併設するほかのサーバに接続し
てください。

 
ここでは、UEFI構成情報およびMMB構成情報のバックアップ・リストアについて説明します。
バックアップ・リストア画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファ
レンス』(C122-E110) の「第 1章  MMBのWeb-UI (ウェブインターフェース) 操作」を参照してくださ
い。

 
 

8.1.1  UEFI構成情報のバックアップ・リストア
ユーザーは、UEFI構成情報のバックアップ・リストア機能を使用して以下を実行できます。
  
・ UEFI画面で設定する、すべての項目がバックアップできます。
・ 1つのパーティションにおいて UEFI画面で設定した後、MMBから、そのパーティションの UEFI
構成情報をバックアップします。このバックアップ情報をほかのパーティションに適用できます。

・ SBの故障が発生して SBを交換した場合に、バックアップしてある UEFI構成情報を復元できま
す。

・ あるパーティションで退避した構成情報を、ほかのパーティション上で復元コピーできます。

  
退避した情報は、リモート端末上に格納できます。また、退避してあるリモート端末上のデータも復

元できます。

 
MMB Web-UIの [Backup BIOS Configuration] 画面では、UEFIの構成情報を、ブラウザが動作している
PC上にバックアップします。手順を以下に示します。
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図 8.1 [Backup BIOS Configuration] 画面
 
■UEFI構成情報のバックアップ

 
1. 構成情報をバックアップするパーティションをラジオボタンで選択し、[Backup] ボタンをクリッ
クします。

ブラウザの格納先ダイアログボックスが表示されます。

 
2. 格納パスを選択して [OK] ボタンをクリックします。
ファイルのダウンロードが開始されます。

バックアップする BIOSConfigurationファイル名の初期値は、以下のとおりです。
Partition番号_退避した日付_BIOSバージョン.dat
 

■UEFI構成情報のリストア
[Restore BIOS Configuration] 画面では、BIOS構成情報をリストアします。
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図 8.2 [Restore BIOS Configuration] 画面
 

1. リモート PCに格納されているバックアップした BIOS Configurationファイルを選択して、[Upload]
ボタンをクリックします。

MMBへのファイル転送が開始されます。
転送が完了すると、以下の画面が表示されます。

図 8.3 [Restore BIOS Configuration] 画面 (パーティションの選択)
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2. 復元するパーティションを選択して [Restore] ボタンをクリックします。
 
 

8.1.2  MMB構成情報のバックアップ・リストア
[Backup/Restore MMB Configuration] 画面では、MMBの構成情報のバックアップ・リストアが可能です。
手順を以下に示します。

図 8.4 [Backup/Restore MMB Configuration] 画面
 
■MMB構成情報のバックアップ

1. [Backup] ボタンをクリックします。
ブラウザの格納先を選択するダイアログボックスが表示されます。

 
2. 格納パスを選択して [OK] ボタンをクリックします。
ファイルのダウンロードが開始されます。バックアップするMMB Configurationファイル名の初
期値は、以下のとおりです。

MMB_(退避した日付)_(MMBバージョン).dat
 
■MMB構成情報のリストア

1. システムが全停止していることを確認してください。
 

2. Remote PCに格納されているバックアップしたMMB Configurationファイルを選択して、[Restore]
ボタンをクリックします。

MMBへのファイルの転送が開始されます。完了すると、復元を確認するためのダイアログボッ
クスが表示されます。
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図 8.5 復元を確認するためのダイアログボックス
 

3. 復元する場合は [OK] ボタンを、中止する場合は [Cancel] ボタンをクリックします。
 

8.1.3  PSA管理情報の保存
PSA管理情報の保存については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』(C122-E107) の「6.9.1 
PSA管理情報の保存」を参照してください。
 
備考

本機能は、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L のみで提供します。
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第 9章  システムの起動・停止と電源制御
 

本章では、PRIMEQUEST 1000シリーズの起動・停止および電
源制御について説明します。

 
 
 

9.1 システム全体の電源投入／切断  ............................... 237
9.2 パーティションの電源投入と切断  ........................... 238
9.3 スケジュール運転  .................................................... 245
9.4 パーティションの自動再起動条件  ........................... 248
9.5 停電・復電  ............................................................... 251
9.6 リモートシャットダウン (Windows)  ........................ 252



9.1  システム全体の電源投入／切断
システムでサポートする電源投入と切断について説明します。

システム全体の電源制御は、MMBの [System Power Control] 画面で操作します。
 

図 9.1 [System Power Control] 画面
 
[System Power Control] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレ
ンス』(C122-E110) の「1.2.8  [System Power Control] 画面」を参照してください。
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9.2  パーティションの電源投入と切断
ここでは、パーティションに対する電源投入と切断の種類や手順、電源確認の方法について説明しま

す。

 

9.2.1  パーティションの電源投入方法の種類
パーティションの電源投入には次の 3種類の方法があります。
 

1. MMB Web-UI、MMB CLIでの操作
MMB Web-UIまたはMMB CLI操作による電源投入ができます。これらの電源投入では全パー
ティションの電源投入、またはパーティション単位での電源投入が指定できます。

 
2. スケジュール運転 (スケジュール設定による自動運転)
スケジュール運転 (自動運転機能) による電源投入ができます。スケジュール運転機能によりあら
かじめ電源投入時刻を登録しておくことで、パーティション単位での電源自動投入ができます。

 
3. Wake On LAN (WOL)

WOLによる電源投入ができます。WOLでの電源投入では、GSPBが含まれる該当パーティショ
ン単位での電源投入が指定できます。

 
注意

・ AC電源オフ (装置停止) 後は、WOLの設定が初期状態に戻るため、一度 OSを起動し、WOLの
設定を復元させてください。

・ WOLの有効／無効は、OS上で設定します。
WindowsでWOLを有効にする場合、デバイスマネージャーの各ポートにおいて、以下の設定を
する必要があります。

[デバイスマネージャー]→[ネットワークアダプター]→[INTEL(R)82576Gigabit Dual Port Network
Connection]→[プロパティ]→[電力の管理] で [電源オフ状態からのWake On Magic Packet] チェッ
クボックスをオンにします。

Windowsでの設定の場合は、添付ドライバの「Intel PROSet」がインストールされている必要が
あります。

 

9.2.2  パーティションの電源投入単位
電源投入方法によって投入できる単位が以下に示すように異なります。パーティションの電源投入操

作の権限については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の
「1.1   Web-UIのメニュー一覧」を参照してください。
 

表 9.1 電源投入方法と電源投入単位

投入方法 投入単位：

全パーティ

ション

投入単位：

単一パーティ

ション

備考

MMB  Web-UI、MMB CLI 投入可能 投入可能  

スケジュール運転 投入不可能 投入可能 自動運転

PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル
第 9章 システムの起動・停止と電源制御

238 C122-E108-10



投入方法 投入単位：

全パーティ

ション

投入単位：

単一パーティ

ション

備考

Wake On LAN (WOL) 投入不可能 投入可能 GSPBが含まれる該当パー
ティション単位

 
 

9.2.3  パーティションの電源切断方法の種類
電源切断には次の 3種類の方法があります。
 

1. OS上からのシャットダウン (推奨)
OSのコマンドなどを使って OSをシャットダウンします。パーティションの電源を切断する場合、
通常は OS上からシャットダウンしてください。OSのシャットダウンコマンドなどについては、
各 OSのマニュアルを参照してください。
 

2. [MMB Web-UI] 画面、MMB CLIによるパーティションの電源切断
外部端末のWeb画面操作、MMB CLIの操作による電源切断ができます。これらの電源切断では
全パーティションの電源切断、またはパーティション単位での電源切断ができます。

 
3. スケジュール運転によるパーティションの電源切断
スケジュール運転 (自動運転機能) による電源切断ができます。スケジュール運転機能によりあら
かじめ電源切断時刻を登録しておくことで、パーティション単位での電源自動切断ができます。

 
 

9.2.4  パーティションの電源切断単位
電源切断方法によって切断できる単位が以下に示すように異なります。パーティションの電源切断操

作の権限については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の
「1.1  Web-UIのメニュー一覧」を参照してください。
 

表 9.2 電源切断方法と電源切断単位

切断方法 切断単位：

全パーティ

ション

切断単位：

単一パーティ

ション

備考

MMB  Web-UI、MMB CLI 切断可能 切断可能  

スケジュール運転 切断不可能 切断可能 自動運転

 
注意

以下のような状態の場合は、「11.2 トラブル対応」を参照して、内容を確認してください。それでも解
決できない異常については、担当営業員または修理相談窓口に連絡してください。

連絡するときは、本体装置に貼付のラベルで記載の型名、および製造番号を確認し、伝えてください。
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また、障害が復旧するまでの間、パーティションの [Reset]、[Force Power Off] をしないでください。
・ パーティションの [Power Off]、[Reset]、[Force Power Off]、OSからのシャットダウンをしたとき、

MMB Web-UI (インフォメーション領域) の Statusが「Error」となった。
・ MMB Web-UIで各コンポーネントの状態を表示すると Part Number、Serial Numberが「Read

Error」と表示される。
 

9.2.5  パーティションの電源投入と切断の手順
パーティションは、単一の場合と複数の場合があります。パーティションの電源オン/オフの操作はど
ちらの場合でも相違はありません。複数のパーティションで 1つの外部装置を共有している場合は、
複数のパーティションの電源を先に切断し、そのあとに外部装置の電源を切断します。

電源投入・切断に関する権限は以下のとおりです。

 

表 9.3 電源投入・切断に関する権限

ユーザー権限 電源投入・切断に関する権限

Administrator すべてのパーティション可

Operator すべてのパーティション可

Partition Operator そのユーザーに許可されたパーティションのみ可

User すべてのパーティション不可

CE すべてのパーティション不可

 
MMB Web-UIメニューのユーザー権限について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツー
ルリファレンス』(C122-E110) の「1.1  Web-UIのメニュー一覧」を参照してください。
 
 

9.2.6  MMBによるパーティションの電源投入
MMBによるパーティションの電源投入の手順を説明します。
 

1. MMB Web-UIにログインします。
→ [MMB Web-UI] 画面が表示されます。
 

2.  [Partition] - [Power Control] をクリックします。
→ [Power Control] 画面が表示されます。この画面には、SB、IOB、または GSPBを持つパーティ
ションのみが表示されます。
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図 9.2 [Power Control] 画面
 
「#」の列がパーティション番号です。
[Power Control] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレ
ンス』(C122-E110) の「1.3.1  [Power Control] 画面」を参照してください。
 

3. 電源を投入するパーティション番号の [Power Control] を [Power On] にし、[Apply] ボタンをクリッ
クします。

→確認のダイアログボックスが表示されます。

 
4. 実行する場合は [OK] ボタンを、キャンセルする場合は [Cancel] ボタンをクリックします。

 
備考

パーティションの電源がすでにオンになっていたり、電源オフ中のため指定した制御が失敗したりし

た場合は、警告が表示されます。

 
[Power Control] 画面の表示・設定項目については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリ
ファレンス』(C122-E110) の「1.3.1  [Power Control] 画面」を参照してください。
 
 

9.2.7  MMBによるパーティションの起動制御
パーティションのブート制御は、Administrators/Operator権限のユーザーのみ設定できます。MMBによ
るパーティションの起動制御の手順を説明します。

 
1. [Partition] - [Power Control] をクリックします。
→ [Power Control] 画面が表示されます。
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図 9.3 [Power Control] 画面
 

 
[Power Control] 画面の内容・設定項目については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリ
ファレンス』(C122-E110) の「1.3.1  [Power Control] 画面」を参照してください。
 
 

9.2.8  MMBによるパーティションの電源確認
パーティションの電源状態を確認する手順について説明します。

 
1. MMB Web-UIにログインします。
→MMB Web-UI画面が表示されます。
 

2. Web-UIのメニューから [Partition] - [Partition#x] - [Information] をクリックします。
→ [Information] 画面が表示されます。
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図 9.4 [Information] 画面
 
[Power Status] にパーティションの電源状態が表示されます。
[Information] 画面の内容・設定項目については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツール
リファレンス』(C122-E110) の「1.3.7  [Partition#x] メニュー」を参照してください。

 
 

9.2.9  MMBによるパーティションの電源切断
[MMB Web-UI] 画面による電源切断の手順を説明します。
 

1. MMB Web-UIにログインします。
→ [MMB Web-UI] 画面が表示されます。
 

2.  Web-UIのメニューから [Partition] - [Power Control] をクリックします。
→ [Power Control] 画面が表示されます。
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図 9.5 [Power Control] 画面
 
「#」の列がパーティション番号です。
[Power Control] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレ
ンス』(C122-E110) の「1.3.1  [Power Control] 画面」を参照してください。
 

3. 電源を切断するパーティション番号の「Power Control」を [Power Off] にし、[Apply] ボタンをク
リックします。

→指定したパーティションの電源がオフになります。

 
備考

Windows では、MMB Web-UI からシャットダウンを行う場合、ServerView Agent が必要です。
ServerView Agent の設定方法については、『ServerView Oprations Manager Installation ServerView
Agents for Windows』の「システムシャットダウン」タブの説明を参照してください。
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9.3  スケジュール運転
ここでは、スケジュール運転について説明します。

 
 

9.3.1  スケジュール運転によるパーティションの電源投入
パーティションに対してスケジュール運転をするように設定している場合は、設定された時間になる

と電源がオンになります。

スケジュールは日単位、週単位、月単位、特定の日で設定できます。

 
注意

以下のように、SELに記録される時間は、スケジュール運転の予約時間より遅れる場合があります。
1. 構成のチェックおよび起動の準備処理を行ったあと、パワーオンが開始するまで時間がかかるこ
とがある。この場合、スケジュール運転の予約時間より、SEL表示が 6秒から 8秒程度遅れる。

2. MMBから OSへのシャットダウン指示は、設定時刻から数秒以内に実行される。しかし、以下
の時間が、設定および構成などさまざまな条件で変わることがある。

・ MMBから OSに到達するまでの時間
・ OSがシャットダウンを開始し、MMBへシャットダウンの開始を SELに通知するまでの時
間

3. [Power on Delay] を 0 秒にしても パワーオン実行開始からリセットまでに、30 秒から 70 秒程度
かかることがある。

 
スケジュールの設定について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』
(C122-E110) の「1.3.2  [Schedule] メニュー」を参照してください。
 
 

9.3.2  スケジュール運転によるパーティションの電源切断
パーティションに対してスケジュール運転をするように設定している場合は、設定された時間になる

と電源がオフになります。

スケジュールは日単位、週単位、月単位、特定の日で設定ができます。

 
スケジュールの設定について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』
(C122-E110) の「1.3.2  [Schedule] メニュー」を参照してください。
 

9.3.3  スケジュール運転と復電機能の関係
PRIMEQUEST 1000シリーズでは、スケジュール運転と復電機能は復電モードを「Schedule Sync」に設
定したときに連動します。

 

表 9.4 スケジュール運転とパーティション復電動作モードの関係

No. 停電時 復電時 Always Off (*) Always On
(*)

Restore (*) Schedule
Sync (*)

1 運用時間外 運用時間内 OFF ON OFF ON
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No. 停電時 復電時 Always Off (*) Always On
(*)

Restore (*) Schedule
Sync (*)

2 運用時間内 運用時間内 OFF ON ON ON

3 運用時間外 運用時間外 OFF ON OFF OFF

4 運用時間内 運用時間外 OFF ON ON OFF

ON：Partition Power on、OFF：Partition Poweroff
 
注意

表内に示す (*) の動作は、停電時に正常にシャットダウンされていることが前提である。UPS未使用な
どによる異常電源切断が発生した場合の復電時動作は、動作の設定にかかわらず、パーティションの

自動起動はしない (=OFFモード動作)。
 
 

9.3.4  スケジュール運転のサポート状況
「表 9.5 電源投入／切断」に、電源投入／切断の項目とスケジュール運転のサポート状況およびメニュー
項目の説明を示します。

 

表 9.5 電源投入／切断

メニュー項目 スケジュール運転 説明

All Partition Power On サポートしない 全パーティションを電源投入します。

All Partition Power Off サポートしない 電源オン中のパーティションはすべて、OSの
シャットダウンをともなって電源切断します。

Partition Power On サポートする 任意のパーティションを電源投入します。

Partition Power Off サポートする 任意のパーティションを OSのシャットダウンを
ともなって電源切断します。

Partition Force Power
Off

サポートしない 任意のパーティションを OSのシャットダウンを
ともなわずに強制的に電源切断します。OSから
シャットダウンが不可能になった場合など、強制

的に電源切断するときに使用します。

Power Cycle サポートしない 任意のパーティションを電源切断し、電源投入し

ます。電源切断は、OSのシャットダウンをともな
わずに強制的に電源切断します。

Reset サポートしない 任意のパーティションをリセットします。OSのリ
ブートはともなわないリセットです。

NMI サポートしない 任意のパーティションに対して NMI割り込みをあ
げます。

sadump サポートしない パーティションに対して、sadumpを指示します。
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スケジュール運転の設定について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレン
ス』(C122-E110) の「1.3.2  [Schedule] メニュー」を参照してください。
Windows Server 2008 / Windows Server 2012のシャットダウンの設定について詳しくは「付録 I Windows
シャットダウンの設定」を参照してください。
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9.4  パーティションの自動再起動条件
ここでは、パーティションの自動再起動を実行する条件の設定について説明します。

 
 

9.4.1  パーティションの自動再起動条件の設定
パーティションの自動再起動条件は、Administrators権限のユーザーのみ設定できます。
 
注意

・ 以下の操作は、Boot Watchdogを [Disable] にして実行してください。
・ CD-ROMブート
・ OSのインストール
・ シングルユーザーモードでの起動

・ SystemcastWizard Professionalによるバックアップ／リストア
Boot Watchdogを [Enable] のまま上記の操作を実施してしまった場合には、OSリスタート
を指定回数繰り返したあとに、指定したアクション (Stop rebooting and Power Off または Stop
rebootingまたは Diagnostic Interrupt assert) が実施されます。OSをリスタートさせるリトラ
イ回数と実施されるアクションは、MMBの [ASR (Automatic Server Restart) Control] 画面の
設定に従います。

このとき、[ASR (Automatic Server Restart) Control] 画面で、[Cancel Boot Watchdog] にチェッ
クして [Apply] ボタンをクリックすると、強制的に Boot Watchdogを [Disable] にできます。

 
 
パーティションの自動再起動条件設定の手順を以下に示します。

 
1. [Partition] - [Partition#x] - [ASR Control] をクリックします。
→ [ASR Control] 画面が表示されます。
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図 9.6 [ASR(Automatic Server Restart) Control] 画面
 

2. 自動再起動の条件を設定します。
[ASR Control] 画面の設定項目について以下に示します。
 

表 9.6 [ASR Control] 画面の表示・設定項目

表示／設定項目 内容

Number  of Restart Tries Boot  Watchdogや、PSAの Software Watchdogによって
Timeoutが発生し、OSを Restartするリトライ回数を設定する。
0～ 10回まで設定できる。0が指定された場合は、リトライ
しない。初期値は 5回。

Action  after exceeding
Restart Tries

Watchdog  Timeoutなどで Restartを繰り返し、上記のリトライ
回数を超えた場合に、どういうアクションをとるかを設定す

る。

Actionには、以下の項目がある。
・ Stop rebooting and Power Off：リブート処理を止め、
パーティションの電源を切断する。

・ Stop rebooting：リブート処理を止め、パーティショ
ンを停止する。

・ Diagnostic Interrupt assert：リブート処理を止め、
パーティションに対して NMI割込みを指示する。
停止しているパーティションに対して、停止の原

因調査のための調査資料 (ダンプ) 採取を試みる。
初期値は Stop rebooting and Power Off。
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表示／設定項目 内容

Automatic  Power On Delay 自動再起動で PowerOnするまでの遅延時間を指定する。
0～ 10分まで指定できる。初期値は 0分。

Cancel  Boot Watchdog OS  Boot監視を解除する。

 
3. Boot Watchdog機能を解除する場合は、[Cancel Boot Watchdog] チェックボックスをオンにします。

 
4. [Apply] ボタンをクリックします。

[Cancel Boot Watchdog] チェックボックスをオンにした場合も、チェックボックスがオフになりま
すが、解除処理はされています。

 
[ASR Control] 画面の操作について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレ
ンス』(C122-E110) の「1.3.7  [Partition#x] メニュー」を参照してください。

PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル
第 9章 システムの起動・停止と電源制御

250 C122-E108-10



9.5  停電・復電
PRIMEQUEST 1000シリーズでは、停電・復電時のシステムの動作を筐体単位で設定できます。
これらの設定はMMB Web-UIから実行します。
 
 

9.5.1  停電のための設定
UPSを使用している場合、停電検出後にオン状態であるパーティションをシャットダウン指示できま
す。そのための Shutdown Delay after UPS detects AC Failure (0～ 9999秒) を設定できます。
 
 

9.5.2  復電のための設定
UPSを使用している場合、停電後の復電検出時に以下の設定が可能です。初期値は「Restore」です。
 

表 9.7 復電ポリシー

項目 システムの動作

Always Off 復電後、電源オフ状態を継続する。

Always On 停電したときの状態にかかわらず、復電後はパーティションの電源オンを実

施する。

Restore 停電したときの状態に戻す。停電したときにオン状態であったパーティショ

ンは電源オンし、オフ状態であったパーティションは電源オフのままとする。

Schedule Sync 復電時にスケジュール運転設定により運用時間帯であれば自動的にパーティ

ションの電源オンを実施する。(*)

*：スケジュール運転について詳しくは、「9.3 スケジュール運転」を参照してください。
 
また、外付け SAN装置も UPSなどに接続されていた場合、復電時に SAN装置の起動が遅いと、
PRIMEQUEST 1000シリーズがパーティションの電源をオンにしても SAN装置が使用可能状態になり
ません。このため、SANブートに失敗することがあります。この場合は、上記の設定に加えて「Partition
Power On Delay」(秒単位：0～ 9999秒、初期値=0秒) を設定できます。
 
停電・復電時の設定方法について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレン
ス』(C122-E110) の「1.2.7  [System Setup] 画面」を参照してください。
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9.6  リモートシャットダウン (Windows)
Windows XP 以降のWindowsには、「shutdown.exe」コマンドが付属しています。これを使って、管理
端末からリモートシャットダウンできます。

 
 

9.6.1  リモートシャットダウンの前提条件
リモートシャットダウン (Windows) を利用するには以下の前提条件があります。
 
・ 管理端末の OSが以下のいずれかであること。

・ Windows XP
・ Windows Vista
・ Windows Server 2003
・ Windows Server 2003 R2
・ Windows Server 2008
・ Windows Server 2008 R2
・ Windows 7
・ Windows Server 2012
・ Windows 8

・ 管理端末がシャットダウンするWindows とネットワークで接続されていること。
・ 対象のWindows のファイアーウォール設定

・ ファイアーウォールの [例外] の設定で、[ファイルとプリンタの共有] にチェックが付いて
いること。

・ 対象がワークグループ環境の場合

・ 管理端末とシャットダウンするWindows のユーザー名とパスワードが一致していること。
・ 対象が Active Directory 環境の場合

・ シャットダウンするWindowsの管理権限を持つユーザーで管理端末にログインしているこ
と。

 
 

9.6.2  リモートシャットダウンの使い方
リモートシャットダウンするには、管理端末にログインして shutdownコマンドを入力します。

shutdown -s -m ¥¥<Server Name>

 
<Server Name> には、シャットダウンするWindowsのコンピュータ名を指定してください。
shutdownコマンドのその他のオプションについては、ヘルプを参照してください。
/? オプションを付けて実行すると、簡易ヘルプが表示されます。
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図 9.7 shutdown コマンドの簡易ヘルプ
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第 10章  構成、状態の確認 (内容、方法、
および手順)

 
本章では、PRIMEQUEST 1000シリーズのシステムの構成や状
態を確認する機能について、ファームウェアなどのツールごと

に一覧にして示します。

 
 
 

10.1 MMB Web-UI  .......................................................... 255
10.2 MMB CLI  ................................................................ 258
10.3 PSA Web-UI  ........................................................... 259
10.4 PSA CLI  ................................................................. 260
10.5 UEFI  ....................................................................... 261
10.6 ServerView Suite  .................................................... 262



10.1  MMB Web-UI
PRIMEQUEST 1000シリーズでは、MMBのWeb-UIによって、PSAや SBに対する管理を一元化して
います。MMB Web-UIが提供する機能を以下に示します。
「表 10.1 MMB Web-UIで提供する機能」について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理
ツールリファレンス』(C122-E110) の参照先をご確認ください。
MMB Web-UIの PSA画面は、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L のみで提供します。
 

表 10.1 MMB Web-UIで提供する機能

機能 『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理
ツールリファレンス』(C122-E110) の参照先

システム全体の状態を表示する。 「1.2.1  [System Status] 画面」

MMBの SEL (System Event Log) に保管されているイ
ベントを表示する。

「1.2.2  [System Event Log] 画面」

Web-UIおよび CLIの設定や操作に関するログを表
示する。

「1.2.3  [Operation Log] 画面」

ハード異常情報 (REMCS 通報対象メッセージ) が表
示される。

PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2
で表示される。

「1.2.4  [Partition Event Log] 画面」

PRIMEQUEST 1000シリーズシステムに関する情報
を表示する。

PRIMEQUEST 1000シリーズシステム (筐体) に対す
る名前を設定する。

Asset Tag (財産管理番号) を設定する。

「1.2.5 [System Information] 画面」

ファームウェアのバージョンを表示する。 「1.2.6  [Firmware Information] 画面」

システムの構成を設定する。 「1.2.7  [System Setup] 画面」

電源を制御する。 「1.2.8  [System Power Control] 画面」

LEDの状態を表示する。 「1.2.9  [LEDs] 画面」

PSUの状態を表示する。
PSU故障時のリアクションを表示する。

「1.2.10  [Power Supply] 画面」

ファンの状態を表示する。

ファン故障時のリアクションを表示する。

「1.2.11  [Fans] 画面」

システム内の温度センサーの温度を表示する。

温度異常時のリアクションを表示する。

「1.2.12   [Temperature] 画面」

SB#xボードの状態を表示および設定する。 「1.2.13   [SB] メニュー」

IOB#xボードの状態を表示および設定する。 「1.2.14   [IOB] メニュー」

GSPB#xボードの状態を表示および設定する。 「1.2.15   [GSPB] メニュー」

SAS ディスクユニット#xの状態を表示および設定す
る。

「1.2.16   [SASU] メニュー」
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機能 『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理
ツールリファレンス』(C122-E110) の参照先

システムに接続している PCIボックスの状態を表示
する。

「1.2.17   [PCI_Box] メニュー」

DVDB (DVDボード) の状態を表示する。 「1.2.18   [Other Boards] メニュー」

MMBに関する情報を表示する。 「1.2.19    [MMB] メニュー」

パーティションの電源を制御する。 「1.3.1  [Power Control] 画面」

各パーティションに対してスケジュールを設定する。「1.3.2  [Schedule] メニュー」

DVDをどのパーティションに接続するかを設定する。「1.3.3  [DVD Switch] 画面」

パーティションを構成する SB、IOB、GSPBを設定
する。

「1.3.4  [Partition Configuration] 画面」

Reserved SBを設定する。 「1.3.5  [Reserved SB Configuration] 画面」

ビデオリダイレクション、テキストコンソールリダ

イレクション、リモートストレージを設定する。

「1.3.6  [Console Redirection Setup] 画面」

パーティションのステータス、およびパーティショ

ンに関する各種情報を表示する。

「1.3.7  [Partition#x] メニュー」

パーティションの自動再起動を実行する条件 (ASR
(Automatic Server Restart) Control) を設定する。

「1.3.7  [Partition#x] メニュー」

ビデオリダイレクション、テキストコンソールリダ

イレクションを起動する。

「1.3.7  [Partition#x] メニュー」

パーティションに対する各種モードを設定する。 「1.3.7  [Partition#x] メニュー」

現在登録されているユーザーアカウントに対する情

報を表示する。

「1.4.1  [User List] 画面」

現在ログインしているユーザーのパスワードを変更

する。

「1.4.2  [Change Password] 画面」

MMBに Serial、Telnet/SSHおよびWeb-UIで接続し
ているユーザーの一覧を表示する。

「1.4.3  [Who] 画面」

MMBの日付と時刻を設定する。 「1.5.1  [Date/Time] 画面」

MMBにアクセスするための IPアドレスなどを設定
する。

「1.5.2  [Network Interface] 画面」

MMBボード上の各ポートの Speed/Duplexを設定す
る。

「1.5.3  [Management LAN Port Configuration] 画
面」

MMBのネットワークプロトコルを設定する。 「1.5.4  [Network Protocols] 画面」

Web-UI画面のうち状態が変化する画面の自動更新を
設定する。

「1.5.5  [Refresh Rate] 画面」

SNMPに関する設定をする。 「1.5.6  [SNMP Configuration] メニュー」

NMPトラップの送信先を設定する。 「1.5.6  [SNMP Configuration] メニュー」
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機能 『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理
ツールリファレンス』(C122-E110) の参照先

SNMP v3に固有の Engine IDおよびユーザーを設定
する。

「1.5.6  [SNMP Configuration] メニュー」

秘密鍵と、それに対応する CSR (署名要求) を作成す
る。

「1.5.7  [SSL] メニュー」

MMB内に格納されている秘密鍵または CSR (署名要
求) を取り出す。

「1.5.7  [SSL] メニュー」

認証局から送付されてきた署名済みの電子証明書を

MMBにインポートする。
「1.5.7  [SSL] メニュー」

自己署名した証明書を作成する。 「1.5.7  [SSL] メニュー」

SSHサーバのプライベートキーを作成する。 「1.5.8  [SSH] メニュー」

リモートから RMCPでMMBを制御するために必要
なユーザーを設定する。

「1.5.9  [Remote Server Management] 画面」

ネットワークプロトコルに対してアクセス制御を操

作する。

「1.5.10  [Access Control] 画面」

イベントが発生したときに E-Mailで通知する設定を
する。

「1.5.11  [Alarm E-Mail] 画面」

ファームウェアアップデートを一括処理する。 「1.6.1  [Firmware Update] メニュー」

MMB/UEFIのコンフィグレーション情報のバック
アップ、リストアを行う。

「1.6.2  [Backup/Restore Configuration] メニュー」

ウィザード形式でユニットの保守をサポートする。「1.6.3  [Maintenance Wizard] 画面」

REMCSに関する操作や設定をする。 「1.6.4  [REMCS] メニュー」
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10.2  MMB CLI
MMBのシリアルポート経由、または管理 LAN経由で、MMB CLIにアクセスすることができます。
MMB CLIでは、表示用・設定用などのコマンドが利用できます。
MMBのコマンドラインについて詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレン
ス』(C122-E110) の「第 2章  MMBの CLI (コマンドライン) 操作」を参照してください。
「表 10.2 MMB CLIで提供する機能」について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツール
リファレンス』(C122-E110) の参照先をご確認ください。
 

表 10.2 MMB CLIで提供する機能

機能 『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理
ツールリファレンス』(C122-E110) の参照先

情報を設定する。 「2.2  設定用コマンド」

情報を表示する。 「2.3  表示用コマンド」

ファームウェアをアップデートする。 「2.4.1  update ALL」

ファームウェアのバージョンおよび進行状態を表示

する。

「2.4.2  show update_status」
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10.3  PSA Web-UI
PSA Web-UIは、PRIMEQUEST 1000シリーズシステムの各パーティション内の状態を表示・操作しま
す。PSA Web-UIが提供する機能を以下に示します。
「表 10.3 PSA Web-UIで提供する機能」について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツー
ルリファレンス』(C122-E110) の参照先をご確認ください。
 
備考

PSA Web-UIは、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lのみ提供されます。
PSAによる管理機能は、PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2では SVSにて提供します。
SVSの機能について詳しくは、SVSのマニュアルを参照してください。
 

表 10.3 PSA Web-UIで提供する機能

機能 『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理
ツールリファレンス』(C122-E110) の参照先

パーティションの概要および OS情報を表示する。 「3.3  [Partition Information] 画面」

パーティションに属する CPU情報を一覧で表示する。「3.4  [CPUs] 画面」

パーティションに属する DIMM情報を一覧で表示す
る。

「3.5  [DIMMs] 画面」

各パーティション内に接続されている PCIデバイス
情報を表示する。

「3.6  [PCI Devices] 画面」

パーティション内のネットワーク状態を表示する。「3.7  [Network] メニュー」

パーティション内のハードディスクを一覧で表示す

る。

「3.8  [Hard Disks] 画面」

ハードウェア構成物 (SB、IOB、CPU、DIMM、PCI
デバイス、GSPB、SASディスクユニット、PCI ボッ
クス) の一覧を表示する。

「3.9  [Hardware Inventory] 画面」

PSAが実行した各種アクション(ログ出力、REMCS
送信、SNMP トラップ送信など)の履歴を表示する。

「3.10  [Agent Log] 画面」

PSAで保持している情報のスナップショットを CSV
形式で出力する。

「3.11  [Export List] 画面」

パーティションが保有しているログ情報(エージェン
トログ、エクスポートデータ、PSA 内部ログ、シス
テムログ、またはイベントログなど) を一括ダウン
ロードする。

「3.12  [PSA Logs Download] 画面」
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10.4  PSA CLI
PSA CLIが提供する機能を以下に示します。
「表 10.4 PSA CLIで提供する機能」について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツール
リファレンス』(C122-E110)の参照先をご確認ください。
 

表 10.4 PSA CLIで提供する機能

機能 『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理
ツールリファレンス』(C122-E110) の参照先

HDDを操作する。 「4.2  ディスク操作コマンド (diskctrl) 」

PSAを起動または停止する。 「4.3  PSA 起動／停止コマンド (y30FJSVpsa) 」

PSA調査資料を収集する。 「4.4  PSA 調査資料収集コマンド (getopsa) 」

フィルタ定義を PSAの作業ディレクトリにコピー、
更新する。

「4.5  フィルタ定義更新コマンド
(fltcpy,fltupdate) 」　

自パーティション番号を標準出力に表示する。 「4.6  自パーティション番号取得コマンド
(getpartid) 」

シリアル番号を標準出力に表示する。 「4.7  シリアル番号取得コマンド (getserialno) 」

SNMPパケットを受け付けるホストを設定する。 「4.8  SNMP セキュリティ設定コマンド
(setsnmpsec) 」

ファームウェア情報を収集する。 「4.9  ファームウェア情報取得コマンド
(getfwinfo) 」

交換を行いたい PCIカードの情報を確認し、交換を
行う。

「4.10  PCI カード操作コマンド(fjpciswap) 」

管理 LAN用インターフェースに対して
PRIMECLUSTER連携で使用するポートを開放する。

「4.11  管理 LAN用インターフェース向けファイ
アーウォール設定コマンド (setmlanfw.sh) 」
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10.5  UEFI
UEFIが提供する機能を以下に示します。UEFIで提供するコマンドについて詳しくは、『PRIMEQUEST
1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』 (C122-E110) の「第 6章 UEFIのコマンド操作」(sadump
機能については「第 7章  sadump環境の設定」) を参照してください。
「表 10.5 UEFIで提供するメニュー」について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツール
リファレンス』(C122-E110)の参照先をご確認ください。
 

表 10.5 UEFIで提供するメニュー

機能 『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理
ツールリファレンス』(C122-E110) の参照先

ブート処理への移行や、Boot Manager、Device
Manager、および Boot Maintenance Managerへ移行す
るメニューを表示する。

「5.2  Boot Managerフロントページ」

OS自動起動へ処理を移行し、現在設定されている
ブート順にブート処理を実行する。

「5.3  [Continue] メニュー」

ブートするデバイスを指定する。 「5.4  [Boot Manager] メニュー」

各 I/Oデバイスに対し I/O空間を割り当てるかどう
かの設定や、CPUの設定、および PXEブートをイ
ネーブルに設定するかどうか、などを設定する。

「5.5  [Device Manager] メニュー」

ブートオプションの追加や削除、ブート優先順位の

変更、などを設定する。

「5.6  [Boot Maintenance Manager] メニュー」

sadump環境を設定する。 「第 7章  sadump環境の設定」
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10.6  ServerView Suite
ServerView Suiteを使用して、PRIMEQUEST 1000シリーズの構成と各部品の状態をグラフィックで確
認できます。

 
ServerViewの操作方法について詳しくは、『ServerView Suite ServerView Operations Manager Server
Management』を参照してください。
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第 11章  異常通知、保守 (内容、方法、お
よび手順)

 
本章では、PRIMEQUEST 1000シリーズが提供する保守機能と、
トラブルが発生した場合の対応について説明します。

 
 
 

11.1 保守  ........................................................................ 264
11.2 トラブル対応  .......................................................... 275
11.3 トラブル対応時の注意点  ........................................ 290
11.4 保守用データの採取  ............................................... 291
11.5 ログ情報の設定と確認  ........................................... 311
11.6 ファームウェアアップデートについて  .................. 312



11.1  保守
PRIMEQUEST 1000シリーズでは、システム運用したままで保守可能なように PSUや FANの活性保守
をサポートしています。また、PCIホットプラグ機能を利用した PCI Expressカードの活性保守も可能
とします。

交換可能なコンポーネントの一覧について詳しくは、「第 3章 コンポーネントの構成と交換 (増設、削
除)」を参照してください。
 
備考

PRIMEQUEST 1000シリーズは担当保守員が保守します。
 
 

11.1.1  MMBによる保守
MMBでは、Web-UIの [Maintenance] メニューによってシステムの保守機能を提供します。
[Maintenance] メニューでは、システム構成情報のバックアップ・リストアができます。
[Maintenance] メニューについて詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレン
ス』(C122-E110) の「1.6  [Maintenance] メニュー」を参照してください。
 
■MMB故障時の保守について (1枚実装運用時)

MMB1枚運用時のMMB故障などでMMB操作ができない状態でMMBを保守する場合は、以下の手
順で実施します。

 
1. OS Shutdown (LAN) など遠隔から実施します。

 
2. Chassis AC Offを実施します。

 
3. MMBを交換します。

 
4. Chassis AC Onを実行します。

 
備考

MMB1枚運用の場合は、MMBの活性交換はできません。
 
 

11.1.2  PSAによる保守
PSAは、パーティション上のハードウェア異常監視、構成管理など実施します。
ここでは、PSAの保守機能について説明します。
 
備考

PSAは PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lシリーズのみ提供します。
PSAによる保守機能は、PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2シリーズでは SVSにて提
供します。SVSの機能について詳しくは、SVSのマニュアルを参照してください。
 
注意
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・ PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lを運用するときは、必ず PSAをインストールして
ください。PSAをインストールしない場合は、以下の制限事項があります。
・ I/O (PCIカード、HDDなど) の異常通報、管理者への Trap通知ができません。
・ HDDの S.M.A.R.T.監視の閾値超え通知ができません。
・ 運用管理ソフトウェアでパーティション側の情報が収集できません。

・ REMCS契約時にソフトウェア異常が通報されません。
・ HDDの活性保守ができません。必ずパーティション停止保守となります。
・ PRIMECLUSTER連携が使用できません。

 
・ Linuxで使用する場合は、システムログの出力先を /var/log/messages から変更しないでください。
変更した場合には、以下の制限事項があります。

・ I/O (PCIカード、HDDなど) の異常通報、管理者への Trap通知ができません。
・ HDDの S.M.A.R.T.監視の閾値超え通知ができません。
・ REMCS契約が有効であっても、ハードウェアおよびソフトウェア異常の障害通知ができま
せん。

 
設定例) RHEL5の場合、/etc/syslog.confに下記のようにデフォルト設定されています。この "/var/
log/messages" のファイル名を変更しないでください。
*.info;mail.none;news.none;authpriv.none;cron.none /var/log/messages
 

・ Windowsで使用する場合は、Windowsサービスの「Print Spoolerサービス」を停止しないでくだ
さい。

ハードウェア構成管理のために、OSからの情報収集処理でWindowsのWMI (Windows Management
Instrumentation) を使用しますが、「Print Spoolerサービス」が停止している場合、WMIでエラー
が通知され、情報収集が正しくできません。

 
■運用管理 GUI
パーティション側の異常監視および構成管理を行うためのWeb-UI機能です。
各パーティション上の PSAがMMBファームウェアと連携することで、パーティション側にはWeb
サーバ機能を持たずに、MMB Web-UIからパーティションの表示・操作ができます。
MMBファームウェアには以下の図に示すように、Webサーバ機能と対話するための CGI (Common
Gateway Interface-WebGateCGI) があります。各パーティションの PSAには、WebGateと HTMLテンプ
レート群からなる運用管理 GUI機能があります。
WebGate CGIは利用者からの要求を受け取ると、WebGateと TCP/IPで通信し、対応する HTMLを配
信します。WebGateは、要求に応じたデータソース (構成情報など) から情報を取得し、HTMLテンプ
レートに取得した情報を埋め込みます。

このようにして、パーティション側の運用操作をするためのWeb-UI機能を提供しています。
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図 11.1 Web-UI機能
 
OSコンソールからコマンドラインによる操作、スクリプト操作を可能とするため、下記機能は CLI
(Command Line Interface) で提供されています。
・ ディスク操作コマンド (ディスクの活性交換のときに当社技術員が使用します)
・ PSA起動／停止コマンド
・ PSA調査資料収集コマンド
・ フィルタ定義更新コマンド

・ 自パーティション番号取得コマンド

・ シリアル番号取得コマンド

・ SNMPセキュリティ設定コマンド
・ ファームウェア情報取得コマンド

・ PCIカード操作コマンド
・ 管理 LAN用インターフェース向けファイアーウォール設定コマンド

 
CLIについて詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) を
参照してください。

 
■ハードウェア構成管理

パーティションを構成するハードウェア資源を表示する機能です。下記の構成情報を表示します。

・ SB構成、IOB構成、GSPB構成
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・ CPU構成 (実装可能最大 CPU数、CPU実装位置、CPU種別など識別情報)
・ メモリ構成 (実装位置、メモリ種別など詳細情報)
・ PCI構成 (PCIカード実装、PCIデバイス実装、PCIデバイス種別など詳細情報、エラー状態)
・ SCSI/FC接続装置構成 (HDD、テープ、その他)
・ ネットワーク構成 (ネットワークインターフェース)

 
■OS情報表示
パーティションにインストールされている OSの情報を表示する機能です。下記の情報を表示します。
・ OS情報 (OS種別、OS版数、パッケージインストール情報)
・ ストレージ構成情報 (デバイス、容量)
・ ネットワーク構成情報 (インターフェース、接続状態、速度)
・ OS状態 (稼動時間、ログイン数)

 
■ハードウェア異常監視

PSAはパーティション上の PCIカードなどのドライバが出力する異常の監視およびハードディスクの
S.M.A.R.T. (Self-Monitoring Analysis and Reporting Technology) 機能が検出する予兆結果を監視します。
異常を検出すると、エラーを解析してユニットを特定し、ログ情報として記録するとともにMMBお
よび上位管理ソフトウェアに通知します。

 
■ログ採取・解析・表示

ハードウェア異常監視機能に関連するログ採取・解析・表示の機能です。

ファームウェアや各種ドライバ、および OSから各種イベントやメッセージが通知された場合、ログと
してログファイルへ記録し、設定されたアクション (メール通報、REMCS通報、ログ出力) を実行しま
す。また、記録されたログは、表示量を絞るため、メッセージ通知期間や対象メッセージの種類など

でフィルタをかけて表示できます。

PSAが採取するログファイルの情報を以下に示します。
 

表 11.1 ログファイルの情報

ログファイル種類 概要

エージェントログ PSAでアクション (OS上のログへの記録、SNMP Trap、その他) したイベ
ント (PSA内部検出の「イベント ID：00000～ 09999」を除く) に関しては、
エージェントログとして蓄積します。本ログは GUIでの表示および GUI
から CSV形式のファイルとしてダウンロードできます。

 
■保守操作

パーティション上のハードディスクの活性交換作業を支援する機能です。

PRIMEQUEST 1000シリーズで使用するハードディスクのコントローラーは、SGPIO (Serial GPIO) 機能
により、ディスクの LED制御、ディスク状態確認を可能にしています。PSAでは、ハードウェア故障
検出時、ディスク交換時、ディスク増設時などに SGPIO機能を使用して安全に保守できる機能をディ
スク操作コマンドで提供しています。

 
備考

ディスク操作コマンドは、RHELとWindowsでサポートされます。
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■REMCS連携
パーティション上の資源情報や異常をMMBと連携して OSCに通報する機能です。
REMCSについて詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  REMCSサービス導入マニュアル』(C122-
E120) を参照してください。
PRIMECLUSTER連携を使用する場合については、PRIMECLUSTERのマニュアルを参照してください。
 
■運用管理ソフトウェア連携

運用管理ソフトウェアとの連携機能です。

パーティションに搭載して PSAと連携できるソフトウェアを以下に示します。
PSAと Systemwalkerなどの運用管理ソフトウェアと連携ができます。連携手段として SNMP (Simple
Network Management Protocol) を使用します。
 

図 11.2 運用管理ソフトウェア連携
 
 
・ MMBのユーザーインターフェースによる管理の対象

MMBの管理対象、PSA管理対象の概要について説明します。
・ MMBの管理対象

・ 筐体内ハードウェア実装情報・状態

 (SB、PCIボックス、FANTRAY、PSU、KVM、MMBなど)
・ システム情報表示・設定 (筐体設定、MMBなど)
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・ パーティション構成管理・設定

・ 保守操作 (筐体内ハードウェアの交換、パーティション側ログ表示・採取)
・ PSAの管理対象

・ パーティションに閉じた情報管理・操作

(PCIカード、接続 I/O、OS情報表示、OS資源)
・ 保守操作 (PCIカードおよびディスクの活性交換、パーティション側ログ表示・採取。
ただし、PCIカードの活性交換は Windows Server 2008 のみでサポート、ディスクの活性交
換は Red Hatのみでサポート)

 
 
■操作できる機能

パーティション側の GUIからできる操作を以下に示します。
 

表 11.2 パーティション側の GUIからできる操作

操作 概要

パーティション構成情報の表

示

SB構成、IOB構成、GSPB構成

CPU構成 (実装可能最大 CPU数、CPU実装位置、CPU種別など識別
情報)

メモリ構成 (実装位置、メモリ種別など詳細情報)

PCI構成 (PCIカード実装、PCIデバイス実装、PCIデバイス種別など
詳細情報、エラー状態)

SAS/FC接続装置構成 (HDD、テープ、その他)

Network構成 (ネットワークインターフェース、エラー状態)

OS情報の表示・操作 OS情報 (OS種別、OS版数、パッケージインストール情報)

ストレージ構成情報 (デバイス、容量)

ネットワーク構成情報 (インターフェース、接続状態、速度、ルーティ
ング情報)

OS状態 (稼動時間、ログイン数)

保守操作 ログ情報 (エージェントログ) の表示・退避

エクスポート パーティション内の現在の構成・状態のエクスポート

 
■パーティション側で管理される情報

パーティション側で管理される情報を以下に示します。

 

表 11.3 パーティション側で管理される情報

情報種類 内容

ハードウェア情報 モデル情報 CPU情報：実装情報、状態、種別、版数、周波数

メモリ情報：実装情報、状態、タイプ (サイズ)
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情報種類 内容

SB/IOB/GSPB/PCIボックス情報：実装情報

PCIカード情報：実装情報、アダプター名称、詳細情報

接続 I/O情報：実装情報、タイプ、詳細情報

システム情報 Operating System：OS種別、版数  (Revision版数)

ディスク関連情報：ファイルシステム構成など

ネットワーク関連情報：Interface Name(IPv4/IPv6)、
 IP Address(IPv4/IPv6)、Network Type、MAC Address、
 Interface Speed Current Status (Up/Down/Link Down)、
 Packet Sizeなど

その他の I/O情報

 
備考

MMB Web-UIは次のブラウザをサポートしています。これ以外のブラウザを使用した場合は、[MMB
Web-UI] 画面が正しく表示されない場合があります。
・ Microsoft Internet Explorer バージョン 6 (Service Pack 1) 以降
・ Mozilla FireFox バージョン 3以降

 
 

11.1.3  保守方法
PRIMEQUEST 1000シリーズでは、PCなどの端末をMMBに接続し、MMB Web-UIのMaintenance
Wizardを利用して保守作業をします。
担当保守員向けには、MMBに専用のMaintenance LANポートを備えています。担当保守員は、FST (保
守者用 PC) を保守対象システムのMMBのMaintenance LAN Portに接続し、Maintenance Wizardを利用
して保守作業ができます。

 
注意

PRIMEQUEST 1000シリーズは担当保守員が保守します。
 
 

11.1.4  保守モード
PRIMEQUEST 1000シリーズは保守モードを備えています。
保守モードとは、保守作業者以外の電源操作や保守作業時のエラー通報を抑止する機能です。保守モー

ドで保守作業をすると以下のメリットがあります。

・ 保守作業者以外による電源操作によってシステムが保守作業者の予期しない状態に遷移すること

を防ぎます。

・ 保守作業ミスによる (または作業によって発生する) エラー通報を防ぎます。
 
保守モードおよび機能一覧を以下に示します。なお、Operationモードは、保守モードではなく通常運
用モードです。
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表 11.4 保守モード

モード 意味

Operation
[通常運用]

通常運用

Hot System Maintenance
[活性作業 (システム) ]

システム電源投入状態での作業

Hot Partition Maintenance
[活性作業 (パーティション) ]

保守対象パーティションが電源投入状態での作業

Warm System Power Off
[パーティション停止保守]

システムは電源投入状態、かつ保守対象パーティショ

ンは電源切断状態での作業

Cold System Maintenance(breaker on)
[停止作業 (スタンバイ) ]

システム電源切断状態、かつ ACオン状態での作業

Cold System Maintenance(breaker off)
[停止作業 (ACオフ) ]

システム電源切断状態、かつ ACオフ状態での作業

 

表 11.5 各保守モードの機能一覧

項目 操作 Hot System Hot Partition Warm
System

Cold System
(ブレーカオ
ン)

Cold System
(ブレーカオ
フ)

電源操作 管理者 許可 許可 抑止

(*1)
抑止

(*1)
抑止

 
抑止

 

保守者 抑止 抑止 許可

(*1)
許可

(*1)
許可 許可

Wake On LAN
 (WOL)

許可 許可 抑止

(*1)
抑止

(*1)
抑止 抑止

カレンダー機能 許可 許可 抑止

(*1)
抑止

(*1)
抑止 抑止

OSブート 許可 許可 抑止

BIOSで停
止

(*1)

抑止

BIOSで停
止

(*1)

抑止

BIOSで停
止

抑止

BIOSで停
止

REMCS通報 許可 抑止

(*2)
抑止

(*1)
抑止

(*1)
抑止 抑止

*1：保守対象パーティションにのみ効果がある
*2：システムの異常時の REMCS通報を抑止する (パーティションの異常は通知する)
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11.1.5  IOB・GSPBの保守
ここでは、IOB・GSPB故障時の保守に関する注意点について説明します。
IOBが 2つのパーティションに共有されている状態で故障した場合、保守するためには、両方のパー
ティションを停止させる必要があります。

IOBの保守作業の手順を以下に示します。
 

1. システム管理者は、保守対象に属すパーティションをすべて停止します。
 

2. 保守者は、IOBが属すパーティションがすべて停止していることを確認して、IOBを交換します。
 
備考

・ GSPBも、IOBと同様の手順を実施します。
・ Maintenance Wizardを使うと、IOB内の全パーティションが停止しているかどうかを確認できま
す。Maintenance Wizardを使用して交換することを推奨します (担当保守員のみが使用) 。

・ GSPB交換後は、新しい NICに対して OSからWOLを設定してください。
・ PXEブートの場合、GSPB交換後は、ブートオーダの再設定が必要です。
再設定方法について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ 運用管理ツールリファレンス』
(C122-E110) の「5.4.2 UEFIのブート仕様について」を参照してください。

 
 

11.1.6  保守ポリシー・予防保守
PRIMEQUEST 1000シリーズの保守ポリシー・予防保守については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  製
品概説』(C122-B022) の「9.1  保守ポリシー・予防保守」を参照してください。
 
 

11.1.7  REMCSサービスの概要
REMCS (リモート顧客サポートシステム) は、ユーザーのサーバと OSCをインターネット経由で接続
し、サーバの構成情報の送信、障害発生時の自動通知をすることによって、迅速なトラブル対応およ

び解決を目的とするものです。

 
PRIMEQUEST 1000シリーズでの REMCS機能は、以下のコンポーネントで実現されます。
・ MMB：
サーバ全体のハードウェア構成情報収集、異常監視および OSCへの通知

・ PSA (PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L) または SVS (PRIMEQUEST
1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2)：
パーティションで認識される PCIカードの構成情報収集や異常監視

・ SIRMS (Linux (Red Hat))：
ソフトウェア構成情報の収集

・ SIRMS (Windows)：
ソフトウェア構成情報の収集、ソフトウェア障害発生時の調査資料収集 (SIRMSは、Windowsを
サポートするのは日本国内のみです。)

・ QSS：
パーティションのソフトウェア障害発生時の調査資料収集
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OSCとの通信はMMBが行います。各パーティションから情報はMMBに集約し、MMBから OSCへ
送信します。

なお、REMCSサービスを受けるためには「SupportDesk Product基本サービス」を契約する必要があり
ます。契約していない場合、OSCへの登録 (レジストレーション)はできますが、サービスを受けるこ
とはできません。「SupportDesk Product基本サービス」については、担当営業員に確認してください。
 
■REMCSの機能
・ 構成情報監視

ハードウェアやソフトウェアの構成変更を検出して、最新の構成情報を OSCに通知します。
・ 障害通知

サーバのハードウェア異常が発生した場合には、自動で OSCに異常を通知するとともに、ログ
などの障害情報を OSCに転送します。ソフトウェア異常については自動監視しません。SIRMS/
QSS収集ツールを使用し、調査資料の収集後に送付指示をすることにより OSCに通知します。
ハードウェア異常検出による通報後、同一ユニットで事象が発生した場合、OSCへの通報は抑止
されます。PSAが検出した事象については、OSリブートや PSAが停止・再起動された場合にも
解除されます。通報抑止中に同一箇所で抑止中のイベントよりも通報レベルの高い異常が発生し

た場合には、抑止時間内でも通報されます。このとき、抑止時間を 0にクリアし通報抑止は継続
されます。

・ 定期接続

あらかじめ設定した時刻に自動的に OSCに接続し、通信パスおよび REMCSエージェントの生存
を確認します。

 
■REMCS機能のインストール

PRIMEQUEST 1000シリーズの REMCS機能 (REMCSエージェント) は、MMBとパーティション側に
インストールする PSAおよび SIRMSによって構成されます。MMBの REMCSエージェント機能は標
準搭載されています。PSAおよび SIRMSのインストール手順は『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入
マニュアル』(C122-E107) を参照してください。なお、SIRMSは、PSAのインストール時に同時にイ
ンストールされます。

 
■サポートする接続形態

PRIMEQUEST 1000シリーズでは以下の接続形態のみサポートしており、いずれの接続形態においても
SMTPのみを使用して OSCと通信します。
・ インターネット接続 (メール)
インターネットを経由し OSCと通信する形態です。

・ P-P接続 (ISDN:メール)
ISDN回線などを用いたポイント・ツー・ポイント(P-P) 方式で OSCと通信する形態です。
 

 

11.1.8  REMCS連携
パーティション上の資源情報や異常をMMBと連携して OSCに通知する機能です。
REMCSエージェントは、PRIMEQUEST 1000シリーズシステムのエラー情報やログ情報などを、イン
ターネットまたは P-P接続により OSCに通知します。
PRIMEQUEST 1000シリーズの REMCSエージェントはMMBファームウェアと、各パーティションに
インストールされる PSA (PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L) または SVS (PRIMEQUEST
1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2)、SIRMSにより構成されます。REMCS連携に示すように、MMB
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ファームウェアはシステム全体の異常を監視し、異常を検出すると OSCに通知します。PSA
(PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L) または SVS (PRIMEQUEST
1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2) は、パーティション上の OSが検出したハードウェア異常情報
およびハードウェア構成情報を、MMBファームウェア経由で OSCに通知します。また、SIRMSで検
出したソフトウェア構成情報やソフトウェア異常情報をMMBファームウェア経由で OSCに通知しま
す。

REMCSについて詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  REMCSサービス導入マニュアル』(C122-
E120) を参照してください。
 

*：PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lの場合、PSA。PRIMEQUEST
1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2シリーズの場合、SVS。
図 11.3 REMCS連携
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11.2  トラブル対応
システムに異常が発生した場合の対応方法について説明します。

 
 

11.2.1  トラブル対応の概要
トラブル対応の基本的な作業手順を以下に示します。

 

図 11.4 トラブル対応の概要
 
本製品に異常が発生した場合は、メッセージに応じて対処してください。

それでも解決できない異常については、修理相談窓口または担当営業員に連絡してください。

連絡するときは、Errorとなっている箇所の Unit, Source, Part Number,EventID, Description、本体装置に
貼付のラベルで、記載の型名および製造番号を確認し、伝えてください。

 
備考

ラベルは、「図 11.5 ラベルの貼付位置 (1)」、「図 11.6 ラベルの貼付位置 (2)」のどちらかの位置に貼って
あります。
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番号 説明

(1) 型名

(2) 製造番号

図 11.5 ラベルの貼付位置 (1)
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番号 説明

(1) 型名

(2) 製造番号

図 11.6 ラベルの貼付位置 (2)
 

11.2.2  修理相談窓口に連絡する前の確認事項
修理相談窓口に連絡する前に、事前に次の内容について確認してください。

「付録M 障害連絡シート」を出力し、必要事項を記入しておきます。
 
・ 確認事項

・ 本体装置のモデル名と型名

モデル名と型名はMMB Web-UIで確認できます。また、本体装置に貼付のラベルでも確認
できます。

・ ハードウェア構成 (取り付けている内蔵オプションの種類や搭載位置)
・ コンフィグレーション設定情報 (BIOS セットアップユーティリティの設定値)
・ 使用 OS
・ LAN/WANシステム構成
・ 現象 (何をしているときに何が起きたのか、画面に表示されたメッセージなど)
メッセージの表示例：

システムイベントログ：「図 11.11 システムイベントログ表示」参照
PSAエージェントログ：「図 11.14 [Agent Log] 画面」参照 (PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/
1800E/1800Lシリーズのみ提供)

・ 発生日時

・ 本体装置設置環境
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・ 各種ランプの状態

 
 

11.2.3  修理相談窓口 (連絡先)
以下の場合は、修理相談窓口に連絡してください。

 
・ サポートサービス (SupportDeskなど) 未契約のお客様
・ 製品保証期間中の保証書による修理

・ 製品保証期間終了後の、サポートサービス (SupportDeskなど) 未契約の場合の修理
・ 当社指定のサービスエンジニアによるオンサイト修理をします。サービスエンジニアは、

連絡を受けた翌営業日以降に訪問します。

・ サービスの対象製品／作業時間に応じ、技術料／部品代／交通費などのサービス料金をご

依頼の都度、申し受けます。

・ なお、サービス対象外となる製品もありますので、窓口で確認してください。

富士通ハードウェア修理相談センター

電話：0120-422-297 (通話料無料)
※音声ガイダンスに従って、お進みください。

ご利用時間：月曜日～金曜日 9:00～ 17:00 (祝日および 12月 30日～ 1月 3日を除く)
Web受付：ハードウェア修理お申し込みページ https://eservice.fujitsu.com/webrepair/
※「富士通ハードウェア修理相談センター」では、お問い合わせ内容の正確な把握、お

よびお客様サービス向上のため、お客様との会話を記録・録音させていただいておりま

すので、あらかじめご了承ください。

 
 

11.2.4  異常状況を知る
システムに異常が発生した場合、装置正面にある LED表示、[MMB Web-UI] 画面による通知、E-Mail
による通知から、異常状態を認識します。E-Mailによる通知には、あらかじめ運用上の設定が必要で
す。

 
備考

[MMB Web-UI] 画面 (コンテンツ領域、インフォメーション領域) 上の [Part Number] [Serial Number] に
[Read Error] が表示された場合は、担当営業員または修理相談窓口に連絡してください。
連絡するときは、本体装置に貼付のラベルで、記載の型名、および製造番号を確認し、伝えてくださ

い。

 
■LED表示
装置の正面にある LED表示は、以下の図に示す位置にあります。Alarm-LED 表示は、本体装置内の異
常の有無を通知するものです。

本体装置内に異常が発生している場合に、Alarm-LED表示がオレンジ色に点灯しています。
Alarm-LED 表示が消灯している場合は、正常状態です。
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番号 説明

(1) PRIMEQUEST 1400E2/1400L2/1400E/1400L

(2) PRIMEQUEST 1400S2/1400S

(3) PRIMEQUEST 1800E2/1800L2/1800E/1800L

図 11.7 装置正面の Alarm-LED 表示
 
Alarm-LED 表示は、装置内のどこかの 1か所でも異常である場合に表示され、複数の異常がある場合
でも同じように表示されます。

なお、装置正面にはMMB-Ready の LED 表示もあります。MMB-Ready の LED 表示が緑色に点灯して
おり正常状態であることを確認します。MMB-Ready の LED 表示が消灯している場合は、Web-UI上で
[System] - [MMB] の順に選択して [MMB] 画面の [Enable/Disable MMB] で [Enable] を選択し、[Apply] ボ
タンをクリックしてMMBを起動させてください。
 
■[MMB Web-UI] 画面
以下の図に示すように、[MMB Web-UI] 画面からいつでも異常状態の有無を知ることができます。
 

番号 説明

(1) システムの状態を表示

図 11.8 [MMB Web-UI] 画面でのシステム状態表示
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[MMB Web-UI] 画面には、インフォメーション領域が常時表示されています。インフォメーション領
域の [Status] に、システムの状態が表示されます。以下の表に示すように、Normalが正常な状態、
Warningおよび Errorが異常な状態です。異常箇所がある場合に表示されるアイコンをクリックすると、
システムイベントログ画面にリンクしますので、メッセージ内容を知ることができます。

 

表 11.6 システム状態を示すアイコン

状態 表示色 アイコン

Normal
(通常状態)

緑色 なし

Warning
(警告)

黄色 黄色三角内に黒色！マーク

Error
(重大)

赤色 赤色丸内に白色×マーク

 
備考

MMB Web-UI (コンテンツ領域、インフォメーション領域) 上の [Part Number] [Serial Number] に [Read
Error] が表示された場合は、担当営業員または修理相談窓口に連絡してください。
連絡するときは、本体装置に貼付のラベルで、記載の型名、および製造番号を確認し、伝えてくださ

い。

 
■Alarm E-Mailによる通知

Alarm E-Mailによる通知から、システムの異常状態を知ることができます。
MMBメニュー画面で [Network Configuration] - [Alarm E-Mail] を選択し、異常発生時の Alarm E-Mailに
よる通知を設定できます。

異常状態の種類、パーティション、対象コンポーネントなど、通知対象を絞ることもできます。
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図 11.9 Alarm E-Mailの設定画面
 
■その他

システム起動時や各種ドライバに関連するトラブルもあります。

これらについては、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  メッセージリファレンス』(C122-E111) を参照して
ください。

下記の「操作中断の判断条件」のようなMMBの異常状態や警告状態などが発生した場合は、操作を
止めて担当営業員または修理相談窓口に連絡してください。

連絡するときには、本体装置に貼付のラベルで、記載の型名、および製造番号を確認し、伝えてくだ

さい。

 
・ 操作中断の判断条件

・ MMBの Alarm LEDが点灯している
・ MMB#0、MMB#1のどちらの Active LEDも点灯していない
・ MMB Web-UIに接続できない
・ 本体装置の複数のボードで Alarm LEDが点灯する
・ MMB Web-UIに「Read Error」が表示されたとき
・ MMB Web-UIの [System Status] 画面で、すべてのユニットの状態が「Not Present」と表示さ
れたとき
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11.2.5  異常状況を調査する
異常箇所を調査します。異常箇所が SB、IOBなど、どのコンポーネントにあり、どのパーティション
に発生しているのかを調査します。異常箇所、異常程度、システム運用形態などにより、対応方法が

異なるからです。

 
■異常コンポーネントの把握

システム全体のコンポーネント構成、および異常状態にあるコンポーネントを調査します。

MMBメニュー画面で [System] - [System Status] を選択すると、以下の画面が表示されます。各コンポー
ネントの状態が把握できます。

 

図 11.10 システム状態表示
 
異常箇所がある場合に表示されるアイコンをクリックすると、コンポーネントの状態を示す画面が表

示されます。MMB Web-UI (コンテンツ領域、インフォメーション領域) 上の [Part Number] [Serial Number]
に [Read Error] が表示された場合、担当営業員または修理相談窓口に連絡してください。
[System] - [System Event Log] を選択して [System Event Log] 画面を開くと、コンポーネントの状態、シ
ステムイベントログの内容を知ることができます。

このシステムイベントログの情報は、調査のための大事な情報なので、画面下にある [Download] ボタ
ンをクリックして、まずこの情報を保存してください。担当営業員または修理相談窓口に連絡すると

きに重要な資料になります。

 
システムイベントログメッセージの見方については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  メッセージリファ
レンス』(C122-E111) の「第 1章 メッセージの概要」を参照してください。

PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル
第 11章 異常通知、保守 (内容、方法、および手順)

282 C122-E108-10



 

図 11.11 システムイベントログ表示
 
■異常パーティションの把握

システム全体のパーティション構成、および異常状態にあるパーティションを調査します。

MMBメニュー画面で [Partition] - [Partition Configuration] を選択します。各パーティションの状態が把
握できます。
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図 11.12 [Partition Configuration] 画面
 
注意

PRIMEQUEST 1400S2/1400Sの場合は、IOB、GSPBの最大搭載数が 1のため、IOBや GSPBの番号は
表示されません。

 
■パーティションの異常状態の把握

パーティションの異常状態を調査します。

以下のようにMMBメニュー画面から選択します。
 
・ PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2

SVmcoまたは SVmcovmをインストールしている場合：[System] - [Partition Event Log] 画面
・ PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L

PSAをインストールしている場合：[Partition] - [PSA] - [Agent Log] 画面
SVmcovmをインストールしている場合：[System] - [Partition Event Log] 画面

 
[Partition Event Log] 画面または[Agent Log] 画面では、ログが表示され、パーティション内で発生した
異常を把握できます。

エージェントログメッセージの見方については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  メッセージリファレン
ス』(C122-E111) の「1.2.3  エージェントログ」を参照ください。
メッセージリファレンスには、Event-ID順にメッセージの意味および対処方法が記載されていますの
で、[Partition Event Log] 画面または[Agent Log] 画面で、 [Event-ID] およびメッセージ内容を記録し、
この記録を手がかりに発生した異常状況を把握します。

 
備考

VMware5の場合、[Partition Event Log] 画面 の [Unit] には Seg:Bus:Dev.Func (例 0:0:25.0) が表示されます。
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この場合の Unitの特定方法について詳しくは、以下の URLから『PRIMEQUEST 1000 シリーズ
ServerView Mission Critical Optionユーザマニュアル』を参照してください。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/catalog/manual/svs/
 

図 11.13 [Partition Event Log] 画面
 
 

図 11.14 [Agent Log] 画面
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11.2.6  異常内容を確認する
メッセージの内容を確認し対処します。

各種ログ表示に示されるメッセージ IDをもとに、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  メッセージリファレ
ンス』(C122-E111) のメッセージ一覧に記載されているメッセージの内容を確認し、対処します。
・ MMBで検出されるシステムイベントメッセージ：『PRIMEQUEST 1000シリーズ  メッセージリ
ファレンス』(C122-E111)「第 2章  MMBのメッセージ」

・ パーティションで検出されるメッセージ：『PRIMEQUEST 1000シリーズ  メッセージリファレン
ス』(C122-E111)「第 3章  PSAのメッセージ」

 
備考

・ メッセージ IDおよびメッセージ内容は、担当営業員または修理相談窓口に連絡するさいの重要
な情報になりますので、必ずメモを残すようにしてください。

・『PRIMEQUEST 1000シリーズ  メッセージリファレンス』(C122-E111) のメッセージ一覧に記載さ
れていない場合は、担当営業員または修理相談窓口に連絡してください。

 
 

11.2.7  本体装置／PCIボックスに関するトラブル
本体装置／PCIボックスに関するトラブルとその対処方法について、以下に説明します。
 
■本体装置の LEDランプが点灯しない、またはオレンジ色のランプが点灯している
・ 原因：本体装置が故障している可能性があります。

対処：担当営業員または修理相談窓口に連絡してください。連絡するときは、本体装置に貼付の

ラベルで、記載の型名、および製造番号を確認し、伝えてください。

 
■ディスプレイにエラーメッセージが表示された

・ 原因：装置に何らかのエラーが発生しています。

対処：エラーメッセージを確認し、エラーの対処方法に従ってください。

 
■キーボード・マウスが機能しない

・ 原因：Home SBの USBポートに接続していますか。
対処：Home SBの USBポートにキーボード、マウスを正しく接続してください。

 
 
■DVDが認識されない
・ 原因：DVDメディアを挿入していますか。
対処：DVDメディアを正しく挿入しなおしてください。

 
 
■MMB Web-UI 上の [Part Number]、[Serial Number] に「Read Error」が表示された
・ 原因：[Part Number]、[Serial Number] が読み込めない障害が発生しています。
対処：担当営業員または修理相談窓口に連絡してください。障害が復旧するまでの間、パーティ

ションの [Reset]、[Force Power Off] をしないでください。連絡するときには、本体装置に貼付の
ラベルで、記載の型名および製造番号を確認し、伝えてください。
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11.2.8  MMBに関するトラブル
MMBに関するトラブルとその対処方法について、以下に説明します。
 
■Web-UIを使用して PRIMEQUEST 1000シリーズに接続できない
・ 原因 1：有効な IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイを設定していますか。
対処：『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』(C122-E107) の「3.3.3  本番運用の接続環
境設定」を参照して、正しく設定してください。

・ 原因 2：MMBコンソール用 PCからMMBの USERポートまでのネットワークに異常はありませ
んか。

対処：故障しているネットワーク機器、または LANケーブルを交換してください。
・ 原因 3：MMBの内部のネットワーク (内部ハブなど) に障害が生じている可能性があります。
対処：以下の手順により、Active MMB を切り替えてください。

1. Standby MMBに telnet/ssh経由でログインします。
2. set active_mmbコマンドで Active MMBを切り替えます。set active_mmbコマンドについて
は、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「2.2.11
 set active_mmb」を参照してください。

 
■MMBの画面が表示されない
・ 原因 1：MMB の LAN ポートが有効になっていますか。
対処：LAN ポートを有効にしてください。

・ 原因 2：MMB コンソール用 PC がMMB の USER ポートに正しく接続されていますか。
対処：正しく接続しなおしてください。

・ 原因 3：ブラウザのバージョンを確認してください。
対処：MMB がサポートするブラウザは以下です。
・ Microsoft Internet Explorer バージョン 6 (Service Pack 1) 以降
・ Mozilla FireFox バージョン 3以降

・ 原因 4：ブラウザの JavaScriptの設定が有効になっているか確認してください。
対処：MMB Web-UIは JavaScriptを使用します。ブラウザの JavaScript の設定を有効にしてくだ
さい。

 
 

11.2.9  PSAに関するトラブル
PSAに障害が発生した場合、下記の方法により PSAの調査情報を収集することができます。
 
備考

PSAは、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lのみ提供しています。
 
■Linuxの場合
システム情報採取ツール (fjsnap) によりシステム情報とともに PSAの調査情報を収集することができ
ます。

fjsnapの使用方法について詳しくは、『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux5 編
(SupportDesk サービスご契約者様向け)』(J2UL-1206) または『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat
Enterprise Linux 6 編 (SupportDesk サービスご契約者様向け)』(J2UL-1336) を参照してください。
なお、サポートデスクなどからの指示で、PSAのみの調査情報を収集する場合は、PSA調査資料収集
コマンド (getopsa) を使用します。getopsaの使用方法について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリー
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ズ  運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「4.4  PSA調査資料収集コマンド (getopsa)」を参照し
てください。

 
■Windowsの場合
ソフトウェアサポートガイドによりシステム情報とともに PSA の調査情報を収集することができます。
使用方法など詳細は、ソフトウェアサポートガイドのマニュアルを参照してください。

なお、サポートなどの指示によって、PSAのみの調査情報を収集する場合は、PSA 調査資料収集コマ
ンド (getopsa) を使用します。getopsaの使用方法について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運
用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「4.4  PSA調査資料収集コマンド (getopsa) 」を参照してく
ださい。

 
■ VMware の場合

PSA 調査資料収集コマンド（getopsa）により、PSA の調査情報を収集できます。また、vm-support コ
マンドにより、OS の調査情報を収集できます。
getopsa の使用方法について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』
(C122-E110）の「4.4  PSA調査資料収集コマンド (getopsa)」を参照してください。
vm-support コマンドは、root 権限で下記のコマンドを実施してください。
<実施例>

# vm-support

 
備考

VMware ではコアファイルは /var/core 配下に出力され、自動では削除されません。
vm-support コマンド実行後、適宜コアファイルを削除することをお勧めします。
 
 

11.2.10  SVmcoに関するトラブル
SVmcoに障害が発生した場合、下記の方法により SVmcoの調査情報を収集することができます。
 
備考

SVmcoは、PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2で提供しています。
 
Primecollect (SVS用ハードウェア・ソフトウェア情報収集コマンド) によりシステム情報とともに SVmco
の調査情報を収集することができます。

Primecollectの使用方法について詳しくは、『ServerView Suite PrimeCollect』を参照してください。なお、
サポートデスクなどからの指示で、SVmcoのみの調査情報を収集する場合は、SVmco調査資料収集コ
マンド (getosvmco) を使用します。
getosvmco の使用方法について詳しくは、以下の URLの『PRIMEQUEST 1000 シリーズ ServerView
Mission Critical Optionユーザマニュアル』の「3.4 SVmco 調査資料収集コマンド(getosvmco)」を参照し
てください。

 http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/catalog/manual/svs/
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11.2.11  パーティション操作時のトラブル
■パーティションの [Power Off]、[Reset]、[Force Power Off]、OSからのシャットダウンを
したとき、MMB Web-UI のインフォメーション領域の Status が「Error」となった。また、
MMB Web-UI で各コンポーネントの状態を表示すると Part Number、Serial Number が
「Read Error」となっている。
・ 原因：ハードウェアが故障している可能性があります。

対処：担当営業員または修理相談窓口に連絡してください。障害が復旧するまでの間、パーティ

ションの [Reset]、[Force Power Off] をしないでください。連絡するときには、本体装置に貼付の
ラベルで、記載の型名および製造番号を確認し、伝えてください。

 
■Power On開始から Reset処理実行までの Power On中 (sadump採取後の Power On含
む) に別のパーティションがスケジュール運転で Power Onされた場合、先に Power Onし
たパーティションの Bootが完了しない現象が発生する可能性がある。
・ 原因：MMBファームウェアの制限により発生しています。
対処：問題発生したパーティションを [Force Power Off] し、再度 [Power On] を行ってください。
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11.3  トラブル対応時の注意点
ここでは、トラブル対応時の注意点を示します。

 
・ PRIMEQUEST 1000シリーズでは、装置スタンバイ時に ACコンセントをすべて抜いた場合、シ
ステムイベントログに「AC Lost」(Severity：Info) というログが残ります。これは異常や故障では
ありません。正常動作になります。

以下にメッセージの表示例を示します。

 
(項目) : Severity Unit Source EventID Description
--------- : --------------------------------------------------------------
(表示) : Info PSU#*** ******** Power Supply input lost during the chassis power off
 

・ PRIMEQUEST 1400S2Lite/1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2において、ファームウェア版数
SB12011以降で SR-IOVを Disabledに設定している場合、またはファームウェア版数 SB11121以
前の場合は、RHEL5.6起動時に以下のメッセージが dmesgに記録されます。これは異常や故障で
はありません。本装置が仮想化支援機構の 1つである SR-IOVをサポートしないために記録され
るものです。

以下に dmesgの記録例を示します。
 
PCI: Failed to allocate mem resource #**:*****@******** for ****:**:**.*
--------------------------------------------------------------------------------
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11.4  保守用データの採取
システムの異常事態には、パーティションが異常停止した場合と、パーティションは停止していない

がハングアップしている場合があります。いずれの場合も、異常事態の原因を特定するために調査用

データを採取する必要があります。

PRIMEQUEST 1000シリーズの運用を開始する前に、メモリダンプの設定を行ってください。富士通は、
これらの情報をもとにシステムの異常原因を特定し、早急に問題を解決します。なお、調査のために

は別途サポートデスク契約が必要になります。

 

表 11.7 システムの異常事態とメモリダンプの採取

システムの状態 メモリダンプの採取 参照先

パーティションが異常停止した すでに当該パーティションのメ

モリダンプが採取された状態に

なっている

「11.4.3 調査情報の収集
(Windows)」
「11.4.4 ダンプ環境の設定
(Windows)」

パーティションは停止していな

いがハングアップしている

sadumpでメモリダンプを採取す
る

「11.4.6 sadump」

 
 

11.4.1  MMBで採取できるログ
PRIMEQUEST 1000シリーズでは、MMB Web-UIでシステム内に発生したイベントを採取することが
できます。

システムイベントログ (SEL) には 32,000件のイベントを保管することができます。システムイベント
ログのエントリーがいっぱいになった場合、最も古いイベントログが削除されて、新たに発生したイ

ベントログがシステムイベントログに保管されます。

[System Event Log] 画面では、画面に表示するイベントの特定や、SELに格納されているイベントデー
タのダウンロード、および SELに格納されているすべてのイベントのクリアができます。
システムイベントログに対する操作を以下に示します。

 
■イベントログの確認

操作手順

1. [System] - [System Event Log] をクリックします。
→ [System Event Log] 画面が表示されます。
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図 11.15 [System Event Log] 画面
 

2. 内容を確認します。
SELに格納されているイベントデータをダウンロードする場合は、[Download] ボタンを、画面に
表示するイベントを特定する場合は、[Filter] ボタンをクリックします。
[Detail] ボタンをクリックすると、ボタンに対応するイベントの詳細画面が表示されます。これ
らの設定を取り消し、前に戻す場合は、[Cancel] ボタンをクリックします。
 
注意

SELに格納されているすべてのイベントのクリアは、担当保守員に確認してから操作してくださ
い。

 
備考

・ 運用中に異常が起きたときに、E-Mailで通知できます。通知するかどうかの設定や、通知する場
合のエラーの段階、通知先の設定については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリ
ファレンス』(C122-E110) の「1.5.11  [Alarm E-Mail] 画面」を参照してください。

・ [System Event Log] 画面の表示項目の説明は、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリ
ファレンス』(C122-E110) の「1.2.2  [System Event Log] 画面」を参照してください。

 
■SEL に保管されているイベントデータのダウンロード

SEL に保管されているイベント情報は、当社技術員がシステムの状態を解析するために必要になりま
す。

イベント情報をダウンロードし、担当保守員へ提出をお願いすることがあります。

 
操作手順

1. [System Event Log] 画面の [Download] ボタンをクリックします。
→格納ファイル・パス名指定のダイアログボックスが表示されます。
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2. パス名を入力します。
→SELに格納されているイベントデータが、Web-UI画面が表示されている PC 上にダウンロード
されます。

 
■表示するイベントの特定

操作手順

1. [System Event Log] 画面の [Filter] ボタンをクリックします。
→ [System Event Log Filtering Condition] 画面が表示されます。

図 11.16 [System Event Log Filtering Condition] 画面
 

2. 特定する条件を指定し、[Apply] ボタンをクリックします。
→ [System Event Log] 画面に戻ります。特定した条件に合致するイベントだけが表示されます。
[Cancel] ボタンをクリックした場合は、指定した選択を取り消し、[System Event Log] 画面に戻り
ます。

[Default Setting] ボタンをクリックした場合は、全項目の選択していた条件をクリアして、初期値
に戻します。

 

表 11.8 [System Event Log Filtering Condition] 画面の表示・設定項目

項目 説明

Severity 表示する重大度を以下のチェックボックスから選択する。複数選択可。

・ Error
・ Warning
・ Info
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項目 説明

初期値ではすべてチェックされている。

Partition 表示するパーティションを選択する。

ラジオボタンで [All] か [Specified] を選択する。
[All] を選択した場合は、パーティションによるフィルタリングをしな
い。この場合、[Specified] の各パーティションのチェックボックスはグ
レーアウトし、選択できない。

[Specified] を選択した場合、各パーティションを選択するチェックボッ
クスが選択可能となる。

[All]、[Specified] を切り替えても、[Specified] 側のチェックボックスの
選択データは保持する。

Partition Operatorの場合、[All] はグレーアウトし、選択できない。また
パーティションのフィルタリングは管理対象のパーティションのみ選

択可能となる。

初期値は以下のとおり。

・ Partition Operatorでない場合、[All] ラジオボタン。
・ Partition Operatorの場合、[Specified] ラジオボタンと管理対
象のパーティション。

Source 表示する対象ソースを選択する。

ラジオボタンで [All] か [Specified] かを選択する。
[All] を選択した場合は、ソースによるフィルタリングをしない。
[Specified] を選択した場合、ソース単位のフィルタリングが設定可能と
なる。イベントを表示するソースをチェックボックスで選択する。

[All]、[Specified] を切り替えても、[Specified] 側のチェックボックスの
選択データは保持する。

初期値は [All]。

Unit 表示する対象ユニットを選択する。

ラジオボタンで [All] か [Specified] かを選択する。
[All] を選択した場合は、ユニットによるフィルタリングをしない。
[Specified] を選択した場合、ユニット単位のフィルタリングが設定可能
となる。イベントを表示するユニットをチェックボックスで選択する。

[All]、[Specified] を切り替えても、[Specified] 側のチェックボックスの
選択データは保持される。

初期値は [All]。

Sort by Date/Time 新しい順で表示するか、古い順で表示するかをラジオボタンで選択す
る。

初期値は「新しい順」。

Start Date/Time ラジオボタンで最初のイベントにするか、時間を指定するかを選択す

る。時間を選択した場合、開始時間を入力することができる。

[First Event]、[Specified Time] を切り替えても、[Specified Time] 側の時
間データは保持される。

初期値は「最初のイベント」。

[Specified Time] の初期値は「2009/01/01 00:00:00」。
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項目 説明

End Date/Time ラジオボタンで最後のイベントにするか、時間を指定するかを選択す

る。時間を選択した場合、最終時間を入力することができる。

[Last Event]、[Specified Time] を切り替えても、[Specified Time] 側の時
間データは保持される。

初期値は「最後のイベント」。

[Specified Time] の初期値は「2009/01/01 00:00:00」

Number of events
to display

表示するログの数を指定する。

分母部分は、ログされているイベントの総数を表示する。

指定最大値は 3000で、初期値は 100件。

 
 
■イベントの詳細表示

操作手順

1. 詳細を表示するイベントの [Detail] ボタンをクリックします。
→ [System Event Log (Detail)] 画面が表示されます。

図 11.17 [System Event Log (Detail)] 画面
 

2. 対応する操作ボタンをクリックします。
[Back] ボタン：[System Event Log] 画面に戻ります。
[Prev] ボタン：[System Event Log] 画面の表示順で、1つ前のイベントの詳細情報が表示されます。
実際の SEL内のイベント順ではなく、[System Event Log] 画面で表示されているイベントのみが
対象です。

[Next] ボタン：[System Event Log] 画面の表示順で、次のイベントの詳細情報が表示されます。
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表 11.9 [System Event Log (Detail)] 画面の表示・設定項目

項目 説明

Severity イベント、エラーの重大度が表示される。

・Error：ハードウェア故障などの重大な問題
・Warning：必ずしも重大ではないが、将来問題になりそうなイベント
・Info：パーティションの電源オンなど、情報としてのイベント

Date/Time イベント、エラーが発生した時間がローカルタイムで表示される。

フォーマット：YYYY-MM-DD HH:MM:SS

Source イベント、エラーが発生したセンサーの名前が表示される。

Unit イベント、エラーが発生したセンサーを所有するユニットが表示され

る。

たとえば、SB#0の CPU#0でエラーが発生した場合は、[SB#0] と表示
される。

ユニットの特定は、センサーのイベント IDから本センサーを保有する
FRUを検索し、Entity Association Recordから親エントリーを検索する。
親エントリーの FRU Record内に記述されている Board/Unit Nameを表
示する。

各ユニット情報の画面 (各ユニットのパーツ番号、シリアル番号が参照
できる画面) へのリンクがある。

Event ID イベントの内容を識別するための ID (16進で 8桁表示) 。
Event ID の割り当てについて詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ
 メッセージリファレンス』(C122-E111) の「第 2章  MMB のメッセー
ジ」を参照。

Description イベント、エラーの内容が表示される。

また、Event Dataに Trig Offset以外が記されているセンサーは、Event
Dataを表示する。たとえば、R、Tと記されているセンサーについては、
イベント発生時の Reading Value、Threshold Valueを表示する。
ただし、ボードの抜差しに関するイベントについては、ボードのパー

ツ番号、シリアル番号が表示される。

Part# SELに格納されている Part#を表示する。
格納されていない場合は「－」を表示する。

Serial# イベントを生成したコンポーネントのシリアル番号が表示される。

Event Data [Event Data] の 16 進表示。

 
 

11.4.2  PSAで採取できるログ
PSAではエージェントログを採取することができます。エージェントログとは、PSA が実行した各種
アクション (ログ出力、REMCS送信、SNMPトラップ送信など) の履歴を残したものです。MMB Web-
UIの [Agent Log] 画面を示します。
 
備考
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PSAは、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lのみ提供されています。
 

図 11.18 [Agent Log] 画面
 
エージェントログは、最大 5,000件がバイナリファイル形式で保管されます。最大件数まで保存される
と、古いものから順に上書きされます。採取したエージェントログはWeb-UIからダウンロードできま
す。

 
エージェントログに対する操作を以下に示します。

 
■エージェントログをダウンロードする場合

1. [Download] ボタンをクリックします。
→ [ファイルのダウンロード] 画面が表示されます。
 

2. [ファイルのダウンロード] 画面で [保存] ボタンをクリックします。
→ [名前を付けて保存] 画面が表示されます。
 

3. [名前を付けて保存] 画面でファイル名を指定し、ファイルの種類を CSV ファイル (拡張子.csv) に
して、[保存] ボタンをクリックします。
→指定した場所に CSVファイルがダウンロードされ、[ダウンロードの完了] 画面が表示されま
す。

 
4. [ダウンロードの完了] 画面で [閉じる] ボタンをクリックします。
→ [Agent Log] 画面に戻ります。

 
■フィルタ条件を指定して抽出表示する場合

1. [Filter] ボタンをクリックします。
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→ [Agent Log Filtering Condition] 画面が表示されます。
 

2. 条件設定を進める場合、[Agent Log Filtering Condition] 画面で条件を指定して [Apply] ボタンをク
リックします。

→条件が設定され、[Agent Log] 画面に戻ります。
 
Web-UI操作について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』(C122-
E110) を参照してください。
 

11.4.3  調査情報の収集 (Windows)
Windowsでトラブルが発生した場合、正確な調査を迅速にするためにはそれぞれの状況に応じた資料
が必要になります。ここでは、調査に必要とされる頻度の高い資料とその採取方法について説明しま

す。

なお、調査のためには別途サポートデスク契約が必要になります。

 
■ソフトウェアサポートガイド／DSNAP
ソフトウェアサポートガイド (SSG) および DSNAP は、ソフトウェアトラブル調査のさいに必要となる
情報採取を確実に実施するサポートツールです。お客様のシステムに問題が発生したさいに、当社技

術員がお客様のシステム構成 (導入しているソフトウェアの一覧や、OSの設定状況、イベントログな
ど、そのシステムがどのように構成・運用されているか) を正確に把握し、調査を円滑に進めるために
使用します。

ソフトウェアサポートガイド および DSNAPは、管理者コマンドプロンプトより実行します。
利用方法については、下記を確認してください。

DSNAP：[OSインストールドライブ]:¥DSNAP の README_JP.TXT ファイル
SSG(QSS収集ツール)：ソフトウェアサポートガイドのヘルプ
 
■メモリダンプ

メモリダンプは、問題発生時のメモリの内容をそのままファイルに書き出したものです。以下のよう

な現象が発生している場合に、メモリダンプは非常に有用な情報になります。

・ デスクトップ画面がフリーズした場合

システム運用中にWindows 全体のハングアップ (デスクトップ画面のフリーズ、マウスやキー
ボードが操作できないなど) が発生した場合

・ マウス／キーボードの応答が極端に悪い場合

システム運用中にパフォーマンスが極端に低下し、マウスやキーボードの反応が悪いといった状

態が続く場合

 
メモリダンプファイルの設定方法について詳しくは、「11.4.4 ダンプ環境の設定 (Windows)」を参照し
てください。

ダンプを取得するには、MMB Web-UIの [Partition]-[Power Control] 画面で目的のパーティションに対し
て [NMI] を指定します。
 
備考

・ メモリダンプの強制採取は、サーバ運用の停止をともないます。

・ 環境によってはダンプ採取完了までに時間がかかる場合があります。
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11.4.4  ダンプ環境の設定 (Windows)
Windowsでは OS標準機能でダンプを行うことができます。ダンプを実行するためには事前にディス
ク領域を確保しておく必要があります。

ここではWindows でダンプを実行するための環境の設定について説明します。システム障害発生後の
システム復旧のために、運用を開始する前に以下の項目を参照の上、設定してください。

 
■メモリダンプ／ページングファイルについて

ここではメモリダンプ／ページングファイルについて説明します。

メモリダンプファイルは、システムで STOPエラー (致命的なシステムエラー) が発生した場合にデバッ
グ情報が保存されるファイルです。メモリダンプ取得のための設定は、運用に使用する OSやアプリ
ケーションをインストールした後で実施します。

 
■メモリダンプで取得できる情報の違い

PRIMEQUEST 1000シリーズで設定可能なメモリダンプは以下の 4種類です。それぞれ取得できる情報
が異なります。

・ 完全メモリダンプ

システムが停止したときの物理メモリの内容をすべて記録します。ブートボリュームに物理メモ

リのサイズ＋ 1MB 程度の空き容量が必要です。保存できるダンプは 1回分のみです。指定した
保存先にすでにダンプファイルが存在した場合、上書きします。

・ カーネルメモリダンプ

カーネルメモリ空間のみの情報が記録されます。目安として、ブートボリュームに 150MB～ 2GB
のダンプファイルが作成されます。サイズは使用状況によって変動します。保存できるダンプは

1回分のみです。指定した保存先にすでにダンプファイルが存在した場合、上書きします。
・ 最小メモリダンプ

問題の識別に役立つ最小限の情報が記録されます。64KBまたは 128KBの空き容量が必要です。
このオプションを指定した場合、システムが予期せず停止するごとに、新しいファイルを作成し

ます。

・ 自動メモリダンプ

Windows Server 2012から選択可能となったダンプです。Windows Server 2012ではデフォルトで
「自動メモリダンプ」設定となっています。従来のカーネルメモリダンプと同等の情報を記録し

ます。カーネルメモリダンプとの違いは以下のとおりです。

・ ページングファイルサイズの初期値が小さく設定される。

・ カーネル空間の情報をすべて記録できなかった場合、次回起動時にページファイルサイズ

が自動で拡張される。ただし、カーネル空間の情報をすべて記録できなかった場合のメモ

リダンプ取得は失敗する可能性がある。

 

表 11.10 メモリダンプの種類とサイズ

メモリダンプの種類 メモリダンプファイルサイズ

完全メモリダンプ 物理メモリサイズ+1MB (*1) 上書き (*2)

カーネルメモリダンプ OS稼動時のメモリ空間に依存 (150MB～ 2GB
程度)

上書き (*2)

最小メモリダンプ 64KBまたは 128KB 新規ファイル作成
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メモリダンプの種類 メモリダンプファイルサイズ

自動メモリダンプ OS稼動時のメモリ空間に依存 (150MB～ 2GB
程度)

上書き (*2)

*1： Memory Mirror機能利用時は、搭載している物理メモリサイズの半分のサイズとなります。

*2： 標準設定では、既存のファイルを上書きします。設定により、ダンプファイルを上書きし

ないよう変更することができます。ただし、この場合「最小メモリダンプ」とは違い新規

にファイルは作成されないため、注意してください。

 
注意

・ メモリダンプを取得する前に、ハードディスクの空き容量が十分あるかを確認してください。

・ 下記を考慮してシステム運用に最適な設定を選択してください。

・ カーネルメモリダンプではユーザーモードの情報がないため、トラブルの原因を特定でき

ない場合があります。

・ 完全メモリダンプは、ダンプを作成するために要する時間が搭載メモリのサイズに比例し

て長くなり、結果として業務を再開するまでの停止時間が長くなります。また、ダンプファ

イルを保存するために、ディスク容量も多く必要となります。

・ 内蔵ディスクブートおよび SAN (FC) ブートの場合、iSCSI接続先にはダンプファイルを格
納できません。

 
■メモリダンプの設定方法

ここでは、メモリダンプの設定方法を説明します。

 
＜Windows Server 2003/ 2003 R2/2008/2008 R2の場合＞
●完全メモリダンプの設定

完全メモリダンプは、システムのダンプ設定画面からは設定できません。以下のレジストリの値を変

更すると、設定可能になります。

 
 HKEY_LOCAL_MACHINE¥System¥CurrentControlSet¥Control¥CrashControl
 "CrashDumpEnabled" (種類：REG_DWORD、データ：0x1)
 
設定後、システムを再起動してください。ダンプファイルの保存パスおよび上書きの設定は、以下の

「●カーネルメモリダンプ／最小メモリダンプの設定」を参照してください。

 
●カーネルメモリダンプ／最小メモリダンプの設定

以下の手順に従って、メモリダンプファイルを設定します。

 
1. 管理者権限でサーバにログオンします。

 
2. メモリダンプファイルを格納するドライブの空き容量を確認します。

 
3. [コントロールパネル] - [システム] の順にクリックします。
→ [システムのプロパティ] ダイアログボックスが表示されます。
 

4.  [詳細設定] タブをクリックし、[起動と回復] の [設定] をクリックします。
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→ [起動と回復] ダイアログボックスが表示されます。

図 11.19 [起動と回復] ダイアログボックス
 

5. 以下を設定します。
 [デバッグ情報の書き込み] で、メモリダンプファイルの種類を選択します。
・ カーネルメモリダンプ (推奨)
カーネルメモリだけがメモリダンプファイルに記録されます。

[ダンプ ファイル] に、メモリダンプファイルを保存するディレクトリをフルパスで指定し
ます。カーネルメモリダンプの場合、[既存のファイルに上書きする] チェックボックスを
オンにすると、デバッグ情報が毎回指定したファイルに上書きされます。

・ 最小メモリダンプ (64KBまたは 128KB)
最小限の情報がメモリダンプファイルに記録されます。

[最小ダンプディレクトリ] に、最小ダンプを保存するディレクトリをフルパスで指定しま
す。

致命的なエラーが発生するたびに、[最小ダンプディレクトリ] に設定したディレクトリに
新しいファイルを作成します。

 
6. [OK] ボタンをクリックし、[起動／回復] ダイアログボックスを終了します。

 
7. [OK] ボタンをクリックし、[システムのプロパティ] ダイアログボックスを終了します。

 
8. パーティションを再起動します。
→パーティション再起動後、設定が有効になります。
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＜Windows Server 2012の場合＞
以下の手順に従って、メモリダンプファイルを設定します。

1. 管理者権限でサーバにログオンします。
 

2. メモリダンプファイルを格納するドライブの空き容量を確認します。
 

3. [コントロールパネル] - [システムとセキュリティ] - [システム] - [システムの詳細設定] の順にク
リックします。

 
4. [詳細設定] タブの[起動と回復] の [設定] をクリックします。
→ [起動と回復] ダイアログボックスが表示されます。

図 11.20 [起動と回復] ダイアログボックス
 

5. 以下を設定します。
[デバッグ情報の書き込み] でメモリダンプファイルの種類を選択し、[ダンプファイル]でダンプ
ファイルの格納先を設定します。
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6. [OK] ボタンをクリックし、[起動／回復] ダイアログボックスを終了します。
 

7. [OK] ボタンをクリックし、[システムのプロパティ] ダイアログボックスを終了します。
 

8. パーティションを再起動します。
→パーティション再起動後、設定が有効になります。以下を設定します。

 
■メモリダンプ設定の確認

事前にダンプを取得し、正常にダンプが作成されることを確認してください。また、この操作によっ

て実際にダンプが出力されるまでの時間や再起動にかかる時間などを測定し、業務再開までの時間を

見積もり、必要に応じて取得するダンプの種類を再検討してください。

ダンプを取得するには、MMB Web-UI の [Partition] - [Power Control] で、目的のパーティションに対し
て「NMI」を指定します。
手順について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の
「第 1章  MMBのWeb-UI (ウェブインターフェース) 操作」を参照してください。

 
■ページングファイルの設定

＜Windows Server 2003/ 2003 R2/2008/2008 R2の場合＞
以下の手順に従って、ページングファイルを設定します。

 
1. 管理者権限でサーバにログオンします。

 
2. [コントロールパネル] - [システム] の順にクリックします。
→ [システムのプロパティ] ダイアログボックスが表示されます。
 

3. [詳細設定] タブをクリックし、[パフォーマンス] の [設定] をクリックします。
→ [パフォーマンスオプション] ダイアログボックスが表示されます。
 

4. [詳細設定] タブをクリックします。
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図 11.21 [詳細設定] ダイアログボックス
 

5. [仮想メモリ] の [変更] をクリックします。
→ [仮想メモリ] ダイアログボックスが表示されます。
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図 11.22 [仮想メモリ] ダイアログボックス
6. ページングファイルを作成するドライブを指定します。

[ドライブ] でシステムがインストールされているドライブを選択します。
選択したドライブが [選択したドライブのページングファイルサイズ] の [ドライブ] に表示されま
す。

 
7. [カスタム サイズ] を指定し、[初期サイズ] に値を入力します。
正常にメモリダンプを取得するには、搭載メモリ＋ 1MB以上のサイズを指定する必要がありま
す。搭載メモリの 1.5倍程度のサイズを推奨します。
 

8.  [最大サイズ] に値を入力します。
[初期サイズ] と同じサイズか、またはより大きい値を指定します。[初期サイズ] と同じサイズを
推奨します。

 
9. 設定を保存します。

[選択したドライブのページングファイルサイズ] の [設定] をクリックします。
設定が保存され、[ドライブ] の [ページングファイルのサイズ] に設定した値が表示されます。
 

10. [OK] ボタンをクリックし、[仮想メモリ] ダイアログボックスを閉じます。
 

11. [OK] ボタンをクリックし、[パフォーマンスオプション] ダイアログボックスを閉じます。
 

12. [OK] ボタンをクリックし、[システムのプロパティ] ダイアログボックスを閉じます。
 

13. パーティションを再起動します。
→パーティション再起動後、設定が有効になります。
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注意

Windows Server 2003またはWindows Server 2003 R2の場合、ページングファイルがシステムパーティ
ション (通常は Cドライブ) 以外に設定されていると、STOPエラーなどが発生したときに、ダンプファ
イルが生成されません。ページングファイルの移動は、サポートデスクからの指示がない限りしない

でください。

 
 ＜Windows Server 2012の場合＞
以下の手順に従って、ページングファイルを設定します。

 
1. 管理者権限でサーバにログオンします。

 
2. [コントロールパネル] - [システムとセキュリティ] - [システム] - [システムの詳細設定] の順にク
リックします。

 
3. [詳細設定] タブの[パフォーマンス] の [設定] をクリックします。
→ [パフォーマンスオプション] ダイアログボックスが表示されます。
 

4. [詳細設定] タブをクリックします。
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図 11.23 [詳細設定] ダイアログボックス
 

5. [仮想メモリ] の [変更] をクリックします。
→ [仮想メモリ] ダイアログボックスが表示されます。
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図 11.24 [仮想メモリ] ダイアログボックス
 

6. [すべてのドライブのページングファイルのサイズを自動的に管理する] のチェックをオフにしま
す。[ドライブ] でページングファイルを作成するドライブを指定します。
選択したドライブが [選択したドライブのページングファイルサイズ] の [ドライブ] に表示されま
す。

 
注意

・ 内蔵ディスクブートおよび SAN (FC) ブートの場合、iSCSI接続先にはダンプファイルおよ
びページングファイルを格納できません。

・ ファイルシステムが ReFSのボリュームにはページングファイルを格納できません。
 

7. [カスタム サイズ] を指定し、[初期サイズ] に値を入力します。
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正常にメモリダンプを取得するには、搭載メモリ＋ 1MB以上のサイズを指定する必要がありま
す。搭載メモリの 1.5倍程度のサイズを推奨します。
 
注意

自動メモリダンプを選択して、ページングファイルのサイズを小さくするには下記のどちらかの

設定が必要となります。

・ [すべてのドライブのページングファイルのサイズを自動的に管理する] のチェックをオン
にする

・ [システム管理サイズ] を選択する
 

8. [最大サイズ] に値を入力します。
[初期サイズ] と同じサイズか、またはより大きい値を指定します。[初期サイズ] と同じサイズを
推奨します。

 
9. 設定を保存します。

[選択したドライブのページングファイルサイズ] の [設定] をクリックします。
設定が保存され、[ドライブ] の [ページングファイルのサイズ] に設定した値が表示されます。
 

10. [OK] ボタンをクリックし、[仮想メモリ] ダイアログボックスを閉じます。
[変更結果はコンピュータを再起動しなければ有効になりません。] とメッセージが表示されます。
[OK] ボタンをクリックし、メッセージボックスを閉じます。
 

11. [OK] ボタンをクリックし、[パフォーマンスオプション] ダイアログボックスを閉じます。
 

12. [OK] ボタンをクリックし、[システムのプロパティ] ダイアログボックスを閉じます。
 

13. パーティションを再起動します。
→パーティション再起動後、設定が有効になります。

 

11.4.5  調査情報の収集 (RHEL)
RHELでトラブルが発生した場合、正確な調査を迅速にするためにはそれぞれの状況に応じた資料が
必要になります。ダンプ環境の設定については、『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux5
編 (SupportDesk サービスご契約者様向け)』(J2UL-1206) または『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat
Enterprise Linux 6 編 (SupportDesk サービスご契約者様向け)』(J2UL-1336) を参照してください。なお、
調査のためには別途サポートデスク契約が必要になります。

 
 

11.4.6  sadump
パーティション異常の場合には、「11.4.5 調査情報の収集 (RHEL)」で説明したように、それぞれの状況
に応じた資料として各 OSのメモリダンプを調査用のデータとして採取します。しかし、このメモリダ
ンプの採取に失敗するときがあります。また、パーティションの状態は [OS running] で、異常を認識で
きない場合も多くあります。このような場合、PRIMEQUEST 1000シリーズでは、調査用のデータを確
実に採取するため、sadumpによりメモリダンプを採取します。
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以下に、OSのハングアップなどで、システムが動作しない状況での、sadumpによるメモリダンプ採
取手順を説明します。

 
1. MMB Web UIで [Partition] - [Power Control] を選択します。
→ [Power Control] 画面が表示されます。
 

2. この画面で [sadump] を選択し、[Apply] ボタンをクリックします。
→sadumpによるメモリダンプ採取が開始されます。
パーティションの状態が [Dumping] に遷移します。
メモリダンプ採取中は、コンソール上に以下のような画面が表示されます。

ACPI(PNP0A03,0)/PCI(7,0)/ACPI(PNP0F03,0):
#########################                              [xx.x%]

 
 メモリダンプの採取が完了すると、以下のいずれかの状態になります。
・ 自動的にシステム再起動が開始される。

・ パーティションの状態が [Halt] に遷移し、システムも Halt状態になります。
この場合、手動でシステムを resetして、システムを再起動します。
採取が完了すると、コンソールには以下のような画面が表示されます。

ACPI(PNP0A03,0)/PCI(7,0)/ACPI(PNP0F03,0):
                                                        [100.0%]
Dumping Complete. Waiting for reboot...

 
採取したメモリダンプは、各 OSの運用に従って、可搬状態にしてサポート部門に搬送します。この運
用については、各 OSのマニュアルを参照してください。
ここでは手動採取による sadumpの運用を説明しましたが、OSによっては自動的に sadumpによるダン
プ採取が開始される場合があります。この運用についても各 OSのマニュアルを参照してください。
 
注意

ダンプデバイスを冗長化している状態で、1本目のディスクに異常が発生した場合、代替する 2本目の
ディスクにダンプ出力されます。ただし、１本目のディスクにダンプ採取している間にデバイスの異

常を検知すると、ダンプ採取は異常終了します。
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11.5  ログ情報の設定と確認
システムに異常が発生した場合などの、ログ情報の設定と確認方法について説明します。

 
 

11.5.1  ログ情報一覧
ここでは、採取できるログ・情報の種類を示します。

 
・ 採取できるログ・情報

1. システムイベントログ (System Event Log)
2. シスログ／イベントログ (Syslog/Event Log)
3. エージェントログ (Agent Log) (PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lのみ可能)
4. パーティションイベントログ (Partition Event Log)
5. ハードウェアエラーログ
6. BIOSエラーログ
7. パーティション電源制御要因情報
8. ネットワーク関連の設定・ログ情報
9. NTPクライアントのログ情報

10. REMCSの設定・ログ情報
11. 操作ログ情報
12. 物理インベントリー情報 (PCIボックスも含む)
13. システム／パーティション構成、設定情報
14. システム／パーティション構成ファイル
15. 筐体内のセンサー定義情報
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11.6  ファームウェアアップデートについて
PRIMEQUEST 1000シリーズは、BIOS、BMC、MMBのファームウェアで構成されています。
ファームウェアの管理は、それぞれの版数を統合した一式としての総合版数で行います。

ファームウェアアップデートは、MMBから一括アップデート (全ファームウェアをシステム内のすべ
ての格納箇所に一度に適用する) で実施します。
 
ファームウェアのアップデート方法について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツール
リファレンス』(C122-E110) の「1.6.1  [Firmware Update] メニュー」を参照してください。
 
 

11.6.1  ファームウェアアップデートの留意事項
MMBあるいは SBが故障している場合は、ファームアップデートの前に保守を行ってください。故障
した MMBあるいは SBが構成内に存在するときには、ファームアップデートを実施しないでください。

PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル
第 11章 異常通知、保守 (内容、方法、および手順)

312 C122-E108-10



付録 A  PRIMEQUEST 1000シリーズが提
供する機能一覧

 
本付録では、PRIMEQUEST 1000シリーズが提供する機能の一
覧、および管理系ネットワーク仕様の一覧を記載します。
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A.1  機能一覧
PRIMEQUEST 1000シリーズが提供する機能の一覧を以下に示します。
 

表 A.1 機能一覧

機能／操作 小項目 説明

操作機能

ユーザー操作 ユーザー操作設定 ユーザーアカウントごとの操作権限設定

LDAPによる二重化MMB間アカウント同期

GUI Webユーザーインターフェース

CLI MMBコマンドラインインターフェース

PSA/SVSコマンドラインインターフェース

外部インター

フェース

KVM (ローカル) (*) ローカル VGA、USB (担当保守員のみが使用)

DVD 内蔵 DVDのパーティション間切り替え

リモートコンソー

ル

テキストコンソールリダイ

レクション
シリアルコンソール over   LAN

ビデオリダイレクション 管理 LAN接続 PCをグラフィカルコンソールとする機
能

リモートストレージ 管理 LAN接続 PCのドライブなどをパーティション側
のドライブとする機能

UEFI UEFIインターフェース UEFIシェル

ブートマネージャ

運用機能

システム構築 管理 LAN設定 MMB管理 LAN設定

Maintenance LAN (REMCS/CEポート) 設定

PSA - MMB間ネットワーク設定

操作権限・範囲設定 ユーザーアカウント管理

パーティション構築 パーティション作成・編集・削除

CPU/DIMM構成チェック

Mirror Mode Memory Mirror Mode (パーティションごと)

PCIボックス制御 PCIボックスの管理、パーティションへの割り当て

仮想化 PSA- MMB間 LAN ICHのMACアドレス固定化

システム運転・電

源制御

起動 Web-UI/CLI/Wake On LANによる電源投入

停止 Web-UI/CLI/OSからのシャットダウン、強制電源断

再起動 Web-UI/OSからのリブート、パーティションリセット

復電処理 AC Lostから復電したときの電源投入制御

PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル
付録 A PRIMEQUEST 1000シリーズが提供する機能一覧

314 C122-E108-10



機能／操作 小項目 説明

ブートコントロール Web-UIでのブートデバイス選択

ブート時の診断モード選択

UEFIブートマネージャのブートデバイス選択、ブート
オプション設定

スケジュール運転 日時指定の自動電源投入・電源切断

Wake On LAN ネットワーク経由での電源投入

自動復旧・リカバ

リー

縮退運転 CPU、DIMM、SBなどの自動縮退運転

Reserved SB 障害 SBから Reserved SBへの SB自動切り替え

ASR 障害発生時のパーティション自動再起動

継続運転 継続運転 二重化MMB間での処理引き継ぎ

MMB、BMCリセットによる回復とパーティション継続
運転

エコロジー運転 消費電力管理 筐体消費電力の監視、上位ソフトウェアへの通知

PSU電源投入数制御 必要数のみの PSU/DDC電源投入制御と状態表示

FAN回転数制御 FAN回転数最適制御

CPU電圧／周波数動的制御 アプリの稼動率に応じた CPU P-stateの動的制御

時刻同期 NTPクライアント NTPクライアント

監視・通報機能

ハード監視・通報 ハードウェア異常監視 MMB/BMC/UEFI/PSAによるハードウェアの異常監視

ハードウェア寿命監視 RAIDバッテリーバックアップユニットの寿命監視

パーティション異常監視 MMB/UEFI/PSAによるWatchdog Timer監視

電源制御異常監視 電源制御シーケンス異常監視

FAN回転数異常監視 ファン回転数異常監視

電圧異常監視 電圧異常監視

温度異常監視 温度異常監視

ハードウェア予兆監視 CPU、DIMM、HDDハードウェア故障の予兆監視

外部通報 メール、SNMP、REMCSによる外部通報

イベント監視 センサー検出イベントの監視

閾値監視 温度、電源電圧、ファン回転数の閾値監視

状態表示 LED表示 MMB、システムステータス表示

位置表示 (Location LED)

故障部品表示

エコ関連状態表示 筐体消費電力表示

FAN回転数表示
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機能／操作 小項目 説明

PSU/DDC電源オン状態表示

温度表示

CPU電圧／周波数表示

上位ソフトウェアからのエコ状態取得 (SNMP)

ログ ログ種別 MMB収集ログの内容拡充／履歴情報強化
・システムイベントログ

・ハードウェア・UEFIエラーログ
・電源制御・要因情報

・ネットワーク設定・ログ

・ MMB操作ログ、ログイン記録
・ファームウェア版数

・実装ユニット情報

・パーティション構成・設定

・センサー情報

・各種ファームウェアログダンプ

PSA収集ログ (PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/
1800Lのみ)
・Agent Log
・Syslog
・構成情報

SVS収集ログ

ログダウンロード MMB収集ログ一括ダウンロード (SELダウンロード)

PSAログ一括ダウンロード (PRIMEQUEST 1400S/1400E/
1400L/1800E/1800Lのみ)

ハードエラー処理 Fault Location 故障部品指摘

WHEA対応 Windows Hardware Error Architecture対応

保守機能

部品交換 交換対象 停止交換、非活性／活電／活性保守

ホットプラグによる活性保守サポート

交換対象部品表示 SEL、LEDによる交換対象部品表示

ホットプラグ PCIカード、HDD

FRU管理 FRU管理 FRU管理対象部品の FRU情報管理
シリアルナンバー／パートナンバー／プロダクト名な

ど

FRUによるシステム情報の管理・バックアップ

ログ管理 ログ収集 MMBによるログの収集と世代管理

ログ消去 MMB/PSAログクリア
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機能／操作 小項目 説明

ファームウェア管

理

版数表示 総合版数表示

ファームウェアアップデー

ト

Web-UI/CLIでの一括ファームウェアアップデート

MMBによる SB間版数合わせ (UEFI/BMC)

電源切断時の SB版数確認

構成設定情報管理 構成設定情報退避・復元 MMB/UEFI/REMCS情報の退避と復元

保守ガイダンス Maintenance wizard
Web-UIによる部品交換手順指示 (担当保守員のみが使
用)

障害原因探索 内部ログトレース MMB/BMC/PSA内部ログ取得

MMB-BMC間通信障害時の原因切り分け

ダンプ機能 MMBコアダンプ

sadump対応

ハードウェアログ CPU/Chipsetハードウェアログ

リモート保守 REMCS
REMCS
・ハードウェア障害情報通知

・システム構成情報通知

冗長化機能

ネットワーク 管理 LAN二重化 管理 LAN二重化切り替え

電源 二系統受電 二系統受電監視

PSU冗長化 PSU N+1冗長監視・制御

ユニット FAN冗長化 ファン冗長監視・制御

MMB二重化 MMB二重化制御

SB冗長化 Reserved SBによる故障 SB切り替え

内蔵 HDD冗長化 RAID構成

部品・モジュール DIMM二重化 Memory Mirror Mode (パーティションごと)

ファーム格納メモリ二重化 FWH二重化

システムクロック クロック多重化 SBごとに発振器を持つ。Home SBから分配

システム 筐体内クラスタ パーティションごとに独立クロック

外部連携機能

外部 IF/API IPMI/RMCP IPMI/RMCPインターフェース

SNMP SNMPインターフェース

telnet/ssh telnet/sshによるMMB CLIへのアクセス

http/https http/httpsによるMMB Web-UIへのアクセス

NTP MMBの NTPクライアントによる時刻同期

EMS連携 他管理ソフトウェア連携 各社サーバ管理ソフトウェアウェアとの連携
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機能／操作 小項目 説明

セキュリティ機能

セキュリティ設定

ユーザー管理／認

証

外部 IFセキュリティ設定 ネットワークセキュリティ設定 (SSL、SSHなど)

ユーザー認証 MMBログインアカウント管理

監査証跡 操作ログ MMB操作ログ、ログイン履歴などの記録

*： PRIMEQUEST 1000シリーズでは、フロントパネルを開放した状態でコンソールを使用できま
す (担当保守員のみが使用) 。
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A.2  機能一覧とツールの関係
PRIMEQUEST 1000シリーズが提供する機能とインターフェースの対応を以下に示します。
 
備考

PSA Web-UIは、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lのみ提供しています。
 

表 A.2 機能とインターフェースの対応一覧

機能 MMB
Web-UI

MMB CLI UEFI PSA Web-
UI

PSA CLI/
SVS CLI

システム情報表示　　　　　

　　
　　
　　

システム状態表示 (Error,Warning) サポート 　 　 　 　

システムイベントログ (SEL)表示 サポート 　 　 　 　

システムイベントログ (SEL)ダウン
ロード

サポート 　 　 　 　

MMB Web-UI/CLI操作ログ表示 サポート 　 　 　 　

システム情報表示 (P/N, S/N) サポート 　 　 　 　

ファームウェア版数表示 サポート サポート 　 　 　

ハードウェア状態表示　　　　　

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

LED状態表示 サポート 　 　 　 　

LED操作 (点灯、消去、点滅) サポート 　 　 　 　

電源ユニット (PSU) 投入数・状態表
示

サポート 　 　 　 　

システム消費電力表示 サポート 　 　 　 　

FAN状態監視・回転数表示 サポート 　 　 　 　

温度監視・表示 サポート 　 　 　 　

電圧監視・表示 サポート 　 　 　 　

SB状態表示 (CPU、DIMM、
Chipset、BMC、DDC)

サポート 　 　 　 　

IOB状態表示 サポート 　 　 　 　

GSPB状態表示 サポート 　 　 　 　

SASディスクユニット/SASアレイ
ディスクユニット状態表示

サポート 　 　 　 　

DVDB状態表示 サポート 　 　 　 　

MMB状態表示 サポート 　 　 　 　

PCIボックス状態表示 サポート 　 　 　 　

システム設定　　　　　

　　
　　
　　

1系統／2系統受電 サポート サポート 　 　 　

復電時電源投入設定 サポート サポート 　 　 　
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機能 MMB
Web-UI

MMB CLI UEFI PSA Web-
UI

PSA CLI/
SVS CLI

停電時シャットダウン遅延時間 サポート サポート 　 　 　

復電時起動遅延時間 サポート サポート 　 　 　

設置高度 サポート サポート 　 　 　

電源ユニット (PSU) 冗長化設定 サポート サポート 　 　 　

システム操作　　　　　

 システム電源制御 (On/Off/Force P-
off)

サポート サポート 　 　 　

パーティション構築・動作設定

 パーティション構築 サポート サポート 　 　 　

Reserved SB割り当て サポート サポート 　 　 　

コンソールリダイレクションの設定 サポート 　 　 　 　

内蔵 DVDのパーティションへの割
り当て

サポート 　 　 　 　

Memory Mirror Mode サポート サポート 　 　 　

CPUの設定   サポート 　 　

フレキシブル I/Oモード 　 サポート 　 　 　

パーティション自動再起動 (ASR) 設
定

サポート 　 　 　 　

I/Oデバイスへの I/O空間割り当て 　 　 サポート 　 　

パーティション電源制御　　　　　

　　
　　
　　
　　

電源オン サポート サポート 　 　 　

電源オフ (シャットダウン) サポート サポート 　 　 　

リセット サポート サポート 　 　 　

NMI サポート サポート 　 　 　

強制電源オフ サポート サポート 　 　 　

sadump サポート サポート 　 　 　

電源オン時の診断モード選択 サポート 　 　 　 　

スケジュール運転 サポート 　 　 　 　

OSブート設定　　　　　

 OSブートデバイスの選択 　 　 サポート 　 　

OSブート優先順位の設定 　 　 サポート 　 　

OSブートオプションの設定 　 　 サポート 　 　

OSブート遅延時間の設定 　 　 サポート 　 　

PXEブートネットワークデバイス設
定

　 　 サポート 　 　
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機能 MMB
Web-UI

MMB CLI UEFI PSA Web-
UI

PSA CLI/
SVS CLI

ブートコントロール (ブート設定の
オーバライド)

サポート 　 　 　 　

パーティション操作ツール　

　　
　

ビデオリダイレクション／リモート
ストレージ

サポート 　 　 　 　

テキストコンソールリダイレクショ
ン

サポート 　 　 　 　

UEFIシェル 　 　 サポート 　 　

パーティション構成情報・状態表示　　　　

　　
　　
　　
　　
　　
　

パーティション状態表示 (CPU数、
メモリサイズ、電源状態)

サポート 　 　 　 　

パーティション情報表示 (OS情報) 　 　 　 サポート 　

CPU 　 　 　 サポート 　

DIMM 　 　 　 サポート 　

PCIデバイス 　 　 　 サポート 　

ネットワークインターフェース 　 　 　 サポート 　

ハードディスク 　 　 　 サポート 　

構成ハードウェア一覧 (ハードウェ
アインベントリ)

　 　 　 サポート 　

PSA監視ログ (エージェントログ) 　 　 　 サポート 　

PSA取得構成・状態のダウンロー
ド (Export)

　 　 　 サポート 　

PSAログ一括ダウンロード 　 　 　 サポート 　

MMBユーザーアカウント制御　　　　

　　 MMBユーザーアカウント設定・表
示

サポート サポート 　 　 　

MMBログインユーザー表示 サポート サポート 　 　 　

サーバ管理ネットワーク設定　　　　

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

MMBの日付・時刻・timezone設定 サポート サポート 　 　 　

MMBの時刻同期 (NTP) 設定 サポート 　 　 　 　

MMB管理 LAN設定 サポート サポート 　 　 　

PSA-MMB間 LAN設定 サポート 　 　 　 サポート

保守 LAN設定 サポート サポート 　 　 　

MMB LAN Port設定 サポート 　 　 　 　

MMBネットワークプロトコル設定 サポート サポート 　 　 　

SNMP設定 サポート サポート 　 　 　

SNMP設定 (V3) サポート 　 　 　 　
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機能 MMB
Web-UI

MMB CLI UEFI PSA Web-
UI

PSA CLI/
SVS CLI

SSL設定 サポート 　 　 　 　

SSH設定 サポート サポート 　 　 　

Remote Server  Management ユーザー
設定 (RMCP)

サポート 　 　 　 　

アクセスコントロール設定 サポート 　 　 　 　

Alarm E-Mail設定 サポート 　 　 　 　

MMBネットワーク状態表示コマン
ド

　 サポート 　 　 　

保守　　　　　

　　
　　
　　
　　

一括ファームウェア更新 サポート サポート 　 　 　

MMB  Configuration情報の退避・復
元

サポート 　 　 　 　

BIOS  Configuration情報の退避・復
元

サポート 　 　 　 　

メンテナンスウィザード：部品交換 サポート 　 　 　 　

メンテナンスウィザード：保守モー
ドの設定・解除

サポート 　 　 　 　

PCIカード活性交換・増設 　 　 　 　 サポート

HDD活性交換・増設 　 　 　 　 サポート
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A.3  管理系ネットワークの仕様
PRIMEQUEST 1000シリーズが提供する管理系ネットワーク仕様を以下に示します。
 

表 A.3 管理ネットワークの仕様

コンポーネ

ント(A)
通信

方向

コンポーネ

ント(B)
User
ポート

CE
ポート

REMCS
ポート

パーティ

ション

LAN
ポート

プロトコル

(ポート番
号)

ポー

ト

番号

端末ソフト

双方向

MMB 使用 使用 不使用 不使用

telnet (TCP
23)

変更

可

双方向
ssh (TCP
22)

変更

可

ビデオリダ

イレクショ

ン

双方向
MMB/
BMC

使用 使用 不使用 不使用
VNC (TCP
80)

 

リモートス

トレージ
双方向

MMB/
BMC

使用 使用 不使用 不使用

Remote
Storage
(TCP 5901)

 

FST

双方向

MMB 使用 使用 不使用 不使用

telnet (TCP
23)

変更

可

双方向
ssh (TCP
22)

変更

可

双方向
RMCP
(UDP 623)

 

OSC
Bから
A方向

MMB 使用 使用 使用 不使用 SMTP
変更

可

NTPサー
バ

(時計装置)
双方向

MMB (クラ
イアント)

使用 使用 不使用 不使用
NTP (UDP
123)

 

Webブラ
ウザ

双方向 MMB/PSA 使用 使用 不使用 不使用
http/https
(TCP 8081)

変更

可

SVOM

双方向

MMB 使用 使用 不使用 不使用

telnet (TCP
23)

変更

可

双方向
ssh (TCP
22)

変更

可

双方向
snmp (UDP
161)

変更

可

Bから
A方向

snmp trap
(UDP 162)

変更

可
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コンポーネ

ント(A)
通信

方向

コンポーネ

ント(B)
User
ポート

CE
ポート

REMCS
ポート

パーティ

ション

LAN
ポート

プロトコル

(ポート番
号)

ポー

ト

番号

双方向
RMCP
(UDP 623)

双方向

ServerView
Agent

不使用 不使用 不使用 使用

snmp (UDP
161)

 

Bから
A方向

snmp trap  

双方向

SERVERVI
EW-RM
(TCP/UDP
3172)

 

双方向 PING 使用 使用 不使用 使用 ICMP  

双方向
SMTP
Server

不使用 不使用 不使用 使用

SMTP
(TCP/UDP
25)

 

双方向
PostgreSQL
DB

不使用 不使用 不使用 使用

PostgreSQL
(TCP/UDP
9212)

 

双方向
MS SQL
DB

不使用 不使用 不使用 使用

MS-SQL-S
(TCP/UDP
1433)

 

MS-SQL-M
(TCP/UDP
1434)

 

SVagent

双方向 SVOM 不使用 不使用 不使用 使用
snmp (UDP
161)

 

Aから
B方向

SVOM 不使用 不使用 不使用 使用 snmp trap  

双方向 SVOM 不使用 不使用 不使用 使用

SERVERVI
EW-RM
(TCP/UDP
3172)

 

SVmco

双方向 MMB 不使用 不使用 不使用 使用

RMCP
(UDP 7000
～ 7100)

 

Bから
A方向

MMB 不使用 不使用 不使用 使用

SNMPTRA
P (UDP
162)
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コンポーネ

ント(A)
通信

方向

コンポーネ

ント(B)
User
ポート

CE
ポート

REMCS
ポート

パーティ

ション

LAN
ポート

プロトコル

(ポート番
号)

ポー

ト

番号

双方向 MMB 不使用 不使用 不使用 使用
SNMP
(UDP 161)

 

双方向 MMB 不使用 不使用 不使用 使用 (TCP 5000)  

双方向 MMB 不使用 不使用 不使用 使用

(icmp echo-
request/
echo-reply)

 

SVIM 双方向
PXEクラ
イアント

不使用 不使用 不使用 使用
DHCP
(UDP 67)

 

不使用 不使用 不使用 使用
PXE (UDP
4011)

 

不使用 不使用 不使用 使用
tftp (UDP
69)
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付録 B  物理実装位置、ポート番号
 

本付録では、コンポーネントの物理実装位置、および GSPB・
MMBのポート番号について説明します。
 
 
 

B.1 コンポーネントの物理実装位置  .............................. 327
B.2 ポート番号  ............................................................... 329



B.1  コンポーネントの物理実装位置
PRIMEQUEST 1000シリーズのコンポーネントの物理実装位置について説明します。
 

図 B.1 PRIMEQUEST 1400S2/1400Sの物理実装位置
 
 

図 B.2 PRIMEQUEST 1400E2/1400L2/1400E/1400Lの物理実装位置
 
 

PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル
付録 B 物理実装位置、ポート番号

327 C122-E108-10



図 B.3 PRIMEQUEST 1800E2/1800L2/1800E/1800Lの物理実装位置
 
 

図 B.4 PCIボックスの物理実装位置
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B.2  ポート番号
GSPBとMMBの各ポートの番号付けポリシーを示します。
 
備考

番号付けに使用している文字列は、ファームウェアからの見え方を記載しています。ユニット上のプ

リントやシールなどによる、ポート識別のための文字列とは異なります。

 
「図 B.5 GSPBのポート番号」に GSPBのポート番号付けを、「図 B.6 MMBのポート番号」にMMBの
ポート番号付けを示します。GbE#0と#1､#2と#3､#4と#5､#6と#7は､それぞれ同じ LANコントロー
ラーに接続されています｡

 

図 B.5 GSPBのポート番号
 
 

図 B.6 MMBのポート番号
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付録 C  外部インターフェース一覧
 

本付録では、PRIMEQUEST 1000シリーズの外部インターフェー
スについて説明します。

 
 
 

C.1 システム系の外部インターフェース一覧  ................ 331
C.2 MMBの外部インターフェース一覧  ......................... 332
C.3 その他の外部インターフェース一覧  ....................... 333



C.1  システム系の外部インターフェース一覧
システム系の外部インターフェース一覧を以下に示します。

 

表 C.1 システム系の外部インターフェース一覧

IOBインターフェース ポー

ト数

搭載コンポーネント 備考

USB 4 SB USB 2.0

VGA 1 SB 最大 1600 × 1200ドット
65536色

LAN  (GSPB) 8 GSPB 1000Base-T

SAS 2 GSPB  

HDD 4 SASディスクユニット／
SASアレイディスクユニッ
ト

2.5インチ HDD

DVDドライブ 1 DVDB  

PCIボックスインターフェース 2 GSPB PCI  Express 2.0  8-lane

PCIボックスインターフェース (PCIボッ
クス)

2 PCIボックス PCI  Express 2.0  8-lane

PCI Expressスロット (オンボード) 8 IOB  

PCI Expressスロット (PCIボックス) 12 PCIボックス  
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C.2  MMBの外部インターフェース一覧
MMBの外部インターフェース一覧を以下に示します。
 

表 C.2 MMBの外部インターフェース一覧

外部インターフェース ポー

ト数

備考

LAN (MMB) 1000Base-T 2 Userポート (Management LAN)

100Base-TX 1 Maintenance LANポート ( [LOCAL] ポート)

100Base-TX 1 REMCSポート ( [REMOTE] ポート)

COM 1 コネクター形状：Dsub 9 pin
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C.3  その他の外部インターフェース一覧
その他の外部インターフェース一覧を以下に示します。

 

表 C.3 その他の外部インターフェース一覧

外部インターフェース ポート

数

備考

UPC 2 コネクター形状：Dsub 9pin
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付録 D  内蔵 I/Oの物理位置・BUS番号、
PCIスロットの実装位置・スロッ
ト番号

 
本付録では、PRIMEQUEST 1000シリーズの内蔵 I/Oの物理位
置と BUS番号、および PCIスロット実装位置とスロット番号
対応を示します。

 
 
 

D.1 PRIMEQUEST 1000シリーズの内蔵 I/Oの物理位置と
BUS番号  ............................................................. 335

D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号の対応  ......... 336



D.1  PRIMEQUEST 1000シリーズの内蔵 I/Oの物理位置と BUS番号
SB内蔵 I/Oの「BUS:DEV.FUNC」対応表を以下に示します。
 

表 D.1 SB内蔵 I/Oの物理位置と BUS番号対応表

内蔵 I/O BUS:DEV.FUNC 備考

HomeSB-USB UHCIコ
ントローラー

00:1A.0 USB1.1 (ビデオリダイレクションに使用)

00:1D.0 Front #0, #1 USB1.1

00:1D.1 Front #2, #3 USB1.1

HomeSB-USB EHCIコ
ントローラー

00:1A.7 USB2.0 (リモートストレージに使用)

00:1D.7 USB2.0 (HomeSBの Front USBポート#0～#3、および
DVDB搭載 DVDドライブ接続用 USBポート)
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D.2  PCIスロット実装位置とスロット番号の対応
PCIスロット実装位置とスロット番号対応表を以下に示します。
 

表 D.2 PCIスロット実装位置とスロット番号対応

実装位置 スロット番号 (10進数)

ボード スロット
PRIMEQUEST
1400S2/1400S

PRIMEQUEST
1400E2/1400L2/1800E2/
1800L2/ 1400E/1400L/

1800E/1800L

IOB#0 PCIC#0 0001 0001

PCIC#1 0002 0002

PCIC#2 0003 0003

PCIC#3 0004 0004

PCIC#4 0005 0005

PCIC#5 0006 0006

PCIC#6 0007 0007

PCIC#7 0008 0008

IOB#1 PCIC#0 N/A 0017

PCIC#1 N/A 0018

PCIC#2 N/A 0019

PCIC#3 N/A 0020

PCIC#4 N/A 0021

PCIC#5 N/A 0022

PCIC#6 N/A 0023

PCIC#7 N/A 0024

PCI_Box#0 PCIC#0 0033 0033

PCIC#1 0034 0034

PCIC#2 0035 0035

PCIC#3 0036 0036

PCIC#4 0037 0037

PCIC#5 0038 0038

PCIC#6 0039 0039

PCIC#7 0040 0040

PCIC#8 0041 0041

PCIC#9 0042 0042
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実装位置 スロット番号 (10進数)

ボード スロット
PRIMEQUEST
1400S2/1400S

PRIMEQUEST
1400E2/1400L2/1800E2/
1800L2/ 1400E/1400L/

1800E/1800L

PCIC#10 0043 0043

PCIC#11 0044 0044

PCI_Box#1 PCIC#0 N/A 0049

PCIC#1 N/A 0050

PCIC#2 N/A 0051

PCIC#3 N/A 0052

PCIC#4 N/A 0053

PCIC#5 N/A 0054

PCIC#6 N/A 0055

PCIC#7 N/A 0056

PCIC#8 N/A 0057

PCIC#9 N/A 0058

PCIC#10 N/A 0059

PCIC#11 N/A 0060

N/A：適用外
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付録 E  PRIMEQUEST 1000シリーズの筐
体 (リンク)

 
PRIMEQUEST 1000シリーズの筐体と構成品、および PCIボッ
クスの筐体と構成品については『PRIMEQUEST 1000シリーズ
 設置マニュアル』(C122-H004) の「第 1章  設置資料」を参照
してください。

 
 
 



付録 F  LEDによる状態の確認
 

本付録では、PRIMEQUEST 1000シリーズに搭載される LEDの
種類と、LEDによる状態の確認について説明します。
 
 
 

F.1 LEDの種類  .............................................................. 340
F.2 LED実装位置  ........................................................... 346
F.3 LEDの一覧  .............................................................. 348



F.1  LEDの種類
PRIMEQUEST 1000シリーズには、各コンポーネントの電源オン／オフ、異常の有無、物理位置を LED
で表示する機能があります。各コンポーネントのより詳細な状態情報は、MMB Web-UIで確認できま
す。

また、コンポーネントへの常駐電源投入時にはすべてのコンポーネントの Alarm LEDが点灯しますが、
異常ではありません。コンポーネントが正常であることが確認されると消灯します。

 
各コンポーネントは以下の LEDを装備しています。
 
・ Power LED (緑)
コンポーネント内の電源状態を示します。

 
・ Alarm LED (オレンジ)
コンポーネント内の異常の有無を示します。

 
・ Location LED (青)
コンポーネントの実装位置を示します。交換作業を補助する表示機能を備え、機能のオン・オフ

をユーザーが設定できます。

 
 
各コンポーネントに装備された LEDについて以下に説明します。
 
 

F.1.1  Power LED、Alarm LED、Location LED
PRIMEQUEST 1000シリーズでは、原則として各コンポーネントに以下の LEDを備えています。
 

表 F.1 Power LED、Alarm LED、Location LED

LEDの種類 色 機能

Power 緑 コンポーネントの電源状態を示す

Alarm オレンジ コンポーネントの異常有無を示す

Location 青 ・コンポーネントを特定

・ユーザーが任意に点滅／消灯させることが可能

・Maintenance Wizard操作中に保守対象コンポーネントを示す

 
 

F.1.2  Home LED
SBは、Home SBを示す Home LEDを備えています。Home LEDの点灯している SBが Home SBであり、
該当 SBの USBポート、VGAポートが有効であることを示します。
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表 F.2 SB Home LED

LEDの種類 色 機能

Home 緑 ・Home SBであることを示す
・該当 SBの USB、VGAポートが有効であることを示す

 
 

F.1.3  LAN
LANポートは、以下の LEDを備えています。
  

表 F.3 LAN LED

LEDの種類 色 機能 備考

100M LAN
Link/Act

緑 100M LANの Link状態、Activity状態を示
す

MMBのみ実装

100M LAN
Speed

緑 100M LANの通信速度を示す MMBのみ実装

GbE LAN
Link/Act

緑 GbE LANの Link状態、Activity状態を示す
 

MMB、GSPBのみ実装

GbE LAN
Speed

緑／オレンジ GbE LANの通信速度を示す MMB、GSPBのみ実装

 
 

F.1.4  HDD
HDDは、以下の LEDを備えています。
  

表 F.4 HDD LED

LEDの種類 色 機能

HDD Access 緑 HDDアクセス状態を示す

HDD Alarm オレンジ HDDの異常有無および活性操作状態を示す

 

表 F.5 HDD状態と LED表示

HDD状態 HDDアクセ
ス

HDDアラーム 備考

HDDアクセス時 点滅 Off  

HDD異常時 Off 点灯  
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HDD状態 HDDアクセ
ス

HDDアラーム 備考

HDD Location指示 Off (周期的) 点滅 (高速) SASディスクユニット/SAS
アレイディスクユニット使用

時

アレイリビルド時 (RAID) 点滅 (周期的) 点滅 (低速) SASアレイディスクユニット
使用時

 
 

F.1.5  PCI Expressカードスロット
PCI Expressカードスロットは、以下の LEDを備えています。PCI Expressカードスロットの LED表示
は、PCI ExpressSpecificationsに準拠します。
  

表 F.6 PCI Expressカードスロット LED

LEDの種類 色 機能

Power 緑 PCI Expressカードスロットの電源状態を示す

Alarm オレンジ PCI Expressカードの異常有無を示す

 
 
PCI Expressカードの状態別の LED表示を以下の表に示します。その状態のときに注意すべき LEDの
状態のみを示します (空欄の LED表示は、点灯／点滅もありえます) 。
 

表 F.7 PCI Expressカード状態と LED表示

PCI Expressカードの状態 Power Alarm

通常使用時 点灯  

PCI Expressカード異常検出時  点灯

 
 

F.1.6  DVDB
DVDBは、装置全体の状態を示す LED、MMB Ready LED、および System Alarm LEDを備えています。
DVDBの LED表示では、装置全体の電源状態、異常有無、MMBファームウェアの状態を確認できま
す。

 

表 F.8 DVDB LED

LEDの種類 色 機能 備考

System Power 緑 装置の電源状態を示す  
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LEDの種類 色 機能 備考

System Alarm オレンジ 装置内の異常有無を示す  装置前面用

CSS 黄 将来サポート機能 将来サポート機能

System
Location (ID)

青 ・装置／DVDB特定
・ユーザーが任意に点灯、点滅、消灯させ

ることが可能

装置前面用

DVDB特定用

MMB Ready 緑 MMBの状態を示す

 
 
DVDB (装置) の状態別の LED表示を以下の表に示します。その状態のときに注意すべき LEDの状態
のみを示します (空欄の LED表示は、点灯／点滅もありえます) 。
 

表 F.9 DVDB (装置) 状態と LED表示

DVDB状態／装置状態 System  Power MMB Ready System  Alarm ID

いずれかのパーティションがパワーオン 緑点灯    

MMBが起動中の状態  点滅   

MMBが Ready状態  点灯   

装置内に異常が発生   点灯  

装置特定    点灯／点滅

 
 

F.1.7  MMB
MMBは、Active MMBを示す Active LEDおよびMMBファームウェアの状態を示す Ready LEDを備
えています。

MMBファームウェア起動後、Active MMBは Active LEDを点灯します。Ready LEDは、MMBファー
ムウェア起動中は点滅し、起動完了すると点灯します。

 

表 F.10 MMB LED

LEDの種類 色 機能

Ready 緑 ・MMBの状態を示す
・DVDBのMMB Readyと同期する

Alarm オレンジ MMBの異常有無を示す

Active 緑 MMBの Active/Standbyを示す

Location (ID) 青 MMB特定
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MMB (装置) の状態別の LED表示を以下の表に示します。その状態のときに注意すべき LEDの状態の
みを示します (空欄の LED表示は、点灯／点滅もありえます) 。
 

表 F.11 MMB(装置)状態と LED表示

MMB状態／装置状態 Ready Active Location (ID) Alarm

MMBが起動中 点滅    

MMBが正常起動完了 (Ready状
態)

点灯    

MMBが Standby状態  消灯   

MMBが Active状態  点灯   

MMB特定   点灯／点滅  

MMBにエラーが発生    点灯

 
 

F.1.8  PSU
PSUは、以下の LEDを備えています。
  

表 F.12 PSU LED

LEDの種類 色 機能

Power/Alarm 緑／オレンジ 各 PSUへの AC入力の有無、PSUのオン／オフ状態、および PSU
の異常の有無を示す

 

表 F.13 電源状態と PSU LED表示

状態 Power/Alarm

PSUの AC入力オフ 消灯

AC入力オン、かつ PSUオフ 緑点滅

AC入力オン、かつ PSUオン 緑点灯

PSU出力異常・PSUファン停止 オレンジ点灯

PSUの AC入力オン、かつ PSUが抜けている状態 消灯

 
 

F.1.9  IO_PSU
IO_PSUは、以下の LEDを備えています。
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表 F.14 IO_PSU LED

LEDの種類 色 機能 備考

AC 緑 各 PSUへの AC入力の有無を示す IO_PSU制御

DC 緑 各 IO_PSU オン／オフ状態を示す IO_PSU制御

CHECK オレンジ PSUの異常有無を示す MMB-FW制御

 

表 F.15 電源状態と IO_PSU LED表示

状態 AC DC CHECK

全 IO_PSUの AC入力オフ 消灯 消灯 消灯

本 IO_PSUの AC入力オフで、ほかの IO_PSUの AC入力
オン

消灯 消灯 消灯

AC入力オン、かつ PSUオフ (+5Vstandby出力中) 点灯 消灯 消灯

AC入力オン、かつ PSUオン (+5Vstandby出力中、+12V
出力中) 

点灯 点灯 消灯

IO_PSU出力異常 (+5Vstandby出力中、+12V出力異常) 点灯 消灯 点灯

IO_PSU出力異常 (+5Vstandby出力異常、+12V出力中) 消灯 点灯 点灯

IO_PSU出力異常 (+5Vstandby出力異常、+12V出力異常) 消灯 消灯 点灯
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F.2  LED実装位置
各コンポーネントについての、物理的な LED実装位置を説明します。
  
・ Power、Alarm、Locationを備えるコンポーネントは、各 LEDを以下のように設置します。

・ 横並びに設置する場合、左から Power、Alarm、Locationの順に配置されています。
・ 縦並びに設置する場合、上から Power、Alarm、Locationの順に配置されています。

・ LANポートを備えるコンポーネントは、各ポートに対して、外観上、左側に Speed、右側に Link/
Actを配置されています。

図 F.1  LANポートを備えるコンポーネントの LED実装位置
  
■LEDの並び
・ MMBは、左または上から Ready、Alarm、Active、Locationの順に配置されています。

図 F.2  MMBの LED実装位置
 

・ System LEDは、左または上から Power、Alarm、CSS、Location、MMB_Readyの順に配置されて
います。

図 F.3  Systemの LED実装位置
 

・ PCIボックスは、左から IO_PSU、IO_FAN#0、IO_FAN#1、Power、Alarm、Locationの順に配置
されています。
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図 F.4  PCIボックスの LED実装位置
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F.3  LEDの一覧
PRIMEQUEST 1000シリーズが搭載する LEDの一覧を以下に示します。
 

表 F.16 LED一覧

コンポーネント LEDの種類 色 状態 説明

MMB LAN
100BA
SE-TX
(MMB)

Link/Act 緑 消灯 Network not link

緑点滅 Network active

緑点灯 Network link

Speed 緑 消灯 10Mbps

緑点灯 100Mbps

LAN
1000B
ASE-T
(MMB)

Link/Act 緑 消灯 Network not link

緑点滅 Network active

緑点灯 Network link

Speed 緑／オレン

ジ

消灯 10Mbps

緑点灯 100Mbps

オレンジ点

灯
1000Mbps

GSPB LAN
1000B
ASE-T
 

Link/Act 緑 消灯 Network not link

緑点滅 Network  active

緑点灯 Network link

Speed 緑／オレン

ジ

消灯 10Mbps

緑点灯 100Mbps

オレンジ点

灯
1000Mbps

SASディスク
ユニット／SAS
アレイディスク

ユニット

HDD Access 緑 消灯 Not Active

点滅 Active

Alarm オレンジ 消灯 HDDに異常なし

点灯
HDDに異常あり
活性削除可能

点滅

 

高速
Location指
示

低速

アレイリビ

ルド

中 (RAID)

PCIボックス PCI
Expres

Power 緑
消灯

PCI Expressスロットパワー
オフ
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コンポーネント LEDの種類 色 状態 説明

sカー
ドス

ロット

点滅 PCI Express活性交換処理中

点灯
PCI Expressスロットパワー
オン

Alarm オレンジ
消灯

PCI Expressスロットに異常
なし

点滅 PCI Expressスロット特定

点灯
PCI Expressスロットに異常
あり

IOB PCI
Expres
sカー
ドス

ロット

Power 緑
消灯

PCI Expressスロットパワー
オフ

点滅 PCI Express活性交換処理中

点灯
PCI Expressスロットパワー
オン

Alarm オレンジ
消灯

PCI Expressスロットに異常
なし

点滅 PCI Expressスロット特定

点灯
PCI Expressスロットに異常
あり

DVDB System
Power

緑
消灯

すべてのパーティションが

パワーオフ

点灯

・ すべてのパーティ

ションがパワーオン

・ PSUオンして 12V給
電

System Alarm オレンジ 点灯 筐体内にエラー発生

CSS 黄色 点灯 将来サポート機能

点滅 将来サポート機能

System
Location(ID)

青
点灯・点滅 筺体特定

MMB
Ready
 

緑 消灯 MMB未初期化

点滅 MMB初期化中

点灯
MMB初期化完了 (MMB正
常稼動状態)

DVDB DVD
ドライ

ブ

Access オレンジ 消灯 Not Active

点滅 Active

MMB Location 青 点灯・点滅 コンポーネント特定
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コンポーネント LEDの種類 色 状態 説明

Ready 緑 消灯 MMB未初期化

点滅 MMB初期化中

点灯
MMB初期化完了 (正常稼動
状態)

Active 緑 緑点灯 Active MMB特定

Location 青
点灯・点滅

内にエラー発生コンポーネ

ント特定

PSU Power/Alarm 緑／オレン

ジ

消灯 PSU AC入力オフ

緑点滅
PSU AC入力オン、かつ
PSUオフ

緑点灯
PSU AC入力オン、かつ
PSUオン

オレンジ点

灯
PSUに異常あり

PCIボックス IO_PS
U

AC 緑
消灯

ACオフ、または 5V SB出
力停止

点灯
ACオンまたは 5V SB出力
中

DC 緑 消灯 12V出力停止

点灯 12V出力中

CHECK オレンジ 消灯 IO_PSUに異常なし

点灯 IO_PSUに異常あり

FAN Alarm オレンジ 消灯 FAN異常なし

点灯 FAN異常あり

SB Power 緑 消灯 SBパワーオフ

点灯 SBパワーオン

Alarm オレンジ 消灯 SB内に異常なし

点灯 SB内に異常あり

Home 緑
消灯

該当 SBの USB、VGA
ポートが無効

点灯

Home SB特定。該当 SBの
USB、VGAポートが使用
可能

IOB Power 緑 消灯 IOBパワーオフ

点灯 IOBパワーオン

Alarm オレンジ 消灯 IOB内に異常なし
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コンポーネント LEDの種類 色 状態 説明

点灯 IOB内に異常あり

Location 青 点灯・点滅 コンポーネント特定

GSPB Power 緑 消灯 GSPBパワーオフ

点灯 GSPBパワーオン

Alarm オレンジ 消灯 GSPB内に異常なし

点灯 GSPB内に異常あり

Location 青 点灯・点滅 コンポーネント特定

SASディスクユニット
／SASアレイディスク
ユニット

Power 緑

消灯

SASディスクユニット／
SASアレイディスクユニッ
トのパワーオフ

点灯

SASディスクユニット／
SASアレイディスクユニッ
トのパワーオン

Alarm オレンジ

消灯

SASディスクユニット／
SASアレイディスクユニッ
ト内に異常なし

点灯

SASディスクユニット／
SASアレイディスクユニッ
ト内に異常あり

Location 青 点灯・点滅 コンポーネント特定

PCIボックス Power 緑 消灯 PCIボックスの電源オフ

点灯 PCIボックスの電源オン

Alarm オレンジ 消灯 PCIボックス内に異常なし

点灯 PCIボックス内に異常あり

Location 青 消灯  

点灯・点滅 コンポーネント特定

IO_PSU_CHECK　
　(*1)

オレンジ 消灯 IO_PSUに異常なし

点滅 IO_PSUに異常あり

PCIボックス IO_FA
N

Alarm オレンジ 消灯 IO_FANに異常なし

点灯 IO_FANに異常あり

*1： 2個の IO_PSUの CHECK LEDの OR出力 (IO_PSUの 1個でも CHECK LEDが点灯すれば、
IO_PSU_CHECK LEDは点灯) 。
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付録 G  コンポーネントの搭載条件
 

本付録では、PRIMEQUEST 1000シリーズの各コンポーネント
の搭載条件について説明します。

 
 
 

G.1 CPU  ......................................................................... 353
G.2 DIMM  ....................................................................... 355
G.3 100V電源使用時の搭載  .......................................... 362
G.4 PCIカード搭載条件と使用可能な内蔵 I/O  .............. 363
G.5 レガシー BIOS互換機能 (CSM)  .............................. 364
G.6 ラック搭載  .............................................................. 365
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G.8 SASアレイディスクユニット  ................................. 367
G.9 内蔵ソリッドステートドライブ  .............................. 368
G.10 NIC (ネットワークインターフェースカード)  ........ 369



G.1  CPU
CPUの搭載数および混在条件について説明します。
 
注意

・ 筐体内およびパーティション内にかかわらず、CPUは Intel Xeon7500番台と Intel Xeon E7ファミ
リーの混在はできません。

・ 筐体内では、周波数／キャッシュ／コア数が異なる CPUを混在して搭載可能です。
パーティション内では、周波数／キャッシュ／コア数／電力／QPI／scale などすべてが同じ CPU
のみ、複数搭載可能です。

・ CPUの Hyper Threading機能を有効にした場合、OSから見える CPU数が 2倍になります。各 OS
(Windows/RHELのバージョンと、32bit/64bit版) によって、パーティション内に搭載可能な論理
CPU数が異なります。

・ CPUを交換するさいは、同一世代であっても CPU版数が異なる場合は、ファームウェアのアッ
プデートが必要です。

・ PRIMEQUEST 1800E2/1800L2では、x2APIC Modeが設定できます。OSの対応に合わせて x2APIC
Mode Enabled/Disabledを設定してください。x2APICに対応していない OSでは UEFIで x2APIC
を [Disabled] に、x2APICに対応している OSでは x2APICを [Enabled] に設定してください。以下
に OS別の x2APIC対応表を示します。

 

表 G.1 OS別 x2APIC対応表 (PRIMEQUEST 1800E2/1800L2)

OS x2APICの設定

Windows Server 2008 Disabled (*2)

Windows Server 2008 R2 Enabled (SP1以降の場合) (*1)
Disabled (SP未適用の場合) (*2)

Windows Server 2012 Enabled

RHEL5 Disabled

RHEL6 (for Intel64) Enabled

RHEL6 (for x86) Disabled

ESX 4.x Disabled

ESXi 5.x Enabled

Hyper-V Disabled

Xen Disabled

KVM Enabled

*1： Windows Server 2008 R2 SP1で Hyper-Vを使用する場合は、x2APICを [Disabled] にする必要
があります。

*2： SVIM V10.11.08以降を使用する場合は、[Enabled] にする必要があります。

■CPU搭載条件
・ 1SBのパーティションを構成する場合に限り、SBに CPU1基の搭載を可能とします。(*)
・ 複数 SBでパーティションを構成する場合は、SBに CPU2基の搭載が必要です。(*)
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・ CPUの搭載は SBの CPU#0からとします。
・ CPUを搭載しない SBはエラーになります。

*：1800E2/1800L2/1800E/1800Lのみ
 
各モデルの 1つのパーティションが取りうる SB数と CPU数の一覧を以下に示します。パーティショ
ン内に SBが 1枚の場合は、CPU1基搭載、2基搭載の両方が可能になります。
 

表 G.2 1パーティションが取りうる SB数と CPU数

パーティション

構成

PRIMEQUEST
1400S2/1400S

PRIMEQUEST
1400E2/1400L2/1400

E/1400L

PRIMEQUEST
1800E2/1800L2/1800

E/1800L

1SB 1 1 1

1SB 2 2 2

2SB 2 2 N/A

2SB 3 3 (*) N/A

2SB 4 4 4

3SB N/A N/A 6

4SB N/A N/A 8

*：2SB/4CPU構成以上の CPU縮退時のみサポート
N/A：対象外
 
PRIMEQUEST 1800E2/1800L2/1800E/1800Lの場合、CPUを 1基しか搭載していない SBは複数 SBで
パーティションを組めないようにMMB ファームウェア (Web-UI) でガードします。ガードは搭載数の
みで行い、サポート外の CPU、およびハード故障で縮退中の CPUも搭載数に含めます。

PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル
付録 G コンポーネントの搭載条件

354 C122-E108-10



G.2  DIMM
DIMMの搭載数および混載条件について説明します。
 
注意

・ 認識できる最大メモリ容量は、OSの種別により異なります。詳細は各 OSのマニュアルを参照し
てください。

なお、Windows OSにおける最大メモリ容量は、「Windows Server 情報」もあわせて参照してくだ
さい。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/os/windows/
・ Memory Mirror機能を使用した場合の OSから見えるメモリ容量は、搭載メモリ容量の半分にな
ります。

なお、認識できる最大メモリ容量は、OSの種別により異なります。
例：構築環境において、16GB分の DIMMを搭載してMemory Mirrorする場合、OSからは 8GB
が使用可能です。

・ CPUが縮退するときは、メモリも縮退します。
 
■DIMM搭載条件
・ DIMMは、CPU1基につき最低 4枚必要です。
・ DIMMは、CPU1基につき最大 16枚搭載可能です。
・ SBに CPU1基搭載の場合、最大搭載可能 DIMM枚数は 16枚です。
・ DIMMの増設単位は、以下のとおりです (全モデル共通) 。

・ Mirrorモード無効時は、4枚単位での増設
・ Mirrorモード有効時は、8枚単位での増設

 
■DIMM混載条件
・ 2GBおよび 4GB DIMMは、SB内およびパーティション内に混在可能です。
・ 8GB/16GB DIMMは、SB内およびパーティション内に他種 DIMMと混在できません。
・ 同一 DIMMとは、容量が同じである DIMMです。

 

表 G.3 DIMM容量と混在の関係 (SB内混在)

DIMM容量 2GB 4GB 8GB 16GB

2GB サポート サポート 未サポート 未サポート

4GB サポート サポート 未サポート 未サポート

8GB 未サポート 未サポート サポート 未サポート

16GB 未サポート 未サポート 未サポート サポート

 

表 G.4 DIMM容量と混在の関係 (パーティション内混在)

 DIMM容量 2GB 4GB 8GB 16GB

2GB サポート サポート 未サポート 未サポート

4GB サポート サポート 未サポート 未サポート
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 DIMM容量 2GB 4GB 8GB 16GB

8GB 未サポート 未サポート サポート 未サポート

16GB 未サポート 未サポート 未サポート サポート

 

表 G.5 DIMM 容量と混在の関係 (筐体内混在)

DIMM容量 2GB 4GB 8GB 16GB

2GB サポート サポート サポート サポート

4GB サポート サポート サポート サポート

8GB サポート サポート サポート サポート

16GB サポート サポート サポート サポート

 
以下に示す DIMMグループ内は、同一 DIMMを搭載しなければなりません。

表 G.6  同一 DIMMグループ

グループ DIMM番号

1 0A0, 0B0, 0C0, 0D0, 0A1, 0B1, 0C1, 0D1

2 1A0, 1B0, 1C0, 1D0, 1A1, 1B1, 1C1, 1D1

3 0A2, 0B2, 0C2, 0D2, 0A3, 0B3, 0C3, 0D3

4 1A2, 1B2, 1C2, 1D2, 1A3, 1B3, 1C3, 1D3

 
■DIMM搭載位置

DIMMスロット番号の 1桁目と 2桁目が同じ DIMM同士は、3桁目が 0番または 2番の DIMMを先に
搭載してください。

例：#0A0、#0B0、#0C0、#0D0 (搭載順 1) の DIMMを搭載せずに、#0A1、#0B1、#0C1、#0D1 (搭載順
3) の DIMMを搭載した場合、パーティションは起動できません。
 
 

G.2.1  DIMM増設順序
SB上の CPU数、およびMemory Mirrorの有無により DIMM増設順序が決まります。
それぞれの増設順と DIMMスロット位置を以下に示します。
 

表 G.7 SB上に CPU1個搭載の場合の DIMM増設順序

増設順 Mirrorなし Mirrorあり

1 0A0, 0B0, 0C0, 0D0
0A0, 0B0, 0C0, 0D0,
0A2, 0B2, 0C2, 0D2

2 0A2, 0B2, 0C2, 0D2 0A1, 0B1, 0C1, 0D1,
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増設順 Mirrorなし Mirrorあり

0A3, 0B3, 0C3, 0D3

3 0A1, 0B1, 0C1, 0D1 N/A

4 0A3, 0B3, 0C3, 0D3 N/A

N/A：対象外
 

表 G.8 SB上に CPU2個搭載の場合の DIMM増設順序

増設順 Mirrorなし Mirrorあり

1
0A0, 0B0, 0C0, 0D0,
1A0, 1B0, 1C0, 1D0

0A0, 0B0, 0C0, 0D0,
1A0, 1B0, 1C0, 1D0

2 0A2, 0B2, 0C2, 0D2
0A2, 0B2, 0C2, 0D2,
1A2, 1B2, 1C2, 1D2

3 1A2, 1B2, 1C2, 1D2
0A1, 0B1, 0C1, 0D1,
1A1, 1B1, 1C1, 1D1

4 0A1, 0B1, 0C1, 0D1
0A3, 0B3, 0C3, 0D3,
1A3, 1B3, 1C3, 1D3

5 1A1, 1B1, 1C1, 1D1 N/A

6 0A3, 0B3, 0C3, 0D3 N/A

7 1A3, 1B3, 1C3, 1D3 N/A

N/A：対象外
 
 

G.2.2  DIMM搭載パターン
ここでは、これまでに説明してきた DIMM混載条件と DIMM増設順序の両方を満たす搭載パターンを
以下に示します。

SB上の CPU数、およびMemory Mirrorの有無により搭載パターンが決まります。
 

表 G.9 DIMM搭載パターン

CPU#/
SB

Mirrorモード 搭載パターン

1
Mirrorなし パターン 1

Mirrorあり パターン 2

2
Mirrorなし パターン 3

Mirrorあり パターン 4

 
それぞれのパターンの詳細 (パターン 1～パターン 4) を、以下の表に示します。
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表中のアルファベットW、X、Y、Zは「同一 DIMM」を示します。同じアルファベット位置には同一
DIMMを搭載する必要があります。異なるアルファベット位置には、同一 DIMMでも、異なる DIMM
でも搭載することができます。

 

表 G.10 DIMM搭載パターン 1

DIMMスロット番号 4 (*) 8 (*) 12 (*) 16 (*)

0A0 W W W W

0A1 N/A N/A W W

0A2 N/A X X X

0A3 N/A N/A N/A X

0B0 W W W W

0B1 N/A N/A W W

0B2 N/A X X X

0B3 N/A N/A N/A X

0C0 W W W W

0C1 N/A N/A W W

0C2 N/A X X X

0C3 N/A N/A N/A X

0D0 W W W W

0D1 N/A N/A W W

0D2 N/A X X X

0D3 N/A N/A N/A X

*： 列見出しの数字は、SB上の DIMM搭載枚数を示す。
N/A：対象外
 

表 G.11 DIMM搭載パターン 2

DIMMスロット番号 8 (*) 16   (*)

0A0 W W

0A1  N/A W

0A2 W W

0A3  N/A W

0B0 W W

0B1  N/A W

0B2 W W

0B3  N/A W
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DIMMスロット番号 8 (*) 16   (*)

0C0 W W

0C1  N/A W

0C2 W W

0C3  N/A W

0D0 W W

0D1  N/A W

0D2 W W

0D3  N/A W

*： 列見出しの数字は、SB上の DIMM搭載枚数を示す。
N/A：対象外
 

表 G.12 DIMM搭載パターン 3

DIMMスロット番号 8 (*) 12 (*) 16 (*) 20 (*) 24 (*) 28 (*) 32 (*)

0A0 W W W W W W W

0A1 N/A N/A N/A W W W W

0A2 N/A X X X X X X

0A3 N/A N/A N/A N/A N/A X X

0B0 W W W W W W W

0B1 N/A N/A N/A W W W W

0B2 N/A X X X X X X

0B3 N/A N/A N/A N/A N/A X X

0C0 W W W W W W W

0C1 N/A N/A N/A W W W W

0C2 N/A X X X X X X

0C3 N/A N/A N/A N/A N/A X X

0D0 W W W W W W W

0D1 N/A N/A N/A W W W W

0D2 N/A X X X X X X

0D3 N/A N/A N/A N/A N/A X X

1A0 Y Y Y Y Y Y Y

1A1 N/A N/A N/A N/A Y Y Y

1A2 N/A N/A Z Z Z Z Z

1A3 N/A N/A N/A N/A N/A N/A Z
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DIMMスロット番号 8 (*) 12 (*) 16 (*) 20 (*) 24 (*) 28 (*) 32 (*)

1B0 Y Y Y Y Y Y Y

1B1 N/A N/A N/A N/A Y Y Y

1B2 N/A N/A Z Z Z Z Z

1B3 N/A N/A N/A N/A N/A N/A Z

1C0 Y Y Y Y Y Y Y

1C1 N/A N/A N/A N/A Y Y Y

1C2 N/A N/A Z Z Z Z Z

1C3 N/A N/A N/A N/A N/A N/A Z

1D0 Y Y Y Y Y Y Y

1D1 N/A N/A N/A N/A Y Y Y

1D2 N/A N/A Z Z Z Z Z

1D3 N/A N/A N/A N/A N/A N/A Z

*： 列見出しの数字は、SB上の DIMM搭載枚数を示す。
N/A：対象外
 

表 G.13 DIMM搭載パターン 4

DIMMスロット番号 8 (*) 16 (*) 24 (*) 32 (*)

0A0 W W W W

0A1  N/A  N/A W W

0A2  N/A X X X

0A3  N/A  N/A  N/A X

0B0 W W W W

0B1  N/A  N/A W W

0B2  N/A X X X

0B3  N/A  N/A  N/A X

0C0 W W W W

0C1  N/A  N/A W W

0C2  N/A X X X

0C3  N/A  N/A  N/A X

0D0 W W W W

0D1  N/A  N/A W W

0D2  N/A X X X

0D3  N/A  N/A  N/A X
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DIMMスロット番号 8 (*) 16 (*) 24 (*) 32 (*)

1A0 W W W W

1A1  N/A  N/A W W

1A2  N/A X X X

1A3  N/A  N/A  N/A X

1B0 W W W W

1B1  N/A  N/A W W

1B2  N/A X X X

1B3  N/A  N/A  N/A X

1C0 W W W W

1C1  N/A  N/A W W

1C2  N/A X X X

1C3  N/A  N/A  N/A X

1D0 W W W W

1D1  N/A  N/A W W

1D2  N/A X X X

1D3  N/A  N/A  N/A X

*： 列見出しの数字は、SB上の DIMM搭載枚数を示す。
N/A：対象外
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G.3  100V電源使用時の搭載
PRIMEQUEST 1000シリーズ (PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1400S/1400E/1400L) では、100V電
源をサポートしています。なお、100V使用時は電源効率が低下するため、構成物の最大搭載量が変わ
ることがあります。
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G.4  PCIカード搭載条件と使用可能な内蔵 I/O
PRIMEQUEST 1000シリーズ における PCIカードの搭載条件と使用可能な内蔵 I/Oについて説明しま
す。

 
備考

I/O空間は最大 16デバイスを割り当てることができます。ただし、PCI Expressスイッチでスロット 1
本あたり 1個の PCI to PCIブリッジを占有します。I/O空間の割り当ての詳細については、
『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「5.5 [Device Manager] メ
ニュー」を参照してください。

 
 

G.4.1  使用可能な内蔵 I/O
以下に使用可能な内蔵 I/Oと個数を以下に示します。
 

表 G.14 使用可能な内蔵 I/Oと個数

内蔵 I/O 個数 備考

SB
USB 4

Home SBのみ
VGA 1

SAS ディスクユニット／
SAS アレイディスクユニット

内蔵 HDD 4  

GSPB
GbE 8

 
SAS 2

 
内蔵 I/Oはフロントベゼルに隠れています。使用するときは、フロントベゼルを外してください。
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G.5  レガシー BIOS互換機能 (CSM)
PRIMEQUEST 1000シリーズでは、ファームウェアとして BIOSエミュレーション機能を持つ UEFIを
採用しています。現在レガシー BIOSに起因する制限として、以下のものがあります。
 
・ Option ROM領域の制限：Bootデバイスとして動作可能な PXE対応カードは、最大 4枚に制限さ
れます。

・ I/O空間の制限：レガシー BIOS環境では Bootデバイスに I/O空間が必要になります。
 
注意

CSM環境では、Bootデバイスに I/O空間を割り当ててください。
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G.6  ラック搭載
19インチラックへの搭載方法について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  設置マニュアル』
(C122-H004) を参照してください。
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G.7  設置環境
PRIMEQUEST 1000シリーズ設置環境の条件について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  設置マ
ニュアル』(C122-H004) を参照してください。
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G.8  SASアレイディスクユニット
SASアレイディスクユニットの使用について、注意事項を説明します。
 
注意

SASアレイディスクユニットを使用して RAIDコントローラーのWebBIOSを起動するさい、テキスト
コンソールリダイレクションは使用できません。

テキストコンソールリダイレクションは、WebBIOSを終了後、リブートもしくは電源をオフ・オンし
た後で接続・使用してください。

WebBIOSの使用方法については、『MegaRAID SAS ユーザーズガイド』(B7FY-2751) を参照してくださ
い。
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G.9  内蔵ソリッドステートドライブ
内蔵ソリッドステートドライブの使用について、注意事項を説明します。

 
注意

64GBおよび 400GB内蔵ソリッドステートドライブは、SASディスクユニット/SASアレイディスクユ
ニット内で他の内部記憶装置との混在はできません。
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G.10  NIC (ネットワークインターフェースカード)
NIC (ネットワークインターフェースカード) の搭載のさい、以下の注意事項があります。
 
注意

・ チーミングのメンバは、同じ種類の LANの間で設定することを推奨します。
(同種カード間、Onboard LAN内でのチーミングを推奨)

・ 同じ種類の LANでチーミングが設定されない場合、スケーリング機能の差異により、受信側ス
ケーリング機能がオフになることがあります。

これにより、受信トラフィックバランスの最適化ができなくなることがありますが、通常使用に

おいては問題ありません。

・ ご使用の Intel PROSetのバージョンによっては、チーミング構築時、上記の理由により受信側ス
ケーリングを無効にする警告が表示されることがあります。そのまま [OK] ボタンをクリックし
てください。

受信側スケーリング機能およびその他の注意事項については、Intel PROSetのヘルプまたは [デバ
イスマネージャ]－[該当 LANのプロパティ]－[詳細設定]－[受信側スケーリング] で確認してくだ
さい。

・ OSのWOL (Wake on LAN) 対応状況は、各 OSのマニュアルおよび制限事項を参照してください。
WOLに対応しない OSでは、遠隔からの電源制御はMMB Web-UIから操作してください。

 

PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル
付録 G コンポーネントの搭載条件

369 C122-E108-10



付録 H  PRIMEQUEST 1000シリーズが提
供する MIBツリー体系

 
本付録では、PRIMEQUEST 1000シリーズが提供するMIBツ
リー体系について説明します。

SVSのMIBツリー詳細については、SVSのMIBファイルを参
照してください。

 
 
 

H.1 MIBツリー体系  ....................................................... 371
H.2 MIBファイルの内容 ................................................. 373



H.1  MIBツリー体系
"mmb(1)" 配下のMIB情報は、MMBファームウェアより提供され、MMBへアクセスすることで取得
できます。また、MMBからは標準MIB情報も取得できます。
一方、"partition(2)"配下のMIB情報は、PSAより提供され、MMBへアクセスしてMMB経由で取得す
るか、パーティション上の SNMPサービスより直接取得できます。
なお、"partition(2)"配下のMIB情報は、パーティションごとに提供されます。MMB経由でMIB取得す
る場合は、"partitionCommon(100)" の値を各パーティション IDに置き換えて OIDをリクエストするこ
とで、パーティションごとに情報が取得できます。

  
注意

PRIMEQUEST 1000シリーズでは、各パーティションの起動時および停止時に、パーティション状態の
変更をMMBの SNMP機能が認識します。このさい、一時的に外部マネージャ (Systemwalker Centric
マネージャなど) からMMBへのMIBリクエストは、エラー応答または応答タイムアウトとなります。
この場合、MIBリクエストを再度発行することで情報を取得することができます。
 
MIBツリー体系を以下に示します。
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図 H.1 MIBツリー体系
注意

"partition(2)"配下のMIB 情報は PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lのみで提供。
 
備考

1. 上記MIBツリーは internet(1)の前に、ios(1).org(3).dod(6)が省略されています。
2. 上記MIBツリーの枝に定義されているMIB詳細情報については省略しています。
3. 詳細情報についてはMIBファイル (「ServerView Suite DVD」に格納) を参照してください。
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H.2  MIBファイルの内容
MIBファイルの内容を以下に示します。
 
備考

PSA-MIBs/ は、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lのみで提供します。
 

表 H.1 MIBファイルの内容
 

 MIBファイル 用途 パーティ

ション OS
情報提供

元

内容

MMB-
MIBs/

MMB-COM-MIB.txt 参照系 － MMB
ファーム

筐体全体のハード構成などの

MIB情報

MMB-ComTrap-
MIB.txt

監視系 － 筐体全体のハード異常監視用の

MIB情報(MMB  SELイベント)

PSA-
MIBs/

PSA-COM-MIB.txt 参照系 Linux /
 Windows

PSA パーティションに属する PCIカード
などのハード構成のMIB情報

PSA-LIN-MIB.txt Linux LinuxOS情報などのMIB情報

PSA-WIN-MIB.txt Windows WindowsOS情報などのMIB情報

PSA-ComTrap-MIB.txt 監視系 Linux /
 Windows

SMARTイベント監視／RAIDバッテ
リー寿命監視用のMIB情報

PSA-SVAgentsTrap-
MIB.txt

Linux /
 Windows

ServerView Agentsイベント (JX40関
連のみ) 監視用のMIB情報

PSA-
LinIntelE1000Trap-
MIB.txt

Linux LANカードイベント監視用のMIB情
報

PSA-
LinIntelE1000ETrap-
MIB.txt

Linux

PSA-LinIntelIgbTrap-
MIB.txt

Linux

PSA-LinIntelixgbeTrap-
MIB.txt

Linux

PSA-LinEmulexTrap-
MIB.txt

Linux FCカードイベント監視用のMIB情
報

PSA-LinLsiLogicTrap-
MIB.txt

Linux SASカードイベント監視用のMIB情
報

PSA-LinScsiComTrap-
MIB.txt

Linux SASデバイス(ディスク、テープ装置
など) イベント監視用のMIB情報

PSA-LinGrmpdTrap-
MIB.txt

Linux MultipathDriver検出イベント監視用
のMIB情報
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 MIBファイル 用途 パーティ

ション OS
情報提供

元

内容

PSA-LinGdsTrap-
MIB.txt

Linux GDS検出イベント監視用のMIB情報

PSA-LinGlsTrap-
MIB.txt

Linux GLS検出イベント監視用のMIB情報

PSA-LinSvsRaidTrap-
MIB.txt

Linux ServerView RAIDイベント監視用
のMIB情報

PSA-
WinIntelE1000expTrap-
MIB.txt

Windows LANカードイベント監視用のMIB情
報

PSA-
WinIntele1expressTrap-
MIB.txt

Windows

PSA-
WinIntelixgbnTrap-
MIB.txt

Windows

PSA-WinEmulexTrap-
MIB.txt

Windows FCカードイベント監視用のMIB情
報

PSA-WinLsiLogicTrap-
MIB.txt

Windows SASカードイベント監視用のMIB情
報

PSA-WinDiskTrap-
MIB.txt

Windows ディスクイベント監視用のMIB情報

PSA-WinMpdTrap-
MIB.txt

Windows MultipathDriver検出イベント監視用
のMIB情報

PSA-WinGlsTrap-
MIB.txt

Windows GLS検出イベント監視用のMIB情報

PSA-WinSvsRaidTrap-
MIB.txt

Windows ServerView RAIDイベント監視用の
MIB情報
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付録 I  Windows シャットダウンの設定
 

本付録では、Windows シャットダウンの設定方法 (任意)につい
て説明します。

 
 
 

I.1 MMB Web-UIからのシャットダウン  ........................ 376



I.1  MMB Web-UIからのシャットダウン
Windowsでは、MMB Web-UIからシャットダウンを行う場合、ServerView Agentが必要です。
ServerView Agentの設定方法については、『ServerView Oprations Manager Installation ServerView Agents
for Windows』の「システムシャットダウン」タブの説明を参照してください。
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付録 J  Systemwalker Centric Manager
連携

 
本付録では、Systemwalker Centric Manager連携について説明し
ます。

 
 
 

J.1 Systemwalker Centric Manager連携の事前準備  ..... 378
J.2 Systemwalker Centric Manager連携の設定  ............. 379



J.1  Systemwalker Centric Manager連携の事前準備
Systemwalker Centric Managerとは、システム運用のライフサイクルに従って、システムやネットワー
クの集中管理をするアプリケーションです。

Systemwalker Centric Manager (以下 Systemwalker) 連携による PRIMEQUEST 1000シリーズの監視方法を
設定するための事前準備について説明します。

事前に、以下のファイルおよびツール類を用意します。

 

表 J.1 用意するファイルおよびツール類

準備物 入手先 備考

拡張MIBファイル
(トラップ用)

装置添付 DVD-ROM
『ServerView Suite』

/SVSLocalTools/Japanese/PSA/
・ MMB-ComTrap-MIB.txt

TrapMSG変換定義
ファイル

装置添付 DVD-ROM
『ServerView Suite』

/SVSLocalTools/Japanese/PSA/
・ mmbComTrap.cnf

SNMPトラップ変
換定義適用コマン

ド

Systemwalkerインストール先 Windows運用管理サーバで実行の場合：(*1)

Linux/Solaris運用管理サーバで実行の場合：(*2)

メニュー登録用コ

マンド

Systemwalkerインストール先 [install-dir]¥mpwalker.dm¥bin¥mpaplreg.exe
(運用管理クライアント (*3) で実行)

フィルタリング定

義テンプレート

Systemwalker技術情報
http://software.fujitsu.com/jp/
technical/systemwalker/
「テンプレート、デザイン

シート」

詳細については、左記の URLから Systemwalkerマ
ニュアルを参照してください。

 

*1： Windows運用管理サーバで実行の場合：
[install-dir]¥MpWalker.dm¥MpCNappl¥MpCNmgr¥bin¥CNSetCnfMg.exe

*2： Linux/Solaris運用管理サーバで実行の場合：
/opt/FJSVfwntc/MpCNmgr/bin/CNSetCnfMg.exe

*3： Systemwalker Centric Managerでは、効率的な管理を実施するため、階層構造による運用管理を
実施しています。運用管理クライアントもその 1つです。
詳細については、以下の URLから Systemwalkerマニュアルを参照してください。
http://software.fujitsu.com/jp/technical/systemwalker/
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J.2  Systemwalker Centric Manager連携の設定
Systemwalker連携の各種設定について説明します。
・ MMBノード登録
・ SNMPトラップ連携
・ イベント監視連携

・ GUI連携
・ PRIMEQUEST 1000シリーズ筐体グルーピング機能連携
・ ServerViewSuiteとの連携

 
 

J.2.1  MMBノード登録
MMBは、筐体全体のハードウェアを監視しています。MMB自身が故障した場合でも、継続して監視
できるように二重化できます (オプション) 。
SystemwalkerでMMB二重化構成の PRIMEQUEST 1000シリーズを監視するときは、必ず 2つのMMB
ノードを登録して、これら 2つのノードを監視してください。
PRIMEQUEST 1000シリーズのMMBノード登録の概要、および登録手順について説明します。
 
■MMB二重化構成の場合

Systemwalkerコンソール上にMMBノードを登録すると、PRIMEQUEST 1000シリーズのハードウェア
異常イベント (MMBからの SNMPトラップ) が監視できるようになります。MMBが二重化されている
場合は、2つのMMBノードを登録し、SNMPトラップの発生したMMBを区別して監視します。
MMBノード登録手順について、以下に説明します。
 

1. Systemwalkerコンソール画面で、機能選択から [編集] を選択し、ノード一覧ツリーを表示します。
 

2. MMBのあるネットワークフォルダを選択し、メニューバーから [オブジェクト] - [ノードの作成]
を選択します。ネットワークフォルダを未作成の場合は、作成してから実施します。

 
3. ノードプロパティで、表示名やホスト名などの必須項目を入力します。運用管理サーバが Linux

(PRIMEQUEST 1000シリーズ) の場合は、[基本情報] - [追加] をクリックし、一覧からMMBを選
択します。また、[インターフェース] - [追加]をクリックし、Active側MMBの物理 IPアドレス
を登録します。

 
4. MMBが二重化されている場合は、Standby側のMMBも登録します。再度、[オブジェクト] - [ノー
ドの作成] を選択し、運用管理サーバが Linux (PRIMEQUEST 1000シリーズ) の場合は、同様にマ
シン種別にMMBを追加します。
インターフェースは、Standby側MMBの物理 IPアドレスを登録します。
 

5. 登録したノードは、Systemwalkerコンソール上に、MMBアイコンで表示されます。
 
なお、MMB ノード登録手順や、MMB 自身の故障によりMMB 切り替えが発生したときの注意事項な
どについて詳しくは、『Systemwalker Centric Manager PRIMERGY/PRIMEQUEST 運用管理ガイド』を参
照してください。
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備考

・ 運用管理サーバの OSがWindows、Solaris、Linux (PRIMERGY) の場合は、MMBのアイコン表示
はできませんが、監視に支障はありません。

・ ノード検出によりMMBのノード登録をした場合は、以下のような状態になることがあります。
・ MMBの仮想 IPアドレスが独立ノードとして認識され、物理 IPアドレスとは、別のノード
で登録されてしまう。

・ ノードの代表インターフェースが物理 IPアドレスではなく、MMBの仮想 IPアドレスで登
録されてしまう。

・ ノードアイコンがMMBにならず、一般のコンピュータとして見えてしまう。
 これらの場合、ノードの削除やプロパティを変更し、マシン種別をMMBに、代表インターフェース
が物理 IPアドレスになるようにします。次に、メニューバーから [ポリシー] - [ポリシーの配付] を選
択します。[ポリシーの配付] 画面で [すぐに適用する] を選択し、[OK] ボタンをクリックします。
 
■MMB一重化構成の場合

Systemwalkerコンソール上にMMBノードを登録すると、PRIMEQUEST 1000シリーズのハードウェア
異常イベント (MMBからの SNMPトラップ) が監視できるようになります。MMBは 1枚のため、1つ
のMMBノードを登録し、MMBを監視します。
MMBノード登録手順について、以下に説明します。
 

1. Systemwalkerコンソール画面で、機能選択から [編集] を選択し、ノード一覧ツリーを表示します。
 

2. MMBのあるネットワークフォルダを選択し、メニューバーから [オブジェクト] - [ノードの作成]
を選択します。

ネットワークフォルダを未作成の場合は、作成してから実施します。

 
3. ノードプロパティで、表示名やホスト名などの必須項目を入力します。運用管理サーバが Linux

(PRIMEQUEST 1000シリーズ) の場合は、[基本情報] - [追加] をクリックし、一覧からMMBを選
択します。また、[インターフェース] - [追加] をクリックし、MMBの物理 IPアドレスを登録し
ます。

 
4. 登録したノードは、Systemwalkerコンソール上に、MMBアイコンで表示されます。

 
なお、MMB ノード登録手順について詳しくは、『Systemwalker Centric Manager PRIMERGY/
PRIMEQUEST 運用管理ガイド』を参照してください。
 
備考

・ 運用管理サーバの OSがWindows、Solaris、Linux (PRIMERGY) の場合は、MMBのアイコン表示
はできませんが、監視に支障はありません。

・ ノード検出によりMMB のノードを登録した場合は、ノードアイコンがMMB にならず、一般の
コンピュータとして見えてしまうことがあります。

この場合、プロパティを変更し、マシン種別をMMB にします。次に、メニューバーから [ポリ
シー] - [ポリシーの配付] を選択します。[ポリシーの配付] 画面で [すぐに適用する] を選択し、
[OK] ボタンをクリックします。
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J.2.2  SNMPトラップ連携
SNMPトラップ連携の概要と、変換定義の手順について説明します。
 
■処理の概要

PRIMEQUEST 1000シリーズからの SNMPトラップを、監視者が解読可能なメッセージにするための
変換定義をします。変換後のメッセージテキストは Systemwalkerコンソール上に表示されます。
 
備考

変換定義されたメッセージのテキストには、PRIMEQUEST 1000シリーズからのメッセージだと判別で
きるように、メッセージテキスト内に、[PRIMEQUEST] のキーワードが埋め込まれます。
例：PRIMEQUEST 1000シリーズからの SNMPトラップが変換されて表示される場合

[PRIMEQUEST] FileServer E 14002 SB#0-DIMM#0A0 DIMM: Uncorrectable ¥
ECC Part-no=0x0101 Serial-no=5023

行末の¥は、改行しないことを表す。
 
なお、SNMPトラップを受け取るには、あらかじめ PRIMEQUEST 1000シリーズで、SNMPトラップ
の送信先として運用管理サーバが登録されている必要があります。

SNMPトラップ送信先設定については、以下のマニュアルを参照してください。
・『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』(C122-E107) の「7.5.2  SNMPの設定」
・『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.5.6  [SNMP

Configuration] メニュー」
 
■SNMPトラップ連携の手順

1.「表 J.1 用意するファイルおよびツール類」で用意した TrapMSG変換定義ファイルを、運用管理
サーバ上の任意のディレクトリに配置します。

 
2.「表 J.1 用意するファイルおよびツール類」で用意した SNMPトラップ変換定義適用コマンドを
実行し、TrapMSG変換定義ファイル (「表 J.1 用意するファイルおよびツール類」参照) を
Systemwalkerに取り込みます (運用管理サーバで実行します)。
コマンド格納先ディレクトリに移動し、下記コマンドを実行します。

運用管理サーバ (Linux) での実行例：

./CNSetCnfMg.exe -f <TrapMSG変換定義ファイル名(フルパス名)> -c

 
3. トラップ変換で使用される OIDをキャラクタ表記させるために、SystemwalkerのMIB拡張操作
機能を利用して、「表 J.1 用意するファイルおよびツール類」で用意した拡張MIBファイル (ト
ラップ用) を Systemwalkerに登録します。(運用管理クライアントの Systemwalkerコンソール画面
で操作します。)
・ SystemwalkerCentricManagerが V13.2より前バージョンの場合

1) メニューバーから [操作] - [拡張MIBの操作] を選択します。
2) [MIB登録] を行います。このときに拡張MIBファイル (トラップ用) (「表 J.1 用意する
ファイルおよびツール類」参照) を指定します。

・ SystemwalkerCentricManagerが V13.2以降の場合
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1) メニューバーから [ポリシー] - [ポリシーの定義] - [ノードの監視] - [拡張MIBの操作] を
選択します。

2) [MIB登録] を行います。このときに拡張MIBファイル (トラップ用) (「表 J.1 用意する
ファイルおよびツール類」参照) を指定します。
 

4. 次の操作で TrapMSG定義ファイルを Systemwalkerに適用します。
　 1) [ポリシー] メニューから [ポリシー配付] 画面に移行し、[すぐに適用する] を選択し、[OK]
ボタンをクリックします。

 
備考

・ MMB Web-UIで TestTrap機能を利用してトラップ受信確認をした場合、Systemwalkerコンソール
画面に TestTrapのメッセージが表示されます。このとき、コンソール画面上の対象のMMBノー
ドは異常が発生した状態となるため、下記の手順で正常状態に戻してください。

1. Systemwalkerコンソール画面のイベント表示部で、TestTrapメッセージを選択します。
 

2. 右クリックメニューから [監視イベントの対処] を選択し、[対処] をクリックします。
 

3. Systemwalkerコンソール画面上の対象のMMBノードが、正常状態に戻ったことを確認し
ます。

 
・ Infoレベルのメッセージ (Panic/Stop Error) を出力するようにフィルタリング定義を修正する場合
は、以下のマニュアルを参照してください。

Systemwalkerマニュアル：使用手引書 監視機能編
 
なお、TestTrapのメッセージコンソール画面に表示させるには「J.2.3 イベント監視連携」のイベント
フィルタリング定義をあらかじめ適用しておく必要があります。

TestTrap機能については、以下の画面を参照してください。
・『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』(C122-E107) の「7.5.2  SNMPの設定」
・『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.5.6  [SNMP

Configuration] メニュー」
 
 

J.2.3  イベント監視連携
ここでは、イベント監視連携の概要と修正手順について説明します。

 
■イベント監視連携の概要

PSA (PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L) または SVS (PRIMEQUEST
1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2) で監視・記録しているイベントアラームを Systemwalkerの Agent
と連携して、Systemwalker  (本体) が認識しなくてはならないイベントアラームに関し、運用管理サー
バに通知できる状態にします。

機種別に提供されるイベントフィルタリング定義 (Systemwalkerテンプレート、「表 J.1 用意するファイ
ルおよびツール類」参照) を取り込むことで、より簡単にイベントフィルタリング定義が可能となりま
す。本テンプレート取込みの詳細手順は、Systemwalkerのマニュアルを参照してください。
また、Systemwalkerテンプレートの定義情報から一部を変更する場合は、イベント監視の条件定義を
変更します。以下に設定方法を説明します。
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なお、メッセージの定義内容については、イベントフィルタリング定義に添付される『フィルタリン

グ定義説明書』を参照してください。

 
■イベント監視連携の修正手順

次の操作で、PRIMEQUEST 1000シリーズが格納するイベントログに対するフィルタリング定義をしま
す。

1. [Systemwalkerコンソール] で、フィルタリング定義を追加したい PRIMEQUEST 1000シリーズ
ノードを選択します。

 
2. メニューバーから [ポリシー] - [ポリシーの定義] - [イベント] - [ノード... ] を選択します。
→ [イベント監視の条件定義] ダイアログボックスが表示されます。
 

3. 変更するイベントを選択した状態で、[イベント] - [イベントの更新] を選択します。
→ [イベント定義] ダイアログボックスが表示されます。
 

4. 所定の項目を変更して [OK] ボタンをクリックし、ウィンドウを閉じます。
 

5. イベントフィルタリング定義を、変更を加えた PRIMEQUEST 1000シリーズサーバに対して配付
します。

メニューバーから [ポリシー] - [ポリシーの配付] を選択します。[ポリシーの配付] 画面で [すぐに
適用する] を選択し、[OK] ボタンをクリックします。

 
 

J.2.4  GUI連携
GUI連携の概要と、登録の手順について説明します。
 
■GUI連携の概要

Systemwalkerから PRIMEQUEST 1000シリーズのMMBのログイン画面 URLを起動できるように、操
作メニューに登録します。

MMB二重化構成の場合は、2つのMMBノードに対して、GUI連携を設定します。
 
■GUI連携の手順

1. PRIMEQUEST 1000シリーズ MMBコンソールを起動するメニューを登録します。運用管理クラ
イアントでコマンドプロンプトを開き、任意のディレクトリにおいて、以下のコマンド (「表 J.
1 用意するファイルおよびツール類」参照) を実行します。

mpaplreg.exe -a -m <メニュー名> -p <ノード名> -c <URL> -w

メニュー名：Systemwalkerコンソール上に表示するメニュー名
ノード名：登録したいサーバのノード名(ホスト名) [通常は、MMBノードを選択]
URL：http://から始まる PRIMEQUEST 1000シリーズのシステム管理トップ画面 URL
 

2. Systemwalkerコンソールを再起動します。
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3. 再起動後、指定したノードを右クリックして表示される [操作] に新規メニューが表示され、指定
した URLでWebページが表示されることを確認します。

 
備考

上記の設定は、PRIMEQUEST 1000シリーズの登録サーバノード数分必要となります。
 
 

J.2.5  筐体グルーピング機能連携
Systemwalkerの筐体グルーピング機能との連携の概要と手順について説明します。
 
■筐体グルーピング機能連携の概要

Systemwalkerは PRIMEQUEST 1000シリーズのMMBノードから各パーティションノードの管理 LAN
の IPアドレスを収集することにより、筐体ごとに自動的にグルーピングすることができます。MMB
ノードから管理 LANの IPアドレスが取得できるようにするため、あらかじめ管理 LANを設定してお
く必要があります。

 
■筐体グルーピング機能連携の手順

各パーティションの OSに管理者権限でログインし、管理 LANを設定します。管理 LANの設定につ
いては、以下のマニュアルを参照してください。

・ RHELの場合
・『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』(C122-E107)「6.2.2  管理 LANの設定確認」

・ Windows Server 2003の場合
・『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』(C122-E107)「6.3.1  PSA-MMB間通信 LAN
の設定」

・ Windows Server 2008の場合
・『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入マニュアル』(C122-E107)「6.4.1  PSA-MMB間通信 LAN
の設定」

・ Windows Server 2012 の場合
・『PRIMEQUEST 1000 シリーズ ServerView Mission Critical Option ユーザマニュアル』

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/catalog/manual/svs/
 

また、PRIMEQUEST 1000シリーズ筐体グルーピング機能 (PRIMEQUESTのノードを自動登録する機
能) の操作などについて詳しくは、『Systemwalker Centric Manager PRIMERGY/PRIMEQUEST 運用管理
ガイド』を参照してください。

 
 

J.2.6  ServerViewとの連携
PRIMEQUEST 1000シリーズでは各パーティション上に ServerView Agent (SV Agent) が搭載され、
ServerView Operation Manager (SVOM) で構成管理や異常監視が可能となります。
Systemwalkerは ServerViewと連携することで、ServerViewでの監視結果を Systemwalker の統合管理
サーバに送信したり、Systemwalkerから ServerViewコンソールを起動したりすることができます。連
携手順については、『ServerView Operations Managerユーザーズガイド』を参照してください。
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付録 K  SASアレイコントローラーカード
のファームウェアの確認方法

 
SASアレイコントローラーカード (SASアレイディスクユニッ
トに内蔵されているものを含む) のファームウェアの確認方法
について説明します。

 
 
 

K.1 WebBIOSでのファームウェア版数の確認  .............. 386
K.2 ServerView RAIDでの確認  ...................................... 389



K.1  WebBIOSでのファームウェア版数の確認
現在動作しているファームウェア版数は、以下の方法で確認します。

 
備考

以降の手順の画面は画面例です。画面に表示されている版数などの画面の内容は、実際の画面とは異

なる場合があります。

 
1. メニュー画面で [UEFI shell] を選択し、UEFIシェルを起動します。

 
2. driversコマンドをシェル内で実行し、UEFIのドライバ番号および LSI EFI SAS Driverのドライバ
番号を確認します。

図 K.1 UEFIシェルの driversコマンド
 

3. dhコマンドを実行し、[LSI MegaRaid SAS Controller] のコントローラー番号を確認します。
以下の例では、コントローラー番号は「B4」です。

図 K.2 UEFIシェルの dhコマンド
 

4. drvcfg -s XX YYコマンドを実行します。
「XX」「YY」は、以下のように指定します。
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・ XX：手順 2で確認した UEFIのドライバ番号
・ YY：手順 3で確認したコントローラー番号

 
5. その次のメニューで [1] を選択します。

 
6. WebBIOSが起動し、[Adapter Selection] 画面が表示されます。
搭載されているアレイコントローラーの一覧が表示されます。[Type] 列がアレイコントローラー
名です。

アレイコントローラーが複数同時に搭載されている場合があります。

図 K.3 WebBIOSの [Adapter Selection] 画面 (1)
 

7. 選択対象のアレイコントローラーを [Adapter No.] のボタンで選択し、[Start] ボタンをクリックし
ます。

図 K.4 WebBIOSの [Adapter Selection] 画面 (2)
 

8. WebBIOSの HOME画面が表示されます。
アレイコントローラーのファームウェア版数を確認する場合は、[Controller Properties] または
[Adapter Properties] をクリックします。
以下の画面例では、[Controller Properties] をクリックしています。
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図 K.5 WebBIOSの [HOME] 画面
 

9. アレイコントローラーの詳細が表示されます。現在のファームウェア版数を確認します。
[Firmware Version] または [FW Package Version] の部分が、ファームウェア版数です。

図 K.6 WebBIOSの [Controller Properties] 画面
 
備考

[Home] ボタンをクリックすると、HOME画面に戻ります。
 

10. MegaRAID SASアレイコントローラーが複数同時に搭載されている場合は、HOME画面で
[Controller Selection] または [Adapter Selection] をクリックします。
その後手順 7に戻り、同様の手順で他のMegaRAID SASアレイコントローラーのファームウェア
版数を確認します。
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K.2  ServerView RAIDでの確認
ServerView RAIDでの確認方法を説明します。
 
備考

以降の手順の画面は画面例です。画面に表示されている版数などの画面の内容は、実際の画面とは異

なる場合があります。

 
1. システムを起動し、OSにログインします。

 
2. ServerView RAID Managerを起動して作業対象サーバに接続し、ログインします。
ログインに使用するアカウントは、管理者権限またはユーザー権限のどちらでもかまいません。

 
3. ツリービューで対象のアレイコントローラーを選択します。

 
4. オブジェクトウィンドウ (画面右側) の [General] タブにファームウェア版数が表示されます。
このとき、使用しているアレイコントローラーによって参照する部分が異なります。選択したア

レイコントローラーに合わせて確認してください。

図 K.7 ServerView RAID Managerの [General] タブ
 

5. 対象MegaRAID SASアレイコントローラーが複数同時に搭載されている場合は、手順 3に戻りま
す。

同様の手順で他のアレイコントローラーのファームウェア版数を確認します。
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付録 L  ソフトウェアについて (リンク)
 

PRIMEQUEST 1000シリーズのハードウェアに添付されるソフ
トウェア、ドライバについては、『PRIMEQUEST 1000シリー
ズ  製品概説』(C122-B022) の「第 3章  ソフトウェアの構成」
を参照してください。

 
 
 



付録 M  障害連絡シート
 

本付録は障害連絡シートです。障害の通知に使用してください。

 
 

M.1 障害連絡シート  ....................................................... 392



M.1  障害連絡シート

モデル名・型名 □ PRIMEQUEST  (                                                         )

使用 OS □Red Hat Enterprise Linux (版数：　   )
□Windows Server (版数：　 )
□VMware (版数：　 )

本体装置設置環境  
 
 

LAN・WANシステム構成
 
 
 

 

ハードウェア構成 【取り付けている内蔵オプションの種類や搭載位置】

 

コンフィグレーション設定情

報

【UEFIセットアップユーティリティの設定値】
 

発生日時 20    年    月    日       時    分

発生頻度 □常時    
□頻度 (　/   回)    
□不明

発生契機 【現象発生前後に作業していたか】□有  □無
【現在の状況】

 
【業務内容】

 
【業務影響】□有  □無

発生事象

 
 
 

□ハングアップ  
□スローダウン  
□リブート  
□OS Panic/Stop
□OS起動不可
□通信不可  
□その他 (                                                                               )

エラーメッセージ システムイベントログ：

エージェントログ／ドライバログ：

OSメッセージ：
その他：

各種ランプの状態  

添付資料

 
□有            □無
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